
三重県埋蔵文化財調査報告 12 3 -4上

一般国道42号松阪・多気バイパス建設地内埋蔵文化財発掘調査報告 w

鴻 ノ 木 遺 跡

（上 層 編）

1 9 9 8 . 9 

三重県埋蔵文化財センター



巻頭図版

l:liii::'! 疇
會ヽ., 

ふ;_~｀ ・ー 、；
,, ¥ 

．ヽ 9―

--.- .,, -, .,_ . •.j,., -L' - -.,-;_.. __ _ 、蒼I-.._,___ . ,_ .... 
- ,_._.i,;..__一・— ―

ヽ
遺跡遠景 （北から）

朱書きされた土器



序

埋蔵文化財は、土に埋もれた、あるいは刻まれた過去の記録で、私たちの祖

先がその時代を懸命に生きた証です。

一般国道 42号松阪・多気バイパス路線内にも埋蔵文化財がたくさん残って

いることがわかりました。これらは、一度破壊してしまうと二度と復元できな

くなってしまうかけがえのないものであることは言うまでもありません。しか

し一方で、自動車の運搬力や機動力は現代の生活に欠くことができないものと

なり、道路の建設や改良は公共事業の緊急課題となっています。

三重県教育委員会では、これら埋蔵文化財の保護と道路建設との調和をはか

るため、建設省等関係機関と協議を重ねてきました。その結果、バイパスの建

設工事によって、どうしても保存のできない遺跡については、発掘調在によっ

て記録として残すことになりました。

今回報告するのは、松阪市射和～中万町に所在する鴻ノ木遺跡についての発

掘調査結果です。本書が、消滅した遺跡にかわって、郷土の歴史、文化を未来

に伝える一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調壺事業の推進にあたっては建設省中部地方建設

局紀勢国道工事事務所、（社）中部建設協会、松阪市教育委員会、多気町教育

委員会をはじめとする関係機関各位、地元の方々などからご理解、ご協力をい

ただきましたことに厚くお礼申し上げます。

平成 10年9月

三重県埋蔵文化財センター

所長 大井輿生



例 言

1. 本書は、三重県教育委員会が建設省中部地方建設局から委託を受けて実施した、一般国道42号松阪・多気バ

イパス建設予定地内に所在する埋蔵文化財発掘調査事業のうち、平成 7~9年度に整理・報告書作成業務を実施

した、孤）未遺跡の発掘調壺報告書（上層編）である。

2. 現地発掘調査及び整理・報告書作成にかかる費用は、建設省中部地方建設局の全額負担による。

3. 本書に掲載した各遺跡の概要については、すでに当センター発行の「一般国道42号松阪・多気バイパス埋蔵

文化財発掘調壺概報」 I~Vで紹介しているが、本書の記述をもって最終報告とする。

4. 本書に使用した事業計画図面は、建設省紀勢国道工事事務所の提供により、他に建設省国土地理院発行の地形

図、松阪市作成の都市計画図を使用した。

5. 本書に掲載した写真の撮影、遺構・遺物図面の作成は、調査・報告担当者、調査補助員・業務補助員を中心に

行った。現地調査の担当者は第 4表に示したとおりである。執筆分担は目次に示し、 さらに文末にも記した。

6. 図面における方位は、国土座標第VI系を基準とする座標北を用いた。

なお、真北は座標北のNO.18, 44" W、磁北は座標北のN6°48' 44" Wである。

7. 本書で報告した記録類および出士遺物は、三重県埋蔵文化財センターが保管している。

8. 現地調究及び報告書作成期間中には、下記の方々に専門的な御指導と御助言をいただいた。記して感謝の意を

表したい。 （五十音順、敬称略）

磯部 克 門暉代司 柴垣 勇 西田尚史 福田 昭 福田哲也 藤澤良祐 山下俊郎

9. 本害では、上層及び遺物の色調について、小山・竹原編「新版標準土色帖』 (9版1989)

10. 本書で使用した遺構表示略記号は下記による。

SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SE: 井戸 SF: 寵跡・炉跡・焼土 SH: 竪穴住居

を使用した。

SK: 土坑

sx: 墓 sz: その他・不明

11. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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I . ‘’會則 言

1 . 調壺に至る経過

三重県松阪市は南北に細長い伊勢平野の中南部に

位置し、人口約11万人を擁する近世城下町を母体と

する都市である。近年、中南勢地方の中核都市とし

て目ざましい発展を遂げつつあり、高速道路の開通

や工業団地、住宅団地の造成など、各種の開発が盛

んに行われている。

古くは都と伊勢神宮を結ぶ伊勢街道と、熊野街道

の交差する交通の要所として重要な位置を占め、現

在でも三重県南部や東紀1-M地域と南勢地域への幹線

道路の交点に位置することに変わりはない。

(1)バイバスの建設計画

一般国道42号は和歌山県和歌山市を起点とし、紀

伊半島沿岸の諸都市を連絡し、三重県津市に至る幹

線道路である。東紀朴1方面から松阪市への入口には、

櫛田川が東流する。この川に架かる両郡橋付近は、

道路幅員が狭いため慢性的な交通渋滞に悩まされて

きた。また、松阪市内も幹線道路の市街地集中のた

め、激しい交通渋滞が繰り返されており、交通環境

が極度に悪化している。

これらの状況を抜本的に解消する方策として、多

気郡多気町仁田から松阪市古井町に至る延長11.9km 

の、松阪市街地の環状機能も併せ持ち、 さらに周辺

の土地利用の拡大・工業開発の促進等、地域の活性

化をも期待する一般国道42号松阪・多気バイパス

が計画されたのである。

計画路線は第1図のように、9・10・11・12の4つの

工区に分けられている。 9エ区は多気町仁田～松阪

市中万町の3.1km、10工区は松阪市中万町～同市八太

町の1.4km、11工区は松阪市八太町～上川町の5.0km、

12エ区は松阪市上川町～古井町の2.4kmである。

バイパス建設事業は昭和59(1984)年5月4日に11・

12エ区が、昭和62(1987)年2月3日に都市計画決定

がなされた。昭和62年度中に9エ区は事業化され、翌

63 (1988)年度には用地買収に着手、平成元 (1989)

年度には、 10~12エ区も事業化され用地買収も開始

された。

(2)埋蔵文化財の保護協議

一方、この道路建設事業にかかる埋蔵文化財保護

についての調整・協議は、昭和63年11月に建設省中

部地方建設局紀勢国道工事事務所から、 9エ区の埋蔵

文化財の有無について三重県教育委員会に照会があ

った。これを受けて、県教育委員会文化課では分布

調査を実施、 9エ区 (3.1km)内に9カ所、面積にして

38,250面の埋蔵文化財が所在することが判明した。こ

の結果をもとに紀勢国道工事事務所と第1回の協議を

行い、事業の全体計画の説明を受けた。文化課から

は、全面が遺跡とした場合の調査期間、調査経費、

必要調査員数等の概略資料を提示した。この段階で

は用地買収も進んでおらず、平成元年度中の文化財

調査はあり得ないと判断した。そして、昭和63年12

月2日付け教文第1684号で、正式に分布調査結果を紀

勢国道工事事務所長あてに通知した。この時点で10

~12エ区の計画図面が追加提示され、予定路線内の

埋蔵文化財の有無について、分布調査依頼があった。

なお、建設省から出される文化財保護法57条3によ

る文化庁への通知はこの間に行われている。

平成元年3月から4月にかけて、 10~12エ区 (8.8km)

内の埋蔵文化財分布調査を新設の三重県埋蔵文化財

センターで実施した。その結果5カ所、 29,300面の埋

蔵文化財の所在を確認し、平成元年5月9日付け教埋

第72号で紀勢国道工事事務所長あてに通知した。

このような経緯を経て、 7月には第2回目の協議を

行った。当センターから分布調査結果並びに各遺跡

の状況等の説明を、建設省からは用地買収状況の説

明が行われた。そして、建設省側は平成2年度から試

掘調壺を、 3年度から本格的な調査を開始してはしい

-1-



第 1図 路線・エ区・遺跡位置図 (1: 50,000) (国土地理院 松阪・国束山 1 : 25,000) 
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旨の要望が出された。

8月には当センターから、試掘調査の面積とその具

体的方法について建設省に提示したが、しばらく進

展はみられなかった。

年が改まった平成2(1990)年2月13日に第3回目の

協議が行われた。この協議では9エ区の用地買収状況

が主課題となり、この場で建設省より再度、平成2年

度からの文化財調査開始の要請があった。これを受

けて、 3月に当センターと建設省の間で全体計画や

調査体制などの具体的な最終協議を行い、さし迫った

番号 遺跡名 所在地 確認面積面 現 状

1 明気窯跡群 多気町相可字明気 2,000 山林

2 明気古墳群 多気町相可字明気 900 山林

3 甘糟遺跡 多気町荒蒔字甘糟 2,650 畑

4 巣護遺跡 多気町荒蒔字巣護ほか 7,500 7..k田

（多気条里）

上ノ垣外遺跡 多気町荒蒔字上ノ垣外 畑

フK田

5 ←- 6,000 

栂 ノ 世 古 遺 跡 多気町相可字栂ノ世古 宅地

6 新徳寺遺跡 多気町相可字新徳寺 2,400 畑

フK田

7 鴻ノ木遺跡 松 阪 市 射 和 町 字 鴻 ノ 木 11,200 7..f<田

• 水弓l場・久保田ほか 宅地

8 朱中遺跡 松阪市射和町字朱中 5,200 7.J<田

， 朱中古墳 松阪市射和町字朱中 400 山林

10 中野前遺跡 松阪市下村町字石津 4,200 水田

（石津）

廿チ遺跡 松阪市上川町字廿チ 7./<田

（東牛込）

11 ~- 3,700 

オヒ上遺跡 松阪市上川町字北上 フK田

12 堀町遺跡 松阪市朝田町字堀町 9,200 水田

13 御堂山遺跡 松 阪 市 西 野 々 町 字 御 堂 8,100 71<田

山

14 山 ノ 花 遺 跡 松阪市古井町字山ノ花 4,100 7..1<田

15 大日 山 古 墳 群 多気町荒蒔字大日山 600 山林

第 1表 遺 跡 概 況

種類

散布地

窯 跡

古墳

散布地

フd<EE

散布地

条里

散布地

集落跡

散布地

散布地

集 落 跡

集落跡

古墳

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古墳

-3-

期間と予算枠の中で、平成2年度から部分的に文化財

調査を開始することを決定した。これによって、当

面は第9エ区の現地発掘調査のみを対象にし、 2年度

は試掘調究として2,000面と本調査を2,000面の計4,000

面を発掘調査することとし、調査担当職員を2名あて

ることが決まった。

以上のような経過を経て、平成2年度には当埋文セ

ンター管理指導課内に2名の松阪・多気バイパス担当

職員を配置し、事業地内の文化財調査を開始するに

至った。

時代 概 要 工 区

古墳 平成 4~5年度調査。須恵器窯 5基、竪穴住居等

を確認。

古墳 平成 3年度多気町教委試掘で 7号墳確認。協議の

結果、多気町教委が調査を実施。 ， 
中世 平成 3年度試掘調査実施。後世の開墾等で削平さ

れ本調査除外地となる。

古墳～中世 平成 5年度調査。明確な条里遺構は確認できず。

前方後方周溝墓を検出したほか、石帯出土。

縄 文 平成 5年度第 1次、 6年 度 第 2次調査実施。縄文 工

古墳～中世 ～中世の遺構・遺物。

中世 上 ノ 垣 外 遺 跡 3次調査として平成 8年度に実施。

弥生～古墳• 平安・室町時代の遺物が出士。

縄文 平成 6年 度 第 1次、平成 8年度第 2次調査。縄文

時代後期前葉の竪穴住居や土坑を多数確認。

縄 文 平成 2~6年度調査。縄文時代早期、弥生、奈良

弥生～中世 ～平安時代の集落跡、墓跡等を確認。

区

縄 文 平成 3年度調査。奈良～平安時代の集落跡確認。

古墳～中世

古墳 平成 2年 度 試 掘 調 査 実 施 。 後 世 の 開 墾 等 に よ り 墳

形等不明。須恵器樽形 、壺片、円筒埴輪片出土

中世 平成 6年 度 試 掘 調 査 実 施 。 遺 構 は 確 認 で き ず 、 遺

物は客土からのため、本調査にいたらず。

11 

中世 平成 7年度調査。ほ場整備時に削平を受け、遺構

の残存わずか。 工

- -

古墳～奈良 古代官道の検出を目的に平成 7年度確認調査。官 区

道は検出できず。古墳～奈良の自然流水路検出。

弥生～中世 平成 6~9年調査。弥生～室町時代の遺構を多数

確認。同時代の土器・銅鐸形土製品・斎申出土。 12 

奈良～中世 平 成 4年 度 試 掘 調 査 実 施 。 遺 構 ・ 遺 物 と も に 確 認

できず、本調査除外地となる。 工

中世 平成 7年度調査。中世の遺構をわずかに検出。遺

跡の周辺部と判断。 区

古墳 平成 5年度工事中発見。直径約20m、高さ約 2m ， 
の円墳。主体部なし。他に丘陵斜面に主体部 2基 工 IX



2. 調査の体制

昭和61(1986)年度以降に一般国道1号亀山バイ

パスで、昭和63年度からの一般国道23号中勢道路埋

蔵文化財発掘調壺事業で採用された、いわゆる三者

体制を当該事業でも採り入れた。すなわち、三重県

教育委員会（受託者）は建設省（委託者）と調査に

関する委託契約を結ぶ一方、建設省（委託者）は外

郭団体である（社）中部建設協会（受託者）と現場

作業に係る作業員の任用や労務管理、各種機材の手

配等といった土工部門に関した委託契約を結ぶ。そ

して、国・県・協会の三者間の協力関係を明らかに

するため三者で協定を結ぶことで、当該事業を推進

しようという方法である。

この三者体制については、【三重県埋蔵文化財発

掘調壺報告100-4「山城遺跡・北瀬古遺跡」三重県

埋蔵文化財センター 1994・3,p.2~15】に詳しい

ので、それを参照されたい。

調在は三重県埋蔵文化財センターが担当した。平

成2年度は現地調査担当が管理指導課内におかれた

が、 3年度以降は調査二課第二係として独立し、当

該事業の調査に専念することになった。

平成 5年度からは現地調査と並行して報告書作成

も開始した。報告書作成は基本的にひとつの遺跡に

ついて 2年間で整理・報告する形をとり、初年度に

遺物整理を行い 2 年度で報告書の編集•印刷・刊行

を行うことにした。

また、平成 5年度からは「県教育委員会・市町村

教育委員会職員人事交流実施要綱」に基づいて、松

阪市および多気町の両教育委員会から各1名、計2名

の職員を派遣していただいて調査体制を強化、充実

した。以下は平成 2年度~9年度の調査体制である。

【平成 2年度】

所長中林昭一

次長森下和光

次長兼調査第二課長 山澤義貴

主査新田洋

管理指導課主事河瀬信幸、小林秀

総務課長青木真一

主事堀内念伸、寺前秀紀
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【平成 3年度】

所長中林昭一

次長東谷勇

次長兼管理指導課長 山澤義貴

調査第二課長新田洋

主査田中喜久雄

技師野原宏司

総務課長青木真一

主事堀内念伸、寺前秀紀

【平成4年度】

所長久保富子

次長東谷勇、山澤義貴

調査第二課長新田洋

第二係長 田村陽一

主事宇河雅之

総務課長小柳清

主事堀内念伸、寺前秀紀

【平成 5年度】

所長久保富子

次長 若林祥男、山澤義貴

主幹兼調査第二課長 伊藤克幸

主査倉田直純

第二係長 田村陽一

主事東良樹、宇河雅之

西村修久（多気町より派遣）

小濱学（松阪市より派遣）

総務課長小柳清

主事伊藤直樹、寺前秀紀

【平成 6年度】

所長川村政敬

次長 若林祥男、山澤義貴

主幹兼調査第二課長 伊藤克幸

主壺兼第二係長 田村陽一

主事下平康弘、東良樹

西村修久（多気町より派遣）

小濱学（松阪市より派遣）

総務課長小柳清

主事伊藤直樹、橋川功



【平成 7年度】

所長川村政敬

次長田中守、山澤義貴

主幹兼調査第二課長 伊藤克幸

主査兼第二係長 田村陽一

主事下平康弘、松本美先

小林秀

西村修久（多気町より派遣）

小潰学（松阪布より派遣）

総務課長 中西勝之

主事伊藤直樹、橋川功

【平成 8年度】

所 長 奥 村 敏 夫

次長田中守、山澤義貴

主幹兼調査第二課長山田猛

第二係長森川常厚

主事松本美先、小濱学

兼古懺（松阪市より派遣）

小山憲一（多気町より派遣）

総務課長 中西勝之

主事尾崎嘉春、橋川功

【平成 9年度】

所長奥村敏夫

次長中口孝、山澤義貴

主幹兼調査第二課長山田猛

第二係長森川常厚

主事小演学

兼古懺（松阪市より派遣）

小山憲一（多気町より派遣）

総務課長

主事尾崎嘉春、橋川功

以上のほか、各種調究記録類の整理や出土遺物の

整理、実測などで以下の方々の補助を得た。

調査補助作業員

奥明子（松阪女子高校）加藤里江（皇學館大学）

瀬野弥知世（皇學館大学）河角龍典（立命館大学）

高谷典子（松阪女子高校）塚田幸子（皇學館大学）

松井理栄子（橘女子大学） 中島沙恵（佛教大学）

業務補助員

北川ゆき 白石みよ子中里輝子瀬野弥知世

中村敬子服部美奈子広瀬則代谷久保美知代

廣田洋子山路艶子 山分孝子脇薬耀美

3. 現地調査の方法

調査の対象となる遺跡には、縄文時代から中・ 近

世にわたる集落遺跡や墓地跡、古墳群や須恵器窯跡

群など多種多様なものがあった。そのため、統一的

な調査方法をとることは不可能であり、各遺跡の性

格に応じた調査方法を適宜採用したことでは、原則

的な調査方法について示しておきたい。

(1)地区割

バイパス計画路線は9工区および11・l2エ区にお

いてはほぽ南北方向をとるため、 4m方眼で設定す

る地区杭は、各遺跡ごとに適切な道路中心杭 2点を

結ぶ延長方向に、北から南へ数字を、これと直行す

る方向には西から東ヘアルファベットを与え、各グ

リッドの北西杭をそのグリッドの名称とした。

なお、今回の調査では100m単位で設定する大地

区は設定しなかった。
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(2)遺構カード

遺構カードは原則として4mX4mのグリッドごと

に作成する。略図は遺構検出後、掘り下げまでに記

入することとし、遺構の重複関係、埋土の色調・状

態等を明示することにした。

遺構番号はピットについては各グリッドごとに通

し番号を付し、土坑、溝、竪穴住居跡などについて

は遺跡ごとの通し番号をつけることにした。

(3)遺構略測図

遺構の検討や遺物の整理等のため、遺構カードを

もとに、 100分の 1の遺構略測図を作成した。

(4)写真撮影

遺構等の写真撮影は、原則として6X7cm版（モノ

クロ、カラーポジ）を使用した。この他全景や特殊



遺構などについては 4X 5インチ版（モノクロ、カ

ラーポジ）、報道依頼関係に使用するカラーネガ(35

ミリ版）も必要に応じて使用した。

使用したカメラは、アサヒペンタックス6X7、ニ

コン F301、ウィスタ SP(4X5インチ版）、マミ

ヤRZ67である。

(5)遺構実測

道路工事計画に関する杭は全て国土座標に基づい

ている。そのため、将来予想される隣接地での発掘

調究との関連が把握できるように、遺構実測は国土

座標に基づいておこなった。当地域は第VI座標系に

属する。

遺構実測は現地調査期間の短縮のため、空中写真

測量を原則としつつ、遣り方実測も随時実施した。

また、各遺構の遺物出土状況図など詳細な実測図は

全て手書きで行った。

(6)公開・普及

現地調査が終了し、遺構実測も終了もしくはほぼ

終わる段階で、一般住民を対象に調査成果の公開と、

埋蔵文化財に対する認識を深めてもらうことを目的

として、可能な限り現地説明会を実施した。これま

でに、鴻ノ木遺跡・明気古窯跡群・上ノ垣外遺跡・

新徳寺遺跡・堀町遺跡等で11件の説明会を行い、延

べ1000人以上の参加を得た。

遺跡名 所在地 開催年月日 参 加人貝

鴻ノ木遺跡第 1次 松阪市射和町 平成 3年 3月 16日 6 0 

朱中遺跡 松阪市射和町 平成 4年 2月 1日 1 0 0 

明 気 1・2号窯 多気郡多気町相可 平 成 5年 2月 13日 1 5 0 

・~ーマ·--. 一~ . . -

明気 3~5号窯 多気郡多気町相可

平 成 5年 7月 31日 1 5 0 

鴻ノ木遺跡第 4次 松阪市射和町

鴻ノ木遺跡第 5次 松阪市中万町

上ノ垣外遺跡第 1次 多気郡多気町荒蒔 平 成 5年 12月 4日 1 4 0 
.. 

巣護遺跡 多気郡多気町荒蒔

上ノ垣外遺跡第 2次 多気郡多気町荒蒔

平 成 6年 7月 30日 1 2 0 

新徳寺遺跡第 1次 多気郡多気町相可

堀町遺跡第 1次 松阪市朝田町 平 成 7年 2月 4日 1 0 0 

ーー I -

堀町遺跡第 2次 松阪市朝田町 平成 8年 1月20日 1 2 0 

新徳寺遺跡第 2次 多気郡多気町相可 平 成 8年 6月 1日 1 0 0 
. ● 

堀 町遺跡第 3次 松阪市朝田町 平 成 8年 12月21日 1 3 0 
ー. , 

堀町遺跡第 4次 松阪市朝田町 平 成 9年 11月 1日 9 0 

第2表現地骰明会一覧表

なお、現地説明会の時には説明資料として「国道

42号バイパス松阪・多気発掘調壺だより」を刊行し

ている。

また、小学校の依頼による体験発掘を実施し、津

市立片田小学校が鴻ノ木遺跡の、多気町立相可小学

校が新徳寺遺跡の発掘調査を体験した。さらに堀町

遺跡では、松阪市教育委員会の依頼による「親子体

験発掘」を実施し、 16家族約60人が参加し、また、

松阪市立徳和小学校が整理所見学に訪れている。

4. 調査の経過

(1)平成 2年度

平成2年4月1日付けで三重県知事と建設省中部地

方建設局長との間で業務委託協定が結ばれ、同時に

前二者と（社）中部建設協会理事長を交えた三者に

よる業務分担協定も締結した。また、三重県知事と

建設省中部地方建設局長との間で平成 2年度の業務

委託契約書を取り交わし、範囲確認調査4件（朱中

古墳、朱中・鴻ノ木・上ノ垣内遺跡）計622面と本

調査l件（鴻ノ木遺跡） 1,500面を行なった。鴻ノ木

遺跡については850面の下層調査を追加している。

なお、 6月には松阪市中万町の県道脇バイパス用
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地内に仮説プレハブを建設し、「一般国道42号阪・

多気バイパス埋蔵文化財発掘調査整理所」として以

後の日常的な調査活動の基地とした。

(2)平成 3年度

範囲確認調査3件（甘糟．巣護遺跡、明気古窯跡

群）計1,352面、本調壺 2件（鴻ノ木・朱中遺跡）

5,260面を行った。朱中遺跡については、調査中に下

層遺構の存在が明らかになり、 900面の調査を追加

することとなった。明気古墳跡群は、計画予定路線

と隣接する土地造成地内まで広がっており、建設省

紀勢国道工事事務所と開発主体である多気町及び民



間開発業者が協議調整してきた経緯があり、埋蔵文

化財の取扱いについて、範囲確認調在は先行する事

業者側が行うものとなった。それを受けて多気町教

育委員会が調壺を行った結果、明気7号墳を含め5基

の古墳が確認された。その後の協議で造成計画の延

期変更は困難であるという先行業者側からの強い要

請があり、多気町教育委員会が本調査を行うことと

なった。

また、仮設プレハブを 9月に廃止し、同市射和町

の鴻ノ木遺跡第2次調査地跡地に、 9エ区全体の調査

で出土する遺物量や、必要人員などを考慮した規模

の整理所を建設した。

(3)平成 4年度

予備調査1件（明気窯跡群磁器探査） 4,000m¥範

工 調査対象面積 (m') 調
No 遺跡名

区 確認面積 5.4.1協定 9. 3. 31現在 2 3 

1 み明ょう気If窯跡群 2,000 2,900 2,900 

2 明気古墳群 900 

゜ ゜， 
3 島甘まか糟す遺跡

範
2,650 

゜ ゜4 巣す護r遺跡 範
7,500 2,300 2,300 

工

う上えのノが垣hと外遺跡
5,000 範

5 6,000 5,000 

栂と＃ノり世せ古こ遺跡 50 

区 6 し新んと徳くじ寺遺跡 2,400 (2,400) 1,600 

7 ：鴻ぅ〇ノ木ぎ遺跡 範※1,500 460 
11,200 13,800 12,560 850 

8 し朱0な中か遺跡
範 4, ~00 

5,200 5,200 5,200 ※ 00 

9 し朱0な中か古墳
範

400 

゜ ゜15 た大いに日ちや山烹古とふ墳ん＜群＂ん
600 600 

11 
な中か野0ま前i遺跡10 4,200 4,200 

゜
工

区 は廿たちチ遺跡 3, 700 3,700 
11 1,600 

粒北帖上遺跡

12 12 I堀Iりま町ち遺跡 9,200 9,200 14,300 

工
13 御みと堂うや山ま遺跡 8,100 

゜ ゜
区

14 や山賓ノ＂花はな遺跡 4,100 4,100 1,300 

範囲確認調査 622 1,052 

調査A面ロ積ニ計 本調査 1,500 5, 『°
※ 850 ※ 00 

合計
※2,81252 0 6,312 

68, 150 52,800 47,410 ※ 900 

第 3表 松阪・多気バイバス調査経過、予定表

査

4 5 

晶 1,400 

2,300 

範 1,950 
※ 112 

範

3,500 5,800 
※2,321 ※2,200 

範

範

850 452 

5,000 11,450 
※2,321 ※2,312 

※25,,83250 1 11, 902 
※2,312 

囲確認調査3件（御堂山・上ノ垣外遺跡、明気窯跡

群）計850m2、本調壺2件（鴻ノ木遺跡・明気窯跡群）

計5,000面を行い、鴻ノ木遺跡については2,321面の

下層調査を追加している。

(4)平成 5年度

範囲確認調壺2件（新徳寺・堀町遺跡）計452m¥

本調査4件（明気窯跡群・巣護・上ノ垣外・鴻ノ木

遺跡）計11,450面を行い、上ノ垣外遺跡で112m2, 鴻

ノ木遺跡で2,200面の下層調壺を追加している。また、

伐採工事中に大日山 2号墳を発見し、協議の結果、

平成 6年度に調壺を実施することとなった。

また、本年度より報告書作成業務を開始し、明気

窯跡群、甘糟・巣護遺跡の遺物整理作業を行った。

面 積 (m') 

備 考
6 7 8 ， 10 

報l

平成4年度多気町教委調査！

報I 試必掘要調な査しの結果、 本調査の

報I 多気町条里遺構を名称変更

贔゚50
報[[

64 -

範 50 報Ill 上名称ノ垣変外更遺跡 3次調査区をし

闊100 範 5004 報III
333 ※11 -

1,300 報IV 報IV印刷 遺に構3カ・遺年物多数のため整理

400 報v

報V 試必掘要調な査しの結果、 本調査の

600報I 平成5年度工事中新発見

範 報VI 石本調津遺査跡の必を名要称な変し更、

範 東牛込遺跡を名称変更
1,600 報VI

トレンチ調査

3,000 3,100 範4,700 3,500 報VII 報度告書VIIの印刷は平成11年

報胃 試必掘要調な査しの結果、 本調査の

範 1,300 報V]

496 96 270 総計 3,838

9,450 6,000 

筐゚
3,500 476 ,410 

114 ,497 

9,946 6,096 訊 3,500 

゜
51,2449 8 

※6, 7 

（範…範囲確認調査 報…報告書作成 ※は下層面積）
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番号 遺跡名 戸斤 在 地 調 査 期 間 調査面積 (rriう 担 当 者

みょう,r 平 成 4 (1992) 年 8月28日~9月30日〈試掘〉 530 田村陽一・宇河雅之

1 明気窯跡群 多気町相可字明気 ノ／ 10月 18日～平成 5 (1993) 年 2月28日 1,500 田 村 隔 ー ・ 宇 河 雅之

平 成 5 (1993) 年 4月 19日~10月 29日 1,400 宇河雅之・西村修久

＊平成 4年 6月 17日~6月25日予備調査（磁気探査） 計 2,430

I 

2 みょう,r 多気町教育委員会

明気古墳群 多気町相可字明気

＇ 

3 あ寮かす 平成 3 (1991) 年 8月26日~10月 11日〈試掘〉 144 田 中 喜 久 雄 ・ 野 原宏司

9 甘糟遺跡 多気町荒蒔字甘糟 計 144 

I 

,.. ;::: 平成 3 (1991) 年 8月26日~10月 11日〈試掘〉 908 田 中 喜 久 雄 ・ 野 原宏司

4 巣護遺跡 多気町荒蒔字巣護 平成 5 (1993) 年 8月23日～平成 6 (1994) 年 1月27日 2,300 西 村 修 久 ・ 東 良 固

＊遺跡名を変更、 旧 遺 跡 名 は 【 多 気 郡 条 里 遺 構 】 計 3,208

＇ 

平 成 2 (1990) 年 7月23日~9月 12日〈試掘〉 68 河瀕信幸

うえのがいと 平成 5 (1993) 年 1月28日~2月 1日〈試掘〉 96 田村陽一・宇河雅之

5 上ノ垣外遺跡 多気町荒蒔字上ノ 平成 5 (1993) 年 8月23日～平成 6 (1994)年 1月27日 1,950 *112 匹村修久

:t亘外田y 平成 6 (1994) 年 4月 18日~8月31日 3,050 *64 東良樹・ 下平康弘

工 ----------------------------- ----------------------------- - - - - ------------ - - - - -

つが 1J) せこ 平成 8 (1996) 年 2月 6日 〈試掘） 48 田村隅ー•松本美先

栂ノ世古遺跡 多気町相可字栂ノ 平成 8 (1996) 年 4月 11日~5月 10日 50 松本美先・小山憲 一

世 古 ＊遺跡名を変更、旧遺跡名は【上ノ垣外遺跡 3次調査】 計 5,262 *176 

＇ 

t..んとくじ 平成 5 (1993) 年 7月 9日~7月 12日〈試掘〉 96 宇河雅之

6 新徳寺遺跡 多気町相可字新微 平成 6 (1994) 年 5月23日~8月24日 1,100 *333 小浜学・西村修久

寺 平成 8 (1996) 年 2月 6日 〈試掘〉 48 田村陽一• 松本美先

平成 8 (1996) 年 4月 11日~6月27日 500 *114 松本美先・小山憲一

計 1,744 *447 

平成 2 (1990) 年 7月23日~9月 12日〈試掘〉 272 河瀬信幸

平成 2 (1990) 年 10月 11日～平成 3 (1991) 年 3月 19日 1,500 *850 河瀬信幸・ 小林秀

こうの色 松 阪市射和町字鴻 平成 3 (1991) 年 4月23日~5月31日 460 田 中 喜 久 雄 ・ 野 原宏司

7 沿鳥ノ木遺跡 ノ木・水弓I場・久 平成 4 (1992) 年 5月 11日~8月31日 3,500 *2,321 宇河雅之•田村陽一

イ呆田匹・. 平成 5 (1993) 年 4月 19日~8月29日 3,600 *400 東良樹・小浜学

平成 5 (1993)年 8月23日～平成 6 (1994)年 3月31日 2,200 *1,800 小浜学• 田村陽一

区 平成 6 (1994)年 8月23日～平成 7 (1995)年 1月25日 1,300 下平康弘

計 12,832*5,371 

I 

平成 2 (1990)年 7月23日~9月 12日〈試掘〉 184 河瀬信幸

し峰なか 平成 3 (1991)年 6月 1日~8月24日 2,300 田 中 喜 久 雄 ・ 野 原宏司

8 朱中遺跡 松阪市射和町字朱 平成 3 (1991)年 10月 14日～平成 4 (1992) 年 3月 13日 2,500 *900 田 中 喜 久 雄 ・ 野 原宏司

中 平成 6 (1994) 年 9月 5日~9月22日 400 東良樹

計 5,384 *900 

＇ 

L疇 9か 平成 2 (1990)年 7月23日~9月 12日〈試掘〉 98 河瀬信幸， 朱中古墳 松阪市射和町字朱 平成 5 (1993)年 6月25日~8月20日 1,000 四木寸値多ク又

中 計 1,098

10 11 な力`りまえ． 松阪市上川町字中 平成 6 (1994)年 9月26日~10月 5日＜試掘〉 176 東良固

中野前遺跡 野前・八王子 ＊遺跡名を変 更、旧遺跡名は【石津遺跡】

＇ 
工

はたち 平成 6 (1994)年 10月 6日~10月 14日＜試掘〉 144 東良固

11 区 廿チ遺跡 松阪市上川町字廿 ＊遺跡名を変更、旧遺跡名は【東牛込遺跡】

チぼか

--------- ------------------- 平成 7 (1995) 年 6月 7日~7月 19日 1,600 下平康弘・小林秀

きた力も 松阪市上川町字北

北上遺跡 上 ＜範囲確認〉 計 1,744

平成 5 (1993)年 7月 19日~7月23日〈試掘〉 356 宇河雅之

ぽりまち 松阪市朝田町字堀 平成 6 (1994) 年 8月26日～平成 7 (1995) 年 2月20日 3,000 小浜学

12 堀町遺跡 町・斎宮ばか 平成 7 (1995)年 8月 7日～平成 8 (1996) 年 1月24日 3,100 小浜学•松本美先

平成 8 (1993)年 7月 15日・ 8月 19日~21日〈試掘〉 270 小浜学・ 兼古憤

12 平成 8 (1996)年 7月 15日～平成 9 (1997) 年 1月31日 4,700 小 浜 学 ・ 兼 古 憤

平成 9 (1997)年 5月 6日～平成 9 (1997) 年 12月 10日 3,500 小 浜 学 ・ 兼 古 憤

計 14,926

13 工 みとうや宣~ 松阪市匹野々町字 平成 5 (1993)年 1月26日~1月27日＜試掘〉 224 宇河雅之

稚P堂山遺跡 御堂山

区

や宣のは9ょ 松阪市古井町字山 平成 6 (1994) 年 10月 17日~10月20日〈試掘〉 176 東良固

14 山ノ花遺跡 ノ花 平成 7 (1995) 年 5月 10日~5月26日 1,300 松本美先• 西村修久

計 1,476

15 ， 
f.!l•Iこちゃ宣 多気町荒蒔字大日 平成 6 (1994) 年 4月 7日~6月 10日 600 西村修久・小浜学

大日山古墳群 山

第 4表発掘調査遺跡一覧
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すでに述べてきたように、計画されたバイパスは

9~12エ区というように全体が4つのエ区に分けられ

ており、全体の具体的計画や用地買収などについて、

不確定要素が大きいまま発掘調査に入らねばならな

かったことから、建設省との二者協定や（社）中部

建設協会を交えた三者協定などについても、中途で

見直しや変更が必要となった。つまり、当初の協定

では事業の対象を、とりあえず第 9エ区の現地発掘

調壺のみに限定してスタートしたため、後の工事計

画や用地買収の進展等に伴って新たに発掘調査が必

要になった11・12エ区については協定を変更せざる

を得なくなった。そのため、 4月1日付けで建設省と

の二者協定を変更した。その結果、現地発掘調査は

松阪多気バイパスの全区間を対象に平成 9(1997) 

第 2図遺跡地形図 (1:5,000) 
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年度まで実施し、並行して出土遺物の整理・報告書

作成を平成5年度から同 10(1998)年度まで実施す

ることになった。この協定変更に伴って、建設省・

三重県教育委員会・ （社）中部建設協会の三者によ

る業務分担に関する協定書の変更、および建設省・

（社）中部建設協会の二者による協定変更も同時に

行われている。

(5)平成 6年度

範囲確認調査 3件（中野前・廿チ・山ノ花遺跡）

計496m2、本調査6件（大日山古墳群、上ノ垣外•新

徳寺・鴻ノ木・朱中・堀町遺跡）計9,450面を行い、

上ノ垣外遺跡で64m2、新徳寺遺跡で333面の下層調

壺を追加している。



報告書作成業務は、明気窯跡群、大日山古墳群、

甘糟．巣護遺跡を「一般国道松阪・多気バイパス建

設地内埋蔵文化財発掘調査報告 I」として刊行し、

上ノ垣外•新徳寺・朱中遺跡、朱中古墳群の遺物整

理作業を行った。

(6)平成 7年度

範囲確認調壺2件（栂ノ世古•新徳寺遺跡）計96

面、本調査3件（山ノ花・廿チ・堀町遺跡）計6,000

面を行い、廿チ遺跡の調究の際に、古道確認の目的

で、北上遺跡のトレンチ調査を行っている。堀町遺

跡では、調査区より遺跡が広がることが判明したた

め、平成 8年度に試掘調査を行うこととなった。

報告書作成業務は、上ノ垣外遺跡を「一般国道松

阪・多気バイパス建設地内埋蔵文化財発掘調査報告

II J、朱中遺跡・朱中古墳群を「一般国道松阪・多

気バイパス建設地内埋蔵文化財発掘調査報告VJと

して刊行し、中野前・廿チ・北上・御堂山・山ノ花・

鴻ノ木遺跡の遺物整理作業を行った。

(7)平成 8年度

範囲確認調査l件（堀町遺跡） 270m2、本調査3件

（栂ノ世古遺跡・新徳寺遺跡・堀町遺跡）計4,150m2

の調査を実施した。堀町遺跡の範囲確認調究では、

新たに3,500面の調査が必要となり、平成9年度に第4

次調査として行うこととなった。

報告書作成業務では、新徳寺・栂ノ世古・中野前・

廿チ・北上・御堂山・山ノ花遺跡の報告書刊行と鴻

ノ木遺跡の遺物整理作業を行っている。

また、第 9エ区の工事進展に伴い、整理所の移転

が必要となった。そこで、第 10工区内の松阪市上川

町に6月に移転し、平成10年の業務終了まで発掘調

査や遺物整理の基地とした。

(8)平成 9年度

現地調査の最終年度にあたり、堀町遺跡(3,500rriり

の発掘調査 l件のみである。

報告書作成業務では、鴻ノ木遺跡の報告書作成と

堀町遺跡の遺物整理作業を行った。なお、鴻ノ木遺

跡の報告書刊行は、業務量過多のため、平成10年度

に延期した。 （田村陽一• 森川常厚）
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II . 位置と環境

1 . 位

国道42号線松阪・多気バイパスの第 9エ区は、松

阪市中万町と多気町仁田を弓状に結ぶ3.1kmのルー

トである。その間、櫛田川を横断することになるが、

同時に、両岸の段丘、そして段丘を見下ろす低丘陵

も横切ることになる。そのルート上は、適度の水、

適度の平地、適度の山林というように、人々が生活

するには条件の良好な場所であったようで、様々な

遺跡が存在する地域である。

奈良県境の高見山に源をもつ櫛田川は、何回かの

置

屈曲を重ねながら、東方向へと流れる。最初は山間

を鋭く切るように流れるが、次第に両岸の段丘面を

広げ、当バイパスが横切る付近ではまさしく中流域

の様相である。しかし、そこから2.5kmほど東方で

丘陵地東端の神山にぶつかり、伊勢平野へと流れ出

して下流域となる。そのポイントはまた、多気町側

から佐奈川が、松阪市側から孫川が合流する所でも

ある。さらに、以前は櫛田川の本流であったともさ

れる祓川を分流する地点でもある。

2 . 歴史的環境

以下、櫛田川が中流から下流に流れを変えようか

という当松阪・多気バイパス第 9工区建設予定地域

を中心にして、周辺の歴史を概観してみたい。

く先土器時代＞

櫛田川流域における人々の足跡は、古くは、先土

器時代にまで遡る。それは、主にナイフ形石器の存

在で確認される。当バイパス路線の付近では、櫛田

川左岸、松阪市中万町の上寺遺跡(46)でチャート製

のナイフ形石器が発掘調査時に出土しているし、櫛

田川に注ぐ佐奈川の流域では、上世古遺跡 (130)で

採集されている。しかし、数量としてはいずれも 1

点のみで、遺跡の規模は小さい。対して、櫛田川と

は南におよそ 7---8 km離れて並行するように流れる

宮川の流域には、当時の拠点的な遺跡ともされる大

規模な出張遺跡が存在し、遺跡数も櫛田川流域より

は多い。櫛田川と宮川の間の外城田川流域には、踏

査で数点のナイフが表採された平林遺跡 (94)や三川

遺跡 (86)が所在し、大規模な遺跡と小規模な遺跡の

中間的な規模を想定させる。

他に、先土器時代の遺物として、古墳群の調査の

際に、多気町東谷C遺跡（河田古墳群） (76)で男女

倉型の木葉形尖頭器が出土している。また、先土器
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時代の末期の細石刃が、上村池B遺跡(85)で表採さ

れている。

＜縄文時代＞

やがて人々は、土器作りを学習し、土器を生活の

中で活用し始める。その初期の時期、すなわち縄文

時代草創期の土器として確実視されるものは、県内

では今のところ見つかっていない。しかし、多気町

坂倉遺跡 (92)出土の土器片の中には、草創期末葉に

位置付けられる可能性をもつものが見受けられる。

一方、この時期の代表的な石器である神子柴型石斧

• 有舌尖頭器・ 木葉形尖頭器などの出土は、櫛田川

中流域にも点々とみられる。例えば、近畿自動車道

が櫛田川を横切る松阪側の段丘に上ノ広遺跡・王子

広遺跡が所在し、この時期の石器がまとまって出土

する。さらに、 10kmほど下流の多気町側中位段丘上

には牟山遺跡 (64)が知られる。多気町佐奈川の流域

では、フケ遺跡 (101)で神子柴型石斧が、そして上

タコリ遺跡 (54)で完形の有舌尖頭器が単独ではある

が出土している。全国レベルでは土器の使用が確立

される時期、櫛田川の中流域では、まだ土器の使用

が一般的ではなかったのか、それとも単に見つかっ

ていないだけなのか、とにかく現段階では、当時は



まだまだ石器のみの生活だったといえるようである。

しかし、縄文時代も早期になると、土器もさかん

に活用されるようである。櫛田川流域での早期押型

文土器の出土は県内でも目立つところである。当バ

イパス路線内の鴻ノ木遺跡 (7)をはじめ、同じ段丘

に並ぶ鐘突 (47)・上寺・射原垣内 (42)の各遺跡や対

岸の牟山・坂倉両遺跡での、わりあい狭い範囲での

出土は、当時の人々の生活の拠点地域を推測させる。

もっとも、押型文土器の型式を考慮すると、これら

の遺跡の盛衰に時間的な差があり、その点について

奥義次氏は、坂倉→鐘突→鴻ノ木→射原垣内→上寺

・牟山という順序を示されている。また、鴻ノ木遺

跡や坂倉遺跡では炉跡や円形土坑も検出され、遺構

のうえでも縄文時代早期を今日に伝えている。

次の縄文時代前期は、全県的に確認遺跡数が少な

くなる。櫛田川の流域でもその傾向には変わりなく、

前述の早期の遺跡群が、そのまま前期にまで発展を

続ける様相は見られない。しかし一方では、勢和村

のアカリ遺跡など少数ながら安定した遺跡もみられ

る。

縄文時代中期は、遺跡数が増加し、また出土する

土器は、関東系・瀬戸内系・北陸系・東海系などの

ものが入り交じり、活発な地域間交流がうかがえる

時期である。後半になると、地方色を加味した土器

も出現するようになる。ところが、個々の遺跡の規

模を見ると、小さく不安定なものが多い。櫛田川流

域にも中期の土器の出土・採集地は点々と有るが、

いずれも少量の土器片で、例えば田中廻り遺跡 (95)

では、中期の土器は次時期の土器に混じって数片出

土しているにすぎない。また、多気町ナゴサ遺跡

(106)のように、大きな川筋から少しはずれた小さ

な尾根に立地する遺跡もみられる。以後の時期も含

めて、このような、時期による遺跡数・遺跡規模の

変化は、縄文社会の構造の変化によるものなのか、

単に現在の調査の限界によるものなのか、典味深い

ところである。

やがて、沈線と磨消縄文で特徴づけられる瀬戸内

系の中津式土器が登場し、縄文時代後期が始まる。

福田 K2式の時期を経て、北白川上層式などの西日

本系の縁帯文土器が盛行する後期前葉にはまた、関

東系の堀之内式の土器もよく見かける。この時期、
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櫛田川中流域ではその流れに沿って、勢和村宮切、

松阪市王子広、多気町新徳寺 (6)、松阪市射原垣

内などの各遺跡が形成される。これらの遺跡は、出

土土器の型式にほとんど差がなく、同時期にそれぞ

れの地区で集落を形成していたとも考えられる。石

錘の出土が多くなり、人々は川岸に集まり、漁も始

めたようである。

後期後葉になると遺跡数が減ってしまう反面、櫛

田川流域では勢和村新神馬場遺跡、宮川流域では伊

勢市佐八藤波遺跡など、現在でも多数の遺物が表採

できる密度の濃い遺跡がみられるようにもなる。櫛

田川と宮川の間、外城田川の流域に所在する多気町

森荘川浦遺跡 (108)もこの後期後葉から末葉にかけ

て繁栄した遺跡である。そして、つぎの晩期にまで

続く様相を示す。

晩期の遺跡は、あまり目だったものは見当たらな

いが、当バイパス付近では下宮前A遺跡 (48)や射原

垣内遺跡に土器の断片がみられる。また、櫛田川が

沖積地に流れ出る地点の松阪市閑浄寺遺跡(30)でも

土器が確認されている。

＜弥生時代＞

弥生時代になっても人々はやはり、櫛田川の段丘

を好んだようである。上寺遺跡や鐘突遺跡では弥生

前期の土器が出土し、また、鐘突遺跡では円形の竪

穴住居も検出された。この、松阪市射和町・中万町

における櫛田川から松阪丘陵の裾部にかけての段丘

は、以後、古墳時代も奈良• 平安時代も、中世にお

いても、延々と人々の生活・居住に適した場所とし

て活用されてきたことが、幾度かの発掘調在で確か

められてきている。

一方、櫛田川の右岸では、明和町神前山古墳群所

在地で前期の甕や壺が出土している。そして、櫛田

川をさかのぽると、近畿自動車道建設に関わって調

査された花ノ木遺跡が中期の遺跡として存在する。

竪穴住居と四隅の切れる方形周溝墓が検出され、東

海系の縄文を施した土器が出土している。また、県

立相可高校のグランド一帯 (49)では、後期から古墳

時代前期にかけての土器が昭和30年代の工事に伴っ

て出土している。中流域の段丘上に、小規模なムラ

が形成されたのではないだろうか。

逆に川を下り沖積地が広がる祓川の流域に出ると、



明和町金剛坂遺跡(68)・寺垣内遺跡(69)・斎宮跡古

里地区 (67)・北野遺跡など、中期から後期にかけて

大集落が営まれている。広い沖積地を背景に、大き

なムラが形成されていったのであろう。同様の大集

落の様相は、松阪市の草山遺跡 (20)にも見られる。

社会が広い範囲で組織化され、古墳を作り出す時期

への準備が進んでいる現れといえよう。

さて、弥生時代の祭器として銅鐸の存在は良く矧

られるところであるが、多気町四疋田の丘陵裾 (65)

でも出土したといわれる。銅鐸そのものが行方不明

になっていることが残念である。

く古墳時代＞

古墳時代は、主に古墳の分布で概観してみたい。

古墳時代前期の 4世紀後半、古墳はまず松阪市街

地に近い金剛川の流域に築かれる。久保古墳(21)、

高田 2号墳 (24)、茶臼山古墳がそれである。また、

わかっている出土品が少なく決定的な事はいえない

ものの、裾部で検出された円筒埴輪棺から坊山 1号

墳 (23)もこの時期の古墳と考えられている。特に、

久保・茶臼山の両墳は直径50mを越える規模で、三

角縁神獣鏡をもつことが注目される。

5世紀になると、金剛川左岸（阪内川右岸）に宝

塚1号墳 (17)が築造される。この全長95mの前方後

円墳は、大きさ、墳形ともまさしく首長墓の様相を

示す。一方、櫛田川の右岸、多気町、明和町、玉城

町にまたがる玉城丘陵にも 5世紀になると古墳が出

現する。辺長49X38mの方形で、滑石製小型丸底壺

と半円透孔のある円筒埴輪が出土している権現山 2

号墳(82)がそれである。

5世紀後半には、宝塚 1号墳の北隣に同 2号墳が、

金剛川流域には大塚山古墳が築かれる。そして王城

丘陵では高塚l号・大塚1号・神前山 1号 (77・75

・73)の各帆立貝式古墳が築造される。

以上のような 4~5世紀にかけての古墳の様相、

そしてそこからうかがい知れる社会状況については、

下村登良男氏の論考があるので参照されたさい。

6世紀になると、全国的にそうであるように、櫛

田川流域でもやはり群集墳の形成が始まる。特に玉

城丘陵には、 7世紀にかけて400を越える古墳が造

営されている。櫛田川と佐奈川に挟まれた丘陵地に

も明気・立岡山・黒田山 (2・61・56)などの古墳
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群がみられ、櫛田川左岸の松阪丘陵縁辺部にも尾だ

け・中万大谷・やつで (43・38・35)等の古墳群が

存在する。河川流域の広い生産基盤を背景に、古墳

造営の可能な集団が多数存在していたわけである。

これら群集墳の個々の古墳については、墳形のうえ

からは円墳と方墳に大別でき、両者を比較した場合

方墳は概して新しい感がある。また、埋葬施設につ

いては主に木棺直葬と横穴式石室であるが、多気町

内の櫛田川と佐奈川に挟まれた丘陵上の古墳には横

穴式石室は現在のところ見られず、その採用につい

ては造営集団による片寄りがあるようである。

古墳の造営は 7世紀中頃まで続くようで、多気町

で発掘調査された女山4号墳(83)や森出7号墳 (114)

はその終末の時期の古墳である。

ところで、 6世紀末ごろからはこの地域でも須恵

器窯の操業がみられる。櫛田川以北では根後・分れ

谷窯跡 (19・27)が、以南では中尾・明気などの窯

跡 (63・1)が今日にそれを伝えるが、明気古墳群

の付近には蜜柑園造成時に窯跡らしきものがあった

とも聞く。特に櫛田川の右岸地域は、現在知られる

窯跡以上の規模の須恵器生産地であったようだ。

このように、古墳造営や須恵器窯の操業をみると、

この地域が古墳時代末、政治的・経済的・技術的に

安定充実し、賑わいをみせていたように思える。し

かし、当時の集落跡は当バイパス付近では今のとこ

ろ見つかっていない。段丘の微高地にある現在の集

落と重なるのかもしれないが、今後の発見が期待さ

れる。ともあれ、この社会的エネルギーは以後の櫛

田川中流域の歴史に引き継がれる。

＜奈良• 平安時代＞

須恵器窯は、 7世紀後半、外城田川沿いで操業さ

れるようになる。原・市寄窯跡群 (120・121)は7世

紀後半から8世紀前半にかけての計14基の窯跡であ

り、製品の供給地として「斎宮」をも想定できるよ

うである。

仏教の広まりに従い、 8世紀には寺院の建立もな

された。松阪市では丹生寺廃寺や御麻生薗廃寺、大

雷寺廃寺 (29)、多気町では釈尊廃寺、逢鹿瀬廃寺

(128)、四神田廃寺（佐奈山廃寺） (100)などで古瓦

の出土を見る。同時に、瓦窯の存在もまた注目され

る。近畿自動車道の建設に伴い発掘調査された多気





No. 遺跡名 主な遺構・遺物 備 考 No. 遺跡名 主 な 遺 構 ・ 遺 物 備 考

1明気窯跡群 須恵器窯5基 関R4連2バイパス 37 片田古墳 痕跡墳

2 明気古墳群 古墳 12基 II 38 中万大谷古墳群 円墳7基。 3号墳横穴式石室

3甘糟遺跡 中世土師・陶器片 ” 39 弁天窟古墳 横穴式石室

4 巣（多護気条遺理跡） 
平安末～鎌倉土器、石帯 II 40 神山城跡 台状地、堀切

5 上ノ垣外遺跡 縄文～鎌倉土器、大珠 II 41 八の坪遺跡 土師器

6新徳寺遺跡 縄文後期の竪穴住居・土器 II 42 射原垣内遺跡
押縄文型弥文生土器古墳、石竪穴斧、、 室古式町掘土立師 発S掘54調年度査

7 鴻ノ木遺跡 縄文早期炉跡、竪穴。押型文 II 43 尾だけ古墳群 円墳7基。 5号墳須恵器杯身

8朱中遺跡 奈良～平安土器・掘立・竪穴 II 44 岡山古墳 円墳

9朱中古墳 樽形※片 II 45 戸笠遺跡 弥生土器片、山茶碗片 発S5掘4年調度査

10 
中（石野津前遺遺跡跡） 

山茶碗、天目茶碗等細片 II 46 上寺遺跡 弥押生型文古墳奈良竪穴住居、 ナイフ、 発S掘55調年度査

11 
廿（東チ牛込遺遺跡跡） 

山茶碗 、近世陶器等 II 47 鐘突遺跡 弥生奈良竪穴住居、押型文土器 発S掘55調年度査

15 大日山古墳群 古墳4基 ” 48 下宮前A・B遺跡 石土ド雨器・縄片文土器片・須恵器片・

16 長庄 野 遺 跡 ナイフ 49 校庭遺跡 台突壺等

17 宝塚古墳群 21号号『凡方立後貝式円墳径全60長m9。5m。 50 九十九戸遺跡 サヌカイト片、山茶碗片

18 上出遺跡 方ナ形イ周フ溝、石、鏃方墳、石、匙家型埴輪 発S4掘1調年度査 51 柚木元遺跡 サヌカイト片、山茶碗片

19 根後窯址 1~3号窯、 6~7C須恵 52 中万前遺跡 サヌカイト片、須恵器片

20 草山遺跡 方奈形良周～溝中墓世掘、立弥生竪穴．掘立、 度S発57掘~調S査59年 53 藪ノ下遺跡 サヌカイト片、須恵器片

21 久保古墳 径52.5、高 6m円墳 石漢等式鏡出土、車輪 54 上タコリ遺跡 有舌尖頭器

22 権現山古墳群 円墳4基 55 高寺遺跡 石鏃、須恵器片

23 坊山古墳群 鏡円墳・円3筒基埴。輪1棺号墳。 径40m・神獣 墳S発60掘年度調査1 号 56 黒田山古墳群 古墳15基、石鏃

24 高田古墳群 石円墳釧3・基円筒。埴2号輪墳棺。 径27m• 銅鏡 57 宮ノ谷古墳群 円墳2基

25 貴田寺廃寺 軒丸・軒平瓦 58 石山古墳群 円墳6基

26 分れ谷遺跡 頭縄文）土。器片（中期後半～後期初 59 石塚谷古墳 円墳。銀象眼鉄刀
発H掘3調年度査

27 分れ谷窯 窯壁一部露呈 60 倉懸古墳群 円墳2基
発H掘4調年査度

28 西野々広古墳群 前方後円墳 1基、円墳11基 61 立岡山遺跡群 円墳4基。中世墓群。
発H掘3調年度査

29 大雷寺廃寺 軒丸・軒平瓦 62 中尾古墳群 円墳2基

30 閑浄寺遺跡 大溝、古墳竪穴、奈～平掘立 発S掘62調年度査 63 中尾窯跡 須恵器窯
発S掘50調年度査

31 天 王山古墳群
円円墳筒埴10輪基 ・人物埴輪。須恵器

64 牟山遺跡 尖頭器、石斧、押型文土器 発S掘38調年度査

32 西 谷 古 墳 群 円墳3基 65 （伝）銅鐸出土地 S19年に銅鐸が出土したという。

33 山添古墳群 発S掘59調年度査 66 狐谷古墳群 鼠請腐,~-※等）のスケッ

34 山添遺跡 伊勢型鍋、井戸 発S掘53調年度査 67 斎 宮 跡 官衡跡の他に方形周溝笙等 国史跡

35 やつで古墳群 円墳3基。 3号墳横穴式石室 68 金剛坂遺跡 縄文土器、方形周溝茎、竪穴住居 年S44度発・掘59調・6査0 

36 長谷古墳 円墳、石室 69 寺垣内遺跡 パレス壺、方形周溝塞、竪穴住居 発S掘60調・査61年度

第 5-1表遺跡一覧
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Nn 遺 跡 名 主な遺構・遺物 備 考 No. 遺跡名 主な遺構・遺物 備 考

70 神殿遺跡 方形周溝墓、竪穴住居、独鈷石 発S掘60調・6査1年度 103 矢田城跡 土塁、台状地

71 川原口遺跡 竪穴住居、土器焼成壊 発S掘61調年度査 104 向野遺跡 舟底形石器

72 コドノ A・B遺跡 石ナ鏃イフ、有舌・木葉尖頭器、 105 南山西窯跡群 須恵器窯2基。飛鳥以降

73 神前山古墳群 特1殊号菜帆立、埴貝輪、画、弥文雷神土器獣鏡 発S掘47調年度査 106 ナゴサ遺跡 柳縄葉文形中期尖頭土器器、 石斧、

74 天王山古墳群 円6号墳前。方後円墳。 19号 径52m 107 ニッ山遺跡 木葉形尖頭器片、石剣片

75 大塚古墳群 1号帆立貝式、埴輪 108 森荘川浦遺跡 石縄鏃文後、石期斧土、器土偶片、 発H掘元調・査6年度

76 河 田古墳群
総現数在ま10で0基に52基が発掘調査済 HS428 年度~5発0掘57調6査0 109 林中遺跡 須恵器片

77 高塚古墳群 1号帆立貝式、埴輪 110 長安寺窯跡群 須恵器窯跡2基。飛鳥以降

78 上村池古墳群 横穴式石室も多い。 111 南ノ山窯跡

79 ユプミ古墳群 2号前方後円墳 112 北の山B・C窯跡 須恵器

80 斎宮池古墳群 12号前方後円墳 113 北の山 A窯跡 須恵器

81 朝久田古墳群 円墳・方墳計24基 114 森出古墳群 須7号恵器方墳長頸・木壺棺等直葬・ 発S4掘9調年度査7号墳

82 権現山古墳群 譴2基。 2号から石製小型壺 115 笠木館跡 多郭連続形式、土塁、空堀 度S5測0~量調S査51年

83 女山古墳群 4号方墳、木棺直葬。須恵器 発S掘47調年査度 116 中村ノ内窯跡

84 坂倉古墳群 円墳4基 117 ぼうず山古墳群 円墳19基

85 上村池 B遺跡 細石刃 118 山神城跡 堀切、土塁、土橋
発S掘2調年度査

86 三川 遺 跡 ナイフ 119 泉貢窯跡 須恵器窯。 10 C前半
発S掘2調年度査

87 マイラ遺跡 石棒 120 原窯跡群 須恵器窯 11基。飛鳥以降 畜翡翡五11

88 畑 ノ田遺跡 有舌尖頭器 121 市寄窯跡群 須恵器窯3基。 7c末~8C 

89 東裏遺跡
掘緑釉立柱風建字物硯、。 須恵中円臣面」硯墨書土器 発S掘53調年度査 122 ハム谷窯跡群

90 カウジデン遺跡 網立中柱万建」物墨、書土土器馬、 斎串 発S掘54調年度査 123 池ノ谷窯跡群 須恵器窯3基。古墳～奈良ごろ

91 多気 遺 跡 石鏃 124 コノハタ遺跡 木葉形尖頭器

92 坂倉遺跡
押縄文型早文期土器炉跡、尖・土頭坑器、 耳飾 発S4掘9調年度査 125 ナゴ遺跡 石鏃、石匙、石斧

93 長迫間A・B遺跡 掘立柱建物。須恵器、土師器 発S4掘7調年度査 126 牛バサマ A・B遺跡 押型文土器、有孔石製品
発H掘元調年度査

94 平林遺跡 ナイフ、木葉形尖頭器 127 
西（栃谷ケ池遺瓦窯跡） 

軒丸、軒平瓦

95 田 中廻り遺跡 縄文後期土器 発S掘52調年度査 128 相鹿瀬廃寺 軒丸・軒平瓦

96 五 佐奈遺跡 井戸、斎串 発S掘52調年度査 129 五桂池遺跡群 石鏃、石匙、石斧

97 西山 城 跡 土塁、堀。伊勢型鍋
発H掘6調年度査 130 上世古遺跡 ナイフ

98 片 倉氏館跡 山茶碗等 試H掘6年度 131 日向遺跡 ナイフ、木葉形尖頭器

99 ミゾコ遺跡 井戸、石組遺構、伊勢型鍋 発S掘59調年度査 132 佐奈水銀鉱山跡 9ヵ所の坑口。 S18年探鉱。 坑H元口年測度量調2基査の

100 四神田廃寺 軒丸、軒平瓦

101 フ ケ遺 跡 石斧、縄文早期土器

102 サソダ遺跡 ナイフ

第 5-2表遺跡一覧
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町牧瓦窯跡群は、 8基の窯からなり、 8世紀の初頭

から中葉ごろにかけて操業していたと考えられる。

4・8号窯で焼かれた瓦と丹生寺廃寺・御麻生蘭廃

寺で出土している瓦が同苑であり、生産地と供給先

の関係が明かとなっている。また、同様に、西谷遺

跡（栃ヶ池瓦窯） (127) と逢鹿瀬廃寺•四神田廃寺

の関係も考察されている。なお、瓦片が採集され、

現在四神田廃寺としている遺跡については、瓦窯跡

ではないかという見方もある。

ところで、櫛田川中流から下流にかけては、飯野

・多気両郡に施行された条里制の地割りがみられる

ところである。条は北から南に区画され、多気町津

田地区あたりは多気郡の第十六条となる。里は、西

から東へ数えられ、現在残る三疋田、四疋田という

地名は、里数を冠するものであることはよく知られ

ている。しかし、当地域の条里地割りは、地域全体

がひとつの碁盤目で区切られるのではなく、場所に

よって地割りの方向性をやや異にするようである。

そのことが一つの特徴ともいえ、耕地が徐々に整備

された証しともいわれている。

9世紀の始め、この水田地域の一部は荘園として

京都東寺に寄進された。川合荘、大国荘と称され、

東寺にとっては重要な寺領であった。しかし、多気

・飯野の両郡は度会郡とともに古来より神三郡とい

われ、伊勢神宮支配の土地でもあった。東寺と神宮

とのもめごとも少なからずあったようで、 10・11世

紀の記録に見られる。また、多気町内にあった成願

寺（はっきりした所在地は不明）と東寺の紛争の記

録も残る。当時の土地支配の複雑性を垣間見ること

ができるといえよう。

また、古代における様相の一部は発掘調査からも

うかがえる。多気町河田の東裏遺跡 (89)やカウジデ

ン遺跡 (90)、五佐奈遺跡 (96)では奈良～平安時代ご

ろの土器や祭祀遺物（斎串・土馬）が出土し、掘立

柱建物が検出されている。中でも、緑釉の風字硯や

「中臣」と墨書された椀の出土には、この地域では

一般的でない何か特別な意味合いを感じる。中央か

らの役人がいたのであろうか、荘園経営に関する

“事務所”があったのであろうか？ また、カウジ

デン遺跡から出土した皿や椀の「中万」という墨書

は、櫛田川を挟んだ松阪側の集落名である中万との
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関わり、同時に大国荘との関わりで興味深い。発掘

調壺報告書によると、中万の人々による出作の可能

性も指摘されているようである。

＜鎌倉時代以降＞

武士が台頭した時代、北畠氏の支配下にあったこ

の地には、山城跡も所々にみられる。玉城町の田丸

城の支城として重要な位置をしめた神山城 (40)、ま

た、多気町笠木の舌状台地には笠木館跡 (115)が確

認されている。この館跡は東西500m・南北400mの規

模をもち、土塁や堀で区画された郭を連ねる構造の

ものである。この館の西南約 1.5kmの山頂には矢田

城跡 (103)が所在し、山城と館の有機的な関連がう

かがわれる。

神山城の北東の平地では、石積み井戸や掘立柱建

物を検出し天目茶椀や土師器鍋・ 羽釜を多数出土し

た山添遺跡 (34)が調査されており、また、射原垣内

遺跡でも室町時代を主体とした集落跡が調査により

明らかとなった。多気町側では、矢田城の南西の東

の平地で鎌倉～室町時代にかけての遺跡であるミゾ

コ遺跡 (99)が発掘調査されている。これら発掘調査

された遺跡及びその周辺の水田・畑の他に、三疋田

や四疋田の水田地、荒蒔や兄国の自然堤防上など、

各所に鎌倉～室町期のものと思われる土師器細片が

散布している。現在の地表とほとんど変わらないと

ころで中世の人々も生活していたのであろう。集落

などは、現在のものと多分に重なっているのではな

いだろうか。

く水銀＞

ところで、勢和村丹生を中心として採取された水

銀については、少し付記しておかなければならない

であろう。 8世紀末成立の「続日本紀」には、文武

天皇二 (698)年や和銅六 (713)年に伊勢国からの朱

砂（辰砂） • 水銀の献上の記述が見られる。伊勢の

地に、丹生のほかにまとまった水銀鉱山が知られて

いない以上、これらの記述の水銀（辰砂）は丹生の

ものとみて差支えないと思われる。奈良時代中頃の

東大寺の慮舎那仏造営に際しては、大量の水銀が使

用されているが、これも丹生産のものであろうこと

が定説となっている。平安時代後期に成立した「今

昔物語集』にも伊勢国の水銀に関係する話がみられ

当時丹生の水銀鉱はよく知れわたったものであった



ようだ。中世には全国唯一の水銀座が組織されてい

たことが知られている。そして、丹生から櫛田川筋

に約 8km下流の射和の地には、水銀を原料として白

粉を生産する産業が典り、江戸時代を通しての射和

の繁栄につながる。

これら文献に現れるはるか以前にも、辰砂は赤彩

の原料として利用されている。縄文時代後期の松阪

〔註〕

① （参考文献 1)

② 「伝銅鐸出土地」として、多気町の指定文化財となっている。

1944(昭和19)年秋、流水文銅鐸が出土したとのことであるが、

写真・図等も残されていない。
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皿． 第 1次調壺

1 . 遺

第1次調査区は、本遺跡の第6次調査にまで及ぶ

調査区の最北端に位置し、南には第5次調査区が隣

接する。基本的な層序は、耕作土である表土（茶灰

褐色土）が厚さ10~40cm、第2層（黒褐色土）が、

5~30cm、第3層（褐色土）が20~50cm、そして、

黄褐色砂質粘質土の地山に達する。黒褐色土の第2

層が遺物包含層で、その直下の褐色土層の上面で遺

構の検出を行った。以下、時代別に各遺構の報告を

行う。

(1)古墳時代の遺構

土坑

SK20 長軸2.2mの瓢箪状の土坑である。土坑

中央やや東よりに段差があり、検出面からの深さが、

土坑西側0.38m、東側0.55mある。出土遺物は僅か

であるが、 4世紀代のS字甕や6世紀代の土師器・

高杯が出土している。

SK22 平安後期の溝SD5に西端部を切られ、

全体像は不明。残存部分では、長辺1.2m、短辺0.5

mの長方形で、検出面からの深さ0.21~0.57mあ

り、中程に0.3m程度の段差を持つ。土錘や4~5

世紀代の台付き甕の脚部片が出土。

SK27 最大径1.8m、検出面からの深さ0.22~

0.41mの不整円形の土坑である。土坑西端に円形の

窪みがあり、この地点が土坑最大深度となる。出土

遺物として、弥生土器・壺 (58)、土師器・壺 (82)、

同・甕 (85)、同・台付き甕 (86)があげられる。弥生

土器は混入遺物である。

(2)奈良時代の遺構

溝

SD2 ほぽ東西に延びる溝で、西端は平安後期の

溝SD5に切られ、東端は調査区外に延長する。従

って、全体の規模は不明であるが、検出した長さ13.2

構

mの部分に限定すると、幅0.4~0.8m、深さ0.16

~0.29m程度の規模である。 8世紀代の土師器・

皿の小片が出土している。

S06 北西～南東方向に延びる短い溝で、南東端

が平安後期の溝S05に、溝中央付近が径約0.5m

の2つのピットに切られているため、全体の規模は

不明であるが、検出した長さ6.8mの部分に限定す

ると、幅0.8~1.2m、深さ0.2~0.24m程度の規

模である。 8世紀前半の須恵器・蓋の破片が出土し

ている。

SD 18 調査区の南西端に位置するSD18は、南

西～北東方向に流れる旧流水路と考えられるが、そ

の両端は調究区外へと延長しており、全体の規模は

不明である。調査区内で検出した範囲では、南西～

北東約18.4m、幅3.2~4.4m、深さ0.98~1.29m 

ある。埋土は、水路中央が褐色砂、両岸に近いとこ

ろが褐色砂質土であり、その底付近から縄文土器・

深鉢片 (25)、弥生土器・壺 (31・35・36・40・45・

・51・55)、同・甕 (48・57・60)が出土している。

その他、土師器・高杯 (93)、同・甕、須恵器・蓋な

どが出土しているが、埋土が殆ど砂で、短時間に埋

没した可能性もあり、 縄文及び弥生土器は、流れ込

み等による混入遺物であると思われる。

(3)平安時代前期の遺構

土坑

SK25•26 最大径4.2mの不整円形の土坑で

ある。土坑底部中央に1.4mX1.8m程度の不整方

形状の落ち込み (SK26)があり、検出面からの最

大深度は0.78mある。出土遺物に、弥生土器・壺(59)、

同・甕 (54)、須恵器・杯 (108)、同・蓋、同・椀、

土師器・甕 (1•2·87)、同・杯等があるが、土坑

の形状や周辺の遺構との関係から、この2つの土坑

は同一遺構で、平安前期の遺構と考えたい。
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掘立柱建物（第 6表参照）

S631-33 それぞれ出土遺物が僅少で、時期

決定の決め手に欠くが、いずれも6~8、9世紀代

とみられる土師器片等が出土しており、また、棟方

向も一致していることなどから、三棟はほぽ同時期

のもので、平安前期と考えたい。規模は推定も含め

ると、いずれも 2間X4間で、 SB3 1はEO O S、

SB33は、 N0°Eの正方位を示し、 SB32でも、

N 3°Eで、僅か 3゚ の擦れしかない。また、 SB

33は、他の2棟に比して、柱掘形が大きく、主屋的

なものであった可能性が考えられる。この3棟の掘

立柱建物に囲まれる形でSK25・26があるが、この

遺構自体の性格は不明であるものの、何らかの関係

を持つのかもしれない。

S834 調壺区南端部に位置し、調査区外に延び

ているが、隣接する同遺跡第5次調査の結果から、
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遺構 規 模 柱間寸法
棟方向 A.'.f: {t 出J.遺物 備 考

番号 間数 桁行(m)梁行(m)面積 (m') 桁行(m) 梁行(m)

SB 平安時代 ・調1t[メ．外に延びる。
4X2 7.2 4.4 31.68 Eo・s 1.8+ 1.8+ 1.8+ 1.8 2.2+2.2 JJ蒻器甕

3 1 前 期 • 北西角の柱穴はSK23に切られたか？

SB 平安時代 ・溝li't似外に延びる。
4X2 9.0 4.6 41.40 N3°E 2.1 +2.0+2.2+2.7 2.1 +2.5 t帥器小片

3 2 前 期 ・東側Mi-tiluJは、攪乱上坑により柱穴消滅か？

SB 平安時代

4X2 7.0 4.2 29.40 N0°E 1.8+ 1.7+ 1.7+ 1.8 2.2+2.0 1胤i器小片 • 北匝角の柱穴はSDllに切られたか？

3 3 ―II>L IJ 期

SB ,v-安時代

・羹滋悶在Iえ品外に閏延9ぴ温る。農するloJ追跡第ー一51 4 X 2 7.2 4.3 30.96 El6゚N 1.8+ 1.8+ 1.8+ 1.8 2.4+ 1.9 t: 師器小片
3 4 

削ヽ,_
期 から計測。

SA 
明 j なし3 8.3 E36°S 3.0+2.6+2. 7 + 

3 5 

第6表 掘立柱建物・柱列一覧表
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2間X4間の規模であることが確認された。出土遺

物が乏しく、時期決定の決め手に欠くが、 6~9世

紀代とみられる土師器片が出土しており、前述の S

B31~33とも棟方向に大きな擦れもなく、大幅な時

期差はないと思われるため、平安前期のものと考え

たい。

(4)平安時代後期の遺構

土坑

SK 3 0 SD12がSD18の直前で途切れた部分の

直ぐ西に位置し、ほぽ円形で、断面形態がU字形を

呈する。最大径0.4m、深さ0.34m程度の小規模土

坑である。ここでは、まとまった形で良好な土器が

出土している。土師器・皿、同・杯 (10・11)、同

・椀 (12)、同・甕 (13-----15)、黒色土器 (16)、ロク

ロ土師器・椀、陶器・椀 (17)等、遺構の規模に比し

て多数の出土が見られ、一括した良好な資料と言え

る。中でも、底部内面に「X」と朱書きされた土師

器・杯 (11)は出土例も少なく、注目される。ただ、

周辺の遺構配置を勘案しても、本遺構と明確な関連

性を見いだせるものは無く、単独で築かれたもので

あると思われる。また、遺物の出土状況からは埋納

された可能性は低く、遺構の性格は不明である。

溝

SDl 調杏区の北隅に位置し、その大部分が調査

区外であるため、全体の規模は不明であるが、東西

方向に流れていた旧流水路と考えられる。調査区内

の範囲では、深さ0.6m程度のものであるが、ここ

では多数の出土遺物が見られ、弥生土器・壺 (38・

56)、須恵器・杯 (109・111)、土師器・椀 (62・

63)、同・杯 (66-----72)、同・皿 (73)、同・甕 (89)、

ロクロ土師器・椀 (95)等が、主に灰褐色砂質の埋土

の下層から出土した。弥生土器と須恵器は、上流か

らの流れ込み等の混入遺物であろう。

SD3 同時期の溝SD5と奈良時代の溝 SD2と

重複しているため、全体の規模は不明であるが、残

存部分のみに限定すると、東西に約 9m、幅約1.2

m、深さ0.04~0.2mの規模である。奈良時代の士師

器・皿と11世紀代の土師器・杯、同・甕の小片が

出土している。

SD4 西端を同時期の溝 SD5に切られ、東端は

-25 -

調査区外へ延長するため、全体の規模は不明。検出

部分のみの規模が、東西に約10m、幅約0.4m、深

さ0.06~0.22mである。

S05 調査区をほぼ南北に貰くこの溝は、両端が

共に調査区外に延長するため、全体の規模は不明で

あるが、検出範囲の規模で、全長約34m、幅0.4~ 

1.2m、深さO.ll~0.4mあり、西側へやや内弯し

ている。須恵器・蓋 (110)や灰釉陶器・椀、ロクロ

土師器の破片や、土錘 (100)が出土した。須恵器は

混入遺物である。

S07 平安前期の土坑SK25・26と攪乱土坑に切

られ、全体の規模は不明。残存部分のみの規模で、

北西～南東に約6.4m、幅 1.7m、深さ0.1~0.14 

mある。土師器・皿 (78)や山茶椀、土錘(99)の出土

が見られた。

SD 1 0 北西端部が平安前期の土坑SK25・26に

切られ、全体の規模は不明。残存部分のみの規模で、

北西～南東に約Sm 、幅0.5~1.0m 、深さ 0.06-~

0.llmある。土師器・皿の破片が出土。

SD 1 1 調査区のほぼ中央に位置し、幅0.2~0.5 

m、深さ0.17~0.36mの溝が巡る隅丸方形を呈し

た方形周溝遺構である。その規模は一辺約5.0~5.6 

mである。出土遺物として、灰釉陶器、土師器・皿、

同・杯 (3~ 5)、同・甕 (6 ~ 8)、山茶椀 (9)

等があり、平安後期の遺構と認められる。

SD 1 2 西から南へ湾曲しながらSDl1の中央や

や東寄りを貫き、調査区南端まで延長するが、 SD

18の直前で途切れている。全長約30m、幅0.4~0.8 

m、深さ0.05~0.14mの規模で、調壺区のほぽ中

央部に横たわっている。縄文土器・深鉢小片 (20)、

弥生上器・壺 (50)、ロクロ土師器・椀 (97)、山茶椀

(115)等の出土遺物があるが、その他、ロクロ土師

器片や山茶椀片が多数出土していることから、縄文

及び弥生土器は混人遺物であり、本遺構は、平安後

期の遺構と考えてよい。一方、 SDl1との関係では、

出土遺物に大きな時期差はなく、両者はほぼ同時期

の遺構であると言えよう。ただし、遺構掘削の結果、

両者が交差する部分でSD11に切られていることか

ら、若干の時間を置き SDllが築かれたと言える。



(5)平安時代末期の遺構

溝

S08 調壺区の北端ほぽ中央に位置し、東西に約

8.4 m、幅0.4~0.6m、深さ0.09~0.13mの規模

で、遺構西端部が北へほぽ直角に屈曲している。東

端部は底部が若干落ち込んでいる。 12世紀初頭の山

茶椀の破片が出土している。

S01 3 SD12の北端の西に隣接し、東西約5.2

m、幅0.2~1.0m、深さ0.05~0.l m規模の溝で

ある。両端から中央に進むに従い、徐々に底が深く

なっている。 12世紀初頭の山茶椀の破片が出土し

ている。

(6)鎌倉時代の遺構

溝

SD 1 7 全体の規模は不明であるが、検出した東

西約6mの範囲では、幅0.4~1.2m、深さ0.14~

0.26m程度の遺構である。北側には多数のピットが

集中して存在するが、これらからの出土遺物はほと

んどなく、また、関連性も簿いと思われる。 13世紀

代の土師器・皿及び山茶椀の破片が出土した。

(7) 室町時代の遺構

溝

SD 1 4 調壺区のやや西側にほぽ直線的に延びる

溝である。北西～南東方向に約9.4m、幅0.2~0.4

m、深さ0.02~0.08mの浅いもので、土師器小片

（鍋の破片か？）等が出土した。

(8) その他の遺構

土坑

SK 1 9 調壺区東端で一部切られ、全体像は不明

であるが、検出部分では長辺1.6m、短辺0.6mで

深さ0.06~0.22mの不整方形の様相を呈する。土師

器小片等が僅かに出土したのみで、決め手となる遺

物がなく、時期は不明。

SK 2 1 平安後期の溝SD5に一部切られ、全容

は不明。残存部は不整楕円形を呈し、長径 1.4m、

短径0.4m、深さ0.12~0.44m程度の規模で、南北

に4段階の段差が見られる。土師器の小片が出土し

ているが、時期決定の決め手に欠けるため、時期は
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不明。

S K 2 3 長径2.4m、短径1.2mの不整楕円形を

呈する深さ0.23~0.3lm程度の土坑である。出土遺

物に、時期決定の決め手となるものが少ないが、 6

~8世紀あたりのものとみられる土師器・甕片があ

ることから、概ねこの時期の遺構であろう。

SK24 平安後期の溝SD5に一部切られ、全体

の規模は不明であるが、 残存部分では、長径3.8m、

短径0.8mの不整楕円形で、深さ0.1~O.l 7m程度

の土坑である。土師器・甑 (91)をはじめ、土師器片

が数点出土しているが、これらから 6~8世紀頃の

遺構と考えられる。

SK 2 8 長径3.4m、短径0.4mの不整楕円形で、

深さが0.22mまでの浅い土坑である。土師器片が数

点出土したのみで決め手に欠き、明確な時期決定は

できなかった。

SK29 調在区西端で切られ、全体の規模は不明。

検出部分の規模は、長辺1.4m、短辺I.Omで深さ

O.l 7~0.25m程の不整方形土坑である。 SDI7に隣

接し、付近には多数のピットが集中しているが、関

連遺構である可能性は低い。また、出土遺物が全く

なく、時期は不明。

溝

SD 1 5 西側が調査区外に延長するので全体像は

不明。検出した東西約4.2mの範囲では、幅0.4----

0.6m、深さ0.05~0.09m程度の浅い溝である。土

師器小片等が僅かに出土したのみで、決め手となる

遺物がなく、時期は不明。

SD 1 6 西側が調壺区外に延長し、全体像は不明。

検出した北東～南西約3.4m範囲では、幅0.3~0.4

m、深さ0.04~0.12m程度の浅い溝である。鎌倉

～室町時代のものとみられる土師器・皿小片等が僅

かに出土したのみで、決め手となる遺物に乏しく、

時期は不明。

柱列（第 6表参照）

SA35 調壺区東端に柱間 3間の柱列が認められ

る。出土遺物が全くなく、時期は不明。他の遺構と

の関連性は認められず、また、関連遺構の検出もで

きなかったが、柱間寸法が均ーに近く、直線で結べ

る配置ということから、意図的な柱列配置である可

能性は残しておきたい。 （小山憲一）



2. 遺

第 1次調査では、下層からの出土遺物を除くと、

遺物の出土量は比較的少ない。縄文時代後期から室

町時代までの幅広い時期の遺物が出土しているもの

の、各遺構毎の一括資料となりうるものが少ないた

め、一部を除き器種別の報告としたい。なお、遺物

の観察等の詳細は、遺物観察表に委ねることにする。

(1) SK  2 6出土の遺物

(1)は、 6~8本/cm単位のハケメが内外面に施

され、頸部内面には、粘土の継ぎ目痕跡や、調整具

による傷も残されている。 (2) は、外面頸部～底

部にかけて 6本/cm単位のハケメが施された後、体

物

部下半に横方向のヘラケズリが施されている。また、

内面にも頸部～底部にかけて、横方向のヘラケズリ

が施されている。口径に比して、器高が低いことか

ら、むしろ鍋に近い形態を示している。

以上、ここで図示できるものは、土師器の甕 2点

のみであった。これらはいずれも平安前期のものと

考えられるが、 (1) は(2) より若干先行するもので

あろうか。

(2) S D 1 1出土の遺物

土師器

(3) ~ (5) は杯である。 (3)・(4) はともに口径
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第 9図 SK26、S011、SK30出土遺物実測図 (1 : 4) 
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12cm弱、 (5) は若干口径が大きく 14cm強であるが、

三者ともに器高3cm程度、口縁部外面の1/2~1/3 

にヨコナデが施されている。

(6) ~ (8)は甕である。これらは共に口縁端部を

内に巻き込み、体部にハケメを施す。 (6)は、 6~

8本/cm単位のハケメが内外面に施され、頸部下外

面に明瞭な指圧痕が残る。 (7) は、外面に4本/cm

単位のハケメが体部に施され、調整前の指圧痕が残

る。頸部には、調整具によるとみられる沈線状の傷

が残されている。内面では、頸部に粘土の継ぎ目痕

跡や、調整具による傷が残る。

以上 6点の遺物は、概ね平安後期の様相を示すもの

と思われる。

山茶椀

内外面に自然釉がかかっている。貼り付けた高台

端部に籾殻痕跡が残されている。残存部分が僅少の

ため時期は決しがたいが、混入遺物の可能性が高い。

(3) S K 3 0出土の遺物

本次調究の上層遺物の中で、唯一一括性が高いの

が、この遺構の出土遺物である。以下、提示した遺

物は、いずれも概ね平安後期の様相を示すものと考

えられる。

土師器

(10)•(11) は杯、 (12) は椀、 (13)-----(15) は甕であ

る。

(10)は、ヨコナデの範囲が口縁端部のみであるの

に対して、 (11)は口縁部が一層外傾し、底部にかけ

て一連の緩やかな曲線を描き、口縁部の1/3程度に

ョコナデが施される。さらに特筆すべきは、底部内

面に「X」と朱で書かれている点で、類例は少ない。

(12)は、内外面ともにナデ調整。高台を貼りつけ

た後に、指オサエ・ナデ調整を施しているが、全体

的にやや粗雑な印象を与える仕上がりである。

甕は、いずれも外面は縦方向、内面は横方向のハ

ケ調整が施され、口縁端部を内に巻き込み、ヨコナ

デ調整がなされている。 (13)・(14)は、ともに6本

/cm単位のハケメで、特に (13)は念入りに調整が行

われている。 (15)はそれらに比して、 3本/cm単位

の粗いハケメで、調整がやや簡素化された印象を受

ける。
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黒色土器・椀

内面に13本/cm単位の細かいハケ調整が施され、

その後燻しがかけられる A類の椀である。若干燻し

が外面にはみ出て、上半に薄くかかっている。

陶器・椀

体部外面に、左回転のロクロケズリが施されてい

る。施釉はみられない。

(4)その他の遺物

縄文土器

後期と思われる縄文施文土器7片 (18~24)と、

晩期後半の突帯文土器1片 (25)及び底部3片 (26

~28) がある。

後期 (18) ~ (24)のいずれも単節斜縄文を施した体

部片であり、後期前半に属するものと考えられる。 (22)

は、内面に炭化物が付着した底部近くの破片であり、

破片を長方形に加工している。いわゆる加工円盤の

一種であり、土器錘の可能性がある。

晩期 (25)は、晩期後半の突帯文土器であり、滋賀

里v式（船橋式）、あるいは五貫森式に類似する。

口唇部は、内斜面を痕跡的に残す。突帯はあまり太

くなく、箆状具によるやや大きめのD字刻みを突帯

の高さの半分余りまでの深さに施している。条痕調

整は見られない。

底部 (26) ~ (28)は、いずれも立ち上がりを持った

平底片である。 (26)は小型であり、 (27)もやや小型

である。

弥生土器

前期 (29~49)と中期 (50~52)、及び底部 (53

~ 60) がある。

前期 中段階から新段階に属するものであり、いわ

ゆる遠賀川式と亜流と呼ばれるものが混在する。 (29)

~ (46)は壺であり、 (47)~(49)は甕である。

壺の破片の内、 (29)~(33)は口縁部であり、 (34)

~ (46) は頸部から体部である。

(29)や(30)は、赤褐色系を呈する無文の口縁部片

である。 (31)と(32)も淡い赤褐色系を呈するが、丸

みのある口唇部に 2条の沈線を持つ。これらは同一

個体の可能性もある。 (33)は、外面に二枚貝かと思

われる原体の条痕を横位に施し、内面には同一原体

の可能性もある 3本沈線の連弧文を残す。灰褐色を
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呈する。

(34)は、削り出し突帯上に2本の箆描沈線を施す。

上の削り出し突帯は幅広 (a種）、下は幅狭 (b種）

である。外面全体は良くヘラミガキされている。 (35) 

~ (39)は箆描沈線を持つ。遺存状態の良い (35)や

(36)は赤褐色系を呈し、良くヘラミガキされている。

一般に沈線は細いが、頸部片である (36)の沈線は太

い。 (40)は貼り付け突帯を2条残す。突帯上にはキ

ザミを施すかとも思われるが、磨滅により判然とし

ない。

(41) ~ (45)は条痕を施す。いずれもくすんだ灰褐

色を呈する。この内、 (41)は貼り付け突帯を残す。

突帯上には、板状具によるらしいキザミを施す。な

お、このキザミは体部の条痕と同じ原体らしい。突

帯よりも上には、先端の尖った箆状具による沈線を

9条垂下させている。 (45)も同一個体の可能性もあ

る。 (46)は条痕を持たない別個体だが、やはりくす

んだ灰褐色を呈し、同様な文様かと思われる。 (42)

の条痕原体も同様だが、 (43)や(44)の原体は異なる。

(47)~(49)は甕の口縁部である。ゆるく外反し口

唇部の端面か外角にキザミを施す。条痕は見られな

vヽ。

中期 (50) ~ (52)は中期中葉の壺である。 (50)は、

わずかに受け口状を呈する口縁部の外面に斜縄文を

1帯施す。体上半部には箆描沈線を 3本残し、現存

する最下段には斜縄文を持つ。尾張地方の貝田町式

に相当する。 (51)と(52)は、櫛描横線帯を持つ体部

片である。 (51)は、細目の櫛描横線帯の下端に太い

箆描沈線を1本伴う。 (52)は、櫛描横線を3帯以上

を重ねた頸部片であり、暗褐色を呈する。

底部 (53)~(60)は、壺の底部片である。いずれも

所属期は不詳であるが、中期を中心としたものであ

ろうか。 (58) は古式土師器の可能性もある。

土師器

(61)----(64)は椀である。 (62)・(63)がナデ主体の

調整であるのに対し、 (61)・(64)にはヘラケズリが

施される。また、 (64)には高台が付随する。

(65)~(72)は杯である。 (65)と(66)は暗文が残る。

器形等から、 7世紀前半頃のものと思われる。

(67) ~ (72)は器高2~3cmで、口縁部外面の1/3程

度にヨコナデ調整が施され、その部分が若干外反す

-30 -

る。 11世紀前半頃のものと考えられる。

(73) ~ (81)は皿である。 (81)は底部小片であるが、

内外面ともに墨書がある点で、比較的類例が少ない。

(73)は口径22cmある大型の皿で、 7世紀前半頃のも

のと考えられる。 (74)~(76)は口径10~12cmで、 11

世紀前半頃のものだろう。 (77)~ (80)は口径10cm未

満の小皿である。平安の末期に属するものと思われ

る。

(82)~(84)は壺。 (83)は排土中からではあるが、

第 1次調査で唯一出土したミニチュア土器である。

(85) ~ (90)は甕である。 (85)は、口縁端部がS字

状の形態を持つのに対し、 (87)は滑らかな曲線を描

き、外に面を持つ。 (88)~(90)は、端部を内に巻き

込んでいる。 (85)・(86)は古墳時代のものか。両者

は同一個体の可能性が高い。 (87)は平安前期、 (88)

~ (90)は平安後期のものか。 (91)は甑。内外面に念

入りにハケ調整が行われている。

(92)・(93)は高杯。 (92)はシャープな作りで、体

部から口縁部が直線的に外反する。 (93)では、脚下

部が、鋭角的に外反している。

(94)は椀の高台で、中央に穿孔がある。紡錘車へ

と転用されたものであろう。

ロクロ土師器

(95)・(97)は椀、 (96)は皿で、いずれも11世紀前

半頃のものと思われる。 (95)は、断面三日月状の貼

り付け高台が付随するのに対し、 (97)は、粘土塊か

ら切り離されたままである。底径を考慮すると、 (95) 

よりもやや古いものになるか。 (96)は、山皿の焼

成不良の可能性があり、そうであれば12~13世紀ま

で降ることになろう。

土錘

(98~106)の土錘は、重量20g超~5g未満のも

のまであるが、一部を除き時期は不明。 (99)はSD

7から、 (10 0) はSD5からそれぞれ出土した

ことから、いずれも平安後期頃のものと思われる。

須恵器

(107)は高杯、 (108)・(109)は高台を伴わない

杯で、口径に対し器高が高い。 (111)は高台を伴う

杯、 (110) は蓋である。 (l07)は、杯部下半に波状

のカキメが施されている。 (108) は、底部の「X」

記号の施文が特徴的である。 (110)は、偏平で中央
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にやや窪みを持つつまみが付き、平坦な天井部にロ

クロケズリが施される。 (111) は、 14.0cmの大きな

高台径を持つもので、底端部に低い高台を貼り付け

ている。

灰釉・緑釉陶器

(112)は灰釉陶器で、外面に白色の釉薬が垂れた

痕跡が残る。

(113)・(114)は、ともに緑釉陶器椀の底部小片

であるが、 (113) は硬質、 (114) は軟質のものであ

る。

山茶椀

(117)は山皿。 015)・016)・019)は転用硯

である。これらは、それぞれ底部内面を転用してい

る。 (116)・(119)は、打ち欠きによる整形の後、

破断面を磨くという、積極的な整形意図が窺える。

(115)・(116)は、それぞれ底部糸きり後、高台

を貼り付けているが、その断面が、前者は三日月状

に内弯し、後者はハの字状に外反する。

加工円盤

排土中からであるが、陶器の底部（？）小片で破

断面を打ち欠き、粗雑であるが円形に加工されたと

思われる加工円盤020)もある。

（山田猛・小山憲一）

／ロニ(
I 

~. 
~~~110 

~---- ----}:::~ ジm
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第 12図 出土遺物実測図 (1 : 4) 
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実測 出t
法 量 (cm)

番号
番号

器種 遺構
位置

調整技法の特徴 胎 f 焼成 色 調 残存 伽 考

口径 器高 その他

]42 外．口縁部横ナデ、体部ハケメ 口縁部 外面煤付沿

1 003-04 i: 師器甕 SK26 SKI内 17.4 密 良 にぶい橙(7.5YR7/4) 

部のSK 内：口縁部～体部ハケメ 1/4 

]42 外：口縁部ハケ調整後横ナデ、体部 密 口縁部 ・外面胴部煤

2 003-05 土 師 器 甕 SK26 SKI内 19.4 上半ハケメ、下半ヘラケズリ 良 9こぶい橙(IOYR7/4J 付着

部のSK 内.LJ緑部横ナデ、体部ヘラケズリ 酎淵砂粒を含 1/2 

H42 外.u絃部横ナデ、体部～底部指押 やや粗 口稼部

3 004-01 土師器杯 SDll 11.8 30 さえナデ 良 浅黄橙OOYR8/4)

SD! 内：口縁端部横ナデ、口縁部～底部ナデ 5薗以下の砂粒含 1 / 4 

H42 外：口縁部横ナデ、体祁～底部指押さえ 密 浅員(75YR8/3) 外面煤付着

4 011-03 土師器杯 SDll ll8 2.8 良 I l /3 ・内面泄煙付着

SDI 内・ 口縁部横ナデ、体部～底部ナデ 111!11以下の砂粒含 黒褐(7.5YR3/l)

H42 外：口縁部横ナデ、体部指押さえナデ 密 口縁部

5 004-02 上師器杯 SDll 14.2 2.8 良 にぶい杓(5YR7/4) 

SDI 内．口縁部～体部横ナデ 紐以下の砂粒含 1/3 

H42 外．口縁部横ナデ、体部ハケメ 口縁部 ・ロ縁部外面

6 003-02 土 師 器 甕 SDI! 15 2 密 良 にぶい橙(7.5YR7/4) 煤付着

SD! 内：口縁部横ナデ、体部ハケメ 1/6 

H42 外：口縁部横ナデ、頸部ハケ調整後 口縁部 ・全般的に煤

7 003-01 土師器甕 SDll 15.2 横ナデ、体部ハケメ 密 良 にぶい黄橙(IOYR7/ 4) 付着

SDI 内：口縁部横ナデ、頸部～体部未調整 7/10 

H42 外 17縁部横ナデ、体部ハケメ 口縁部 ・外面煤付着

8 003-03 士 師 器 甕 SDll 15.6 密 良 にぶい橙(7.5YR7/3)

SDI 内：口縁部～体部横ナデ 1/9 

H42 高台径 外 ロクロナデ、高台貼り付け後横 密 灰白(JOY7/J) 底部 高台端部に， 011-02 山茶椀 SDI! 8.0 ナデ、底郎未調整（糸切り痕有り） 良 （籍）外：灰オリー1(7.5Y5/ 籾穀痕有り

SDl 内．ロクロナデ ※内外面自然釉かかる 2111D以rl!)砂粒含 2)内：灰1'1(7.5Y7/2) 1/2 

H45 外：口縁部横ナデ、体部～底部ナデ 口縁部

10 014-05 土師器杯 SK30 13.0 2.8 密 並 灰白 (10YR8/2)

pitl 内：口縁部横ナデ、底部ナデ 1/3 

H45 外：口縁部横ナデ、底部指押さえ、 「朱」の墨書

11 013-01 土師器杯 SK30 12.2 29 粗 並 浅黄橙(lOYR8/4) 完存 • 「X」記号

pitl 内．横ナデ、底部中央ナデ

H45 高台径 外・ ナデ、高台貼り付け後指押さえ 口縁部

12 014-04 土師器椀 SK30 15.0 5.3 6.6 密 良 灰褐(75YR4/2) 

pitl 内：ナデ 1/12 

H45 外：口縁部横ナデ、指押さえ やや粗 口縁部 ・外面、頸部

13 015-01 土師器甕 SK30 15.6 体部ハケメ 並 浅黄(2.5Y7/3) 内面煤付着

pitl 内：口縁部横ナデ、体部ハケメ 41lll以下の砂t含 1/4 

H45 外口縁端部横ナデ、口縁部～体部 口縁部 ・外面煤付着

14 014-06 土師器甕 SK30 17.8 ハケメ 密 良 戊州杓(lOYRS/3)

pitl 内 口縁部横ナデ、頸部～体部ハケメ 1/16 

H45 外：口縁部横ナデ、頸部～体部ハケメ 外灰白(lOYR8/2) 口縁部 外面煤付着

15 015-02 土師器甕 SK30 23.2 密 良

pitl 内：口縁部横ナデ、体部ハケメ 内：iこぶい橙(7.5YR7/4) 完存

H45 高台径 外：口縁端部横ナデ、高台貼り付け後横 外にぶい橙(10YR7/3) 底部完存 ・内面全面、

16 014-02 黒色土器椀 SK30 15.6 5.4 7.4 ナデ、その他未調整 密 良 口縁部 外面上半に

pitl 内：日縁端部横ナデ、口縁都～底部ハケメ 内’黒褐(2.5Y3/1) 1/4 燻し有り

H45 高台径 外．口縁部ロクロナデ、体部ロクロケズ 口縁部

17 014-03 掏器椀 SK30 17.4 6.5 7.4 リ、高台貼り付け後横ナデ、底部糸 密 良 灰白 (2.5Y8/2) 1/12 

pitl 切り後ナデ内：ロクロナデ 底邸微小

016-01 EF44 外：縄文 (LR) 密 外にぶい褐(75YR5/4)体部 外面煤付着

18 縄文土器深鉢 31111以下の砂粒、 良

016-02 包含層 内・指押さえ ナデ 石英長石粒含 内：にぶい橙(75YR7/4)小片

第 7-1表第1次調査出土遺物観察表
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実測 出土
法 鼠 (cm)

番号 器種 遺構 調整技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存 備考
番号 位置

口径 器高 その他

外：縄文 (LR) 密 体部

19 016-03 縄文土器深鉢 排土 不良 灰白 (25Y8/2) 

内．横ナデ 3DIII↓ UI!)砂粒含 小片

144 外．縄文 (LR?) 粗 外、開褐(IOYR3/2) 体部

20 016-06 縄文土器深鉢 SDl2 ]泣以下の砂 亜

SD! 内：指押さえ・ナデ 粒、金雲母含 内．黒褐(lOYR3/l) 小片

]43 外縄文 (L或いは LR、縦） 粗 外憔褐(7.5YR3/4) 体部

21 016-07 縄文七器深鉢 l薗以ドの砂粒、 ,if;_ ・
包含層 内：指押さえ・ナデ 金雲母含 内．灰褐(7.5YR4/2) 小片

E44 外・ 縄文 (RL?) 密 外褐灰 (IOYR4/1) 体部 ．巖片を長祁1:/Ji「．

22 017-05 縄文土器深鉢 内ナデ 0 Sm以下の砂 良 ・内面炭化物付着

包含層 破断面：ミガキ 粒含 内灰黄褐(IOYR5/2) 小片

L42 外：縄文 (RL) 密 外：iこぶい赤褐(5YR5/4) 体部 ・外面煤付着

23 016-05 縄文土器深鉢 並
トレンチ 内：ナデ IIDil以r(J砂粒含 内：i: ぶい黄橙(IOYR6/4) 小片

J45 外：縄文 (LR) 密 外.Iこふし場 (7.5YR5/4) 休部

24 016-04 縄文土器深鉢 不良

包含層 内．横ナデ 2四以f哨砂粒含 内1こぶい橙17.5YR6/4! 小片

D45 外 'D字ヘラ刻み突帯、 l-l縁端部横、 やや粗 橙 (5YR7/6) Ll緑部

25 017-07 縄文土器深鉢 SD18 ナデ 良 I 

旧流水路 内・ナデ、口縁端部横ナデ は)1frJJ砂粒含 淡橙(5YR8/3) 小片

G46 底部径 外：体部縦条線、体部～底部横ナデ、 密 外灰黄褐(lOYRS/2) 底部

26 016-09 縄文土器深鉢 4.8 底部ナデ 1.5111D以下の砂粒 良

包含層 内：ナデ A ~ 内iこもい黄府ilOYR6/3) 完存

底部径 外体部横ナデ、底部ナデ（砂粒11 密 外にぶい橙(7.5YR7/4 底部

27 016-14 縄文土器深鉢 排土 70 痕残る） 並

（推定） 内．ナデ（剥離有り） 2:」:(tr/)砂粒含 即こぶい褐7.5YR5/3' 1/6 

G46 底部径 外：体部指押さえ ナデ、ハケメ若干残 密 外橙(5YR6/8) 底部

28 016-13 縄文土器深鉢 78 る、底部ナデ（砂粒圧痕残る） 15::n籾砂札、 良

包含層 （推定） 内：ナデ 金雲母含 内1こふい黄橙 (IOYR7/4) 1/8 

144 外．ミガキ やや柑 外：明赤褐 (5YR5/6) l l縁郎 ・内面一部に

29 018-10 弥生上器壺 1薗以下の砂粒 良 黒班hり
邑含層 内 ミガキ 金雲母・石英含 内にぶい橙(5YR6/4) 小）｝

145 外ミガキ やや粗 口縁部

30 018-11 弥生土器壺 0 51Dllltl卜:/J)砂 良 朋赤褐(25YR5/8) 
包含層 内．ミガキ 粒、金雲母含 小片

D45 外．ミガキ やや粗 外淡杓(5YR8/31 []稼fill

31 017-08 弥生土器壺 SD18 内．ミガキ 良

旧流水路 口縁端部2条平行沈線 2 mm以下0)砂粒含 内橙(5YR7/6) 小片

F46 外：ミガキ やや粗 口縁部

32 018-09 弥生土器壺 l叫:1FOJ砂粒 良 橙(7.5YR7/6)
包含層 内 ミガキ、い縁端部2条沈線 金箕且石英含 小}¥

F46 外・ 条痕 やや粗

33 018-06 弥生土器壺 並 にぶい黄橙(10YR7/2) n稼部片
包含層 内 口縁灌祁連孤文、ナデ（一部剥離） 2圃IHの砂粒含

E46 外．ミガキ、削り出し突帯、ヘラ沈 密 体部

34 017-09 弥生土器壺 線 2薗以切砂粒、 良 にぶい橙(7.5YR7/4)

包含層 内：ナデ 石哭含 小）i

E45 外ヘラ沈線 5条、ミガキ、ヘラ沈 密 外：Iこぶい赤褐 (5YR4/31 体部

35 017-11 弥生土器壺 SD18 線3条 2国以卜Cl!)砂粒、 良 寸こぶい橙(5YR6/4i

旧流水路 内：ナデ、指押さえ・ナデ、（一部剥離） 金雲母・石英含 内．橙(5YR6/8) 小片

H45 外：ミガキ、太い沈線 密 外朋赤褐(5YR5/6) 体部

36 017-10 弥生土器壺 SD18 良

旧流水路 内：指押さえ・ナデ !!1111以下の砂粒含 内赤褐(5YR4/6) 小片
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実測 出土
法 量 (cm)

番号
番号

器種 遺構
位置

調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 備考

口径 器高 その他

G4S 外：ミガキ、ヘラ沈線2粂 密 外：iこぶV場(7.5YR5/3) 体部

37 018-01 弥生土器壺 2.5叫下の砂 並 -Iこぶい橙 (7.5YR7/3)

包含層 内：ナデ 粒含 内：Iこぶ＞噴橙(IOYR7/3) 片

L37 外.4条沈線、ミガキ やや粗 外：Iこぶい黄橙(IOYR7/3) 体部

38 018-04 弥生土器壺 SDl 1.5叫人下の砂 良

旧流水路 内：ナデ 粒、石英・長石含 内：撼灰(IOYR5/l) 小片

F46 外：沈線、ミガキ 密 外：橙 (7.5YR7/6) 体部

39 018-05 弥生土器壺 l.5Illllll; 人下の砂 良

包含層 内：ナデ 粒含 内．灰掲(7.5YR5/2) 小片

D45 外：突帯（磨滅）素文か？ ナデ？ やや粗 口縁部？

40 017-06 弥生土器壺 SD18 良 にぶい黄橙(IOYR7/3)

旧流水路 内・ ナデ l叫下の砂札含 小片

E45 外：条痕十条痕、突帯二枚貝刻み、 やや粗 外．灰黄褐(10YR4/2) 体部 ・45と同一個体

41 017-03 弥生土器壺 ヘラ描き沈線 l 5叫下の砂 良 (!)可能性有り

包含層 内：ナデ 粒含 内：にぶい褐(75YR5/4) 小片

F46 外：条痕 やや粗 体部

42 018-07 弥生土器壺 良 灰褐(7.5YR6/2)

包含層 内：ナデ 1叫下の砂粒含 小片

H43 外：条痕 やや粗 外 にぶい掲 (7.5YR5/4) 体部

43 018-08 弥生土器壺 laml; 人下の砂粒、 不良

包含層 内：指押さえ、ナデ 金雲母含 内．灰褐 (7.5YR5/2) 小片

D46 外：条痕 粗 外灰褐 (7.5YR5/2) 体部

44 018-13 弥生土器壺 良

包含層 内：指押さえ・ナデ 2叫人下の砂粒含 内：灰黄褐(IOYR6/2) 小片

D45 外：条痕地縦方位の条線 やや粗 外’灰13(!0YR7/l)-椙 体部 ・41と同一個体

45 017-02 弥生土器壺 SD18 良 灰(5/1)内桟貴橙 (IOYR ll)可能性有り

旧流水路 内．ナデ 2.5叫下の砂穀含 8/3)~ 灰貴掲(4/2) 小片

F46 外：ナデ、条線（縦方向） やや粗 体部

46 017-04 弥生土器壺 1.smu:J下の砂粒含 良 にぶい黄橙伽YR7/3)

包含層 内：ナデ 小片

G46 外：横ナデ、口縁端部ヘラ刻み？ やや粗 外：にぶい黄橙(5YR5/4) 口縁部 外面煤付着

47 018-12 弥生土器甕 l叫人下の砂粒、 良

包含層 内：横ナデ、ハケメ？ 金雲母含 内橙 (5YR6/8) 小片

G4S 外：口縁端部キザミ、口縁部条痕 やや粗 口縁部

48 009-06 弥生土器 甕 SD18 良 橙 (5YR6/6) 

旧流水路 内：口縁端部横ナデ、口縁部ナデ 2ml; 人下の砂粒含 小片

F44 外：ナデ、口縁端部二枚貝？刻み やや粗 外にぶ場 (7.5YR6/3) 口縁部

49 016-08 弥生土器 甕 良

包含層 内：ナデ 2ml; 人下の砂粒含 内．橙 (75YR7/6) 小片

H41 外・ 日縁婚紺縄文、日縁菰～顆菰ナデ、頸部～体 粗 口縁部

50 012-01 弥生土器壺 SD12 8.4 郁ヘラ沈線（間ヘラミガキ 縄文） l叫下の砂粒、 良 にぶい橙 (5YR6/3)

SDl 内 I 1i咬部梢ナデ、買1部-w部ナテ' 金雲母含 輯分即韓(10YR6/6) 9/10 

G46 外：板状工具による横線、沈線、ミ 密 外橙 (5YR6/6) 体部 ・SD5(=140/SD 

51 018-03 弥生土器壺 SD18 ガキ l皿以下の砂粒、 良 暉土小片と接合

旧流水路 内：ハケメ？ 板ナデ？ 石英長石粒含 内.Iこぶい橙(5YR6/4) 片

G46 外：二条貝横線 (2.4cm原体幅）、ハ 密 やや 外灰掲(7.5YR4/2) 体部

52 018-02 弥生土器壺 ケメ後ミガキ 3叫下の砂粒、

包含層 内：指押さえ・ナデ（所々剥離） 金雲母含 不良 内'Iこぶい員 (7.SYRS/3) 片

F45 底部径 外：ナデ 密 外：橙 (5YR6/8) 体部 ・内面炭化物

53 016-12 弥生土器 甕 62 1.5叫下の砂粒 良 付着

包含層 内：ナデ 多致含 内：用赤褐(5YR5/6) 1/4 

J42 外：ナデ 密 外I埠い責雇(IOYR7/3) 体部

54 016-10 弥生土器 甕 SK25 3叫下の砂粒多 不良

SKl 内：ナデ 数含 内．浅黄橙 (75YR8/6) 完存
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実測 出土
法 量 (cm)

番号 器種 遺構 調整技法の特徴 胎士 焼成 色 調 残存 備考
番号 位置

口径 器高 その他

H46 底部径 外．体祁下半ハケメ、底部未調整 粗 外：赤橙(!OR6/6~6/8) 体部

55 OJ0-03 弥生土器壺 SD18 60 211111以fl!)砂粒含 不良

旧流水路 内ナデ 内：橙(7.5YR7/6) 完存

L37 底部径 外 ナデ（全般的に磨耗） やや粗 外貴掲(7.5YR7/8) 底部

56 016-11 弥生土器壺 SDl 7.8 Zlllll以下の砂粒、 良
旧流水路 内：？（剥離のため不明） 8X5薗if)1jヽ石含 内.Iこぶい橙(7.5YR7/4) 完存

F45 底部径 外：ナデ 粗 外：赤橙(IOR6/8) 底部

57 011-06 弥生土器甕 SD18 7.2 211111以下の砂粒多 並 内：iこぶい橙(7.5YR7/4)
旧流水路 内・ ヘラ状I具によるナデ 穀含 ～灰掲(7.5YR4/2) 完存

H40 底部径 外：ナデ、底邸貼り付け後ナデ 密 底部 外面に黒班

58 OIJ-04 弥生土器壺 SK27 7.0 内 ヘラ状工具によるナデ、底部クモの 並 淡黄(2.5Y8/3) 有り

SKl 巣状のハケメ 6111以下の砂紋含 完存

J42 底部径 外ナデ やや粗 外：橙(7.5YR6/6) 底部

59 016-15 弥生土器壺 SK25 9.0 51111以下の砂粒多 並
SKl 内 調整は有るが、具体物は不明 復含 内：履(7.5YR7/6) 1/2 

E45 底部径 外．ナデ 粗 貴灰(2.5Y6/J) 底部

60 010-02 弥生土器甕 5D18 7.2 並
旧流水路 内ナデ 31111以下の砂粒含 開掲(2.5Y3/l) 完存

H45 外．口縁端部横ナデ、口縁部～底部ヘラ 粗 口縁部

61 004-04 土師器椀 12.0 4.2 ケズリ 内 口縁端部横ナデ、口縁 311111以下の妙粒多 良 目赤掲(5YR5/8)
包含層 （推定） 部～底部ヘラケズリ 致含 1/3 

L37 外．口縁部横ナデ、体部～底邸指押さえ 密 口縁部 ・体部外面に

62 002-02 土師器椀 SDl 12.4 ナデ 不良 桟黄橙(IQYR8/4) 粘上の継ぎ

旧流水路 内 口縁部～体部横ナデ、底綿ナデ 1111D以下の砂粒含 1/4 H痕有り

L37 外：口縁部横ナデ、体部指押さえナデ 密 口縁部

63 002-01 土師器椀 SDl 12.4 不良 桟貴橙(7.5YR8/3)
旧流水路 内 口縁部横ナデ、体邸乱ナデ 51111以下の砂粒含 1/6 

L37 外．体部ヘラケズリ、底部ナデ、高台貼 浅黄橙(7.5YR8/6) 底部

64 049-04 土師器椀 SDl り付け後横ナデ 密 良

旧流水路 内体部～底部横ナデ、底部中央ナデ 底菰外画：灰(J(2.5Y7/J) 小片

M38 外．口縁部横ナデ、底部指押さえ 密

65 009-07 土師器杯 12 7 2.7 内・ 口縁部横ナデ、底部ナデ 良 橙(5YR7/6) 1/5 
包含層 ※ 暗文有り 2111D以下1/)砂粒含

137 外：口縁部横ナデ、体部～底部ナデ 密

66 010-05 土師器杯 SDl 15.8 3.0 内・ 口縁部横ナデ 2 DIii以Fの赤色砂 良 橙(5YR6/8) 1/7 
旧流水路 ※ 暗文有り 粒含

L37 外：口縁端部横ナデ、口縁部～底部指押 密 内面に少量の

67 011-01 土師器杯 SDl 12 3 2.2 さえ 良 淡黄(2.SYB/3) 3/4 油煙付着

旧流水路 内・ 口縁端部横ナデ、口縁部～底部ナデ 411111以下の砂粒含

L37 外：口縁部横ナデ、体部～底邸指押さえ 口縁部

68 002-04 土師器杯 SDI 12.8 2.8 ナデ 密 並 橙(5YR7/6)

旧流水路 内：口縁部～体祁横ナデ、底部ナデ 1/2 

L37 外・ 口縁部横ナデ、体部指押さえ 密 口縁部

69 002-05 土師器杯 SDl 12.2 3.1 並 淡黄(2.5Y8/3)

旧流水路 内．口縁部横ナデ、体部乱ナデ 211111以Fの砂粒含 2/3 

L37 外 口縁邸横ナデ、体部～底部指押さえ ほぽ ・外面1/6、内

70 009-02 土師器杯 SDI 12 3 2.7 密 良 iこぶい貴橙(IOYR7/3~ 面1/3に油煙Iす
旧流水路 内 口縁祁横ナデ、体部～底部ナデ 7/4) 完存 着

L37 外・ 口縁部横ナデ、体部～底部指押さえ 口縁部

71 002-03 土師器杯 SD! 13.0 2.3 ナデ 密 良 淡黄(25Y8/3) 

旧流水路 内：口縁部～底祁横ナデ 1/3 

K37 外 口縁躇部横ナデ、口縁部～底部指押 密 ほぽ 歪み有り

72 010-04 土師器杯 SDl 12.9 27 さえ l閾以下の赤色砂 良 淡黄(2.5Y8/4)

旧流水路 内 口縁端邸横ナデ、口縁部～底部ナデ 粒含 完存
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実測 出上
法 駄 (cm)

番号 器種 遺構 調整技法の特徴 胎 t 焼成 色 調 残＃ 備考
番号 位置

口径 器麻 その他

L37 外 口緑部横ナデ、底部ナデ 口縁部

73 004-05 上師器皿 SDI 22.0 2.8 密 良 橙 (5YR7/8)

旧流水路 内・n縁部～底部横ナデ 1/10 

K41 外：［］縁綿横ナデ、体部～底部指押さえ 密 外.IIJl赤員(2.5YR5/6) 口縁部

74 001-03 土 師 器皿 10 0 20 ナデ 良

位含層 内・ 口絃部横ナデ、体邸～底祁乱ナデ 3叫:!t!J)砂粒含 V-1 浅黄橙(IOYR8/4) 2/3 

L37 外 口縁部横ナデ、体部～底部指押さえ 口縁部

75 001-05 土師器 Ilil SDl 12 0 1 9 ナデ 密 不良 浅黄橙(lOYRS/4)

1B流水路 内：口縁部横ナデ、体部～底部乱ナデ 1/2 

H 45 外.[J縁邸横ナデ、体蔀～底祁指押さえ やや枡 口縁部 歪み有り

76 004-03 士師器皿 11 4 2 1 ナデ 良 浅黄橙(7.5YR8/4)

但含層 内.[l縁部横ナデ、休部～底部乱ナデ 3叫印、砂粒含 1/4 

K41 外・ 口縁部横ナデ、体綿～底音闘指押さえ 粗

77 001-04 土師器皿 9.8 1.9 ナデ 内 ・ll緑部横ナデ、体部指押さ 良 淡黄(2.5Y8/3) 9/10 

包含層 えナデ、底部乱ナデ 3皿lHrJJ砂粒含

K42 外：口縁部横ナデ、イ本部～底部指押さえ 密 口縁部

78 002-06 上 師 器 皿 SD7 92 1.5 ナデ ,f~ 良 浅黄橙 (JOYR8/3)

SD! 内 口縁部～底部横ナデ llllil程阻屑翔含 1/4 

外：口縁部横ナデ、底部指押さえナデ 口縁部

79 001-01 土師器皿 排七 92 1 4 密 良 橙(5YR7/6)

内：口縁部横ナデ、底部ナデ 1/2 

外・ 口縁部横ナデ、底部指押さえナデ 密 ほぽ

80 001-02 土 師 器 皿 排士 97 1 6 良 橙(5YR7/6)

内 LJ縁部横ナデ、底部ナデ ]]IJJ程段贋翔含 完{f-

L39 外・ 底部未調整 底部 底部内外面

81 049-01 t師器 lIIl 密 良 橙(5YR7/6) に墨書有り

包含層 内底部ナデ 小片

H40 外．ナデ 口縁部

82 014-01 七師器壺 SK27 10 8 密 牝 淡黄(25Y8/3) 

SKI 内・ 口縁端部折り返し後ナデ 1/2 

底部径 外．ナデ 外・ にぶい黄橙 頚祁以下

83 008-10 土師器壺 排t 3.0 密 良 (7 5YR7/4) 

（ミニ和ア士器） 内ナデ JAJ 褐灰(7.5YR5/l) ほぼ兌存

G4S 外 .u緑部横ナデ、 1本部ナデ 口縁部 鱚下雌jl:llf

84 008-11 土師器壺 14 8 やや粗 良 浅黄橙 (IOYRS/3) 肛よる楊及び枯t
但含層 内：口緑部横ナデ、体部ナデ 1/6 か億き廿恨椿有り

H40 外：口緑部横ナデ、 1本部ハケメ 口縁部 ＇外ii煤付着・類屈卜内面指圧

85 006-01 土師器甕 SK27 12.6 やや粗 良 灰白 (25Y8/2) 展有片土切息ぎ月18蘭）有

SK! 内：口緑部横ナデ、体祁指押さえ？ 1/6 ・86と月伽呵牲i

H40 台部径 外：体部～台部ハケメ 台部 85と同一個体

86 006-02 上師器台付甕 SK27 92 内．底部ヘラケズリ、台部ナデ、端 やや粗 牝 灰白 (25Y8/2) の可能性有り

SKI 部折り返し 1/2 

]42 外・ 口縁部横ナデ、｛本部ハケメ 口縁部 頸菰下内外直1こ枯

87 003-06 t師器甕 SK25 12.6 密 良 浅黄橙 (lOYR8/3) ±(J)鼈ぎ柑謙有り
SKI 内・ 口縁部～体部横ナデ 1/6 

I43 外：口縁部横ナデ、体部ハケメ 口縁部 外面かなり磨減

88 007-03 上師器甕 14 6 密 並 灰白 (lOYRS/2) 隋1,'rj石聰l、日
絋含層 内．口縁部横ナデ、体部ハケメ 1/4 ＂によ心傷 ti1Jr1 

L37 外：口縁部横ナデ、イ本部ハケメ 口縁部 外面煤付着

89 007-01 土師器甕 SDI 17.6 密 良 浅黄橙 (lOYR8/3) 内面粘tの継

旧流水路 内．口縁部横ナデ、体部ヘラ調整 1/5 ぎ甘痕跡有り

F46 外 口縁部横ナデ、 1本部ハケメ I J縁部 全般的に煤

90 007-02 .f-. 師器甕 19 0 やや柑 良 浅黄橙 (lOYR8/3) 付着

位含層 内.[]緑部～頸部横ナデ 1/6 」
第 7-5表第 1次調査出土遺物観察表
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実測 出土
法 量 (cm)

番号 器種 遺構 調整技法の特徴 胎上 焼成 色 調 残存 備考
番号 位置

口径 器高 その他

K42 外：口縁端部横ナデ、口縁祁～体部ハケ やや粗 口縁部 ・外面煤付着

91 005-01 上師器甑 SK24 28.0 メ、把手貼り付け後ナデ 内．口縁端部 良 橙(7.5YR7/6)

SKI 横ナデ、口緑邸～体部ハケメ、ヘラ削り 21JllJ以下の砂粒含 1/4 

H40 杯部．内外面ナデ 密 杯部

92 011-05 士師器高杯 SK27 14.9 脚部：脚貼り付け後ヘラ状工具による押 並 淡黄(2.SY8/3)

SKI さえ・面取り 31111以下の砂粒含 1 /2 

F45 外：ヘラ磨き 密 脚部

93 011-07 土師器高杯 SD18 良 にぶい黄橙(IOYR7/2)

旧流水路 内：絞り目有り 4lllll以rl!)砂粒含 3/4 

高台径 外：体部横ナデ、底部未調整 底部 ，鱚帳~,孔有り（舷

94 049-03 土師器椀 試掘 4.0 密 良 淡黄橙(lOYRB/3) 騨への観か？）

内：底部ナデ 9/10 

L37 高台径 外：ロクロナデ、高台貼り付け後横ナデ やや粗 口縁部

95 009-03 ロクロ土師呂椀 SDI 15.6 5.5 7.0 底部未調整（糸切り痕有り） 良 淡黄(2.5Y8/3) 1 /8 

旧流水路 内：ロクロナデ 5薗以rl!J砂粒含 扁台完存

K37 外：口縁部～体部ロクロナデ、底部未調 やや粗 口縁部 山Jillの焼咸不良

96 004-06 ロクロ土箇召皿 8.2 24 整（糸切り痕有り） 良 淡黄(2.5Y8/3) （酸化焼成）の

包含層 内：口縁部～底部ロクロナデ 21111以下の砂粒含 1/3 可罷性もあり

142 底部径 外：体部ロクロナデ、底部未調整 灰白(2.5YR8/2) 底部

97 005-04 0クロ土箇呂椀 SD12 7.0 （糸切り痕有り） やや粗 不良 I 

SDl 内．底部ロクロナデ 灰(7.5Y6/l) 完存

H45 最大径 残存長 重量 上下端邸 全般的に表面

98 008-01 土錘 1.6 46 12.04g 密 不良 淡黄(2.5Y8/3) はかなり剥簾

包含層 若干欠損

K42 最大径 重量 ほぼ

99 008-02 土錘 SD7 1.5 4.8 8.57g 密 良 にぶい黄橙(IOYR7/3)

SDI 完存

]40 最大径 残存長 重量 上端部 ．剥房部分多い

100 008-03 土錘 SDS 1.8 5.7 16.40 g 密 不良 浅黄橙(lOYRS/3)

SDl 若干欠損

G38 最大径 重量 ほぽ

101 008-04 土錘 1 1 42 4 95g 密 良 灰白 (lOYRS/2)

包含層 完存

I40 最大径 残存長 重量 上下端祁

102 008-05 士錘 1.9 50 11.08g 密 良 灰白 (lOYRS/2)

包含層 一紐欠損

K39 最大径 重量 ほぽ

103 008-06 土錘 1.9 6.1 21.93 g 密 良 にぶい黄橙(lOYR7/3)

包含層 完,{{

K41 最大径 屯乱 ほぽ 外血中央1こ1.3
104 008-07 t 鉾 1 7 66 15.80g 密 イサ良 淡黄(25Y8/4) cmX2 5c皿kl!J開

鉱含層 完{{ 色斑点有り

M37 最大径 残存長 重量 上ド端梱

105 008-08 +. 錘 1 5 6 1 13.77 g 密 良 灰白 (25Y8/2) 

包含層 哨部欠損

最大径 残存長 重量 中央部 ・外面に多数
106 008-09 土錘 排土 l 7 54 13.89g 密 良 灰黄(25Y7/2) F端部 の傷有り

一部欠損

F45 外．口緑部ロクロナデ、杯部ドドカ LJ縁部 ・内面自然釉
107 007-07 須患器高杯 15.6 キメ 密 良 灰(5Y4/1J かかる

但含層 内 ロクロナデ 1/8 

J42 底部径 外 ロクロナデ、底部未調整（ヘラ 密 底部外面に
108 010-01 須恵器杯 SK25 11 9 43 72 切り痕有り） 良 青灰(IOBG6/l-5/l) 1/3 「X」の線

SKI 内 ロクロナデ 3四以下の砂粒含 刻有り

第 7-6表第 1次調査出土遺物観察表
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実測 出土
法 量 (cm)

番号
番号

器種 遺構
位置

調整技法の特徴 胎 上 焼成 色 調 残存 備考

口径 器高 その他

L37 外・ ロクロナデ 口縁部

109 006-04 須恵器杯 SD 1 10 6 密 良 灰 (75Y6/l) 

旧流水路 内：ロクロナデ 1/4 

K44 外：口縁部ロクロナデ 口縁部 ロクロ右回転

110 005-02 須恵器蓋 SDS 13.6 26 天井部ロクロケズリ 密 良 灰(N6/0)

SD! （推定） 内：口縁部～天井部ロクロナデ 1 /8 

137 高台径 外：ロクロナデ、高台貼り付け後横ナデ 底部

111 009-04 須恵器杯 SD 1 14.0 底部未調整（ヘラ切り痕有り） 密 良 青灰(lOBG6/l)

旧流水路 内：ロクロナデ、底部中央ナデ 1 /5 

K37 高台径 外：ロクロナデ、高台貼り付け後横ナデ 底部 外面体親～底昴1こ

112 007-06 灰釉陶器椀 8.4 底部未調整（糸切り痕有り） 密 良 灰白 (N8/0) 篇秦の垂れた畠分

包含層 内・ ロクロナデ 完存 有り（臆）

L45 高台径 外：ロクロナデ、高台貼り付け後横ナデ 青灰(10BG6/l) 底部

113 009-05 灰釉陶器椀 7.0 密 良 〔釉〕：オリープ灰

包含層 内：底部 1mm幅の沈線 (10Y5/2~4/2) 1 /5 

高台径 外 ロクロナデ、高台貼り付け後横ナデ にぶい橙 (7.5YR7/4) 底部

114 005-03 緑釉陶器椀 試掘 7.8 密 良 〔釉〕：オリープ

内：ロクロナデ (7.5Y4/2) 1/5 

142 高台径 ロクロナデ、高台貼り付け後横ナデ 密 底部 転用硯

115 009-01 山茶椀 SD12 7.4 底部未調整（糸切り痕有り） 良 灰白 (5Y7/l)

SDl 3D111以下の砂粒含 1/2 

H40 高台径 高台貼り付け後横ナデ、底部未調整 底部 ・転用硯

116 007-04 山茶椀 80 密 良 灰白 (2.5Y7/1) ほぼ ・不転用部に

包含層 破断面打ち欠き・磨き 完存 釉薬が残存

G39 底部径 外：口縁部～体部ロクロナデ、底部 口縁部

117 006-05 山皿 90 2.0 4.2 未調整（糸切り痕有り） 密 良 灰白 (7.5Y7/l)

包含層 内・ ロクロナデ 1/12 

L38 高台径 外：高台貼り付け後横ナデ、底邸未調整 底部 ・内面自然釉

118 007-05 山茶椀 5.2 （糸切り痕有り） 密 良 灰白 (N8/0) かかる

包含層 内：底部ロクロナデ 1/2 

K37 底部 ・転用硯

119 006-06 山茶椀 高台・体部打ち欠き、磨き 密 良 灰白 (7.5Y7/1) 

包含層 1/4 

外・未調整 やや粗 底部？ ・加工円盤

120 049-02 陶器 排土 内未調整 並 赤橙(lOR6/6)

破断面打ち欠き 311111以下I/)砂粒含 小片

第 7-7表第 1次調査出土遺物観察表
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N. 第 2
 

次調査

県道御麻生園豊原線北側の460面が調査区である。

北東側は、農道を挟んで第 5次調査と、南東側は県

道を挟んで第 6次調査と隣接する。

層序は、地表から10cmほどの耕作土、その下10cm

が茶灰色土で床土と考えられる。さらに厚さ 6cmの

1 . 遺

土坑数基、自然流水路の他多数の小溝を検出した

が、不定形や浅いものが多く、その性格は不明であ

る。また、まとまった遺物の出土がなく、しかも小

片のため、時期についても不確定なものである。

{1)奈良時代の遺構

A. 土坑

S K 2 0 7 2 SK2071の東側で検出した長辺4

m、短辺 lmの溝状の遺構である。深さは 15cmほ

どで、土師器蓋・皿・甕の小片が出土したのみであ

る。

S K 2 0 7 6 S K 2 072の北側で検出した直径

60cmの不整円形を呈するものである。深さは、 15cm

ほどで遺物の出土はない。したがって、時期決定の

根拠はないが、付近の遺構が奈良時代のため—一応こ

の時期としておく。

B. 溝

S02089 調査区中央で検出した弧状に延び

るものである。幅20cm、深さ 10cm前後の小規模な

ものである。土師器片が出土するのみで、時期決定

の根拠に乏しい。

(2)平安時代後期の遺構

この時期は、出土遺物の中心であるが、検出した

遺構は、自然流水路のみである。

S D 2 0 9 3 調壺区西端で、自然流水路の東岸

を検出した。検出面から 40cmほどまで確認したの

みで、完掘していない。埋土は、一部に灰色混砂土

が認められる他は、黒色土である。西岸は、東岸か

灰褐色砂質土、厚さ 4cmの黄灰色砂質土が続き、地

表から計 30cmで暗黒褐色砂礫混土にいたる。明確

な包含層はなく、遺構は暗黒褐色砂礫混土上面で検

出した。

構

ら2.4、6、6.4、7.2mの4ヶ所で確認しているが、

埋没段階のものと考えられ、本来の西岸は調壺区外

で、少なくとも幅 15m以上であったものと考えら

れる。また、埋土に砂粒が少ないことから沼状のも

のであった可能性もある。縄文後期、飛鳥時代のも

のも埋土に含むが、最終埋没は、平安時代後期と考

えられる。

(3)鎌倉時代の遺構

S K 2 0 7 7 SD2093の東岸近くで検出したL

字状を呈する土坑である。土坑の重複の可能性もあ

るが、切り合いは確認できなかった。深さは 10cm 

足らずである。

(4)室町時代の遺構

A. 土坑

SK2071 調壺区西端で検出した直径 25~ 

30cm、深さ20cmの楕円形を呈する。 SD2086に切

られ、 SD2088を切る。土師器椀・甕の小片が出

土しているが、陶器の小片も 1片混じる。したがっ

て、近世に降る可能性もある。

SK2073,...,2075 いずれもSD2088と重

複して検出した長径l.6~0.9m、短径80~40cmの

楕円形を呈するもので、 SD2088を切る。深さが

15 cmほどで、 SK2074がやや深いものの、他は

SD2088と均ーであるため、これらは一体のもの

であるかも知れない。

B. 溝

S02081,...,2087 調査区南東部で検出し

-40-



61 

Y 

＼ 
64 

65 

ト

＼ 

＼ 

D
 

/
9
 /

B
 

69 

/"~1\\ 

10m 1
p
o
 ｀
 

¥‘ 。
ー

第 13図遺構平面図 (1 : 200) 
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1. 茶褐色土（耕作土）

2. 暗灰色土（耕作土）

3. 灰色土（耕作土）

第 14図土層断面図 (1: 1 00) 

4 . 茶灰色土

5. 灰褐色土

6. 黄灰色砂質土

7. 暗褐色砂礫混土

8. 黒灰色粘質土

9. 撹乱
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た幅20cm、深さ5cm未満の小溝群である。 SD2081

が、若干弧を描く他は、 N33°Eの方向に並走する。

耕作に伴うものかもしれない。

8D2088 調在区中央部を南北に延びるもの

である。幅 1.2mを測るが、深さは20cm未満の浅

いものである。同時期とした遺構SK2071・2073~

2075、S02090~2094に切られる。奈良時代の土

師器杯・甕が出土しているが、 SD2090・2091と

沿うように延びることから、これらとの時期差は小

2 . 遺

縄文土器、土師器、須恵器、施釉陶器など多種多

様な遺物が出土しているが、少量であり、遺構から

の一括出土にも恵まれなかった。図示したものも小

片が多く、 (126,152)がSD2093、(129)がSK2071、

(141)力ゞS02085、(150)力rsD2087、(160)力ゞ

SK2077からの出土であるほかは、包含層等か

らの出土である。

(121~128)は縄文土器である。 (122~124,126) 

は沈線を施し、 (127,128)は口縁部外面に凸帯を巡

らす。前者は後期、後者は晩期に属するものと考え

られる。

(129)は弥生土器壺の底部、 (130)は埴輪であ

る。 (130)は断面三角形状の凸帯を雑に張り付ける。

(131~142)は土師器で、 (132)が皿、 (136~

142)は甕、他は椀である。椀では、 (131)が杯に

ちかい形態、他は高台をもつものである。

(133,134)が高台を張り付けるのに対し、 (135) 

は底部を柱状に厚くするロクロ土師器的な形態であ

る。小片のためロクロ使用の有無は判断し難いが、

低部外面に糸切り痕が認められないため一応土師器

としておく。この底部側面は、面取り風にヘラケズ

リされ、底部中央を穿孔し、紡錘車に転用されてい

る。このヘラケズリは、転用時に行われたものと考

えられる。甕では (142)のみが口縁端部を内に巻

き込む他は、外に面をもつ。これらの土師器は、

(131,136~141)が7~8世紀初頭、他は10世紀後

半~11世紀に属するものと考える。

(143)は黒色土器A類椀、 (144~146)はロクロ

土師器椀である。 (144)が断面三日月状の高台を張

さいものと考えられる。

S D 2 0 9 0 調壺区中央部を南北に延びる溝で

ある。幅60cmであるが一定でなく、深さ 10cm未満

の浅いもので、土師器皿片が出土している。

S D 2 0 9 1・2 0 9 2 SD2090の東側を並走

する溝である。幅はSD2090よりやや狭いものの、

深さは同様である。 SD2091からは、室町時代前

半頃の土師器皿・鍋が出土している。

物

り付けるのに対し、 (145、146)は粘土塊から切り

放されたままである。

(14 7)は移動式寵としたが、小片であるため全

体の形態が不明であり、寵とするに疑問も多い。ハ

ケメは認められず、裾部側面にもアーチ状の空気穴

を設けているようである。

(148~153)は須恵器で、 (148,149)は蓋、

(150,151)は杯、 (152)は甕、 (153)は摺鉢であ

る。これらの須恵器は、 (152)が口縁部外面に凸帯

を巡らす古い要素を示すが、おおむね飛鳥時代に属

するものと考える。

(154~160)は山茶椀である。 (155,159)の高台

には、籾殻痕が付着する。これらは、高台の特徴等

から瀬戸の編年でいう rn段階に属するものと考えら

れ、 12世紀末~13世紀の時期と考えられる。

(161,162) は白磁椀、 (163) は青磁椀、

(164,165)は施釉陶器である。白磁は両者とも玉

縁口縁をもち、青磁の外面には連弁文が施される。

これらは、山茶椀と大きな時期差はないものと考え

られるが、施釉陶器については15~16世紀に降る

ものと考えられる。

(166~177)は土錘である。直径l.6~2.4cmの

太いもの (166~170)と、 0.8~1.3cmの細いもの

(171~177)がある。時期は不明であるが、出土遺

物の多い平安時代後～末期に属する可能性が大きい

ものと考えられる。 （森川常厚）

【註】
① 藤澤良柘「瀬戸古窯址群」「瀬Ji rli歴史民俗脊料館研究紀

災 I』瀬｝りIi歴史民俗脊料館 1982 
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実漏l 法量 (cm) 
香号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡高 その他

D-67 縄深文鉢土翡 7 小m石m以含下の 外内 ： ； E櫓ふい(5櫓YR7(5/Y6R)6/3) 小口縁片部 磨不滅明のため調整
121 204 SD2093 黒上層色土 良

-05 

E―埜 縄深文鉢土翡 外；沈線 1 の5砂m粒m以多下會 晴 外内 ；； 櫓浅黄(7積(57 VR7/6) 小口縁片部 磨不滅明のため調整
122 204 SD2093 翡-01 . 5YR8/3) 

D-67 縄深文鉢土翡 外；沈線 2 砂m粒m以多下含の 晴 1:o,LI黄櫓 (10VR7/2) 小口縁片部 磨不滅明のため調整
123 204 S02093 黒上色層土-03 

D-6土7 縄深文鉢土翡 外；沈線 2 の5砂ffl粒ll以多下會 晴 灰白 (10YR8/2) 小片 磨不滅明のため調整
124 204 S02093 翡-04 

E-6土6 縄深文鉢土翡 1 の5砂m粒m以含下 不良 EふLI黄檜(10VR7/3) 小片 磨不滅明のため調整
125 204 SD2093 請-08 

饉縄深鉢文土翡 外；沈線 3 砂m粒m以含下の 良
外；灰費褐＆ (1 

小片 磨不滅明のため調整
126 205 SD2上09層3 0碍VR5/2) 

-02 内；にぶLI
R6/4) 

207 包B含-6層9 縄深文鉢土器 外；凸多帯・押圧施 2 砂m粒m以多下含の 晴 外内 ；； 櫓液黄 (2(5.Y5RV78//63) ) 口小縁片部 磨不滅明のため調整
127 -01 

内 ；デ

207 包D含-6層9 縄深鉢文土器 外内；；凸ナ琶プ ・条裏 5 小m石m以多下會の 良 因i軽甜；翻 口ヽJヽ片繰部128 -02 

205 C-67 弥生壺土翡 底部8径. 6 3 小ffl石ll以多下含の 晴 外；明赤褐~ 秤/1 
磨不滅明のため調整

129 -01 SK2071 CS-K61 8 内；灰白 22..55YY58//82) ) 

20~ 外レ同ノチト
埴輪 外内；：凸ナ琶プ ・ナデ 2 砂m粒m以含下の 良 櫓～(7液.5黄YR6(/26.5)Y8/3) 小片

130 -5 

2oi 黒上D層色-6土8 
土8椀ili翡 7.8 2.5 外内 ；； ナナデデ 1の.5 砂m粒m以含下 良

外内 ；： 橙灰浅貢t(白5,YR褐いCC7(Z77/.褐..55YR56lY色YR8/1l 85~ / / 

1 / 5 
131 -2 SD2093 

4) 

4) 

207 D含-68 土鰭翡 7.3 1. 5 外内 ；； ナナデデ 1 砂m粒m以會下の 晴 灰白黄(2灰5Y82/25 ) 1/4 
132 -OB 包層 皿 ~ (. V5/1) 

207 B-70 土饉椀翡 高台7径.0 外内 ；； 不ナデ明 砂1m粒111以會下の 良 外；にぶい 黄,t櫓翡 秤/2 
内面釧耀多い

133 -06 包含層
内；褐灰 YRRS6//13) ) 

207 D含-68 土鑓椀器 高台6径.8 外内 ；； ナナデデ 1 砂m粒m以含下の 良 外内 ；； 黄液灰責 ((22.. 55YY58//41 ) ) 秤/6 134 -07 包層

207 D-68 土B椀ili翡 高台4径.0 外 ； ヘフラ一（° ケ転用ズ時リ） 精粒良少量（赤含色） 晴 にふい黄櫓 C10YR7/2)
底2部/3 紡残錘存車重1に0転.4用g 135 -10 包含層

内；ナ

205 D-66 土編甕翡 23. 7 外内 ；； ヨヨ ココナナデデ 精粒良含）（赤色 良 浅責櫓 (7.5YR8/4)
口1繰/1部1 136 -03 Pit2 

204 
黒上E色層-6土6 土誦甕器 22.0 

外内 ；； ハ工ケ具メナデ 1. の5砂粒mm以含下 晴 浅黄(2.5Y8/3)
口1縁/部9 137 -09 SD2093 

207 包C含-6層9 土緬甕翡 21. 0 外内；； ナヨプョナデ 1 の5砂m粒m以含下 晴 にふLI黄櫓 (10YR7/3)
口1縁/1部0 138 -04 

206 
”ト

土鰤甕翡 37.8 
外内；； 不ヨ明コナデ 1の.5 砂m粒m以含下 晴 浅黄櫓(1OVRB/4) 

口1縁/部18 外調面整制不請明激しく139 -06 ンチ

205 D-67 土8甕ili翡 31.8 外内 ；； ヨヨ ココナナデデ 赤色粒含 良 浅黄櫓(7.5YR8/6)
口1縁/部13 140 -04 Pit3 

20~ c-s: 土緬甕翡 26.0 外内 ；； ヨヨ ココナナデデ 精良 良
外； Eヽぃ櫓~ （ 口1縁/1部2 141 -5 SD2085 C-6 YR6/4) 

SD 5 内；にふい ij 10YR7/3) 
206 外レ問ンチ卜 土B甕ili翡 16. 5 外内 ；； ヨヨ ココナナデデ 1 の5砂m粒m以含下 晴 灰暗白黄(2.灰SY(B2/.25)Y5~ /2) 口1縁/部15 142 -04 

207 包D含-層68 黒椀色土器 高台6径.0 '143 -09 外内 ；； ナナデデ 2 砂m粒rn含以下の 良 浅黄(2.5V8/3)
秤/5 

A類

144 噂-3 外レ同ノチト 饉ロ器クロ椀土 高台6径.6 底ロ部ク外ロナ；未デ調整 1 砂m粒m以含下の 晴 浅責(2.5Y8/3)
秤/5 

糸切痕

包C含-6層9 誦ロ翡クロ土椀 底部5径.5 底ロ部ク外ロナ；未デ調整 2の.5 小m石m以含下 晴 外；液瓜赤権： 匡元部存145 2oi . 5YR7/3} 
-5 

内；(2灰. 2 ~7/1) 

146 
20~ 
-4 外レ周ンチ卜 誦ロ器クロ土椀 底部4径.0 底ロ部ク外ロナ；未デ調整 精色恩和含（罐）赤 良 外内 ； ； 液Eぷ黄い櫓(2.(S5VVBR7/3/4)) 邑元部存

喝7 外レ問ンチ卜 土移鰭動質式竃
ナデ 3 小m石m以含下の 良 櫓(5VR7淡/6櫓)~ 評147 (5YR8/3) 

第8-1表第2次調査出土遺物観察表

-44-



実測 法量 (cm) 

番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考
番号 口径 翡高 その他

20~ 包C會-6層9 須恵蓋翡 砂111粒m以少下量會の 良 c口iい縁櫓部(；7.明5Y青(R57灰/4) 整磨ら滅不のが明流激入、遠かし方く調か148 -3 12. 2 2.8 1 / 6 
867/1) 

201 包D會-6層6 須恵蓋翡 外内；； ロロククロロケナデズリ 小3m石m以會下の 良好 灰 (N6/)
天小井片部 ロクロ右回転

149 -06 

203 E-68 須恵杯醤 底部7.径8 外内； 未調ク整 2. 5 Jヽmra以會下 良好
外内 ；； 灰明赤白灰(N7(/)5R7/1) 秤/4 

内圃自然精
150 -05 SD2087 S東D側7 ；ロ ロナデ のヽ石

202 

廿須恵杯翡 14.9 3.6 
底部9径.0 底ロ部ク外ロナ；デロズクリ ロケ

3.5 ヽj11m以會下 良好 青灰(585/1) 1 / 7 
151 -08 のヽ石

20~ 
河色賢D道枯土-6灰砂5 

須恵甕翡 25.0 ロクロナデ 1. の5小m石m以會下 良好 青灰(5PB5/) 小口縁片部152 -1 SD2上0層93 

20~ 包F含-6層8 須摺恵鉢翡 12. 2 ロクロナデ 2 小m石111以含下の 良好 外内 ；； 暗明青青灰灰((558874//1) 1) 口1縁/部7 153 -3 

201 包C含-6層9 山茶椀
高台5.径6 ロクロナデ 1. 5 Jヽmm以會下 良好 灰白 (NB/)

秤/4 
内面自然精

154 -01 のヽ石

喝1 包F含-6層8 山茶椀
高台6径.8 ロクロナデ 1 砂11粒111以含下の 良好 灰白 (NB/)

秤/4 
畜台に籾殻甑

155 

2oi 包C會-6層9 山茶椀
高台7.径0 ロクロナデ 0の.5 砂11粒11含以下 良好 灰白 (NS/)

秤/3 
ロクロ左回転

156 -2 

202 

丑
山茶椀

高台6径.6 ロクロナデ 砂1ffl粒ll以會下の 良好 灰(N7/)
秤/2 

内面自然輪
157 -06 

20~ 外レ園ノチト
山茶椀

高台7径.2 ロクロナデ 2 砂11粒11以會下の 良好 灰白 C7.5Y8/1)
秤/4 158 -5 

201 包D會-層66 山茶椀
高台8.径6 ロクロナデ 1の.5 砂m粒m以含下 良好 灰白 (NS/)

秤/4 高内面台一に籾部骰自痕然精159 -04 

20~ D-65 山茶椀
高台7径.0 ロクロナデ 3 小11石111以會下の 良好

外内 ；； 灰灰(( N5 6V /5 / 1) ) 烹『160 -4 SK2077 SK 7 

201 包D會-6層8 白得 14. 7 ロクロナデ 罐砂粒含 良好
灰精白；明(N7オ/リー2プ)灰.5 口1縁/部8 161 -09 

(GY7/1) 

20~ 丑渭 17.4 口クロナデ 罐砂粒會 良好
灰稽白；明(N7オ/リー)プ灰(5 口1縁/部6 162 -7 

GY7/1) 

20~ 外レ同ノチト 青悶 15. 0 口クロナデ 精良 良好 輪；オリーブ黄（ 口1縁/部9 163 -4 7.5Y6/3) 

201 包E含-6層5 施釉椀陶翡 高台4径.8 ロクロナデ 精良 良好
灰精白；オ(SリVーSブ/灰1)(10V4/2) 秤/4 

付け高台
164 -0 

20~ 外レ扇ノチト 施輪椀陶翡 高台8.径0 ロクロナデ 砂111粒11以含下の 良好 灰白 (2.5Y8/2)
秤/4 

付け高台
165 -2 

208 包E會-6層7 土鰻
,.6 弓.0 残1存6.2重g 

ナデ 1の.5 砂11粒11以含下 良 櫓(5YR7/灰6)~ 
166 -14 黄 (2.SV&/1) 3/4 

唸 表採 土鍾
,.4 弓.0 残3存0.0重g 

ナデ 3 小11石11含以下の 良 液黄黄(2灰5V82/35 ) ~ 
167 (. Y6/1) 1 / 2 

20~ 表採 土錘
~-6 i; 残1存2.重4g 

ナデ 0の.5 砂11粒11以含下 霜 灰白液(2.貢5Y82/.25) ~ 悶168 -5 (VB/3) 

208 C-67 土鍾
~.6 i.a 残19存.1 重g 

ナデ 2 砂111粒11以會下の 良 櫓(7灰.5V白7/6。) ~ 翡169 -08 包含層 (1 YRB/2) 

zo~ 包F會-6層8 土鰻
~-8 1i 残1存5.9重g 

ナデ 1の.5 砂11粒11以多下會 良 液黄(2.5Y8/3) 
170 -5 2/3 

208 包E會-6層6 土鍾
~-0 
,, 

残存4.5重9 
ナデ 2 砂111粒11以含下の 良 暗灰黄(2.SYS/2)

171 -13 2/3 

咆s 包F會-6層8 土鍾
~-0 
,, 

残存4.2重g ナデ 1 砂11粒11以會下の 蹂 浅責櫓(10VR8/4)
172 2/3 

20~ 包A會-層70 土鍾
,.B 弓.7 凡 ナデ 1. の5砂ffl粒ll以含下 良 浅黄(2.5Y7/3)

翡173 -1 

208 包D會-6層5 土鰻
~-3 弓.9 r.49 

ナデ 2 砂mm粒以會下の 良 浅黄櫓(10YR8/4)
174 -12 完形

208 包C會-6層9 土鰻
~-1 月.0 ~Bs 

ナデ 0の.5 砂11粒m以會下 良 淡黄(2.5YR8/4) 翡175 -09 

208 c-~ 土鰻
,.2 3月残存2.lg 重

ナデ 罐砂粒會 良 浅黄櫓(10YRB/4)
176 -10 SD2093 請 1 / 4 

208 
黒上C色層-6土9 

土鰻
~.J '-li 残存1.5重g ナデ 罐砂粒會 良 浅黄櫓(10YR8/4)

177 -11 S02093 小片

第8-2表第2次調査出土遺物観察表
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V. 第 3
 

次調査

県道御麻生園豊原線の南側、第6次調査区と第4次

調査区の間に位置する。北方から順次高度を下げて

きた段丘面が、櫛田川の形成した自然堤防に接する

地点の3,500面が調査区である。

1 . 遺 構

表土下 50cmのにぶい橙色土上面 (1次検出面）

と、表土下110cmの灰黄褐色とにぶい黄色土が混じ

る粘質土上面 (2次検出面）で遺構検出を試みた。

しかし、明確な遺構は少なく、自然流水路、不定形

な土坑、小溝を多数検出したのみである。さらに遺

構からの出土遺物の大半が小片であるため、遺構の

時期は不確定なものである。

(1)平安時代後期の遺構

S D 3 3 8・3 3 9 調査区南部で検出した溝

である。 SD339はほぼ真北に延び、 SD338はそ

れと並走するもののやや東へ弯曲する。両者とも幅

70cm~lm、深さ10~15cmである。遺物の出土はな

く、時期決定の根拠に乏しいが、 2次検出面での検

出であるため、一応SD340と同時期としておく。

SD 3 4 0 調査区中央を北から南へ蛇行して

流れる自然流水路である。 1次検出面の落ち込みが、

そのまま西岸とすることも可能であろうが、主体は

2次検出面での検出である。幅4m、深さ50cmほど

であるが、調査区南部では不明瞭になる。埋土には

多量の礫を含むため、洪水により一気に埋没したも

のと考えられる。古墳時代と平安時代の遺物が出土

している。後者は、 11世紀前後のものが主体で、

緑釉陶器耳皿 (248)が出土している。

(2)平安末～鎌倉時代の遺構

A. 土坑

SK321・325-327 調査区北部で検

出した不定形な土坑である。 SK321以外のものは、

付近の溝と同じ性格のものととらえることも可能で

あろう。深さは、いずれも 20cm未満の浅いもので

あるが、 SK326の西側は柱穴状に30cmの深さを

もつ。 SK321からは遺物の出土がないが、付近の

状況からこの時期とした。したがって、室町時代に

降る可能性も残る。

SK328,o,J330・332 調査区東部で検

出した不定形な土坑である。深さは 20 cmであるが、

SK328は10cmほどしかなく、 SK332は30cmを

測る。 SK332からは、平安時代以前の土師器小片

が出土しているが、付近の状況からこの時代とした。

したがって、時期が遡る可能性も残る。

B. 溝

S0301 調査区北端部をEl0°Nの方向に真

っ直ぐ延びる溝である。幅40cm、深さ20cmで、他

の溝とは、性格が異なるものかもしれない。

S0320 調査区南端で検出した幅 60cm、深

さ10cmの溝である。西端は途切れるように終わり、

東端は調査区外である。

S03 2 2,o,J3 2 4 調査区北部で検出した蛇

行する溝である。深さは 10~15 cmの浅いもので、

幅は、 SD324が20~60cm、SD322はlm~20cm

の不定形なもの、 SD323は広く、最大幅 1.2mで

ある。この地点から山皿 (27 7)が2/3の残存で出

土した。土坑の重複であるかもしれない。

SD 3 3 4 SK330南東角から南東方向に3m

ほど延びる溝である。深さはSK330と同様20cm 

であるため、両者は一体のものと考えられる。

S D 3 3 6 調査区南東部で4mほどを検出した。

幅 50cm、深さ 5cm程度の浅いもので、両端は深さ

をさらに減じ、消滅する。出土遺物からこの時期と

したが、室町時代の溝と同様なものかもしれない。

(3)室町時代の遺構

遺構出土遺物が小片のため詳細な時期は不明であ
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るが、 SK310、SD302・309から出土した土師器

鍋は 4段階に属し 16世紀前後のもである。

A. 土坑

SK 3 0 4 調壺区北部で検出した不整方形を

呈するものである。深さは 10cm未満の浅いもので、

土師器皿小片が出土したのみである。

SK310•311 調査区南東端で検出した

不整形なものである。 SK3l lは深さ5cm程度であ

るが、 SK310は25cmを測り、西壁には拳大の石

が 4個集められていた。

B. 溝

SD302·303• 305,...,308 調査区

北部をNl6°Eの方向に、途切れがちに並走する小

溝群である。幅10~40cm、深さは 15cmを測るもの

もあるが、おおむね 5cm程度ある。現況では、これ

らの溝の直上に同方向に延びる農道が位置しており、

(j) 
，
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第 16図 遺構平面図 (1次検出面） (1 : 400) 
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第 17図 遺構平面図 (2次検出面） (1 : 400) 

それに関連するものとと考えられる。 SD308はや

や方向が異なるため、性格の異なるものかも知れな

い。その場合、この溝からは遺物の出土がないため、

この時期とする根拠も失う。

SD  3 0 9 調査区東端で検出した幅 30cm、深

さ10cm未満のものである。 2条の溝が重複してお

り、方向はN52°Wである。耕作に伴うものと考え

られるが、同じ方向のものがなく、疑問も残る c

S0312-319 調査区南部を N33" Wの

方向に、途切れがちに並走する小溝群であるが、 S

'~~, 
0 200m 
I I I - I —~ ・-r-- ---- - -1 

D319はやや弯曲する。幅20~40cm、深さは10cm

未満の浅いもので、耕作に伴うものと考えられる。

SD315からは鎌倉時代の遺物が、 SD3l 7からは

須恵器が、 SD316・318からは中世以前の土師器

片が出土しているが、一連の遺構としてこの時期と

した。

S0331 調査区西部をN75°Wの方向に延び

るものである。幅40cm未満であるが、深さは20cm

を測る。耕作に伴うものとしてこの時期としたが、

平安時代前期の土師器甕片が出土していることや、
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他のものより深く、同方向のものがない等、時期、

性格に疑問も多い。

S D 3 3 3・3 3 7 調査区南東部を N12°E 

2. 遺

縄文時代晩期から近世までの多種・多様な遺物が

出土しているが、ほとんどが包含層や自然流水路か

らのもので、一括資料として扱えるものはない。

縄文土器 (178・179)ともに晩期に属するもの

で、凸帯上を二枚貝により押圧する。

弥生土器 (180・181)は壺の底部、 (182~184) 

は高杯である。 (183・184)は穿孔されるが、 (184) 

には櫛描文が認められない。

土師器 (185~196)は古墳時代に属するものと

考えられ、壺 (185~189)、甕 (190・191)、椀 (192

~ 195)、高杯 (196)等多様な器種がある。 (186)

は甕とすべきかもしれず、 (188~191)は古式土師

器とすべき時期であろう。

(197~214)は皿である。 (197~207)は、外面

をナデる (198・205)を除き全て外面未調整である。

法量が一定ではないものの、新田氏の分類のA1に

ちかい要素をもち、平安時代末期に属するものと考

えられる。 (208)は小皿で、前者と同様な時期か。

(2 09)は同じく At;に近いもので 15世紀代に属す

るものである。 (21 0)は凡で16世紀、 (211)は

新田氏の分類に該当しないが、室町時代のものと考

えられる。 (212~214)は他のものと異なり、赤褐

色を呈し、堅く焼成されていることから近世に属す

るものであろう。

(215~217)は椀である。高台をもつもの (215・

216)ともたないもの (21 7)がある。 (216)の高台

外面にはヘラによる刺突痕が認められる。装飾とし

て施された可能性がある。

(218~222)は甕であが、いずれも口縁部片で全

体の器形がわかるものはない。 (22 2)は口縁端部を

内に巻き込む平安時代中期に属するもので、他は内

側のハケメがナデ消されていること等古い要素をも

ち、確証はないものの 6~7世紀のものと思われる。

(223)は口径に比べ器高が低い鍋で、その結果、

外面のハケメはなく、底部のヘラケズリが頸部近く

の方向に並走する小溝である。輻 30cm未満、深さ

5~ 10cmで、耕作に伴うものと者えられる。

物

まで及んでいる。室町時代後半のものか。

(224・225)は甑である。両者とも口縁部片である

が、 (22 5)内面のヘラケズリは口縁部近くまで及

ぶ。

ロクロ土師器 (226~236)は椀、 (23 7)は皿

である。椀は全て底部付近のみで、全体の器形がわ

かるものはないが、山茶椀と似た高台をもつもの

(226~233)、高い高台のもの (235・236)、高台を

もたないもの (234)がある。

黒色土器 (238)のみで、 A類の椀である。

須恵器 (239・240)は杯、 (241)は椀、 (242)

は平瓶、 (243・244)は甕である。 (241)は、口縁部

を玉縁状に折り返す一見白磁のような形態を示す。

緑釉陶器 (245)は椀、 (246~248)は耳皿であ

るが、 (24 7)は皿かもしれない。 (245・248)は軟

質、他は硬質である。

灰釉陶器 図示したものは (249)のみである。

灰釉は漬け掛け、底部外面は未調整である。

山茶椀 ほとんどが底部片で、全体の器形がわか

るものは少ないが、 (250~273)は椀、 (274~276)

は小椀、 (277・278)は小皿である。比較的高く均

整な高台をもつ古手のもの (250~255)と小椀は、

瀬戸の編年の II段階に、他はm段階に相当するもの

と思われる。高台に籾殻痕が認められるもの (252・

253・260・261・264・269・271・272・275・276) 

と砂痕のもの (258・259・262・273)があり、 (250・

254・258・259・262)は渥美産、 (276)は知多産と

考えられる。また、硯に転用されているものも多く、

(254・256・257・267・272)がこれに該当する。

(2 7 0)は、高台のみが異常に摩滅しており、特

殊な用途に使用されたものかもしれず、 (263)は2

次焼成を受けたものか、外面の一部が赤変し、内面

には炭素が吸着している。

白磁 出土量が極めて少なく、図示したものは

(2 7 9)のみである。玉縁口縁をもつものと思われ
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る。

青磁 白磁と同様出土量が極めて少なく、図示し

たものは (28 0)のみである。波状口縁を呈し、陰

刻文が施される。

施釉陶器

大窯期 (16世紀代）

近世陶器

人形

(281)は皿で、削り出し高台をもつ。

のものであろう。

(282)は皿、 (283)は花瓶の底部か。

両者とも鉄釉が施されるが、 (283)の底部外面には

直径 4mmの円孔が施される。器台等と連結して使用

されるためであろうか。

(284)は土師質で、武人の枠姿を表して

いるものと思われる。久留米城外郭遺跡から同様な

ものが出土している。前型と後型を合わせるかたち

で製作されており、型の合わせ目から粘土が凸帯状

にはみ出ている。中央に径 1mmの空洞がある。乾燥

までの間、芯が入れられていたのかもしれない。

紡錘車

ち欠き、転用している。

加工円盤

(285)のみである。土師器椀底部を打

36点が出土したが、図示したものは5

点のみで、他は観察表と写真のみを掲載した。直径

4.7cm~6cmの大型のもの (286~289・291・296・299・

302・303・319)、3.7~4.2cmの中型のもの (293~

295・298・300・304・306~308・310・311・315~317・ 

320)、3.4~2.7cmの小型のもの (290・292・297・
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301・305・309・312~314・318・321)の3種に分

類できる。素材としては、土師器椀の底部、陶器甕

の胴部を加工するものが多いが、近世磁器徳利の底

部や天目茶椀底部を用いるものもある。

土錘 20点を図示し、これはほぼ出土量に相当

する。最大径は0.8~1.8cmまでのものがあり器高

も3.2~7.0cmと様々であるが、太く長いもの (322・

323)、太く短いもの (324~332)、細いもの (333~

341)に大別できそうである。

瓦 (342・343)は巴文軒丸瓦、 (344~347)は

唐草文軒平瓦、 (348・349)は玉縁式丸瓦、 (350)

は平瓦である。軒平瓦はすべて曲線顎である。

(3 4 4)は均整唐草文で、他のものより古い要素を

もち、南光寺出土のものと同第の可能性がある。瓦

【註】

① 伊藤裕仰 「中111.-1打伊勢系の f・.帥器に関する ・, 式論」

『Miehistory vol. 1』 煎歴史文化研究会 1990. 5 

② 祈Iliff 「中・ 1竹勢における中111.-f-. 帥器ー牡に「在地系」

IIILーの変造と地域色解lリjへの視、1,'ヽ ［」「マージナル No 9』

愛知考古学％炎話会 1988.10 

③ 藤澤良祐「瀬｝州i窯J1UtY:」「瀬｝りIf歴史民俗脊料館研究紀＇炭

I』瀬Ji ,h 歴史民俗脊料館 1982
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当全面に自然釉が掛かり、焼き割れが認められる。

(346)の上外区には、泡からはみ出た痕跡がある。

丸瓦の玉縁は、段のみ粘上を加えて成形している。

(350)は凹面の布目が側面まで回り込む箇所があ

り、したがって一枚作りと考えられる。

銭貨 (3 51)のみであるが、腐食が激しく方孔

円形である他は不明である。

有孔円盤 (352)一点のみの出土である。古墳

時代のものか。

砥石 図示したものは (35 3)のみであるが、他

に同石材の小片が数片あり、同一個体と考えられる。

硯 (354)は陶製、 (355)は石製である。 (354)

は小型品で携帯を目的としたものかもしれない。近

世に属すると考えられるが確証はない。

④ I点1n-i1-:降 『久留米城外郭松111附敷跡』 久留米di教介委員

会 1997

⑤ 鈴木敏雄 『煎県古比図録』 楽山文1¥ urrn, s年8JJ 
25 ll 

⑥ 河北秀‘よ氏の御教ぷによる。



実漏l 法量 (cm) 
番号 遺構 位 置 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

309 M-77 縄深文鉢土菩 外内；；ナ2枚デ貝条痕 1の.5 砂m粒rn以多下含 外；灰黄褐(~ 小口縁片部
178 -07 包含層 良

内；褐灰 O10YYRRS5//12) ) 

317 H -91 縄深鉢文土翡
外内貝；；凸押2帯枚し上引貝条をき瞑2 枚

砂1m粒m以含下の 外； Eぷい黄(~褐10 小片
179 -11 包含層 良

内；褐灰 0YRYR5S//13) ) 

L -86 弥生土翡 底部径 ナデ 4 小m石m以多下含の 良 外； Eふい惜~~ 底存部完 外面一部黒斑
180 324 液色黄土灰 壺 5.0 . 5YR7 4) 

-05 内；檜(7.YR7/6I ) 

322 so 340 N -82 弥壺生土翡 底部径
外内 ；； 未ナ調デ整 2 砂ffl粒ll以多下含の 良 外内 ；； に黄ぶい灰櫓(2.(55VVR67//14)) 底存部完 底斑部外面一部黒

181 -02 SD 40 6.8 
礫直上

323 SD 340 M-83 弥高生杯土翡 外内 ；； ヘ絞ラり瞑ミガ＊ 2 砂m粒m以含下の 良 灰浅白黄(7櫓.5VR8/5 1) 篇存部完
182 -06 SD 40 ~ (7. YRB/3) 

礫直上

302 包0-82 弥富生杯土翡 外内；；楢絞措り横痕線文 2の.5砂m粒m以含下 良 外内 ；； 赤櫓褐(5Y(5R6YR/46/)8) 脚完上存部
183 -06 含層

320 C地側椿区 弥高生杯土器 外内；；ヘナデラミガキ？ 2 多m含mの小石 霜 灰白 (10液VR櫓8/（2) 篇存部完 磨不滅明のため調整
184 -01 

東土下層
~ 5YR8/3) 

306 SD 340 H -90 土鰤壺翡 3 小m石111以含下の 良 外；にぶ~\ 櫓(~ 1口/縁8部残185 -08 
S礫D直40上 6.6 ナデ 5YR7 4 

内；淡黄 2.SYB／/3） ) 

306 

下褐礫0層色直-89 灰土上
土緬壺翡 10. 2 9.8 外内 ；； ハナケデメ 4 小m石m以含下の 良 浅黄にふ褐褐(10YR8/3) 1/3 

186 -07 ～い (7.5YR5/4)

306 I -92 土鰭壺翡 底部4径. 0 ナデ 2 小m石m以含下の 晴 外；にふい黄(1櫓0V 開187 -05 トレ側ン R6／/4） ) 
チ東 内；櫓(7.5VR76 

322 H -91 土ftili翡 底部径 ナデ 3 砂m粒m以多下含の 良
外；浅黄櫓~~ 邑元部存

底部外面に黒斑
188 -OJ 褐色土 壺 8.0 .SYR /4) 

内；灰白 V7/1B ) 

323 SD 340 K -86 土誦壺翡 巖I部7径.4 ナデ 4 小111石111以含下の 良
赤～櫓浅黄(10櫓R6(/160Y)R8/3) 劃存部完

189 -05 SD 40 
礫直上

303 包H -89 土台鱈付甕翡 外内 ；； ハナケデメ 5 小m石m以含下の 良 液赤～櫓灰(白2.(52Y.R57Y/83/2)) 完脚上存部190 -01 含層

302 包J含-8層3 土台鰤付翡甕 脚部13径. 0 外内；；工ナデ具ナデ 2 砂m粒m以含下の 霜 外内 ；； 液灰櫓白((510YRY8R/74/1) ) 脚存部完
191 -05 

318 M-82 土緯椀翡 10. 8 ナデ 1 多m含mの砂粒 菜； 樗 (7.5YR7/6) 1 /2 外具面震にヘラ状工
192 -05 

323 SD 340 M-83 土饉椀器 13. 6 ナデ 繍砂粒含 霜 外内 ； 櫓櫓(C 57 Y R 6 / 8 I ) 1口/8縁部 黒斑？
193 -04 SD 40 ; . 5YR6 6) 

礫直上

306 南南端北畦 土鰤椀翡 12. 5 4.5 ナデ 2 石m粒m以含下ヽ Jヽ 良
惜明(5V赤R6褐/6(2).~5VR5/6) 1口/縁4部194 -09 

319 トレン 土椀誦翡 13. 8 5.2 外内 ；； 未ナ調デ整 精良 菜tにぷい黄樗～樗(10(5YRYR76//48)) 1口/8縁部 磨不滅明確のため調整
195 -03 

磯チ東直上側

322 SD 340 M-83 土高饉杯翡 16. 0 外内 ；； 未ナ調デ整 2 砂ffl粒ll以多下含の 良 樗(5VR7/8) 開！196 -01 
S磯D直40上

319 N -77 土鰤翡 15. 2 内外 ：； 未ナ調デ整 含51111の小石 良 浅黄灰櫓褐(10YR8/3I) 1/口6縁部197 -02 包會層 皿 ~ (10VR6 1) 

301 包0 -83 土誦翡 14.8 3. 2 ナデ 精良 晴 浅黄櫓(7.5YR8/4) 1/6 
198 -06 含層 皿

306 so 340 G -91 土饉器 11.9 3.0 外内 ；； 未ナ調デ整 精良 良
浅～黄浅櫓黄櫓(10C7YR.85/Y3R8)/4) 翡199 -01 

S礫D直40J:: 皿 ～ 
12. 9 

200 319 包G -87 土罐器 11. 0 2.8 外内 ；； 未ナ調デ整 1 若11干111の會砂粒 不良 外内 ； 灰灰白白 C（ lOVB/1) 1/4 磨整滅不が明激確しく調-07 會層 皿 ; 7. 5YR8/2) 

301 
:lK tffl-l8~ 6 

土饉翡 9. 4 2.3 外内 ；： 未ナ調デ整 1. の5砂m粒m以含下 晴 外内 ；； 液灰黄黄((22..S5YYB7//32) ) 完形
201 -04 皿

レン

202 318 包N含-8層7 土編器 10. 8 2.5 外内 ；； 未ナ調デ整 多1m含mの砂粒 菜； にふい黄檜(10YR7/3) 1/2 磨整滅不が明確激しく調-09 皿

203 Joi 褐土L 灰-8色6 
土闘翡 10. 6 2.4 外内 ；； 未ナ調デ整 1の.5 砂m粒m以含下 良

淡E黄ぷい黄(2櫓.5Y(81/03YR) 7/~ 4) 翡-1 皿

306 SD 340 
S礫GD 直-40上91 

土鰤翡 11. 9 3.0 外内 ；； 未ナ調デ整 精良 良 外内 ；； 暗液黄赤褐(2.(5SYYRB/33/4)) 翡204 -04 皿
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実瀾 法量 (c11) 

傭 考番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存
番号 口径 翡高 その他

翡 北Lレ側-ン8チ卜6 
土l皿ili翡 10. 6 1. 9 ナデ 1 砂m粒m以會下の 晴 浅黄櫓(10櫓YR85/3R7 ) 1/5 

205 ~ (V /6) 

206 31~ 包N會-層76 土緬皿器 10. 0 1.6 外内 ；： 未ナ邑プ整 1 會111mの砂粒 良 外内 ；； 淡液責黄((52Y.85/Y2R8) /3) 1/4 
-7 

31~ 包0含-8層5 土B皿ili翡 10. 2 2.2 外内 ；； 未ナ邑ァ整 多1m會mの砂粒 良 外；浅黄櫓(~ 1/3 
207 -B 内；液黄 1. 05VVR88/2/3) ) 

208 喝2 包L含-8層3 土鰤.IDl.器 7.9 1. 0 外内 ；； 未ナ円プ整 1 含mmの砂粒 良 褐灰(7.5YR5/1) 1/2 

209 31~ 包N會-層92 土B皿ili翡 10. 6 1. 9 外内 ；； 未ナ邑ァ整 精良 良 淡黄(2.5V8/3) 1/4 
-3 

210 30i 包G含-8層2 土舗皿器 6.2 1. 2 ナデ 精粒良含）（赤色 良 浅黄樗(7.5YR8/3) 3/5 歪みが大きい
-2 

211 31~ 包M會-8層2 土ft皿ili翡 9.4 2.6 外内 ；； 未ナ唇ァ整 精良 蹂 浅黄樗(7.5YR8/6) 1/3 
-1 

212 30~ 包J含-7層8 土緯皿醤 7.0 1. 5 ナデ 精粒良會）（赤色 晴 浅責櫓(7.5YR8/4) 1/4 付口縁着端部に鴻煙
-1 

213 Joi 包G會..,.9層z 土饉皿翡 8.2 1.3 ナデ 鴨tu良會）（赤色 晴 にるい櫓～(5Y櫓R7(/54Y)R7/6) 1/5 付口縁着端部に鴻煙
-3 

214 31~ 包E含-9層1 土饉皿翡 13. 6 2. 1 外内 ；； 未ナ邑ァ整 精良 蹂
檜(5VR7/8) 1/6 口ラ縁状部工外具甑面にヘ

-1 

215 32~ SD 340 
S磯KD 直-480上5 

土B椀ili翡 15. 6 5. 6 高7台.8径 外内 ；； 未ナ円ァ整 砂1ffl粒ll以多下含の 菜芦 灰白 (10YR8/2) 翡 外面炭化物付着
-1 

216 屯 包礫0會層-8層4 土鰤椀翡 高台4径.4 ナデ 2 砂m粒m以含下の 菜芦 浅黄櫓(10VR8/3) 開 高内に面台よ煤外る面剰付突看に甑ヘラ

217 31~ 包G含-層92 土緬椀翡 底部5径.3 ナデ 精良 蹂 浅黄櫓(10VR8/4)
邑元部存

外面全面煤付着
-8 

唸 チトIN-レo.9ン4 2 
土緬甕翡 21.5 ハケメ 2 砂m粒m以含下の 晴 灰～明白黄(2.褐5Y(81/20YR)6/6) 口1/縁6部218 

219 32~ 東B地側区 土舗甕翡 15. 2 外内 ；； ハナケデメ 若1ffl干ll會の砂粒 菜芦 外内 ；； 櫓灰白白 (C710. Y58Y/R18/2) ) 1口/縁4部-4 

220 32↓ SD 340 
S礁KD 直-40上86 

土鰤甕翡 19. 0 外内 ；： ハナケデメ 2 砂11粒m以含下の 良 浅黄櫓C7.5YR8/3) 1口/縁4部-2 

221 唸 M包含-7層6 土鰤甕翡 16. 0 ヨコナデ 精良 良 液黄(2.5Y8/3) 
口＊縁＊部＊ 

222 30~ 包H含-8層7 土緯甕器 15. 8 
外内；；ハ板ケ状工メ具ナデ 砂1m粒m以會下の 良 に和黄褐(10YR5/4)

1口/縁10部-5 

223 30~ 包F會-7層9 土籠鍋器 19. 8 外内；；ヘナデラケズリ 2 砂11粒111含以下の 讀 浅~黄t櫓i,い櫓C7.(57Y.R58YR/47/) 4) 1口/7縁部-4 

224 32~ SD 340 N -40 82 土鯛顧翡 zz.o ハケメ 罐砂粒含 不良 灰白 (10YR8/2)
1口/縁6部-2 SD 

225 30~ 磯L層-83 土ft甑ili翡 24. 0 
外内；；ヘハケラケメズリ 砂Zm粒m以含下の 晴 灰~白t.;(L71褐.5YC7R8./52YR)7/4) 1口/縁10部-6 

226 30~ 包N含-8層3 輝ロgクロ土 高台8径. 0 ロクロナデ 砂lm粒111以含下の 良好 外内 ；； 責灰灰黄褐(2（ .5Y5/1) 9『 成山茶か椀？の酸化焼
-4 

10YR6/2) 

227 咤 包M會-77層 鯛ロgクロ土 高台6径.8 ロクロナデ 砂1ffl粒ll以含下の 晴 外；浅黄櫓(~ 鱈
内；灰白 1. 05YYR88/2/3) ) 

228 30~ 包H會-8層8 鰤ロ聾クロ土椀
~_ 

高台6径.4 ロクロナデ 砂2m粒ll以會下の 良 外内 ；； 液灰黄白((22.. 55VV88//42) ) 屋元存部 厩後部沈線外一面問糸切り-3 

229 喝1 包N會-8層3 鰭ロgクロ土 高台6.径4 ロクロナデ 小4m石m以多下會の 菜； 外内 ；； 灰c.;白L1樗(( 27 . 5 Y 8 / 2 ) 開
. 5VR7/4) 

230 喝7 饉ロ翡クロ土椀 高台6径. 2 ロクロナデ 砂1m粒m以會下の 良 液黄(2.5V8/3)
屋元部存包會層

231 30~ 包N含-77層 饉ロ翡クロ土椀 高台7径.5 ロクロナデ 1の.5 砂11粒11以會下 晴 外内 ；； 液灰責白((22..55YY88//32)) 開-2 

232 30~ 包G會-9層0 鐸ロ器クロ土椀
~ 

高台6径.0 ロクロナデ 2 砂ffl粒ll以會下の 良 浅黄櫓ClOYRB/3) 
塁元部存-5 

233 唸 sz 342 
み落Gち-9込2 鯛ロgクロ土 高台6径. 8 ロクロナデ 4 小ffl石l'II以含下の 良 外内 ；； 淡灰責白((22.. 5SYY8B/2/3) ) 屋元存部 磨整滅不が明讀激しく調

234 30~ sz 342 
落みG ち-9込1 饉ロgクロ土

一
厩部6径.2 ロクロナデ 5 小m石m以含下の 良

外； に和櫓J(7' • 屋元存部 磨整ロ滅不クが明ロ激誼右回し転く調-4 .5Y7/4) 
内；浅貧

5YRB/4) 
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実測 法量 (c冒）
番号 遺 構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

235 303 N -76 口クロ土椀 高台7径 口クロナデ 2 砂m粒m以會下の 良 灰白 (2.5Y8/2) 9『-06 包會層 饉器 . 4 

236 302 sz 342 G -92 口クロ土 高台径 口クロナデ 3 砂m粒m以會下の

墨！
外内 ； 灰灰白白 ((2. S5 YB// 2) 邑元部存

ロクロ右回転
-02 落みち込 饉g 6.8 ; 2. Y7 1) 

237 318 M-85 口クロ土 8.0 1. 6 底部径 口クロナデ 砂1ffl粒ll以多下含の 菜； 浅黄櫓(10YR8/4) 1/4 底耗部内面若干磨
-ID 包含層 誦翡皿 3.8 

238 324 G -92 黒色椀土翡 高台6径.8 ナデ 3.5 ヽjmm以會下 良 外； にるい櫓~ ~r A類
-02 礫上層直 のヽ石 .5YR7/4) 

内；にiぃ
. 5YR7 /3) 

239 306 南南北端畦 須恵杯翡 10. 7 4. 7 
底ズ口部クリ外ロ面ナデロクロケ 2の.5砂m粒m以含下 良 灰白 (N7)~灰(N6) 1/2 

-06 

240 319 SD 340 J -86 須恵杯翡 9.0 3.0 ロク外ロナ未デ 1 多m會mの砂粒 良 外内 ； 灰灰白白 (N7/0) 1/6 
-04 SD 40 底部面調整 ; (7.5V7/1) 

灰色土

241 323 SD 340 K -84 須恵椀翡 14. 1 口クロナデ 罐砂粒會 良 外内 ；； 灰灰(白N4( N/ B0 /) 0 ) 1/8 
-03 SD 40 

礫直上

242 310 SD 340 M-83 須恵平翡瓶 底ズロ部クリ外ロ面ナデロクロケ 1の.5 砂m粒m以含下 不良 灰白 (2.SYB/1) 口欠繰損部-03 S堆D積40土

243 310 SD 340 G -91 須恵甕翡 18. 0 外内； カキクメ 2 砂mm粒以含下の 不良 灰白 (5Y8/1) 1口/縁9部-01 SD 40 ；ロ ロナデ
礫直上

244 321 SD 340 N -82 須恵甕翡 21. 0 外内； カキクメ 2 砂m粒m以會下の 良 灰白 (N7)~灰(N6)
1口/縁4部-01 so 40 ；ロ ロナデ

礫

245 307 包H -90 緑釉椀陶翡 高9台.0径 ロクロナデ？ 0の.5 砂m粒m以會下 良 にふLI黄櫓(10YR7/4) 開 軟質
-05 含層

246 320 sz 342 G -92 緑釉耳陶皿聾 高台径 口クロナデ？ 精良 良
灰釉(；N6オ/1リ)ーブ(1灰0Y4 開 硬質

-03 落みち込 4.2 
/2) 

247 307 包E -92 繰釉耳陶皿翡 高4台.6径 ロクロナデ？ 砂1m粒m以會下の 良好 灰(N6) 開 硬質
-06 含層

248 310 SD 340 L -86 緑釉陶翡 3.0 高台径 口クロナデ？ 精良 良好 灰釉白；暗(5Yオ8/リ2（) ー 2/3 軟質
-02 s磯o直40上 耳皿 5.2 

7.5ブV4/3) 

249 319 SD 340 J -86 灰釉椀陶醤 高台径
厩ロ部ク外ロ面ナ未デ調整

精艮 良好 灰釉白；オ(5Vリ7/ー1)ブ（ 開 灰釉漬け掛け
-06 S灰D色40土 6.6 

責5Y6/3) 

250 305 包N -76 山茶椀 高台径 口クロナデ 精良 良 灰白 (7.5Y7/1)
匡元部存

濯美産か？
-01 會層 6.4 

251 304 包N -80 山茶椀
高6台.4径 ロクロナデ 5 小m石m以含下の 良好 灰白 (N7)

邑元部存-09 會層

252 304 N -76 山茶椀 高台径1 口クロナデ 0.5 砂m粒m若以下干 良好 明青灰(587)
邑元部存

高台に籾殻震
-06 包會層 7. ~ 

253 307 包N -77 山茶椀
高6台.径Z ロクロナデ 3 砂m粒m以含下の 良好 灰白 (5Y8/1)

邑元存部 高底内外部台面外に面籾に殻に自裏然墨釉書-01 含層

254 305 G -92 山茶椀 高台゚ 径 口クロナデ 精良 良 灰白 (5Y7/1) ~r 渥転美用産醗-04 包會層 1. 

255 305 山茶椀 高5台.8径 ロクロナデ 精良 良 灰白 (2.SYRB/1) 開-05 

256 303 包G -90 山茶椀
高10台.0 径

ロクロナデ 1 會mmの砂粒 良 外内 ；； 灰灰白白 ((22.. 55VV88//21) ) 邑元部存
転用碩

-08 會層

257 309 sz 342 
落みF ち-9込2 

山茶椀 高台径 口クロナデ 3 のm砂m粒の以含下 良好 明青灰赤(5B灰7/（1) 1/2 転用碩
-01 8.0 ~ 5R6/1) 

258 304 M-76 山茶椀 高台，径 口クロナデ 1 のm砂m粒の以含下 良好 灰白 (2.5Y7/1) 翡 高渥美台産に砂か甑？ -05 包含層 6. 

259 304 N -76 山茶椀 高台6径 口クロナデ 1 のffl砂ll粒の以含下 良好 灰白 (N7)
邑元部存 高渥美台産に砂か裏？ -10 包含層 6. 

260 304 包K -83 山茶椀 一 ~ 高台径 口クロナデ 0下.5 のm砂rn粒の以會 良好 灰白 (7.5V7/1) 開 高内ロ薗台クににロ籾右自殻然回瓢釉転-03 會層 7.2 

261 305 包E會-9層3 山茶椀 高台径 口クロナデ 精良 良好 灰白 (5Y8/1) 開 高台に籾殻康
-07 7.0 

262 唸 包D會-9層3 山茶椀
高6台.5径 ロクロナデ 砂1m粒m以含下の 良好 外内 ；； 灰灰白白 ((2NB. S) YB/1) 邑元部存 高濯美台産に砂か霰？ 
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実測 法量 (cm) 
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡高 その他

263 唸 包M會-8層6 山茶椀
高7台.2径 ロクロナデ 2の.5 砂m粒m以含下 良 外内 ；； 灰黒褐白((210. 5VRV38/1/1) ) 開 被面部熱黒赤変変のた、め外面か内一

264 唸 包N會-7層6 山茶椀
高6台.4径 ロクロナデ 砂1m粒111若以下干會の 良好 灰白 (NS) 闘 高内面台にに籾自殻然痕精

265 31~ 包0含-8層2 山茶椀 14.0 5.3 高5台.8径 ロクロナデ 0の.5 砂ffl粒111以含下 良 灰白 C7.5V7 /1) 1/6 積内面に薄く自然
-5 

266 30~ 包F會-9層0 山茶椀
高7台.2径 ロクロナデ 精良 良 灰白 (5Y8/1) 開-6 

267 30~ 包M會-8層2 山茶椀
高7台.2径 ロクロナデ 精良 良 灰白 (2.SYB/1)

屋元部存
転用観

-2 

268 唸 包G含-8層5 山茶椀
高7台.6径 ロクロナデ 3の.5小m石m以會下 良好 灰白 (N7) 開 ロクロ右回転

269 屯 包F會-9層3 山茶椀
高台7.径2 ロクロナデ 2 の5砂11粒111以含下 良好 明青灰(587/1) 開 高台に籾骰痕

270 301 包K含-8層3 山茶椀 高5台.0径 ロクロナデ 3 小m石m以含下の 良好 明青灰(5B7/1) 開 高常殊用台に激途の磨のし滅たいがめ。非特か-1 

271 呵 包J含-8層4 山茶椀 14.2 5.8 高7台.0径 ロクロナデ 4の.5 小ffl石ll以含下 良好
外内 ；； 灰灰白白 ((N2B. 5) V8/1) 秤 高台に籾殻痕

-3 

272 30~ 検F出-9iii2 山茶椀
高7台.2径 ロクロナデ 2 砂m粒m以含下の 良好 灰白 (NS)

屋元部存 転高用台碩に籾殻甑-3 

273 3~ も 包K含-8層3 山茶椀
高5台.8径 ロクロナデ 0の.5 砂11粒111以含下 菜； 灰白 (NB) ~r 高ロ台クにロ砂左痕回転

274 30~ sz 342 烹Gち-9込3 山茶小椀椀
＿ 

高5台.4径 ロクロナデ 1の.5 砂m粒m以含下 良好 灰白 (5V8/1)
匡元°° 存-2 

275 呵 包M會-8層0 山小茶椀椀 高4台.5径 ロクロナデ 砂1ffl粒ll以含下の 良好 灰白 (7.SVS/1)
屋元部存

高台に籾殻甑
-7 

276 30~ 包M含-8層1 山茶小椀椀 高5台.径4 ロクロナデ 1の,5 砂ffl粒lll含以下 良好 灰白 (NS) ~r 高知多台産に籾殻震-1 

277 呵 SD 323 J -83 3 山茶小皿椀 8.6 2.0 底部3.8径 ロクロナデ 1 砂m粒m以含下の 良 灰白 (NS)~(N7) 2/3 煤付看
-4 SD 2 

278 31~ 包0含-8層4 山茶ヽj、椀JID. 8.8 1. 6 底部4.7 径 ロクロナデ 粒1.5 含mmの砂 良 灰(5V6/1) 3/4 
-4 

279 呵 包0會-層83 渭 高6台.4径 底他部はロロククロロケナデズリ 精良 良好
灰精白；明(7繰.5Y灰(87 /1) 邑元部存-2 

. 5GY8/1) 

280 32~ 青月 13. 0 口クロナデ 精良 良好
灰釉白；オ(5Yリ7/ー1)ブ(1 1/4 内面に陰刹文

-2 包會層
灰0Y5/2) 

281 呵 包F含-8層8 施釉皿陶翡 13. 5 3. 1 高台7.径6 底蒻部外面ロクロケ 精良 良好
灰釉白：オ(2.リ5Vー7/7ブ1.黄S) V 

1/4 削り出し高台
-8 

ロクロナデ (6/3) 

282 31~ 包G會-9層8 近世皿陶翡 11.2 2.2 口クロナデ 精良 良好
灰精黄；灰(2.赤5V(72/.25)VR5/2) 1/3 

-6 

283 呵 包0含-8層3 近花世甑陶翡 底部4径.0 ロクロナデ 罐砂粒含 良好 褐精( 7 黒.5 V R 4 / 45 ) ) 元屋部存 m底（焼部の外成円面孔前あに）径り4 -9 ; (Nl. 

284 咆。 包F含-9層3 
人座武形人像衿姿 最最大大幅厚 32.. 4 1 型作り

精（良土鰤質）
良好 浅黄惜(7,5VR8/4) 

頭欠朋f11 前せ1後11る111のの。空型中央洞を合あに径わり

285 唸 包E會-8層9 紡鰻車 3. 4 1. 0 
•fas 側他は；打ナデち欠き 纏砂粒含 良 EふLI貢櫓(10VR7/4) 完形 土転B用ili翡椀厩部を

286 嗚 包G會-8層6 加工円盤 5.8 1. 4 
重8量4.2s 側値は；打ロちク欠ロきナデ 2 砂11粒11以含下の 良 外内 ；； 灰灰赤褐((25Y.5RY4R/52/)2) 完形 冑用翡甕胴部を転

287 30~ 包H含-8層5 加工円盤 6.0 1. 2 
重55量. 19 側値は；打ロちク欠ロきナデ 2の.5 砂11粒111含以下 良好 明赤褐(2.5YR5/6) 完形 陶用器甕胴部を転

-5 

288 30~ 包N會-B層O 珈工円盤 4. 7 1. 6 
残3重3.2量g 墨は；打ロちク欠ロきナデ

精良 良好
灰釉白；明(NB青)灰(5B7/1) 3/4 近を世転磁用翡椀底部-3 

289 31~ 包F含-8層1 珈工円盤 4.8 0. 8 
重2量5.9g 側他は；打ロちク欠ロケき ズリ

精良 良好 灰精白；黒(2.(S1Y0SY/2R2/)1) 完形 天転用目茶椀底部を-7 

290 30~ 包N會-7層6 珈工円盤 3.0 1. 1 
重1量6.Jg 側値は；打ロちク欠ロきナデ 砂1m粒m以會下の 良 灰赤(10YR6/2) 完形

陶用に磨翡。甕耗A胴面。部が平を滑転-4 

291 包J會-層85 カDエ円盤 5.0 1. 1 
重3量2.59 

ナデ 1 砂11粒11以若下干含の 良好 灰白 (10YR8/2) 完形 土転饉用翡椀底部を

292 包H會-8層7 加工円盤 3. 1 0.9 

”紅
側他は；打ナデち欠き 精良 良 浅黄櫓(7.5YR8/3) 完形 土転鰤用翡椀底部を

293 包N含-7層8 珈工円盤 4.0 〇.7 
重1量3.59 

ナデ 精良 良 灰白 ClOYRB/2) 完形 土転鰤用翡椀底部を
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実測 法量 (cm) 
香号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 器高 その他

294 包E含-9層1 加工円盤 4.2 1. 1 
重1量9.9g AB圃圃 ；； 未ナ調デ整

精良 良好 A面；灰甘白 完形 土転鱚用翡椀底部を
B面；液 O(5YRYBR/82/4)) 

295 包M會-77層 加工円盤 4.2 〇.9 
重1量5. h 

ナデ 精良 蹂 Eぷい黄惜(10YR7/2) 完形
土転に鰤用磨翡耗。椀。B底面部平滑を

296 包F會-8層7 カDエ円盤 5.0 1. 0 
残9重.4量9 

ナデ 精良 霜 にふい黄樗(10YR7/2) 1/2 土転誦用翡。椀厩部を

297 包G會-8層7 加工円盤 3. 1 0.6 
•r.79 側値は；打ナちデ欠き 若1m干111の會砂粒 良好 淡櫓(5YR8/3) 完形

磨土明滅饉）が翡を激転（翡用し種い不。

298 包E會-9層2 加工円盤 4.0 〇.6 
重1量1.69 側他は；打ナデち欠き 精良 良好 灰白 (10YR8/2) 完形 土転鰤用翡甕胴部を

299 包E會-9層3 加工円盤 5.4 1. 3 
残23重.S量g 

ナデ 1 若m干m會の砂粒 良好 t~ い黄褐(10YR7/3) 1/2 
土転可編能用器性。椀紡あ底鰻り部車。をの

300 包G含-8層9 珈工円盤 3.5 1. 1 
重1量3.5s 側他は；ケナデズリ 精良 不良 灰白 (10V8/1) 完形

土転整饉用7角翡。形椀側底面に部薗を不取を

301 包K會-8層4 加工円盤 3.2 0.8 
•f2s 

ナデ 精良 良 灰白 (10YR8/2) 完形 土転緬用翡。椀底部を

302 包F會-9層0 加工円盤 5.0 1. 0 
重2量1.99 

ナデ 精良 良好 液黄(2.5V8/3) 完形 土転鰤用翡。椀底部を

303 包M會-8層1 加工円盤 5.0 1. 6 
残30重.6量g 

ロクロナデ 精良 良好
精灰白；灰(10白Y8C7/1)• 5Y7/1) 4/5 部近世を磁転翡用徳利底

304 包E會-9層1 加工円盤 4. 1 1. 2 
残1重6.1 量g AB画面 ；ロクロナデ 精良 良好

灰釉白；暗(7赤.5Y褐8/1(10)R3/3) 1/2 近を世転陶用翡椀底部
ロ.， クロケズリ

305 加工円盤 2.6 〇.4 
重f。,口クロナデ 0 色5微ffl砂ll含の白 良好

灰釉白；暗(2赤.5V褐8/(210)R3/3) 完形 近を世転胄用翡椀底部裏土

306 包G含-8層6 加工円盤 3. 7 1. 0 
璽17量. 59 AB面ili；ロクロナデ 1 若m干m會の砂粒 良好 灰釉白；暗(2赤.5V褐8（ /2) 翡 天琵目！茶椀底部を

ロ.＇ クロケズリ 7. 5R3/2) 口右1ii1転

307 包G會-8層4 加工円盤 4. 1 1. 2 
重2量1. 7g A B iii iii ; ; 口クロナデ 0粒.5 若m干m會の砂 良好

淡輪黄；黒(2.(55YYR8/13.7) /1) 完形 天転用目茶椀厩部を

ロクロケズリ

308 包F含-9層0 加工円盤 3.9 1. 2 
重2量1.Jg A B iiiiii ; ; ロクロナデ 精良 良好

ロクロケズリ

液釉黄；黒(2.(S5VVSR/13.7) /1) 翡 天転用目茶椀底部を

309 包E含-9層1 珈工円盤 3. 1 1. 3 
重14量.Bs 他側面はロ；打クちロ欠ナプg 2 會mmの砂粒 良好 Eぷい赤褐(2.5YR4/4) 完形 陶用翡甕胴部を転

310 包F會-9層0 珈工円盤 4.3 1. 0 
重19量.2g 側他面はロ；打クちロ欠ナプキ:. 0色.5微m砂m粒の含白 良好 赤黒C10R2/1) 完形 陶用器甕胴部を転

311 包F含-8層2 珈工円盤 4. 1 1. 2 
重20量.Ss 側他面はロ； 打クちロ欠ナプ旦 0 色5微m砂m粒の含白 良好 極暗赤褐(7.5R2/3) 完形 且陶翡甕胴部を転

3. 1 円形

312 包L會-8層3 加工円盤 3. 4 1. 2 
重1量6.0g 他側面はロ；打クちロ欠ナプ登 2 砂m粒m會の白色 良好 赤黒(7.5R1. 7 /3) 完形 陶用翡甕胴部を転

313 包L含-8層4 加工円盤 2. 7 1. 4 
重12量. 7g 側他面はロ；ケクズロナリデ 0色.5微m砂m粒の含白 良好 浅黄櫓(7.5VR8/3) 完形 陶用翡甕胴部を転

314 包G含-8層3 珈エ円盤 2.9 1. 2 
重1量3.Bg 側他面はロ；ケクズロナリデ 2 砂m粒mの會白色 良好 浅釉黄；櫓暗赤(10褐V（ R8/3) 完形 陶用翡甕胴部を転

7.5R3/3) 

315 包G含-8層9 加工円盤 3. 7 1. 1 
重1量8.59 他側面はロ；打クちロ欠ナプ旦 砂1m粒m含の白色 良好

淡釉惜；赤(5Y褐R8(/140R)4/3) 完形 陶用翡甕胴部を転

316 包H會-8層6 加工円盤 3.9 1. 2 
重2量4.6g 側他面はロ；打クちロ欠ナキァ=., 1 會11111の砂粒 良好 赤(10R5/6) 完形 陶用翡甕胴部を転

317 包F會-7層9 珈工円盤 4.3 1. 1 
重2量1.99 側値面はロ； 打クちロ欠ナァキ:, 0色.5微m砂m粒の含白 良好 櫓(2.5YR6/6) 完形 陶用翡甕胴部を転

318 包H含-8層1 加工円盤 3. 1 〇.7 
残重5.7量g 側値面はナ；打デち欠き 精良 良好 惜(2.5YR6/6) 4/5 土転輝用翡椀底部を

319 包M會-77層 カDエ円盤 5.0 1. 0 
残2璽7.4量g 側他面はロ； 打クちロ欠ナプキ:, 1 含11mの砂粒 良好 赤櫓(10R6/6) 4/5 陶用翡甕胴部を転

320 
包M含-77層 加工円盤 4. 1 1. 1 

重2量1.0g 側他面はロ；ケクズロナリデ 3 會mmの小石 良好 赤櫓(10R6/8) 完形 陶用翡甕胴部を転

321 包K含-8層0 加工円盤 2. 7 1. 0 
•r.6g 屈面はロ；打クちロ欠ナァ旦 0 色5微ffl砂llの粒含白 良好 灰赤(10R4/2) 完形 陶用翡甕胴部を転

322 31~ SD 340 
S磯JD 直-4e0上s 土鍾 1.8 7. 0 

残2重1.0量g 
ナデ 2 多m含mの砂粒 良好 浅黄～灰樗(白10(V1R08V/R83/)2) 翡 円孔径 3mm

-1 

323 喝7 包F會-9層2 土錘 1.6 6.0 
重1量1. 7g 

ナデ 精良 良
灰～白黄CZ.灰SVCBZ/.2S) VS/1) 完形 円孔径 5mm
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実測 法量 (c111) 
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その侑

324 317 包F含-8層5 土鰻 1.6 
残1重2.7量9 

ナデ 1 多m含mの砂粒 良 にるい黄(10VR6/4) 3/4 円孔径 Smra
-06 

325 316 包F會-7層9 土錘 1. 6 4.2 
残重5.9量9 

ナデ 精良 良好 浅責櫓(7.5VR8/3) 3/4 円孔径 6mm
-12 

326 316 包I含-8層1 土錘 1. 7 3.5 •rss ナデ 精良 良好 浅黄櫓(7,5YR8/6) 完形 円孔径 5mm
-09 

327 りも 包0含-8層9 土鰻 1.3 
残重6.8量9 

ナデ 精良 蹂 灰褐(10YR5/1)
翡 円孔径 4m11

328 308 包L會-8層3 土鍾 1. 5 3.6 •~as ナデ 0の.5砂m粒m以含下 良 灰白黄(2.灰5Y7/1)vs 完形 円孔径 4111111
-06 ~ (2.5 /1) 

329 317 sz 342 
落みF ち-9込3 

土鍾 1. 4 3.3 
重量6. 7g 

ナデ 1 多m含mの砂粒 不良 褐灰灰黄(10褐VR4/〇1) 完形 円孔径 4mm
-02 ~ (1 VR4/2) 

330 317 包K會-8層3 土鰻 1. 3 
残重6.5量9 

ナデ 精良 良好 液黄(1.SYB/3) 3/4 円孔径 4mm
-05 

331 31i sz 342 
落みF ち-9込3 

土鍾 1. 2 
残重2.8量9 

ナデ 精良 良好 液責(2.SVS/4) 1/4 円孔径 3m111
-3 

332 316 包I含-8層1 土錘 1. 1 
残重4.4量9 

ナデ 精良 良 灰白 (10YR8/2) 1/3 円孔径 5mm
-10 

333 31: 包H含-層81 土鍾 0.8 3. 7 
.,Jg 

ナデ 精良 良好 灰白 (2.SVS/2) 完形 円孔径 311111
-1 

334 
31; 

包包GN會含--8層82 層5 

土鰻 0.8 3.4 

残•r重4,,量1, • 
ナデ 精良

韮
淡 黄 閉(2 5V8/3) 完形 円孔径 311m

-7 ~ (2I . 5Y5/1) 
335 31 土鍾 1. 1 ナデ 精良 淡黄 YB 3) 3/4 円孔径 3m11

-04 

336 31~ 包M會-層81 土鍾 1. 1 3.2 重~9g ナデ 精良 良好 液黄(2.SYB/3) 完形 円孔径 3mm
-2 

337 316 土錘 1. 1 4. 3 
残5重.0量9 

ナデ 精良 良好 灰白 (10YR8/2} 完形 円孔径 3mm
-08 緋土

338 31~ 包I含-8層4 土鰻 1. 2 4. 7 
残重5.5量9 

ナテ’ 2 砂ffl粒llの含白色 良好 液黄(2.5Y8/3) 翡 円孔径 4m111
-6 

339 316 包N含-8層1 土錘 1. 2 
残重6.4量9 

ナデ 精良 良 明黄褐(10YR6/6) 4/5 円孔径 5mm
-11 

340 316 包M含-層76 土錘 1. 1 5.0 
残4重.4量9 

ナデ 精良 良好 灰白灰(2.臼5Y8/52Y}8 翡 円孔径 5mm
-04 ~ C7. /1) 

341 316 包N含-7層6 土鍾 1. 1 5.0 
残重5.量1 g 

ナデ 精良 良好 淡黄(2.SYB/3) 4/5 円孔径 3mm
-05 

342 31~ 包E含-8層5 瓦軒丸瓦
精良 良 灰(N6)

瓦小当片部 巴文。外区素文
-1 

343 312 包G會-8層4 瓦軒丸瓦
精良 良 灰臼 (NS)

瓦小片当部 巴文。外区素文
-02 

344 31i 包I含-層84 軒瓦平瓦 凸凹面面；；布ナデ目 ・糸切 罐砂粒含 良好 灰(N6)
瓦1/2当部

瓦均瓦整当当面唐全草焼面文き自割然積れ-2 

345 31~ 包K含-8層5 軒瓦平瓦 瓦当4.厚9 凸面；ヘラケズリ 罐砂粒含 菜； 灰(N6}
小瓦片当部 外唐草区文素文-4 

346 31~ 包K含-3層4 瓦軒平瓦 瓦当4厚.0 凹凸面面 ；； 布ナデ目 罐砂粒含 菜； 灰(NS)
瓦1/3 当部 唐外草区文素文-3 

347 31↓ 包N含-8層2 瓦軒平瓦 瓦当4厚.6 凹凸面面 ；； 布ナデ目 罐砂粒含 菜； 灰白 (N7)
瓦1/2当部 唐外草区文素文-1 

348 31~ 包K含-8層3 知 厚
凹凸面面ナ；；布縄デタ目 タキ後

砂粒含 菜； 灰(N6) 1/4 
玉玉粘縁縁土式部成段形のみ別-1 2.2 

349 314 包N含-8層2 知 厚 凹凸面面フL；~ ケ自然ズ釉リ後ナ
精良 良好 灰(N6) 1/4 

玉玉粘縁縁土式部成段形のみ別-01 2.0 

350 313 包I含-8層4 
盈瓦

厚 凹凸面面；；布自然目釉・糸切 砂粒含 良 灰(N6) 1/6 1枚作り
-01 2. 8 

351 324 包N含-層81 銭貨 2.2 
,,g 

銅
翡 腐食が激しい

-09 

352 308 包G含-8層5 有孔円盤 3.3 0.3 
残5重.69量

滑石 液黄黄(5Y褐7/（3) 翡-02 ~ 10YR5/6) 

353 32~ 包G含-8層5 
-7 

砥石 粘板岩 にふい黄樗(10YR7/3) 小片

354 308 包0含-8層6 硯 0.8 幅 精良 蹂 浅黄E惜ふい櫓(75VR8/4I ) 4/5 陶製
-01 3.0 ~ ． (7. 5YR7 4) 

355 唸 包F會-9層1 碍 幅 粘板岩 良 灰白 (1OY7 /1) 1/3 
6. 0 

第 9-6表第3次調査出土遺物観察表
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VI. 第 4
 

次調査

第4次調査区は、遺跡の最南端に位置し、櫛田川

が形成した自然堤防と、その南側の氾濫源からなる。

北側は小河川を介して第 3次調査区と接する。面積

は、 3,600面で、 400面の下層確認調査を行ってい

る。基本層序は、第 1層：耕作土、第 2層：オリーブ

褐色土の包含層で、その直下の褐色土上面で遺構検

出を行った。検出面までの深さは、最も浅い自然堤

防頂部で10cm、他は40~50cmである。また、この

褐色土は、縄文時代の包含層に相当し、若干の後期

の遺物を含んでいる。この層の厚さは20~30cmで、

その下は黒ボク土となっている。

1 . 遺構

他の調査区と異なり、室町時代から近世の遺構が した50X30cmの不整方形を呈する。深さは12cm程

中心である。多数の土坑墓や集石墓を検出したが、 度で底部は平、埋上は褐色土である。土塙内南寄り

土坑を伴わない集石墓については、時期決定の資料 で土師器皿を 4枚、底部に接した状態で検出した。

に乏しく、全て近世に降る可能性も残る。また、多 皿は (360)の上に (362)を重ね、さらにその上に

数のピット状遺構を検出したが、その多くは浅いも (3 6 1)をあたかも蓋をするかの様にうつ伏せに置

ので、建物としてまとまるものは 1棟のみである。 いている。墓と考えられるが、確証はない。

B. 土坑

(1)平安時代末期の遺構

A. 墓

SX4026 (第 22図） 調究区中央部で検出

S K 4 1 2 7・4 1 2 8 調壺区西部で検出し

た。 SK4127は一辺2.5~3mの不整方形を、 SK

4128は南部を近世の小溝SD4l l 6に切られるが、

A
 

a 
22.6111 

a
 

b 
22.6111 

b
_
 

C B 
22.011 

1. 暗オリーブ褐(2.5Y3/3)〈耕作土〉
2. オリーブ褐(2.5Y4/4) 
3. 肯褐(lOYR5/8)

4. 3にオリーブ黒(5Y2/2)混入
5. 暗オリーブ褐(2.5Y3/3)に黄褐(lOYR5/8)混入
6. 暗褐(lOYR3/4)〈耕作土〉
7. カク乱礫

5m 

第 21図土層断面図 (1 : 1 00) 
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直径2.3~lmの不整長円形呈する。深さは、両者

とも 5cm未満の浅いものである。両者は、一つの大

きな遺構の痕跡かも知れない。

C. 溝

8D4095 調査区中央西寄りで検出した幅

60cm、深さ10cm未満の小溝である。南北方向に5

mほど検出したにとどまる。近世の小溝群と方向が

一致するが、室町時代の土坑SK4096に切られる

ことからこの時代とした。完形の土師器皿 (390)

が出土しているため、単なる小溝ではないのかも知

れない。

S D 4 1 0 1 調査区北部を南北に延びる溝で、

幅 1.8m、深さ40~70cmを測り、北端部は自然流

水路SD4090に流れ込む。 SD4130と溝芯芯で4.5

m(約 15間）の間隔で並行する。古墳時代や室町

時代をはじめ多くの時期の遺物が混在し、時期決定

に疑問を残す。「宇」か「中」と墨書された土師器

椀 (379) が出土している。混入遺物と考えられ、

(3 8 0)とともに平安時代初期まで遡るものと考え

られる。

S D 4 1 3 0 調査区北西隅で検出した。調査

区西端から6mほどで北へ鋭角に屈曲し、 SD4l O 1 

と並走する。北端部は二股に分かれSD4l 90に流

れ込む。幅70cm、深さ30cmで、 SD4101よりやや

小規模である。屈曲部を中心に、 20cm程度の石が

多数埋土に含まれる。

S D 4 1 3 1 調査区北西隅で検出した幅40cm、

深さ10cm未満の小溝である。 SD4l 30と直行する

が、それより後出である。南北方向に 4mの長さで

あるが、土師器やロクロ土師器の皿等が比較的多数

出土した。 (37 5)は完形であり、 SD4095と同様

な性格の遺構かも知れない。

S D 4 1 9 0 調壺区北端部の自然流水路と考

えられる落ち込みである。南岸を検出したことにな

り、北岸は、第3次調在のSZ342がその一部と考

える。その場合、川幅は10m程度のものである。

現在も両調壺区間には、小河川が流れており、完掘

はできなかった。土師器やロクロ土師器の皿が多量

に出土し、それらは完形あるいは完形ちかくに復元

できるものが多い。この流水路で何らかの祭祀が行

われていたか、祭祀の後投棄されたものと考えられ

る。

D. 特殊遺構

S24168 (第 22図） 調査区北部で検出し

た2X0.7mの溝状の土坑である。深さはI0cm程度

の浅いもので、底部に2ヶ所、直径60~40cmの不

整円形の落ち込みがある。検出面と同じ高さで、土

師器の皿を 8枚検出した。大型皿が 1枚、他は小型

で、全て正立状態である。その配置には規則性がな

く、埋納されたとするよりは、投棄に近い状態であ

る。また、土坑底部よりかなり浮いた状態であるた

め、これらの土器群と土坑が別遺構の可能性もある。

(2) 室町時代の遺構

A. 掘立柱建物

S84072 (第 24図） 多数のピット状遺構

の中で、唯一建物としてまとまったものである。 3

間X2間の東西棟で、棟方向はE39°Nである。桁

行は、 2.7+2.7+2.25mの7.65mであるが、南側

は入り口があるためか1間多く、 1.35+1.65+2.l

+2.25mの7.35mで、北側より30cm短い。梁行も

西側が1.8mの等間であるのに対し東側は 1.95+
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1.8mの不等間で、 15cm長くなっている。この様に

歪みが大きく、南東隅の柱穴が極端に浅いこと等、

建物とするに疑問の多いものである。

B. 墓

SX4008 調査区北東部で検出した直径 1.3

mの円形を呈する土拡である。深さは検出面から

5 cm未満の浅いもので、埋土に炭を含む。埋納され

た遺物はないが、一応墓としておく。

SX4060 (第 24図） 調査区中央部で検出

した2.2Xl.2mの隅丸長方形を呈する土砿である。

深さは検出面から 25 cmであるが、南西部はやや深

い。埋土の上半部には炭を含み、床面に接して 10

~ 20 cmの小石を多数検出した。土師器鍋、青磁、

硯片等が出土しているが、埋納と考えられる土器は

ない。

SX4063 (第 24図） 調査区中央部で検出

した 2Xl.5mの隅丸長方形を呈する土拡である。

深さは、検出面から 40cmを測る深いもので、埋士

は 2層に分かれる。上層：小石の混じる黒褐色士、

下層：褐色土の混じる黄橙色土で、南東側は 4cmほ

どさらに深くなり、この部分の埋土は褐色土である。

中央部の底に接して土師器皿 (819)が倒立状態で

出土した。その他、腐食の激しい鉄片も出土してい

る。

SX4086 (第 24図） 調査区中央部で検出

した1.9Xl.l~l.2mの長方形を呈する土拡である。

深さは検出面から 20cmで、底部は平坦である。埋

土は、黄色土の混入した褐色土で、焼土や炭は認め

られないが、腐食の激しい鉄片が出士している。壁

際の底部から10cmほど浮いた状態で、土師器皿

(8 2 1)が正立状態で検出された。埋納されたもの

であろう。

S X 4 0 8 7 調査区中央部、 SX4086の西側

で検出した一辺1.8mのほぽ正方形を呈する土拡で

ある。深さは 15cmで底部は平坦である。埋土は黄

色土の混じる暗褐色土で、炭や焼土は認められない。

土師器鍋片等が出土しているが、埋納されたものは

ない。 SX 4086と並ぶように位置していることも

あって、一応墓としておく。

S X 4 0 8 8 SX4087の南東側に近接し、壁

を揃えて検出された。規模や形態はSX4087とほ

-65 -

ぼ同じであるが、一辺l.5~1.9mの方形を呈する。

埋土は褐色土で、埋納遺物や炭等は認められない。

SX4103 (第 24図） 調査区中央部で検出

した長辺 lm、短辺90cmの正方形にちかい方形を

呈する。深さは検出面から10cm程度であるが、炭や

焼土を含む埋土は検出面よりかなり浮いた地点から

検出されており、本来は20cm以上の深さがあった

ものと考えられる。埋土には炭・焼土の他に 5~

20cmの大小様々な石を含むが、規則性は認められ

ず、また、土坑自体に焼けた痕跡はない。士師器皿、

天目茶椀等が出土しているが、完形のものはなく、

埋納とは考えられない。自然科学分析の結果リン酸

の濃集が認められた。

SX4137 (第 25図） 調壺区南西部で検出

した直径 80cmの不整円形を呈する土拡である。北

側の壁は緩やかに傾斜するが、南側は垂直にちかい

角度で、最深部の深さは 20cmである。埋土は大き

く2層に分かれ、両者とも焼土を含む。上層には、

8 ~ 3 cm程度の小石が多く含まれ、下層には土器や

瓦片を含むが埋納されたものはない。

SX4139 (第 25図） 調査区南西部で検出

した集石遺構である。直径1.2mの円形に10~20cm

の石を雑然と配置しているが、東側は抜き取られた

ためか閑散とした状態である。配石の下は、若干窪

む程度で土拡を伴わない。土師器鍋、皿片が出土し

たが、墓とする根拠に乏しく、自然科学分析からも、

その様な結果は得られていない。

SX4140 (第 25図） 調査区南西部で検出

した集石遺構である。直径80cmの円形に10~20cm

の石を雑然と配置しているが、近世の遺構 SX

414l・SZ4196と一連の状態であり、室町時代の

土師器鍋片が出士しているものの、近世に降る可能

性も大きい。配石の下は、直径80cm、深さ25cmの

摺鉢状の士坑となっており、土拡内も同様な石で

埋めつくされている。焼土や、埋納された遺物は認

められず、自然科学分析の結果からも墓とする根拠

は得られなかった。

SX4147 (第 25図） 調査区南部中央で検

出した集石遺構である。 2X0.8mの長方形状に30

～数cmの大小様々な石を雑然と配置している。集

石の下は若干窪む程度で、土拡は伴わない。室町時
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代の土師器鍋片が多く出土しているが、時期決定及

び墓とする根拠に乏しい。

SX4150 (第 25図） 調査区南部中央で検

出した集石遺構である。直径 1.4mの円形に 10~

30cmの様々な石を雑然と配置する。集石の下には

土拡は伴わず、自然礫の多い地面に直接配置してい

る。埋納された土器もなく、時期や墓とする根拠に

乏しい。

SX4154 (第 25図） 調究区南西隅で検出

した集石である。 l.8X0.9mの長円形に20cm前後

の石を雑然と配置する。集石の下は若干窪む程度で、

土砿は伴わない。埋納された遺物もなく、自然科

学分析の結果からも、時期決定及び墓とする根拠に

乏しいが、付近の集石と並んで配置されることから

同時期の墓とした。

SX4155 (第 25図） 調査区南西隅で検出

した集石である。 l.6X0.6mの長方形状に20cm程

度の石を雑然と配置する。石は地面に直接置かれて

いて、土拡は伴わない。 SX4157と直列に並び、

SX4156・4186とは若干方向が異なるものの並列

に配置される。これらは同時期の墓と推測するが、

根拠に乏しい。

SX4156 (第 25図） 調査区南西隅で検出

した集石である。規模や状態はSX4155と同様で、

SX4186とは並列に並んで配置される。時期決定

や墓とする根拠に乏しい。

SX4157 (第 25図） 調介区南西隅で検出

した集石である。規模や状態はSX4155と同様で、

それとは直列に並んで配置される。室町時代の土師

器鍋片が出土しているが、時期決定や墓とする根拠

に乏しく、自然科学分析からも、その様な根拠は得

られていない。

SX4158 (第 26図） 調査区南西隅で検出

した集石であ。 l.7X0.4mの長方形状に20cm程

度の石を雑然と配置する。 SX4159~4163とは同

様な規模・形態で、並列に整然と並んだ状態である。

さらに、やや離れるがSX4186とは、直列に列ん

だ位置にある。集石は土拡を伴わず、出土遺物もな

いことから、時期決定や墓とする根拠に乏しい。

SX4159-4162 (第 26図） 調査区南

西隅で検出した4列に並ぶ集石である。 4基とも1.5

X0.3~0.5mの方形に 10~20cmの石を雑然と配置

する同様なもので、 10 cm程度の間隔で整然と並列

に配置されている。近接するSX4163~4165・4158
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や、やや離れたSX4155~4157・4186とも方向等

を揃える。集石の下は、若干窪む程度で土砿は伴わ

ない。集石間から室町時代の土師器鍋片が出土して

いるため、一応この時期とした。墓とする根拠に乏

しく、自然科学分析からもその結果は得られていな

い。

S X 4 1 6 3 調査区南西端で検出した集石で

ある。調査区外へ延びるため全体の規模や形態は不

明であるが、石の大きさや土拡を伴わない等 SX

4159~4162と一連のものである可能性が大きい。

SX4164 (第 26図） 調査区南西隅で検出

した集石である。 2.2X1.6mの方形に20cm程度の

石を雑然と配置する。近接する集石とは、整然と配

置された状態にあり、同様に土拡は伴わない。室町

時代の陶器・土師器片が出土している。また、複数

の集石が重複している可能性もある。

S X 4 1 6 5 調査区南西端で検出した集石で

ある。調査区外へ延びるため、全体の規模・形態は

不明であるが、近接する集石と同様なものであろう。

SX4167 (第 28図） 調査区南西部で検出

した。近世の遺構SX4138に切られるが、直径80cm

の円形を呈し、深さは 30cmほどである。土拡壁は

緩やかでレンズ状を呈し、埋土は黄灰色土であるが、

底から 5cm以外では橙色が混じる。埋納された土器

や、焼土は無い。

SX4169 調査区北部で検出した土拡であ

る。 1.4~0.6mの不整楕円形を呈し、深さは30cm

程度である。土師器鍋、椀等比較的まとまって出土

しているが、埋納されたと考えられるものはない。

しかし自然科学分析の結果、リン酸の濃集が認めら

れたため一応墓としておく。

S X 4 1 7 1 調査区南部中央で検出した集石

である。直径1.2mほどの円形に 10~20cmの様々

な石を配置するが、土拡は伴わない。集石間から土

師器鍋．椀、天目茶椀等多種・多様な遺物が出土し

ているが、埋納されたものはない。

SX4186 (第 25図） 調査区南西隅で検出

した集石である。 SX4156とは並列に並んで配置

されるが、集石の幅は他のものより狭く 20cm程度

で、石列状の部分もある。時期決定や墓とする根拠

に乏しい。
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C. 土坑

SK4017 調査区中央東側で検出した 3X 2 

mの方形を呈する土坑である。深さは検出面から

40cmで、埋土は淡褐色土である。土坑内には10~

2 0 cmの石を多量に含み、墓の可能性も残るが、埋

納された遺物もなく、他のものより大規模であるた

め、土坑とした。

S K 4 0 1 8 SK401 7の北東部に接するよう

なかたちで検出された一辺 80cmの方形を呈する土

坑である。深さは 50cm以上を測る深いもので、南

側は SK4019を切る。埋土は灰褐色土で、土師器

の小片が出土したのみである。

SK 4 0 1 9 SK4018の南側で検出した。 0.8

X2mの溝状を呈し深さ20cmであるが、北端部はS

K4018に切られるため長辺については推定である。

西側はSK4017に接するような状態であるため、 2

者は同時に存在した可能性がある。埋土は、灰褐色

土や黄色土の混じる褐色土で、土師器や陶器の小片

が出土したのみである。

SK4076 調査区北部で検出した 3X8mの

長方形を呈する大型の土坑である。深さは、最新部

の北東端で lm、比較的浅い南西端でも 50cmを測

る深いものである。灰釉陶器、施釉陶器、青磁・香

炉、土師器、鉄塊等多種多様な遺物が出土している

が、いずれも小片である。

S K 4 0 8 4 調査区中央部で検出した方形の

土坑である。南～東側が後出の遺構により切られる

ため、全体の規模や、形態は不明であるが、一辺 4

mの正方形を呈するものと推定される。深さ 4cmし

かなく、遺構とするに疑問もある。土師器や火舎の

小片が出土している。

S K 4 0 9 0 調壺区中央部で検出した 0.8X

l.lmの方形の土坑である。深さ2~3cmしかなく、

遺構とするに疑問もある。

SK4092 調査区中央西側で検出した直径

l.6~1.2mの楕円形を呈する土坑である。深さは

15cmでSZ4109を切る。埋土は褐色土で、土師器

小片が出土したのみである。

S K 4 0 9 3 SK4092の南西部に近接して検

出した直径0.5~lmの隅丸長方形を呈する土坑で

ある。深さ 10cm未満の浅いもので、遺構とするに



疑問もある。埋土は褐色土で、土師器小片が出土し

たのみである。

S K 4 0 9 4 S K 4092の東側に近接して検出

した0.4Xl.4mの溝状を呈する土坑である。 sz

4109を切り、深さは15cm、埋土は暗褐色土で、土

師器小片が出土したのみである。

SK4096 調壺区中央西側で検出した一辺 l

mの方形を呈する土坑である。深さ 10cmで、埋土

は淡灰褐色である。

SK4099 調査区中央西側で検出した直径

0.9~ lmの不整方形を呈する土坑である。深さ30cm

で、 4基のピットと重複するが、底部は平坦と考え

られる。

SK 4 1 4 3 調査区南部で検出した直径1.6~

1.9mの楕円形を呈する。深さは、 70cmを測る深いも

ので、埋土は5mm以下の砂利である。土師器鍋片の

出土によりこの時代としたが、近世以降に下る可能

性もある。

S K 4 1 9 3 調査区中央で検出した0.6X2m

の溝状の土坑である。深さ 20cmで、土師器や天目

茶椀の小片が出土するのみである。

D. 溝

S D 4 0 1 4・4 0 3 7・4 0 4 1・4 0 4 5• 

4 0 4 6 これらの溝は連続していないが、一連の

ものと仮定すると、蛇行して流れる自然流水路の痕

跡と考えられる。北端は、幅50cm、深さ20cmであ

るが、しだいに幅を広げ、調査区中央部では幅1.5

m、深さ30cmを測り、自然堤防南端のSD4037で

は、幅 7mにまで拡大し、沖積地に流れ込んでいる。

埋土は茶褐色土で、砂は含まないため、流れは緩や

かであったものと考えられる。

S04030 調査区南東部で検出した幅50cm、

深さ 5cm未満の痕跡程度を検出した溝である。南に

50cm離れて石列SZ4191が並行し、両者は関連す

るものかも知れない。

S D 4 0 3 2• 4 0 3 3・4 0 4 9 調査区南

東部で検出した幅40cm、深さ10cm未満の溝である

が、 SD4032は撹乱溝SD4031に大半を切られる

ため規模は推定である。室町時代の土師器片が出土

してるが、 SD403lとの関係や方向等から近世以

降に降る可能性もある。
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S D 4 0 3 4・4 0 5 7 調査区北東部で検出

した幅30~50cm、深さ5cm未満の溝である。 SD4034

は調査区外から9mほど西進し、約 100゚ の角度で

北に屈曲しSD4057となる。 SZ4197を意識する

かのように並走することから、両者は同時期の区画

を示すものであったと考えられる。

S04056 調査区北部で検出した幅 50cm、

深さ 20cmの溝である。この時期の他のものとは方

向が異なり、撹乱溝SD4066と比較的方向が揃う

ため、近世以降に降る可能性もある。

S04085 調査区中央部で検出した幅20cm、

深さ10cm未満の小溝である。 SD4045の延長上に

位置するため、これも自然流水路の痕跡かもしれな

い。

S D 4 1 0 0 S B 4072の西側で検出した幅

50cm、深さ10cm未満の溝である。 SB4072の西側

梁行と約80cmの間隔で並走し、南側桁行より 1.5

m南で止まる。北側も不鮮明ではあるものの、南側

と同様と考えられる。灯明皿として利用された土師

器皿(840)が、ほぼ完形で出土している。

SD 4 1 0 2 調査区北西部で検出した幅0.6~

lm、深さ20~40cmの緩やかなS字状に延びる溝で

ある。自然流水路のようでもあるが確証はない。南

端はSZ4109を横断し調査区中央部へ延びる様子

を示して消滅する。 SZ4109との前後関係は不明

である。埋土には10~30cmの石や土師器・陶器片

を含み、特に土師器鍋片が多量に出土している。

S04129 調査区北西端で検出した幅 70cm、

深さ 20cm前後の溝で、調壺区外から東へ 5mほど

延びて止まる。 SD4102と並行するものと考える

ことも可能で、また、 SD4187とともに区画施設

とすることも考えられる。火舎・土師器茶釜等、比

較的多くの遺物が出土している。

S D 4 1 8 7 調査区西部を南北に直線状に延

びる溝で、区画施設と考えられる。その場合SD4129

が、北を限る可能性がある。幅80cm、深さ60cmを

測るが、南へいくほど幅や深さを減じ消滅する。方

向はN40°Wで、 SB4072ともほぽ揃う。

E. 特殊・不明遺構

S24108 調査区北西部で検出した直径 2m

の円形を呈する集石であるが、 SZ4197の石列と



重複するため、全体の形態は不明確である。直径10

~- 30cmの石を雑然と配置するが、集石の範囲は土

坑SZ4109内に納まり、両者は一体の可能性もあ

る。集石間からは、土師器や陶器が多量に出土して

おり、接合の結果ほぽ完形に復元できた茶釜 (783)

もある。

S Z 4 1 0 9 調査区北西部で検出した3Xllm

の不整長方形を呈し、深さ 50cmを測る大型の土坑

である。南西隅には、 20cmほどの石の集中がみら

れるが、集石SZ4108や石列SZ4197、溝SD4102

の一部とすることもでき、また、 SZ4108・4109・

4197の三者は一体とする可能性もある。

S Z 4 1 5 1 調査区北西端で検出した整地面

とそれを限る石列である。石列は、 30cmの石を E

l 6°Nの方向に5mほど一列に列べたもので、さら

に南へ屈曲し 3mほど続く。整地面は、バラスを敷

きつめたもので、南へは 5mほどを確認したが、本

来の南限は不明である。 SZ4188と揃うため、一

連のものの可能性もありる。

S Z 4 1 7 2 調査区北部で検出した直径 20cm、

深さ 15cmを測る柱穴状の遺構である。埋土から銭

貨が 4枚出土している。判読不明な 1枚を除き、

「永楽通宝」、「皇宋通宝」、「元符通宝」が各1枚づつで

ある。埋納されたものと考えられるが、遺構の性格は

不明である。

S Z 4 1 8 8 調査区西部で検出した整地面と

それを限る石列である。石列は、 30cmの石を東に

面を揃えて 6mほど列べたもので、その方向は N

35°Wである。 SZ4151とは東側を揃える位置と

なる。整地面はSZ4151と同様、バラスを敷きつ

めたもので、南北 26mの広がりをもつ。整地面に

先行する近世の耕作溝を検出していることから、一

応このこの時代とした。

S Z 4 1 9 1 調査区南東部を直線状に延びる

石列である。石列は、 10cm程度の小石の集中が、

幅50cmでN34°Eの方向に調査区外から 14mほど

延びるものである。何らかの境界を示すものと考え

られるが、詳細は不明である。

S Z 4 1 9 7 調査区北部で検出した幅 50cm、

深さ 20~40cm の溝である。緩やかな弧を描くよう

に東西に延び、東端は直角に南へ屈曲する。西端は、

--70~ 

他の遺構との重複のため不明確であるが、やはり直

角に南へ屈曲するものと考えられる。この場合溝の

内側で測って東西 25mの範囲を区画することにな

る。溝の埋土には、 10~20cmの石が多量に含まれ

ることから何らかの施設の基礎であるかもしれない。

(3)江戸時代の遺構

A. 墓

SX4132 (第 27・図） 調査区北端部で検出

した。検出面から 30cmほどの深さの土拡にちょう

どおさまる納まるように陶器甕 (882)の底部を据

え、その上を同一個体の甕片や10~20cmの石で覆

っている。この甕は、接合の結果ほぽ完形に復元で

き、このことから本来完全な形のものが据えられて

いた可能性もある。しかし、器高 88cmを測る大型

のもので、しかも破片がよく残ること、集石と甕の

破片がかみ合うように堆積していること等から、削

平により破壊されたものとは考えにくい。遺体を入

れた甕を据えた後、甕の上半部を打ち欠き、石とと

もに蓋をするように配置したものと推測したい。甕

内部に堆積した土の自然科学分析の結果、リン酸の

濃集が認められた。

SX4133 (第 27図） 調杏区北部で検出し

た集石である。 l.9X0.8mの長方形状に 10~20cm

の石を雑然と配置する。土拡は伴わず、自然科学分

析の結果でも墓とする根拠は得られていない。

SX4134 (第 27図） 調査区南西部で検出

した。 20cm程度の石を1X0.7mの長方形状に並べ、

その内側は深さ20cm程度の浅い土拡となっている。

土拡壁は緩やかでレンズ状を呈し、埋土にも同様な

石が多数含まれる。近世土師器皿が出土しているが、

埋納されたものはない。自然科学分析の結果、土拡

埋七にはリン酸の濃集が認められた。

SX4135 (第 28図） 調査区南西部で、 S

X4134と並んで検出された。一辺80cmの方形の土

拡で、底から10cm浮いた位置で20cm程度の石を壁

に沿って 2段に積み上げている。土拡内は同様な石

や瓦で埋め尽くされ、瓦は石と同様に扱われている

ようである。しかし、石組最下段以下にはこれらは

含まれず、オリーブ灰色の砂質tである。士拡中央

部から土師器把手付茶釜片 (879)が出土した。接



合の結果ほぼ完形となり、蔵骨器等として埋納され

たものかも知れない。自然科学分析の結果、茶釜内 ~ 
SX4132 

部と土拡上部の埋土でリン酸の濃集が認められたが、
A 咽 方J B 

埋土下層では目立った変化は認められなかった。こ

れらから、石組最下段が遺構床面の可能性もある。

SX4136 (第 28図） 調査区南西部で検出

した。直径1.1m、深さ20cmの円形の土拡で、埋

土は黄褐色混じりの暗褐色土である。しかし上拡内

から上部にかけて5~20cmの大小様々な石で埋め尽

くされ、その結果、土拡上部は円形の集石となる。

集石間から瓦片等が出土しているが、埋納されたも

のはない。

SX4138 (第 28図） 調査区南西部で SK

4167を切るかたちで検出した。直径80cmの円形の

土拡を 10cm程度の石や瓦片で埋め尽くし、その結

果、士拡上部は円形の集石となる。上拡壁は緩やか (Jr; SX4133 

で、レンズ状を呈する。埋納された遺物はないが、

自然科学分析の結果、上拡内にはリン酸の濃集が認
ーL~、~叫図(,/'(1公り一

められた。

SX4141 (第 29図） 調究区南西部で検出

した 0.7Xlmの楕円形を呈する集石である。集石
C D 

21.8111 

は、直径 20cm程度の石もあるが、大半は 5cm未満

の小石で構成されている。集石は土拡を伴わず、埋

納された遺物もないが、自然科学分析の結果、リン

酸の濃集が認められた。

SX4142 (第 29図） 調査区南端で検出し

た直径 l~l.2mの円形を呈する土拡である。深さ

35cmで、土拡壁は緩やかである。埋土は 3層に分 qJ SX4134 

かれ、上から第 1層～第 2層には 2cm以下の小石を

含み、第 2層～第 3層は焼土を含む。埋納された遺
E ~~· 応~(/I』'J _I_ 

物はないが、上拡底部には直径 30cm、厚さ 2cmほ

どの炭の堆積があり、自然科学分析の結果、リン酸

の濃集が認められた。 E 
21F .6胃

SX4144 (第 29図） 調査区中央南端で検

出した l.2Xlmの長方形を呈する土拡である。深

さは検出面から 35cmを測るやや深いもので、埋土

は橙褐色土の混じる褐色粘質土である。底から20cm

浮いて土師器皿 (897)が倒立状態で出土した。こ

の他にも、埋土には土器や陶器の破片が比較的多く

゜
2m 

含まれ、腐食の激しい鉄片も出土している。

SX4145 (第 29図） 調査区中央南端で検 第 27図 SX4132-4134実測図 (1 : 50) 
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出した0.8Xlmの楕円形を呈する集石である。集

石は、主に20~50cmの石で構成されており、他の

集石より大きいものを使用している。集石間から完

形の土師器皿 (946)が出土しており、埋納された

ものかもしれない。集石の下は、深さ20cmの土拡

になっており、壁は緩やか、底部は丸味をもつ。集

石間や土拡埋土の自然科学分析の結果、リン酸の濃

集が認められた。

SX4146 (第 29図） 調壺区中央南端で検

出した直径0.8~0.9mの楕円形を呈する集石であ

る。集石直下は直径 lm、深さ 40cmの土拡となっ

ている。集石は直径10~20cmの大小様々な石で構

成されており、土拡内にも充満する。士拡埋上は褐

色砂質土で炭を含むが、埋納された遺物はない。上

拡埋士の自然科学分析では、墓とする根拠は得られ

なかった。

SX4148 (第 29図） 調在区南部中央で検

出した 0.9Xl.3mの楕円形を呈する集石である。

集石は30~5cmの大小様々な石を雑然と配置した状

態で、土拡を伴い、土拡内も石が充満している。土

拡は深さ 20cmで、競から底部は緩やかな円錐形を

呈する。土師器皿、陶器鉢・乗燭、磁器椀等多くの

遺物が出土している。土師器皿にほぼ完形のもの

(9 0 8)があるが、埋納とは断定できない。さらに、

破片で出上した陶器甕 (910)は接合の結果ほぼ完

形となったが、出土状況からは埋納された様子がな

く、理解に苦しむ。自然科学分析の結果、士拡底部

ではリン酸の濃集が認められた。

SX4152 (第 29図） 調介区南部中央で検

出した陶器甕と石を直径0.9mの円周状に配置した

ものである。甕は、大型のものの胴部を用い西側1/3

周を構成する。他は5~20cmの大小様々な石を列べ、

中央部は5~10cm程度の石や甕片が一部に集中する

状態である。上拡は伴わず、埋納遺物もなく、自然

科学分析の結果からも墓とする根拠は得られなかっ

た。

SX4153 (第 29図） 調査区中央南部で検

出した l.5Xlmの長方形を呈する集石である。集

石は10~30cmの大小様々な石を雑然と配置したも

ので、上拡を伴う。土拡は深さ20cmの浅いもので、

内部も同様な石が充満している。埋納された遺物は

(j) 

G_ 

SX4135 

H
_
 

H_ 

｀
 
~ 

k
 

SX4136 

887 
J 

21.411 

SX4167 S X4138 

L 
21.411 

M 21伍

瓢
1. 黄灰色土 (2.5Y5/1)〈含橙色〉

2. 黄灰色土 (2.5Y5/1)

゜
2m 

第 28図 SX4135-4138実測図 (1 : 50) 

-72 -



SX4141 

B
一

A
_
 

B 
21.4111 

ヽ
SX4146 

I 

ー一

c_ 

~ SX4144 
ーミ

c_ 

区

1. 明白灰色砂士（小石含）

2. 灰褐色砂士（小石・焼土含）

3. 灰褐色砂土（焼土含）

~ 
912 

＼ 

K
一

炭

S X 4148 

910 

D
一

L 
21.4璽

E_ 
F-

D 
21.D胃

＼
 6_ 

946 

H

一

6

一

｀ N_ 

2
 認`

0
。

5
 

41 

｀
 

M

-

M

_

 
N 

21.2m 

(j) 

。一

。一
p 

21.2111 

Q
_
 

2m 

P-

s SE4149 

R_ 

第 29図 SX 4141・4142・4144 ,.., 4146• 4148·4152• 4153• EX4149実測図 (1 : 50) 

-73 -



ないが、自然科学分析の結果リン酸の濃集が認めら

れた。

B. 土坑

S K 4 0 0 3 調在区東端で検出した1X0.9m 

の方形を呈し、深さは 30cmを測る。埋＿七は明黄色

土混人の賠黄褐色土で、近世陶器等の小片が出土し

たのみである。

SK4089 調介区中央西寄りで検出した直径

l.5~2mの不整円形を呈し、深さは40cmを測る。

埋土には、比較的残りのよい山茶椀を含むが、近世

陶器片によりこの時期とした。

C. 井戸

SE4149 (第 29図） 調壺区中央南部で検

出した石組の井戸である。井戸内面は直径 80cmの

円形を呈し、深さは、 3mほどであるが、崩落のた

め、詳細な観察や記録はできなかった。

D. 溝

耕作溝 調査区中央部の自然堤防上全面で検出さ

れた。大きく 3群に分けることができ、北部のもの

(SD400 l・4002・4004・4006・4009~4012・4015・ 

40 l 6・4020・4023・4024・4027 ~4029・4036・4038 

~4040・4044・4050~4055・4058・4059・4064・4065・ 

4068~4071・4073~4075・4082・4083・4091・4097・ 

4098・4 l 04~4 l 05・4182~4 l 85)は南北に、一部東

西に延びる一群で、幅50cm、深さ10cm程度を測る

ものが多く、溝芯芯で約 1.5mの間隔で並行するも

のが多い。東西方向のものは南北のものより後出で、

溝幅はやや狭い。

中央部のもの (SD4042・4043・4047・4048・4077 

~4081)は、東西に延びる一群で、幅30cm、深さ10cm未

満で、小規模であるが、それぞれの規模は比較的揃

っている。間隔も溝芯芯で 1.2mを測り、一定で

ある。

西部のもの (SD4106・4110~4126・4189)は、

東西に延びる一群で、幅50~30cm、深さ10cm未満

のものが多く、南北方向のものと比べ溝幅は一定で

なく、全体にやや小規模である。さらに、溝の間隔

も一定でない。

S04022 調介区北東端で検出した。 SD

4021にその大部分を切られるため、南岸を検出し

たにとどまり、土坑となる可能性も残る。深さ20cm
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である。

S D 4 0 6 2 調壺区中央部を東西に延びる溝

で、幅80cm、深さ20cm程度を測る。耕作溝群と方

向を揃えるが、規模が大きいため、別の性格をもっ

ものと考えるが確証はない。

S04107 調在区西端で検出した。幅 60cm、

深さ20cmで、調究区外から東へ 10mほどで直角に

南へ屈曲して消滅する。屈曲点は、室町時代の区画

溝 SD4187上にあたり、近世に至ってもこの区画

線が守られていたとするならば、これも区画溝と考

えられる。

E. 特殊・不明遺構

S Z 4 0 2 5 調壺区北端部で検出した集石で

ある。集石は幅50cmで、 N49°Eの方向に5mほ

ど、 30cm程度の石を集めたもので、石列状になる

部分もある。また、集石墓状に円形を呈する部分も

あるが、確証はない。遺物の出土もなく、時期決定

の根拠に欠けるが、一応この時期の区画を意図した

ものと考えておく。

SZ4166 調査区南西部で検出した石列であ

る。 20cmの石を一列に列べたもので、 E38°S 

の方向に 2mほど検出した。 SZ4199とはほぼ直

角となり、一連の区画施設であるかもしれない。

S Z 4 1 7 0 調査区南部で検出した集石であ

る。 l.5X3mの長円形状に 10cm程度の石を配置し

たものであるが、集石墓とするほどの密集した様子

は認められない。集石間から近世磁器が出上するが、

室町時代の士師器も多いことから、当時代の集石が

破壊された様子を示すものか、複数の遺構の重複か

もしれない。

S Z 4 1 9 2 調介区南部で検出した石列であ

る。 10~20cmの石を7mほどN39°Eの方向に列ベ

たものであるが、面を揃えた様子は認められない。

何らかの区画施設と考えられるが、自然堤防南端に

沿うように延びることから、地形に制約されたもの

であったと考えられる。

S Z 4 1 9 4 調査区南部で検出した石列であ

る。 30cmの石を一列にN6°Wの方向に3.5mほど

列べ、東側に面を揃えている。地形の傾斜とは方向

が異なるが、 SZ4192が屈曲してつながっていた

可能性もある。



S Z 4 1 9 5 調査区南部で検出したl.5X3m

の不整長円形を呈する集石である。 10~20cmの石

を雑然と配置する。複数の集石墓の重複と考えられ

なくもないが、まとまりが不明確で、土拡も伴わな

いため、一応集石に止める。

S24196 調査区南部で検出した 4X5mの

楕円形の範囲に広がる集石である。 5~20cmの石を

雑然と配置するが、他の集石より疎らな状態である。

したがって、集石墓の菫複である可能性は低いもの

と考えられる。集石の東側で、 N9°Eの方向に 3

mほど延びる石列を検出した。 20cmほどの石を一

列に列べたもので、これを境に集石が途絶える。こ

のことから、これらは何らかの石敷広場と考えたい

が、その場合、付近の集石墓 (SX4153)との兼ね

合いが疑問である。

S Z 4 1 9 8 調査区南部をN40°Wの方向に延

びる石列で、 7mほどを検出した。 20cmほどの石を

東側に面を揃え、一列に列べている。一部 2段に積

まれた様子を伺うことができるため、石垣の基底部

2. 遺

今回の調査のうちで、第 4次調査区から最も多く

の遺物が出土している。 SD4l 90から平安時代末期

の土師器皿が、完形ちかい状態で多量に出土したの

をはじめ、室町時代や近世の遺物が中心である。し

かし、その多くは、明確な土坑から一括して出土し

たものは少なく、河道や包含層出上にちかいものが

多い。

(1)平安時代末期の遺物

A. S X 4 0 2 6出土の遺物（第 30図）

全て土師器の皿である。口径13.5~14cmの大型の

もの (356~358)と8~9cmの小型のもの (359~364)

がある。小型のものは、器高1.5cm以上のやや深いも

の (359~362)と1cm前後の浅く偏平なものに不明

瞭ながらも分かれる可能性がある。 (359~362)は、

土坑底に重ねられて埋納されていたものである。し

たがって、混入と考えられる他のものとは、若干の

時期差があるかもしれない。

大型のもの (356)の口縁端部ちかくの外面は、強

の可能性が強い。

S Z 4 1 9 9 調在区南西端から、自然堤防に

沿って延びる集石である。 30cmほどの石を一列に

列べ、蛇行しながら延びる石列を軸に、それよりや

や小さい石による集石が付属する形態である。勿論、

石列と集石は別遺構の可能性が高く、前者は地形に

沿うことから SZ4192と一連のもの、あるいは同

性格のものと考えられる。後者は集石墓とするには、

まとまりが弱く、その性格は不明である。

(4) 近代の遺構

土坑4基(SK4005・4013・4035・4061)、溝5

条 (SD4007・4021・4031・4066・4067)があるが、

SK4035以外の性格は不明であり、時期も近代と

したものの、現代にまで降る可能性も否定できない。

SK4035は、円形の土坑に陶器の大甕を正立に

据えたもので、現代ちかくまで使用されていたもの

である。調在区の現況が畑地であることから耕作に

伴う肥壺等に使用されていたものであろう。

物

い指押さえにより屈曲気味になる。 (35 7) も同様で

あるが、ヘラ状工具により意識的に外へ屈曲させて

いる。これらに対し (358)の口縁端部には屈曲はな

く、底部外面に藁圧痕が認められ、製作方法等に違

いが認められる。

小型のもの (360・362・364)の口縁端部外面は強

ぃョコナデのため凹面を形成している。 (361)には、

煤の付着が認められ、 (364)の胎土には赤茶色の土

粒が点在する。

B. S Z 4 1 6 8出土の遺物（第 30図）

全て土師器の皿である。土坑からかなり浮いて正

立状態で出土したもので、完形あるいはそれにちか

い残存である。やはり大型のもの (36 5)、小型のや

や深いもの (366~371) 、小型の浅く偏平なもの

(3 7 2)がある。小型のものの内面に、回転台により

ナデられたと考えられるもの (366~368·370·372)

が多く、 (367)は、外面もナデにより調整する。

(371・372)の口縁部外面には浅い沈線が巡り、

(371)には煤の付着が認められる。
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C. SD 4 1 3 1出土の遺物（第 30図）

(373~375)は土師器の皿、 (376・377)はロク

ロ土師器の皿、 (378)は山茶椀の小椀である。土師

器の皿には、大型のもの (373)と小型のもの (374・ 

3 75)があるが、小型のものは、いずれも浅く偏平な

もので、器高 1.5cm以上のやや深いものはない。大型

のものも、 SX4026ゃSZ4168のものと比べ、やや浅

し'o

D. SD 4 101出土の遺物（第 30図）

(379)は土師器の椀、 (380)は杯、 (381)は皿、

(382)は山茶椀、 (383)は土錘、 (384)は縄文上

器の深鉢、 (385)は須恵器の蓋である。混人遺物が

多く、この時期を表すものは (381・382)のみか。

(380)は底部外面をナデにより調整しており、平安

時代初期に属するものと考えられ、 (37 9) もそれと

同様な時期のものであろうか。底部外面に「宇」か

「中」と読める墨書があり、完形にちかい残存であ

る。したがって、混入遺物とするよりは、平安時代

SX4026 
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初期の遺構が重複していた可能性を示すものかもし

れない。

E. 8D4130出土の遺物（第 30図）

(386・387)は、土師器の皿である。大型の (386)

と小型の (387)があり、小型のものは、器高 1.6cm

を測るやや深いものである。

F. SK4127出土の遺物（第 30図）

(388・389)は、ロクロ土師器で、前者は椀、後

者は皿である。 (389)の底部は、高台を意識したた

めか、非常に厚く作られている。

G. SD 4 0 9 5出土の遺物（第 30図）

図示したものは、土師器の皿 (390)のみである。

底部から内弯して口縁部に至る器形で、この時期の

他のもより、いっそう口縁部と底部の境が不明瞭で

ある。

H. SD 4 1 9 0出土遺物（第 31~34図）

自然流水路の南岸の一角から土師器の皿を中心と

して多量の遺物が出土した。
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出土遺物の大半が上師器である。その内、

大部分を皿が占める。皿は、口径15~16cmの大型の

もので杯とすべきかもしれないもの (391~496)と、

10cm以下の小型のもの (497~731)に大きく分かれ

る。

大型のものは、簡単なヨコナデと外面の指頭圧痕

が明瞭で、そのために器形の歪みが激しく底部と口

縁部の境が不明瞭なもの (391~490)を皿A、ヨコ

ナデが比較的丁寧で、底部から口縁部への屈曲が明

瞭な古い要素の強いもの (492~496)を皿B、皿A

に似るが器壁が薄く、椀に近い形態のもの (491)を

皿Cの3種に分類する。しかし、皿Cについては、 1

例しかなく皿Aの変形とした方がよいかもしれない。

逆に (398・428・437・473・481)は器高がやや高く、

皿Aとは区別した方がよいかもしれない。他にも、

(392・415・442・474)のヨコナデは、比較的広い

範囲に行われ、いわいる 2段ナデに近い状態である。

内側を工具でナデるもの (47 3)、口縁端部外面に沈

線を巡らすもの (413・485)や内面に巡らすもの

(474・481・490)、(490)については、口縁部を
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内に折り返し、端部内面を強くヨコナデする等、細

部については様々な調整が認められる。 (392・400・

420・432)の一部は、 2次焼成を受けたように赤く変

色している。

皿Bでは、口縁部を 2段状にナデるもの (492)、

強いヨコナデにより口縁部が外反気味になるもの

(493・494)等があり、後者は、底部外面までをナデ

により調整する。 (49 5)の内面には、未乾燥時に

枝状のもので軽くナデた様な痕跡がある。

小型の皿では、器高 1cm程度の偏平なものを皿D

(497~505)とそれ以外のやや深いものの皿E(506 

~731)に、分類するが、 (505)は、口径

20cm 

10. 8cm 

を測るやや大きなもので、底部外面までをナデによ

り調整すること、 (673)は全体に厚手であること等、

古い要素をもち、別種とすべきかもしれない。内外

面に絵画と考えられるような墨書があるが、何を描

いたのかは不明である。

調整はすべて内面ナデ、外面未調整であるが、ロ

縁端部を工具によりヨコナデするもの (503・528・548・

558・674)が散見される。特に (50 3)は、面

~80 -~ 



取状にヨコナデする。他にも、ヘラ状工具痕の認め

られるもの (554・582)、同様な工具によるものと

思われる沈線が口縁部近くに巡るもの (636・645・

647・686)があり、この器種の作成にあたっては、エ

具もかなり使用されている様である。

口縁部等に煤の付着するもの (508・527・534・

554・607・620・668)、赤変するもの (523・559・

568・593・646・670・681・646・681)があり、火に

係わる使用があったものと推測される。また、 (615)

の底部は穿孔されており、他のものとは異なった利

用（祭祀的な）がされたものと考えられる。

乾燥は重ねて行われたようで、 (636)の口縁部に

は、乾燥不十分のためか、接着を防ぐために挟み込

んだ棒状工具の痕跡が観察できる。

鍋は、口径31.6cmを測る大型のもの (733)、20-----

25cmの中型のもの (732・734)、15~16cmの小型の

ものがある。いずれも口縁端部を内に折り返し、外

面は未調整、内面はナデで調整するが、 (732)の外

面には、雑なヘラケズリが、 (73 3)の内面にはハケ

メが認められる。外面に煤が付着し、煮沸に利用さ

れたものと推測されるが、煤が付着しない (736)は、

小型であることもあり、容器としての利用も考えら

れる。

甑は、 (737)のみであるが、小片であり、混入遺

物の可能性もある。壺状の底部に棒状工具で、成形

時に穿孔する。

(738)は、一応高杯の脚部としておくが、燭台等

の可能性もある。棒状工具を芯にして成形し、後に

その芯を抜き取ることにより長い脚部を作り上げて

いる。

ロクロ土師器 椀 (739~748)と皿 (749~762) 

がある。

椀は、内弯する口縁部を呈するが、 (74 7)は比較

的直線状に立ち上がる。いずれもロクロにより成形・

調整を行うが、 (739)は、さらにナデにより調整し

ている。 (74 7)は、口縁部外面に2条の沈腺が巡り、

底部も他のものが糸切りであるのに対し、ヘラ切り

で粘土塊から切り放されており、異質である。皿は、

全て口径8~9cm程度の小皿である。 (749・751・752)

は、裔台を意識して、粘土塊からの切り放しをやや

厚くしている。内弯気味に立ち上がる口縁部をもつ

-81 -

ものが大半であるが、 (761・762)は、直線的に立

ち上がり、端部は若干外反気味である。

(2) 室町時代の遺物

A. S X 4 1 0 8出土遺物（第 35図）

比較的まとまった出士があるが、混入遺物も多く

一括性に乏しい。

土師器皿 (763~765)、蓋 (766・767)、鍋

(768~775)、鉢 (776・777)、急須 (778)、羽釜

(779・780)、茶釜 (781~783)があり、多種多様

である。

皿は、口径6cmの小型のもの (763)、8cmの中型

のもの (76 4)、10cmの大型のもの (765)の3種あ

るが、歪みが激しく残存度が低いため明確ではない。

(7 6 5)の口径はもっと大きいかもしれない。形態的

には、浅く、内弯気味に立ち上がる口縁部をもつも

の (763・764)と、深く、大きく外反するもの (76 5) 

の2種類あるようである。

蓋としたものは、両者とも中央部を欠損するが、

偏平な把手が付くものと考えられる。 (76 7)は、ロ

縁部の外反が弱く、端部はやや内弯気味になること

から、蓋とするに疑問も残る。あるいは皿の一種か。

鍋は、口径35cm以上の大型のもの (770・771)と

19~ 23cmの小型のもの (768・769・772~775)があ

る。口縁端部の形態では、折り返しが上方に立ち上

がるもの (768~771)とナデにより抑え込まれ気味

のもの (772~775)に分けられる。この場合後者に

は、大型のものは出土していない。調整は、外面過

半をヘラケズリするものと考えられるが、 (769・

775)には認められない。ただ、 (77 5)にば煤が厚

く付着しているため不明確である。内面は、ハケメ

のもの (774・775)とナデのもの (768~773)に分

かれる。

鉢は、橙色を呈し、焼成良好のもので、近世に降

るものの可能性がある。

(778)は、一応急須としておくが、注口部が欠損

しており、確証はない。

茶釜は、 3者とも同様な形態であるが、 (782)の

内部の調整には、ハケメは認められない。

陶器 (784)は天目茶椀、 (785・786)は揺鉢、

(7 8 7)は火舎である。 (78 4)は底部まで錆釉が掛
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かり、 (787)は比較的軟質で土師器にちかい。

(785)の摺目は、 16本1単位の櫛、 (786)はヘラに

よるもので時期差がある。

加工円盤 (788~790)の3点ある。 (790)は土

師器椀の底部を、他は陶器甕の胴部を転用している。

直径、重量とも様々である。

紡錘車 (791)のみである。土師器椀の底部を転

用し、さらに周囲を打ち欠いて3.7cmほどの直径に加工

している。

B. S X 4 171出土遺物（第 36図）

(792~796)は土師器の皿、 (797~799)は鍋、

(800~802)は羽釜、 (803~807)は椀、 (808)は

施釉陶器の椀、 (809)は天目茶椀である。

土師器皿は、内弯する口縁部をもつが、 (796)の

みは直線的に立ち上がる。

土師器鍋は、いずれも口縁端部を内に折り返すが、

(799) は三角形状に立ち上がる。

椀は、いずれも同様な形態・調整で、松阪市横尾

墳墓群で類似のものが出士している他は、出士例を

知らない。

C. S X 4 1 3 9出土遺物（第 36図）

(810)は土師器の皿、 (811~813)は鍋である。

皿は、口縁部が2段状に立ち上がるもので、鍋は、い

ずれも口縁端部の折り返し部が三角形状に立ち上が

るものである。 (811)の頚部ちかくには、 1条の沈

線が巡る。

D. S X 4 1 6 9出土遺物（第 36図）

(814~816)は土師器の椀、 (817・818)は鍋で

ある。椀は、 SX4l 71出土のものと同種のものであ

る。全体に雑な仕上げで、乾燥不十分時の作業のた

めか、ハケメのエ具により粘土が引き延ばされた様

子が明瞭に残る。

E. SX4063出土遺物（第 36図）

(819)は土師器の皿、 (820)は蓋である。蓋は、

鍋に偏平な把手を付けただけの形態で、器形・調整

は鍋と同一である。把手は、ハケメのエ具でナデ付

けて固定されており、残存の都合から1ヶ所を確認し

ただけである。 (819)の底部外面には、浅い凹みが

8個、円周状に並ぶが、何の痕跡かは不明である。

F. SX4086出土遺物（第 36図）

図示したものは、内弯する口縁部をもつ土師器の

-83 -

皿 (821) のみである。

G. S X 4 1 0 3出土遺物（第 36図）

(822・823)は土師器の皿、 (824)は天目茶椀で

ある。土師器皿は、両者とも内弯する口縁部をもつ。

H. S X 4 1 5 0出土遺物（第 36図）

(825・826)は土師器の皿であるが、 (825)が内

弯する口縁部をもつのに対し、 (826)は直線的に外

方へ立ち上がる。

I. SX4164出土遺物（第 36図）

図示したものは施釉陶器の卸皿 (827)のみである。

卸目は、ヘラにより刻まれている。

J. SK4076出土遺物（第 37図）

(828)は灰釉陶器の椀、 (829)は青磁の香炉、

(830)は土錘、 (831~836)は銭貨である。 (829) 

は小片であるため全体の形態は不明であるが、 3脚が

付くものと思われる。精製品である。銭貨は、「永

楽通賓」が3点 (831・832・836)で、他のものは錆

や摩滅のため不明であるが、 (834)については少な

くとも「永楽通賓」ではない。 (82 8)のみおおきく

時期差があり、混入と考えられる。

K. SK4090出土遺物（第 37図）

図示したものは土師器の皿 (837)のみである。ロ

縁部はわずかに 2段状に立ち上がる。

L. S84072出土遺物（第 37図）

図示したものは土師器の皿 (838)のみである。内

弯する口縁部をもつ。

M. S Z 4 1 9 7出土遺物（第 37図）

図示したものは土師器の皿 (839)のみである。形

態的には、前述した (83 7)と(83 8)の中間的な要

素をもつ。

N. SD  4 1 0 0出土遺物（第 37図）

図示したものは土師器の皿 (840)のみである。形

態的には後述する近世のものと似るが、色調・焼成

が異なり、むしろ中世のもに近いため、ここで扱う

ことにした。

0. S Z 4 1 0 9出土遺物（第 37図）

図示したものは陶器こね鉢 (841)のみである。内

面には、炭化物の付着があり、また、使用のためか

底部近くの体部内面は平滑になっている c

P. SD4102出土遺物（第 37図）

(842)は土師器の皿、 (843)は壺、 (844)は鍋、
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第 38図 S04014、S24172・ 小ピット出土遺物実測図 (1 : 4) 863-----866= (l :2) 

(84 5)は鉢、 (846)は羽釜、 (847・848)は茶釜、

(849・850)は天目茶椀、 (851)は陶器の壺である。

(843)は一応壺としたが、底部のみの残存のため

鉢や椀の可能性もある。指頭圧痕を残す雑な作りで、

いずれにしても中世末期以降のものであろう。

土師器の調整は、皿、壺を除き、外面ハケメ、内

面ナデであるが、 (846)のナデはエ具による。

(845)は、既述したものと同様、焼成的には、近世

の特徴を呈する。

Q. SD  4 1 2 9出土遺物（第 37図）

(852)は土師器の鍋、 (853)は羽釜、 (854)は

茶釜、 (855)は天目茶椀、 (856)は山茶椀、 (857) 

は瓦質の火舎、 (858~860)は加工円盤、 (861)は

紡錘車で、 (856)は明らかに時期差があり、混入遺

物と考えられる。

土師器の内面のナデは、 (854)を除き工具による。

加工円盤は、いずれも陶器甕の胴部を転用してい

る。円形に打ち欠いた雑な仕上げであるが、 (860)

は側縁部を平滑に磨いている。

紡錘車も陶器甕の転用で、加工円盤と大差ない。

中央部に穿孔の意図が認められるため、一応、紡錘

車とした。孔は、 3mmほどの深さで、貫通はしない。

したがって、未製品と考えられる。

R. 8D4014出土遺物（第 38図）

図示したものは、土師器の鍋 (862)のみである。

内面のヘラケズリは、ナデにちかい弱いものである。

S. SZ4172出土遺物（第 38図）

出土したものは全て銭貨である。 (863)は「栄楽通

賓」、 (86 4) は「皇宋通賓」、 (86 5) は「元

符通賓」で、 (866)は判読不可能である。初文字は、

「元」か「天」、 4文字目は「賓」であろう。いずれ

にしても 4枚とも別種である。

T. その他小ピット出土遺物（第 38図）

(867・868)は土師器の皿、 (86 9)は紡錘車、

(870~872) は土師器の鍋である。

土師器鍋外面の調整は、上半ハケメ、下半ヘラケ
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ズリであるが、 (870)の外面は、大部中央に雑なへ

ラケズリが認められる。内面も同様に、中央部にナ

デにちかいヘラケズリが認められるが、底部はナデ

である。 (87 2)の内面のヘラケズリもナデにちか

いものである。

紡錘車は、土師器椀の底部を転用したもので、側

縁部を鋭利な工具で削られでいる。径を小さくする

必要に迫られての行為であろう。

(3)近世の遺物

A. S X 4 1 3 4出土遺物（第 39図）

(873)は近世陶器の椀、 (874~877)は土師器の

皿である。土師器皿は、中世のものに比べ、橙色を

呈し、焼成の良好なものである。指頭圧痕の目立つ

ものは (876) だけで、全体に仕上げもT寧なもの

となっている。

8. S X 4 1 3 5出土遺物（第 39図）

(8 7 8)は土師器の皿、 (87 9)は把手付き壺、

(880)は軒丸瓦、 (881)は平瓦である。 (879)は、

茶釜に片手の把手を付けた形態である。

(880)は巴文で、匿線はなく、 8mm程度の珠文が

10個付くものと考えられる。

C. S X 4 1 3 2出土遺物（第 39図）

(882)は陶器の甕、 (883・884)は土師器の皿で

ある。 (882)は、約14斗の容積をもつ大型のもので、

内面には、指による押さえや、強く掻き取る様な痕

跡が認められる。土師器皿は既述したものと同様、

橙色を呈する焼成良好のものである。

D. S X 4 1 3 3出土遺物（第 40図）

(885)は犬形土製品である。頭部と左前足を欠損

している。室町時代の城館等から出土することが多

いため、これもその時代のものの可能性もある。

E. SX4136出土遺物（第 40図）

図示したものは全ていぶし焼きの瓦で、 (886)は

軒丸瓦、 (887・888)は軒平瓦である。 (886)は巴

文で、圏線は無く、 12個の珠文が巡る。

F. SX4146出土遺物（第 40図）

(889)は近世陶器の椀、 (890)は陶器の播鉢、

(8 91)は鉢である。 (891)は雑な仕上げで、器壁

も非常に厚い。

G. S X 4 1 3 8出土遺物（第 40図）

-87-

(892)は土師器の皿、 (893)は染付椀、 (894)

は平瓦、 (89 5)炭斗瓦である。 (892)は既述した

ものと同様、橙色を呈する焼成良好なものであるが、

口径12.7cm、器高2.5cmを測り、他のものより大きい。

H. S X 4 1 4 4出土遺物（第 40図）

(896・897)は上師器の皿、 (898)は近世磁器の

灯明皿、 (899・900・901)は近世陶器の椀、 (902)

は紡錘車、 (903)は加工円盤である。土師器皿は、

(896)の口縁部は底部から屈曲して立ち上がるのに

対し、 (897)は屈曲が弱く内弯気味である。紡錘車、

加工円盤は共に上師器椀底部の転用であるが、紡錘

車は、中央の孔が貰通しておらず、未製品である。

I. SX4148出土遺物（第 41図）

(904)は土師器の椀、 (905~908)は皿、 (909

~911・913・914)は陶器で、 (911・913・914)は

釉が施される。 (909)は鉢、 (910)は甕、 (911) 

はひょう燭、 (913) は椀、 (914) は皿である。

(9 09)の内面は、使用のため平滑になっており、外

面には荒い櫛状のエ具痕がある。室町時代の混人で

ある。 (910)は容量約8斗を測る大型のものである。

(913)の底部外面はロクロケズリで調整されるが、

高台はその後には貼り付けられたものである。

(912)は磁器の染め付け椀、 (916・917)は玉縁

式の丸瓦、 (918)は軒平瓦である。 (916)には焼

成後に釘穴が穿たれている。 (916)の凹面は、吊り

紐痕が明瞭であるのに対し、 (917)は細い叩きであ

る。

J. SZ4170出土遺物（第 42図）

図示したもののほとんどが前時代の混人で、近世

に属するものは、土師器鉢 (923・924)、磁器の皿

(9 31)だけである。 (923・924)は出土例の少ない

もので、土師器ではあるが、橙色を呈し硬質に焼成

されている。 (92 3)の底部内顔面はヘラケズリする

が、 (924)には認められない。

(919~921)は土師器の皿、 (922)は椀、 (925

~930)は鍋、 (93 2)は紡錘車である。 (93 2)は

(922)と同器種の底部を転用している。

K. SE 4 149出土遺物（第 42図）

図示したものは、風字硯 (933)のみである。素材

は、粘板岩である。

L. S24195出土遺物（第 42図）
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第 43図 S Z 4199出土遺物実測図 (1 : 4) 

(934)は磁器の椀、 (935)は近世陶器椀底部で、

天目茶椀の可能性がある。 (936)は土師器鍋で、中

世前半に遡るもので、明らかに混入遺物である。土

錘(937)も混入遺物と考えられるが、確証はない。

M. SD 4 1 0 7出土遺物（第 42図）

図示したものは近世陶器 (938)のみである。蓋と

推測するが、確証はない。全面に薄い錆釉が掛かる。

N. S04097出土遺物（第 42図）

図示したものは近世陶器 (939)のみである。豆粒

状の小さな脚が3方に付くものと考えられ、鉢であろ

゜
ぷ
ノ

0. S Z 4 1 9 6出土遺物（第 42図）

(940)は陶器の火舎、 (941)は軒丸瓦であるが、

両者とも小片のため詳細は不明である。両者ともこ

の時期に属する確証はなく、前時代の混入遺物の可

能性もある。 (941)は巴文で、珠文と應線を配する。

巴の尾は圏線に接し、珠文は推定36個で一周するも

のと考えられる。

P. SZ4198出土遺物（第 42図）

(942)は近世陶器の椀、 (944)は徳利、 (945)

は銭貨で「寛永通賓」である。 (942)の高台は、削

り出されるが、外面に 1条の沈線が巡る。

(943)は、陶器の播鉢で、大窯I期のものと考え

られ、前時代の混入品であろう。

Q. S X 4 1 4 5出土遺物（第 42図）

(946---948)は土師器の皿、 (949)は銭貨である。

土師器は、 (946)は橙色を呈する焼成良好なもので

あるが、 (947・948)は黄色味を帯び甘い焼成であ

ることから、中世遺物の混入であろう。銭貨は、「寛

永通賓」である。

R. S24199出土遺物（第 43図）

(950------952)は土師器の皿、 (953)は施釉陶器の

椀である。いずれも前時代の混入遺物と考えられ、

(953)の底部内面には直接重ね焼きの痕跡が認めら

れる。

(954------957)は近世陶器の椀で、 (955------957)の

高台は削り出されたものである。

(958)は軒丸瓦、 (959------962)は軒平瓦である。

(958)は巴文で、珠文を配する。珠文は大粒のもの

で、推定12個で一周する。 (959・960・962)は均整

唐草文を施すが、燻しは認められず、平安時代にま

で遡るものであろう。明らかに混入遺物である。

(4)包含層出土遺物

A. 縄文土器（第 44図）

全て小片であり、全体の形態は不明であるが、

(967)は浅鉢、 (963-----966・968-970)は深鉢で、

(963・964)は口縁部が波状を呈するものである。

残存部の施文は、沈線で描くもの(964-----966・970)、

沈線による区画内に条線を施すもの (963入縄文のもの

(967・969)、縄文と沈線のもの (968)があり、

多様である。全て中期末に相当するものであろう。
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8. 弥生土器（第 44図）

全て小片であり、全体の形態は不明であるが、

(971 ~977・979~983)は壺、 (984~986・989)は

甕である。 (978)は小片からの復元のため、口径等

に不明確な部分が多いが、一応、甕としておく。

(987・988)も甕の底部と考えられるが、 (987)は

ナデ、 (988)はヘラミガキで調整する。

壺には施文に縄文を用いるもの (973・975・977・

980)が多くあり、濃尾平野方面の影響がうかがえる。

中期後半に相当するものと考えられるが、 (971) 

はヘラによる沈線が施され、古相を示す。逆に (983)

は、後期あるいは古式土師器まで降る可能性がある。

C. 土師器（第 45図）

皿 口径10cm以下の小型のもの (990~997)と15

cm前後の大型のもの (998~1003)がある。

小型のものは、比較的厚手で器高が低いもの (990

~993)、簿手で内弯する口縁部をもつもの (994・

995)、橙色を呈し焼成良好なもの (99 7)がある。

(990~993)は中世前半、 (994・995)は中世後半、

(997)は近世に属するものであろう。

大型のものは、内弯する口縁部をもつもの (998~

1002)、大きく弯曲する口縁部で、鉢状の形態を呈

するもの (1003)があり、前者は、比較的厚手のも

の (998・1000・1002)と薄手のもの (999・1001)

に分かれる。

甑 (1004)のみである。他の土師器よりかなり

先行するものである。古墳時代後半から奈良時代ま

でのものであろう。

鍋 胴部の張りが強いもの (1005~1009・1011)

と張りのないもの (1010・1012・1013)がある。時

期的には、 (1005)が中世前半、その他は中世後半

に属するものであろう。外面はハケメで調整するが、

(1005・1010)はナデである。内面の調整は、全て

ナデであるが、エ具を用いるものが多い。特に (1013)

は、浅いハケメとすることもできる。

鉢 (1014)のみである。 S24170出土のものと

同様で、近世に属すると考えられる。内面全面に炭

化物が付着しており、煮沸に使用されているようで

ある。

羽釜 (1015)のみである。口径20cmで、この器

種としては、小型のものである。

--94 -

茶釜 (1016・1017)がある。図示していないが、

(1017)にも一対の把手が付く可能性がある。 (1017)

の肩部には1条の浅い沈線が巡るが、 1周に満たない。

D. 須恵器（第 46図）

蓋 (1018)と杯 (1019)を図示したにとどまり、

全体の出土量は極めて少ない。蓋は、天井部と口縁

部の境が明瞭で、鋭い稜をもつ。杯の口縁部も高く

立ち上がり、両者の時期差は小さいものと考えられ

る。

E. 山茶椀（第 46図）

椀 (1020~1022)と皿 (1023・1024)がある。皿

は、高台をもつ (1023)ともたない (1024)に分か

れる。 (1022)の低部外面には、焼成前に「妙」と

ヘラ書きされる。

F. 白磁（第 46図）

(1025・1026)があり、 (1025)は玉縁状の口縁

部をもつ。

G. 青磁（第 46図）

(1033~ 1037)があるが、いずれも底部片である。

(1034)には、連弁文が陰刻される。

H. 陶磁器（第 46・47図）

椀 (1027 ~ 1030・l 032・l 038~ 1041)は施釉陶

器、 (1046・1048・1049・1051)は近世陶器、 (1047)

は近世磁器である。 (1032)は連弁文椀で16世紀初

頭、 (1038)は筒形椀、 (1039~1041)は天目茶椀、

(1047)は染付椀、 (1049・1051)は丸椀で、(1041)

は18世紀、 (1049)は19世紀に降るものと考えられ

る。高台は、残存するものについては全て削り出し

による。

皿 (1050・1052)があり、 (1050)は磁器、

(1052)は陶器である。 (1052)は灯明皿と考えら

れ、両者とも近世に属するものであろう。

擢鉢 (1042・1043)がある。両者とも近世に属

するものと考えられ、 (1042)は18世紀後半に降る

ものであろう。

甕 (1044・1045)がある。両者とも口径40cm以

上を測る大型のものであるが、 (1044)は口縁部の

縁帯が頚部と離れるが、 (1045)は接するものであ

る。 (1044)は体部外面底部近くを縦方向のヘラ

ケズリで調整する。前者は鎌倉、後者は室町時代に

属するものか。
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香炉 (1053・1054)がある。イ本部の形態は異な

るが、両者とも短い脚が3方に付く。 (1053)は、内

外面にトチンの痕跡が認められる。 (1054)は15世

紀、 (1053)は18世紀まで降るものと考えられる。

鉢 (1055・1057)があるが、全体の形態が不明

なため、鉢とするに不正確である。両者とも近世に

属するもので、仏具として利用されたものかもしれ

ない。 (1055)の内面にはトチンの痕跡がある。

燭台 (1031・1056)がある。両者とも脚部片で、

(1056)は組合式である。 (1031)は施釉陶器、

(1056)は近世陶器である。

I . 瓦器（第 47図）

(1058・1059)があるが、両者とも火舎である。

~97 —-

両者とも小片のため、詳細は不明である。

J. 土製品（第 47図）

紡錘車 (1060~ 1066)があるが、全て士師器椀

底部を転用したものである。加工円盤の中央部に穿

孔したもので、紡錘車とする確証はない。転用前の

底部径をそのまま利用しているが、 (1060)だけは

周囲を打ち欠いて径を小さくしている。

加工円盤 20個出土しているが、図示したものは

(1067~1071)の5基で、他のもの (1072~1086)は、

写真と観察表のみを掲載した。陶器甕の胴～頚部を

転用したものが最も多く 10個 (1070~1072・1075・

1076・1079~1081・1083・1085)、次に土師器

椀 (1069・1073・1078)と天目茶椀 (1068・1077・
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1082)の底部で3個である。他には、陶器鉢の口縁部

(1086)、山茶椀底部 (1067)、士師器甕胴部(1074)、

ロクロ土師器椀底部 (1084)がある。直径や重量に

は統一を欠く。

土錘 (1087・1088)がある。両者とも端部を欠

損する。

土玉 (1089)のみである。一応、土玉としたが

確証はない。直径 2mmの孔を設けるが、貰通しない。

K. 銭貨（第 47図）

(1090)は「寛永通賓」、 (1091)は「文久永賓」、

(1092)は「永楽通賓」、 (1093)は一銭玉で大正

十年の銘がある。

L. 石製品（第 47図）

(1094~1096)の3点あり、全て砥石である。

M. 瓦（第 48図）

(1097~1101)は軒丸瓦、 (1102~1107)は軒平

［註］

① . ,V~J 介担 •11 の 111 阪1 氏の御教小による。

② . 11t-i 111尚史 『松坂城本丸卜段発掘，J恥介汁訊・,り』 松恥Ii教介

委員会 平成 4り3J J 
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瓦、 (1108)は隅軒平瓦、 (1109・1110)は丸瓦、

(1111)は鬼瓦である。

軒丸瓦は、小片の (1101)を除き、全て珠文と左

巻巴文で、 (1100)のみ圏線をもつ。 (1097・1098)

は、巴の頭が連結し、断面台形を呈するもので、鎌

倉時代にまで遡るものと者えられる。 (1099・1101)

ぱ燻し焼きされ、近世に属するものであろう。

軒平瓦・隅軒平瓦は、全て燻し焼きされ、近世に

属するものと考えられる。文様は、詳細の不明な

(1102)を除き、全て均整屑草文であるが、中心飾

や唐草の形態がそれぞれ異なる。

丸瓦は、両者とも直縁をもつものであるが、 (1110)

の凹面には吊り紐の痕跡が明瞭であるのに対し、

(1109)は細い叩き痕である。

鬼瓦は、鬼面の部分が欠損している。松坂城本丸

から類似のものが出土している。



冥瀾 法量 (c冒）
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

356 496 SX4026 G-P107 4 土鰭皿翡 13. 5 2.9 外内 ：： 未ナ円プ整 小4m石m以粒下含の 良 浅黄～櫓にぷ(7.い5櫓YR8(/73.5)YR7/4) 1 /2 指合頭裏圧1111瓢11・粘土紐接
-10 

357 
4~~1 

SX4026 G-P107 4 土鰤皿翡 13. 8 2.5 外内 ：： 未ナ円プ整 小Zm石rn粒以下會の 良 褐灰～に(7.ぷ5YいR6櫓/1(7).5YR7/4) 1/5 外面ヘラ状工具痕跡

358 唸 SX4026 G-P107 4 土饂皿翡 14. 2 2.8 外内 ：： 未ナ円プ整 罐砂粒會 良 浅貴～櫓にぷC7.いS櫓YRB(/73.5)YR7/4) 3/4 外圃一部に藁圧痕

359 4~ ぶ SX4026 G-P107 4 土鰭皿翡 8. 0 1.7 外内 ：： 未ナ円プ整 罐砂粒會 不良 灰白 (2.5Y黄7/灰1)（ 完形 指合頭裏圧明震誼 ・粘土紐接
~ 7.5Y4/1) 

360 屯 SX40Z6 G-P107 4 土鰤皿翡 8.3 1.7 外内 ：： 未ナ巴ァ整 罐砂粒會
菜t灰白 (10YR褐8/灰Z)（ 1/2 指頭圧裏明誼

~ 10YR6/1) 
No. 3 

361 唸 SX40Z6 
NGo.-1P1, 07 No4 .4 

土緬皿翡 9. 0 1. 7 外内 ：： 未ナ邑ァ整 小211石11以粒下含の 霜 液黄C2.5Y8/3 翡 1/4に煤付看

362 唸 SX40Z6 
G-NPo1. 07 4 2 

土鰤皿器 8. 5 1. 5 外内 ：： 未ナ円プ整 小物211石繊11以粒維下會・植の 蹂 灰白 (10YR8/2) 完形 指合頭甑圧明瓢贖 ・枯土紐接

363 唸 SX4026 G-P107 4 土鯛皿翡 8.2 1.0 
外内 ：： 未板調ナ琶プ

罐砂粒會 良 液責(Z.5Y8/3) 1/5 

364 唸 SX4026 G-P107 4 土鰤皿翡 8.8 1.0 外内 ：： 未ナ邑プ整 罐砂粒會 良 灰白 (10YR8/2) 3/4 土411粒11以点下在の赤茶色の

365 4~1 。 SZ4168 
SHD-上No1.0面0 7 

土鯛皿器 15.8 3.0 ナデ 0.5 ヽJ~含Jm11 良 浅黄檜(7.5YR8/6) 翡のヽ石

366 唸 SZ4168 
SHD-上No1.0面0 4 

土饉皿翡 8.4 1. 3 
外内 ：： 未回調転整ナデ

精良 良 浅黄櫓(7.SYRS/6) 2/3 口り縁る靖ヨ部コはナエデ具によ

367 唸 SZ4168 
SHD-N.to1. 0面0 6 

土饉皿翡 8.3 1. 6 外内 ：： 乱回方転向ナデナデ 精良 良 浅責櫓(7.5YR8/4) 完形

368 
4~t4 

SZ4168 
SHD-上N1o.0圃0 2 

土饉皿翡 8.3 1. 6 
外内：： 未回調転整ナデ

精良 良 浅黄檜ClO黄YR櫓B/(42) 完形 内外圃制離激しい
~ . 5Y8/4) 

369 喘 S24168 
SHD-上No1.0薗0 5 

土饂.DD.翡 8.6 1.6 外内 ：： 乱一方方向向ナナデデ 精良 良 浅責檜(7.5YR8/4) 1 /2 

370 唸 SZ4168 
SHD-上No1.0iii 0 1 

土饉皿翡 8.4 1.3 
外内 ：： 未回調転整ナデ 0 5 ~1.石5會 良 灰白 (10浅YR黄8/櫓2)( 完形 粘内土外紐面接鎖耀合甑激明し誼い、fflll． の小 ~ lOYRB/4) 

371 唸 SZ4168 
SHD-上No1.0iii 0 8 

土鰤皿翡 8. Z 1.3 
外内：： 未回調転整ナデ 0,5 ヽJ~2含fflll 良 灰白 (10YR8/1) 完形 外外圃面煤浅付い著沈線、口縁部

のヽ石

372 唸 SZ4168 
SHD-..t.No1. 0li 0 3 

土鰤器 8. 5 1. 0 
外内 ：： 未回転調整ナデ

精良 良 浅黄櫓(7.5YR8/6) 完形 口縁部外Ii浅い沈線
皿

373 唸 SD4131 E -91 9 土鰤皿翡 14. 0 z. 1 外内 ：： 未ナ調デ整 會21111の砂粒 良 明責褐(10YR7/6) 1/4 指頭圧瓢明讀
S013 

374 唸 SD4131 E -91 9 土鰤皿翡 9. 6 1. 1 
外内 ：： 未ナ邑プ整 多111會11の砂粒 良 浅貴(2.5Y7/3) 1/3 粘土紐接合痕明霞

S013 

375 唸 SD4131 E -91 9 土鍾.on器 9.0 1. 1 外内 ：： 未ナ邑プ整 植211物11繊の砂維粒含 蹂 浅黄櫓C7.5YR8/3) 完形
S013 

376 唸 S04131 E-91 9 鰭ロ翡クロ土皿 8. 6 1.9 fr 底ロク：糸ロ切ナデり瓢 會41111の小石 良 浅責櫓(10YR8/4) 1/2 
SD13 

377 唸 SD4131 E -91 9 鰭ロ聾クロ土皿 8. 7 1.5 ff 厩ロク：糸ロ切ナデり裏 會41111の小石 不良 浅黄櫓(10YR8/4)
1口/縁8部

磨滅が激しい
SD13 

378 唸 SD4131 E -99 山茶小椀椀 高4.4台径 底ロク：糸ロ切ナデり裏？
精良 良 灰白 (7N)

邑元郭存 内か面る自然輪が厚く掛
SD131 

379 咄 SD4101 F -91 9 土編椀器 13. 2 3.4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 會11111の砂粒 霜 浅貴櫓(lOYRS/4) 翡 底r部字外」置かIにr墨中書」SD10 

380 北 S04101 F-1001 2 土鰤杯翡 16. 4 3.3 ~, ナデ 罐物砂繊粒維會・植 良 櫓(5YR7/6) 開SDl 

381 唸 S04101 SFD-11001 0 土鰤皿器 9. 7 1.3 外内 ：： 未ナ邑プ整 罐砂粒含 良 櫓(7.5YR7/6) 2/3 粘土紐接合甑明霞

382 唸 SD4101 E-1001 5 山茶椀椀 畜6.2台径 ロクロナデ やや粗 良 灰白 (5Y7/2) 秤S01 

383 唸 SD4101 E-0101 5 土土鰤鍾翡 1.5 4.5 
残7.存9重 ナデ 精良 良 液黄(2.5Y8/3) 翡 穴径 0.4c■

sot 

384 唸 SD4101 F-0101 2 縄深文鉢土翡 外：条裏 會31111の砂粒 良
外：にぷい黄OY品褐 小口縁片部 内口縁薗端に部沈線に刹1条目SD1 ・ヘラケズリ YRS/3) 

内：ナデ 内：灰白 (1 /゚2) 

385 4~ ふ SD4101 E-0101 2 須恵蓋翡 14. 2 4. 5 外ロ圃クロロナクデロケ、天ズ井リ部 會51111の小石 良 灰(N5/0) 1/2 ロクロ右回転
S01 

386 唸 S04130 
S横E D石-9列9の 土鰤皿聾 14. 4 z. 1 外内 ：： 未ナ唇ァ整 編物砂繊粒維含・植 蹂 灰白 (Z.5Y黄8/Z灰)（ 1/8 

~ 2. 5Y5/1) 
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冥涛l 法量 (c圃）
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

387 4~ ぶSD4130 
S横E D石-9列9の 土鰤皿菩 8. 6 1. 6 外内 ：： 未ナ円プ整 砂1■粒m以含下の 良 浅黄憎(7.5YR8/J) 3/4 

388 唸 SK4127 D-2107 6 誦ロ翡クロ土椀 16.0 3.5 

” 
底口ク：糸ロ切ナデり未調整

2 含1111の砂粒 良 浅黄櫓(10YR8/4) 1 /2 
SK1 

389 唸1
SK4127 D-2107 6 譴ロ翡クロ土皿 B. 7 1. 9 rr 底ロク：糸ロ切ナデり未調整 1粒.5會mmの砂 良 浅責櫓(1OYRB/ 4) 翡SK1 

390 47~ SD4095 G-5 105 土饉翡 15. 5 3.3 外内 ：： 未ナ邑プ整 Zの.5小1111石以粒下含 良 にぶい櫓(5YR7/4) 完形 粘圧土甑紐明誼接合震、 指頭
-3 S09 皿

391 436 S04190 F落-9ち8~込9み9 土誦器 17. 0 2.4 外内 ：： 未ナ調デ整 1 5 Jヽ~2粒11● 霜 褐灰～(10浅YR貢5/檜1)(lOYRB/3) 1/6 指外頭圃圧黒裏斑明讀-08 皿 の． ヽ石含

392 43~ SD4190 
落Fち-9込9み 土誦皿翡 17. 6 2.5 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 櫓(5Y～R7浅/6黄) 1/2 指一頭部圧赤甑変明誼-1 惜(10YR8/4)

393 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土誦皿翡 16.9 3. 1 外内 ：： 未ナ円ァ整 0の.S小m■石以粒下含 良 にぷい櫓(5YR7/橙4(5) 完形

～液 YRB/4)

394 377 SD4190 落F-ち10込0み 土譴皿器 17. 0 2.4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 罐物砂繊維粒含、植 不良 液責(2.5Y8/3) 2/3 粘頭土圧紐震接明誼合痕、 指指-oz 
395 47~ S04190 

落のE下ち-9込S9みD 
土緬皿器 16.3 3.0 外内 ：： 未ナ邑ァ整 5砂11霞粒含以下の 良 外内 ：： 浅液黄櫓檜(5Y(7R8.5/4YR)8/3) 翡 指頭圧裏明誼

-1 

396 442 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤器 17. 0 2.5 外内 ：： 未ナ円プ整 砂11111粒以含下の 良 液櫓(SYRB/4) 1 /4 

-02 皿

397 唸7
S04190 

落Fち-9込8み 土緬JID.翡 16. 0 3. 1 外内 ：： 未ナ円ァ整 1砂霞•粒以含下の 良 液権(5YR8/4) 1/2 粘土紐接合膜明誼

398 438 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰤翡 17. 0 3.4 外内 ：： 未ナ調デ整 1. 物の5砂繊1111粒維以含、下植

良 浅黄檜(7.5YR8/3) 1 /4 
-02 皿

399 唸 SD4190 
落Fち-9込8み 土鑓皿翡 16. 0 2.6 外内 ：： 未ナ邑ァ整 Z砂m■粒以多下含の 菜t浅黄惜(10YR8/3) 1/3 

400 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土編皿翡 16. 0 2.9 外内 ：： 未ナ円プ整 3砂mm粒以含下の 良 淡櫓(5YR8灰/4白) 1/4 外指面頭一圧部裏赤明変誼~ (10YR8/2) 

401 442 SD4190 
落Fち-9込9み 土緯翡 16. 0 2. 7 外内 ：： 未ナ調デ整 1砂11圃粒以會下の 良 灰白 (lOYRB/2) 1/2 指頭圧裏明誼

-04 皿

402 碍 S04190 
落Fち-9込9み 土饉翡 16. 0 2.9 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 浅黄櫓(10VR8/3) 2/3 

-2 皿

403 4出 SD4190 
落Fち-9込9み 土鍾皿翡 15. 9 3.0 外内 ：： 未ナ円プ整 1の.5砂m粒m以會下 良 灰白 (lOYRB/2) 2/3 指頭圧痕明讀

404 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土緬皿翡 16. 0 2.6 外内 ：： 未ナ邑プ整 2砂繊11■粒維以含、下植物の 菜； 浅黄櫓(10YR8/3) 1/4 指頭圧痕明誼

405 呵 S04190 落F-ち10込0み 土緬皿彗 16. 6 2.9 外内 ：： 未ナ円ァ整 微物砂繊維粒會、植 良 浅黄櫓にぷ(7.5YR8(/7J5 ) 1/4 内外Ii墨書絵画？
-5 ～ い櫓 . YR7/4) 

406 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土編器 16. 0 3.0 外内 ：： 未ナ巴プ整 砂2m粒m會以下の 良 浅黄櫓C7.5YR8/3) 1/2 指合頭裏圧明痕誼 ・粘土紐接

.IDI. 

407 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 16. 0 3. 1 外内 ：： 未ナ円ァ整 0の.5 砂ffl粒ll以會下 良 浅黄櫓C7.5Y液R8櫓/3(5) 1/4 指頭圧甑明誼

~ YRB/4) 

408 りも SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭.IID.翡 16. 0 2.9 外内 ：： 未ナ円ァ整 2 砂m粒m以會下の 蹂 黄灰CZ.5Y6/1) 1 /4 指頭圧裏明誼

409 りも SD4190 
落Fち-9込8み 土饉皿翡 16. 0 2.4 外内 ：： 未ナ巴プ整 1 砂11粒11以含下の 良 浅黄櫓(10YR8/4) 1/4 指頭圧裏明誼

410 唸 S04190 
落Eち-9込9み 土B皿ili翡 15.6 2. 1 外内 ：： 未ナ調デ整 罐物砂繊粒維會、植 良 浅黄櫓C7.ぶ5YR8櫓/3(5) 1/3 頭口縁圧部裏外面に強い指

～にい YR7/J) 

411 唸1
S04190 

落Fち-9込8み 土l皿ili翡 16. 0 2.9 外内 ：： 未ナ調デ整 1物の.5砂繊●維粒鵬以會、下植
良 浅黄櫓C7.5YR8/4) 1/4 

指底頭部圧に粘甑土明誼紐接合痕

412 唸 SD4190 
落Eち-9込9み 土饂皿翡 15. 8 3.2 外内 ：： 未ナ円プ整 微砂粒會 良 液黄(2.SYB/3灰) 4/5 指頭圧裏明讀

~ (5Y5/1) 

413 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤.DD.翡 15. 6 3.0 外内 ：： 未ナ巴プ整 砂繊維粒含、植物 不良 液黄(2.SYB/3) 1/4 

指口頭縁圧部裏外圃明誼に沈線

414 唸 S04190 F落-9ち8込~9み9 土鰭.DIL翡 16. 0 2.6 外内 ：： 未ナ邑プ整 0の.5小霞石m以粒下含 良 にぷい櫓褐(7灰.5Y17/04) C 3/4 
~ YR 5/1) 

415 4! おSD4190 
落Fち-9込8み 土鰭皿翡 15. 9 2.9 

外内 ：： 未ナ巴プ整 精良 良 櫓(5YR7/6) 1/2 

416 4出 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿器 16. 0 3. 1 外内 ：： 未ナ円ァ整 砂繊1●維粒鵬以含、植下物の

良 櫓(5YR7/6) 1/3 

417 404 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 16. 1 

-01 
3.0 

外内 ：： 未ナ円ァ整 1 小m石■以會下の 良 にぷい櫓C7.5YR7/4) 完形

41 B 
4~i, 

S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 15.6 2.9 外内 ：： 未ナ円ァ整 微砂粒會 良 浅黄櫓(7.5YR8/3) 1/2 指頭圧裏明誼

419 喘 S04190 
落Eち-9込9み 土鰤皿翡 15. 8 3.2 

外内 ：： 未ナ円プ整 砂繊維粒含、植物 蹂 外：浅黄～櫓明C7褐.5(7Y(7.R5.8SY/RY2R8/S3/8) ) 
1 /4 指頭圧康明誼

内：灰白 ） 
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冥測 法量 (c●)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

警号 口径 翡高 その値

420 443 S04190 F -99 土鯛聾 16.0 2.3 外内 ：： 未ナ円プ整 砂1■粒■以會下の 良 浅黄櫓(10YR8/3) 1/4 
厩指頭部圧内瓢ii明一贖部赤変-03 落ち込み 皿

421 434 S04190 E-99 土鰭翡 15.3 3.2 外：未調~一整一部簡単 編物砂繊粒維會、植 不良 灰白 (Z.5Y8/Z) Z/3 外薗に黒斑
-01 落ち込み 皿

内な：ナナ

422 416 SD4190 F -99 土饂翡 15.6 2.3 外内 ：： 未ナ調デ整 砂繊粒繕會、植物 良 にぷい櫓C7.5YR7/4) 1/2 
-02 落ち込み 皿

423 415 SD4190 E-99 土鰤翡 15. 8 z. 7 外内 ：： 未ナ調デ整 微物砂繊維粒會、植 菜； 浅責櫓(7.5YR8/3) 1/3 粘土紐接合裏明讀
-06 落ち込み 皿

424 442 S04190 F -99 土鰤翡 15. 0 Z.8 外内 ：： 未ナ円ァ整 1砂■粒■以會下の 良 浅黄櫓C10YR8/3) 1/Z 指頭圧瓢明誼
-03 落ち込み .DD. 

425 416 SD4190 F -99 土鰤翡 15. 4 Z.6 外内 ：： 未ナ円プ整 微物砂繊粒維會、植 良 にぶい櫓C7.5YR7/4) 2/5 指合頭裏圧明瓢贖、粘土紐接
-06 落ち込み .IDI. 

426 443 SD4190 F -99 土饉翡 16. 0 2.4 外内 ：： 未ナ調デ整 1砂■粒■以會下の 良 浅資櫓(7.5YR8/3) 1/4 
指合口頭甑縁圧部明裏讀外画、粘黒土斑紐接-01 落ち込み .DD. 

427 444 SD4190 F -99 土編翡 15.0 2.6 外内 ：： 未ナ円プ整 繊1の.5砂維■粒會■ 植以下物
良 浅責櫓C7.5YR8/4) 1/2 

指合厩頭裏部圧明外裏贖圃黒、粘斑土紐接-01 落ち込み JID. 

428 378 S04190 F -99 土緯翡 15.6 3.3 外内 ：： 未ナ調デ整 罐砂粒會 良 にぷい櫓灰(5Y白R6（/4) 2/3 指頭圧瓢明讀
-04 落ち込み 皿 ~ 7. 5YR8/Z) 

429 442 SD4190 F-99 土鰤翡 16.0 3.0 外内 ：： 未ナ唇プ整 1 .. 以會下の 良 液櫓(5YR8/4) 1/4 底部に粘土紐接合裏
-05 落ち込み 皿 砂粒

430 415 SD4190 E -99 土饂翡 15.2 Z.6 外内 ：： 未ナ調デ整 3の.5小■■砂以粒下會 菜； 灰白 (2.SYB/2) 1/2 頭口縁圧部裏外頁に強い指
-08 落ち込み 皿

431 377 S04190 F-100 土鰤翡 15. 6 2.9 外内 ：： 未ナ調デ整 罐物砂繊粒維會、植 良 にぷい櫓(5YR7/4) 1/5 指合頭裏圧明鼈裏、 粘土紐接
-03 落ち込み .DD. 

432 443 S04190 F -99 土鰤翡 16. 0 2.3 外内 ：： 未ナ調デ整 繊1砂.. 粒維會以、下植物の
良 浅責櫓C7.SYRB/3) 1/4 

指底頭部圧一瓢部赤明讀変-04 落ち込み 鳳

433 439 SD4190 E -99 土鰭翡 14. 8 2.6 外内 ：： 未ナ調デ整 2繊砂●粒維■以會、下植物の
良 灰白 (7.5YR8/2) 1/3 

-02 落ち込み .DD. 

434 433 SD4190 F -98 土鍾翡 15. 6 Z.4 外内 ：： 未ナ調デ整 1多●會●の砂粒 良 浅黄櫓C7.液5YR8/4) 1/3 指頭圧甑明讀
-01 落ち込み 皿 ～黄(2.SYB/4)

435 435 S04190 F -98 土鰤彗 16.0 2. 7 外内 ：： 未ナ巴プ整 0粒.5多■■會の砂 良 櫓C7.5YR7 /6) 1/4 
-06 落ち込み 皿

436 438 SD4190 E -99 土鰤翡 15. 6 2.6 外内 ：： 未ナ調デ整 砂1■■粒以會下の 良 浅黄櫓ClOYRB/3) Z/3 底部一部赤変
-01 落ち込み .DD. 

437 404 S04190 F -99 土饂翡 15. 6 3. 1 
外内な：：未ナナ調デデ整一部簡単 小1■■石以會下の 良 浅黄櫓(7.灰5YR8(/13) 3/4 

-02 落ち込み 皿 ～ 白 OYRB/2)

438 416 SD4190 F -9込9 土鰭彗 15. 7 2.6 外内：：＊ナ調デ整 2の.5小11■石以粒下會 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1/4 
指合底頭甑部圧明外瓢霞圃冨、粘圧裏土紐接-03 落ちみ 皿

439 433 SD4190 F -9込8 土饂彗 14. B 1. 7 外内 ：： 未ナ調デ整 1多●●會の砂粒 良
外：灰黄櫓液CZ貴.S(YB/2.YSRS Y ) 

1/3 指頭圧裏明讀
-06 落 ち み 皿

内：浅責~ 1(2 0 8//43) ) 

440 407 S04190 F -98 土緬翡 15.6 2.4 外内 ：： 未ナ調デ整 2小■■石以會下の 良 浅貴櫓(7.SYRB/3) 4/5 
-07 落ち込み 皿

441 415 SD4190 E -99 土鰭聾 15. 6 3.5 外内 ：： 未ナ調デ整 3小■■石會以下の 良 にぷい櫓C7.5YR7/4) 1/3 
-05 落ち込み 皿

442 415 SD4190 E -9込9 土鰤器 15. 3 2.4 ナデ
4小繊■■石維會以、下植物の 菜； 灰白 (7.5YR8/2) 1/2 

-01 落 ち み 皿

443 434 SD4190 F-98~99 土鰭翡 15. 3 2. 7 外内 ：： 未ナ円ァ整 J小■■石以會下の 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1 /3 
指外頭Ii圧に裏エ具明霞裏-oz 落ち込み 皿

444 414 SD4190 F -9込9 土鰭翡 15.4 2. 7 
外内 ：： 未ナ更ァ整 精良 菜； 外内 ：： 浅櫓責(5檜YR7(7/6.5)YR8/J) 4/5 

-04 落 ち み 皿

445 407 SD4190 F-9ち8~99 土鰤翡 15.4 3.0 
外内な：：未ナナ調デデ整一部纏単

精良 良 灰白 (2.SYB/2)
翡-01 落 込 み 皿

446 404 SD4190 F-98~99 土鰤器 15. 8 Z.8 
外内な：：未ナナ調デデ整一部饂単 小4.. 石以會下の 菜； 外内：：灰灰黄～白黄((22灰..5SYY(B7/2/2.25Y)) 6/1) 

3/5 
-04 落ち込み JID. 

447 436 SD4190 F -99 土鰤翡 14. 6 2.4 外内 ：： 未ナ調デ整 編物砂繊維粒會、植 良
外内 ：： 液液～黄浅櫓責(CSSYR櫓YRSSC/l/4O4YR)) S/3) 

1/2 
-01 落ち込み .DD. 

448 443 SD4190 落F -99 土鰤翡 15. 0 2.3 外内 ：： 未ナ円ァ整 砂繊1■■ 以下植物の 良 灰白 (10YR8/2) 1/4 
指合口頭裏縁圧部明讀瓢、 粘土紐接-02 ち込み 鳳

且` 一部赤変

449 439 SD4190 落E -99 土鰤翡 15.0 2.4 外内 ：： 未ナ円ァ整 2 砂.. 粒以會下の 蹂 明褐灰(7.5YR7/1) 1/3 
-01 ち込み .IDI. 
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冥測 法量 (ca)
警号 遺構位置喜種 調整技法の特徴 胎 土 焼 成 色 調 残存 傭 考

警号 口径器高その値

450 4-16 01 S04190 落Fち-9込9み 土編鳳翡 14.8 3.1 外内：：未ナ調デ整 微砂粒會 良 にぷい櫓C7.5YR7/4) 1/2 指合頭甑圧明瓢讀 ・粘土紐接

451 378 SD4190 F -99 土鰭翡 16. 3 3. 8 外：未調整 植物繊維會良 外：にぷいり• 5 1/3 
-03 落ち 込 み 皿 内：ナデ 7.5YR7/3) 

内：液貢CZYR8/3) 

452 444 SD4190 F -99 土鰤翡 15. 0 2. 8 外：未調整 1. 5 r.1.11'I,';'; 11以下良 液櫓(SYRB/4) 1 /4 
-03 落ち 込 み 皿 内：ナデ 物の繊口,維..含、植 ～灰白 (2.SYS/2)

453 416 S04190 F -99 土鰭翡 14.4 z.z 外：未調整 3.5 11缶m合以下 不良 灰白 CZ.5Y8/Z) 1 /3 指頭圧裏明霞
-04 落ち込み JID. 内：ナデ 物の砂繊繕~..含、植 ～灰白 (2.5V7/1)

454 404 SD4190 F-98~99 土鱚翡 15. 7 3. 0 外：未調整 1.5 m霞以下 良 外：にぷい； 2/3 底部厩部外薗に木の
-03 落ち 込 み 皿 内：ナデ の小石會 7 乳R7/4) 菓甑薫瓢、

内：灰白 (1 R ) 
～浅黄 ( YR8/4) 

455 43-5 01 SD4190 落Fち-9込8み土鰤皿翡 15. 0 3. 0 外内：：未ナ調デ整 精良 良 浅貢櫓(7.5YRB/6) 1 /2 指合頭裏圧明裏誼、粘土絹接

456 43-6 05 SD4190 落Eち-9込9み 土鰭皿聾 14.5 2.3 外内：：＊ナ調デ整 1 繊ヽJヽ石維~Z會、mm植の物 良 浅責櫓(10YR8/4) 1/4 震口縁明部讀外面に指頭圧

457 44-2 01 SD4190 落Fち-9込9み 土鱒皿翡 15. 1 2. 1 外内：：未ナ調デ整 1 砂繊.. 粒維以含、植下物の 良 浅黄櫓(7.5YR8/J) 1 / 4 指合頭裏圧明裏讀、粘土紐接

458 443 SD4190 F -99 土鰭翡 15.0 2.0 外：未調整 1. 5 II■以下良 浅責櫓(7.5YR8/ 4) 1 /3 指頭圧甑明誼
-06 落ち 込 み 皿 内：ナデ 物の繊砂粒維會、植

459 44-0 02 S04190 落Fち-9込8み 土譴皿翡 15. 0 z. 4 外内：：未ナ調デ整 Z 砂11粒11以會下の 良 浅黄櫓(7.5YR8/4) 1/4 指頭圧裏明贖

460 407 SD4190 F -98 土鰭翡 15. 4 2. 3 外：未調整 精良 良 浅責櫓(7.5YR8/4) 完形 外面に爪圧瓢
-06 落ち 込 み 皿 内：ナデ ～浅貴櫓C7.5YR8/3)

461 404 SD4190 F -99 土鱒翡 14. 7 3. 0 外：未調整 1.5 mm以下良 外：櫓(2.5YR~ 6) 完形
-08 落ち 込 み 皿 内：ナデ の小石含 ～灰 (5YR5/2)

内：灰褐(SYR 2) 

462 40-7 08 SD4190 落Fち-9込9み 土鰭皿翡 15.4 2.6 ナデ ZヽJヽ■石m會以下の 良 外~：浅'""責土櫓櫓(1'02Y.R58Y/R37)'4) 完ほぼ形

内： ぽに”ぷ‘い櫓‘ l5YR7/’ 4) 

463 404 S04190 F -99 土饉翡 15. 4 2. 7 外：未調整 3 mm以下の良 外：液責且韮） 完形
-06 落ち 込 み 皿 内：ナデ 小石會 YRB/4) 

内：褐灰 1) 
～浅 (7.5YR8/4)

464 44-01 3 S04190 落Fち-9込9み 土編皿翡 14. 0 3. 0 外内：：未ナ調デ整 1 砂ffl粒ll以含下の 良 浅黄櫓C10YR8/4) 2/3 指合頭裏圧明裏誼、粘土紐接

465 40-7 04 SD4190 落Fち-9込9み 土編皿器 15. 1 3. 4 外内：：未ナ調デ整 2ヽJヽ■石m以會下の 良 外：櫓～・(・,i,2.a5YRH>6r/76_5)YR8/3) 完形 繊外維Ii外繊Ii維瓢にエ具裏、

内 ： 浅、黄コ~櫓PlTll(1ヽ0YR8/3) 

466 43-3 03 S04190 落Fち-9込8み 土鰤皿翡 14.6 Z.7 外内：：未ナ調ァ一整 Z 多11111含の砂粒 や不や良 液黄CZ.5YR8/ 4) 1 /Z 指頭圧甑明讀

467 43-3 05 SD4190 落Fち-9込8み 土鰭JID.翡 14. 6 2. 4 外内：：未ナ調デ整 3 會1111の小石 不良 貢櫓(1OYRB/6) 1 /2 指糾頭謂圧が激裏明し讀い

468 415 SD4190 E -99 土饂翡 15.4 2.9 外：未調整 慟砂粒會 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1/3 指頭圧痕明讀
-03 落 ち 込 み 皿 内：ナデ

469 43-6 04 SD4190 F落•9ち8込~9み9 土B皿ili翡 14.6 2.2 外内：：未ナ調デ整 1 の小~2石.5會11111 良 外：浅～黄・｀羞櫓•lDC1O(YR10BYR/3B/) 4) 2/3 指合頭瓢圧明誼瓢、枯土紐接

内：液責戊PlCZT.豆SYB/3) 

470 43-3 04S04190 落Fち-9込8み土鐸皿翡 15. 0 z. Z 外内：：未ナ調デ整 精良 良 浅責櫓(7.5YR8/ 4) 1 /Z 指頭圧甑明誼

471 43-3 oz S04190 落Fち-9込8み 土鰭皿器 15. 0 3. 1 外内：：未ナ調ァ一整 1 多m會mの砂粒 良 黄憎(10YR7/8) 1 /Z 指頭圧甑明讀

472 4-40 03 SD4190 落Fち-込98み 土饂皿翡 16. 0 ー 外内：：未ナ調デ整 1の.5 砂ffl粒ll以會下 不や良や 液黄(2.5Y8/3) 1 / 4 指頭圧霞明讀

473 440 SD4190 F -98 土饂聾 15. D 3. 5 外：未調整 植物繊維含良 浅黄憎(10YR8/4) 1/2 外面桔土紐接合甑明
-06 落 ち 込 み 皿 内：工具ナデ 贖、内画工具瓢

474 415 S04190 E -99 土鰭翡 15.2 2.9 外：未調整 罐砂粒會 不 良 浅 黄 櫓(7.SYRB/3) 4/5 ; iii沈線1条、煤付
-04 落 ち 込 み 皿 内：ナデ ～灰褐C7.5YR4/2) 

面ヘラ状工具痕

475 43-5 02 SD4190 落Fち-9込8み 土鰭皿翡 15. 0 2. 7 外内：：未ナ調デ整 4 含.. の小石 良 液黄(2.5YR8/ 4) 1 /3 

476 407 SD4190 F -98 土鰭翡 1s. e z. J 外：未調整 1. 5●m以下良 外：にぷいI ｛ 7.5 薗13 ｝ 3/5 厩部外面に繊維瓢
-05 落 ち 込 み 皿 内：ナデ の小石會 内：にぷい 7.5 3 

～灰 7,5 2 

477 43-6 07SD4190 F落-9ち8込~9み9 土鰤皿翡 15.0 2.8 外内：：未ナ調プ一整 微砂粒含 良 浅黄櫓C7.5YR8/4) 1 ／J 指頭圧甑明霞

478 43-5 05 S04190 落Fち-9込8み 土饂JDI.翡 14. 6 z. 6 外内：：未ナ調ァ―整 1粒.5多11●會の砂 不やや良 にぷい黄櫓 (10YR7/3) 1/4 指頭圧裏明霞

第 10-4表第4次調査出土遺物観察表

-103 -



実瀾 法量 (c11)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

479 碍 S04190 
落Fち-9込9み 土韻皿翡 13. 8 2.8 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 浅黄憎 (1OYRS/4) 1 /2 粘土紐接合裏明讀

-6 

480 4~ おSD4190 
落Eち-9込9み 土譴皿翡 15. 0 2.9 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 蹂

液黄(2.5YB/4) 1/3 底部に黒斑

481 呵 S04190 落F-ち10込0み 土緬皿翡 14.3 3.6 外内 ：： 未ナ邑ァ整 微物砂繊粒維會、植 不良 にぷい貢憎 C10YR7/2) 1 /2 指頭圧痕明讀
-1 

482 屯 S04190 
落Fち-9込9み 土饉皿翡 14. 0 Z.6 外内 ：： 未ナ円ァ整 l砂m11粒以會下の 菜； 浅黄櫓 C7.5YRB/3) 1/8 

指合底頭裏部圧明に贖甑黒斑、粘土紐接

483 438 S04190 
落Eち-9込9み 土饉器 14. 0 2.3 外内 ：： 未ナ邑ァ整 2砂繊霞• 以下植物の

良 浅黄檜(7.5YR8/J) 1/4 指頭圧裏明讀
-05 皿 且蒼

484 436 S04190 
落Fち-9込9み 土鐸翡 14. 4 2.8 外内 ：： 未ナ邑ァ整 3植■1物1 繊の小維石含 良 浅黄櫓～浅(7.黄5Y櫓R8(/J7.5)YR8/4) 2/3 指合頭甑圧明霞甑、 枯土紐接

-03 皿

485 4出 S04190 
落Eち-9込9み 土鰤皿器 14. 4 z. 7 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 液黄C2.5Y8/3) 蹂 外よ面る沈に線ヘラ状工具に

486 4~ 贔SD4190 
落Eち-9込9み 土緯皿翡 14. 0 2.6 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 櫓(2.5Y浅R7黄/6櫓) 1/4 指頭圧甑明霞

~ (7. 5YR8/J) 

487 4沿 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰤皿器 13.6 2.8 外内 ：： 未ナ邑ァ整 0粒.5若●干●の會砂 菜； 外内 ：： 櫓浅貴(5Y櫓R7/(61)0YR8/4) 1/3 指黒頭斑圧あ瓢り明讀

488 37~ SD4190 
落Fち-9込9み 土鐸器 14. 5 2.3 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 浅黄櫓(1OYRB/3) 1/2 指頭圧甑明讀

-1 .DD. 

489 唸 S04190 F落-9ち8込~9み9 土鍾.DD.器 15. 4 3.0 外内 ：： 未ナ唇プ整 2 小.石冒以會下の 良 にぷい櫓ぷ(7,檜5YR7/5JR) 7 3/5 条口縁端部内面沈線2
～にい C7.y /4) 

490 4忠 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤JID.醤 16. 0 3. 1 外内 ：： 未ナ邑プ整 小1石~2會■IIの 良

外内 ：： 液褐黄灰～灰((210.白5YYR(852//.351Y) ) 8/2) 
1/2 条口縁端部内圃沈線 1

491 4出 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 14. 4 外内 ：： 未ナ琶ァ整 微砂粒會 良 浅黄櫓C7.SYRB/3) 1/2 指内頭面圧沈瓢線一明讀条

492 
4~~6 

S04190 
落Fち-9込9み 土鍾皿翡 15. 6 2.5 外内 ：： 未ナ琶プ整 0粒.1含●●の砂 良 灰白 (10YR8/2) 2/3 口繰部2段ナデ状

493 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土編翡 15. B 3.4 ナデ 1の.5砂■■粒以會下 良 灰白 (7.SYRB/2) 1/3 

凰

494 41~ S04190 
落Eち-9込9み 土鍾JID.器 15. B 2.2 ナデ 罐物砂繊粒維會、植 菜； にぷい檜褐C7灰.5YR7/5 3R) S 1/4 

-7 ~ C7. y /1) 

495 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿聾 15. 6 2.4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 1の.5小■■石含以下 蹂 外：灰白(SYRS/開Z) 4/5 

底内デ裏部圃外に？面枝先黒斑によるナ~ Y4~ /1) 
内：灰白黄(7灰5 2 

~ y /1) 

496 唸 S04190 
落Fち-9込8み 土鰭皿翡 15. 6 z. 1 外内 ：： 未ナ円ァ整 111砂■粒以會下の 良 浅黄櫓(10YRB/3) 1/2 

497 41i S04190 
落Fち-9込8み 土鰭皿聾 9. 7 1.0 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 灰白 (2.SYB/2) g元形ぼ-2 

498 4~ ぶ SD4190 
落Fち-9込9み 土誦皿器 9.0 1.0 外内 ：： 未ナ琶ァ整 砂1層粒鵬以含下の 菜； 液黄(Z.SYB/3) 1/3 

499 唸 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰭皿翡 9.0 1.0 外内 ：： 未ナ円ァ整 J小m石■以會下の 菜； 液貢櫓(7.5YR8/3) 翡

500 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 8. 9 0.B 外内 ：： 未ナ言プ整 1 砂I粒ll■以含下の 良好 浅責櫓(7.5YR8/J) 完形

501 4~ ぶ SD4190 F落-9ち8込~9み9 土鰭皿翡 8. 8 1. 0 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 灰白 (10YR8/2) 翡
502 唸 SD4190 

落Fち-9込9み 土鰤皿翡 8. 9 0.8 外内 ：： 未ナ邑プ整 5粒■會mの小石 良好 液黄(2.SYB/3) 完形

503 唸 S04190 
落Eち-9込9み 土鰭翡 8. 4 0.9 外内 ：： 未ナ邑ァ整 砂1■粒11以含下の 良好 浅責櫓(7.5YR8/4) 完形 口ナ縁デ端部外薗にエ具

.DD. 

504 埓4
S04190 

落Fち-9込9み 土鰭皿醤 8.0 1.0 外内 ：： 未ナ邑ァ整 2砂■粒11以含下の 菜； 液黄(7.5Y8/3) 1/4 

505 38~ S04190 
落Fち-9込9み 土鑓.IDI.翡 10. 8 1. 1 ナデ 4 小1111石以會下の 良 灰白に(10ぷYRし8/櫓1) 1/8 繭内外？面墨書による絵

-3 ～ヽ (10YR7/3)

506 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鱒皿翡 8. 7 1.3 外内 ：： 未ナ邑ァ整 微砂粒會 不良 灰白 (10YR8/2) 完形 指合頭裏圧明瓢讀、粘土紐接

507 唸 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰭皿翡 9.4 1. 5 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 液貴(2.5Y8/4) 1 /3 

508 唸 SD4190 
落Eち-9込9み 土鑓JID.翡 8. 5 1.4 外内 ：： 未ナ唇ァ整 砂1・粒＂以會 下の 菜； 黄灰(2.5Y6/1) 翡 底部外面に煤付看

509 唸 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰤鳳翡 9.0 1. 4 外内 ：： 未ナ邑プ整 5 會.. のヽ Jヽ石 良 淡黄(5Y8/3) 2/3 

～灰(1OYS/1) 

510 411 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 8.8 1.2 外内 ：： 未ナ唇ァ整 3.5小繊■■ 以下植 不良 液責(2.5Y8/3) 完形

-0 
物の 石維含、

511 咀， S04190 落F-ち10込0み 土鰭皿翡 9.4 1. 4 外内 ：： 未ナ琶プ整 精良 良 灰黄(2.5Y黄7/灰2)（ 1/3 
~ Z. SYS/1) 
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冥測 法量 Cc●)

番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残 残存 傭傭 考
番号 口径 翡高 その他

512 41i S04190 F落-9ち8~込9み9 土饂皿翡 9.0 1. 1 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 灰白(Z.5Y8/Z) 翡 指頭圧甑明贖
-1 

513 喘 SD4190 
落Fち-9込8み 土緯皿醤 9. 3 1.4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 砂粒含 不良 灰白 (2.SYB/2) Z/3 

指厩頭部圧外痕面明に讀藁圧震

514 42~ S04190 
落Fち-9込8み 土鰭皿翡 8.2 1. 0 外内 ：： 未ナ邑ァ整 含1 mmの小石 良

外：灰浅責白貴((Z10櫓.5VRV(87/10/ 1) 
1/2 枯口土縁紐部接に合黒痕斑明誼-4 ~ YRS/3) 

内：液 3)

515 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤翡 8. Z 1. 5 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 浅黄櫓(7.5YR8/4) 完形

指歪頭み圧が甑激明し讀い皿

516 418 S04190 
落F-ち10込0み 土誦翡 9.2 1. 3 外内 ：： 未ナ調デ整 2 含mmの砂粒 良 浅黄櫓(10～YR櫓8/（ 4) 1/3 指合頭痕圧明瓢贖、粘土紐接

-10 皿 7.5YR7/6) 

517 唸 S04190 
落Eち-9込9み 土鍾皿喜 8. B 1. 3 外内 ：： 未ナ円プ整 1111會● の砂粒 蹂 責灰(2.SY液S/責1)（ 2/3 

~ 2. 5Y8/3) 

518 43~ S04190 
落Eち-9込9み 土誦皿翡 8.6 1. 2 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 浅黄櫓C7.5YR8/3) 1/4 粘土紐接合甑明讀

-5 

519 唸 SD4190 
落Fち-9込8み 土鑓皿翡 8.3 1. 2 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 浅黄櫓～浅(10黄YR櫓8/C47).5YR8/4) 1 /Z 粘土紐接合痕明讀

520 唸 SD4190 
落Fち-込99み 土饂JID.翡 9. 3 1. 2 外内 ：： 未ナ邑プ整 やや粗 良 液憎(5YR8/4) 翡

521 41~ S04190 
落Eち-9込9み 土B皿ili翡 9.6 1. 3 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 液黄(2.5Y8/灰J)白 1 /3 指頭圧痕明霞

-4 ~ (10Y7/1) 

522 唸 SD4190 F落-9ち8込~9み9 土鰭皿醤 8. 6 1. z 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 液黄(5Y8/3) g元形ぼ

523 4沿 S04190 
落Fち-9込9み 土緬皿翡 9.0 1.3 外内 ：： 未ナ調デ整 1 砂ffl粒ll以含下の 良 液黄櫓(7.5YR8/4) 1/4 一部赤変

524 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿喜 B.5 1. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 1の.S小m11石以會下 良 灰白～(10浅YR責8/櫓2)(lOYRS/4) 完形 指頭圧裏明讀

525 425 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰤JID.醤 8. 4 1. 5 外内 ：： 未ナ邑プ整 やや粗 良 櫓(5YR7/6) 3/4 指頭圧裏明讀

ー12

526 吼 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 8.5 1.2 外内 ：： 未ナ邑ァ整 0の.5小mm石以會下 良 灰白 (2.5Y灰8/2白)（ 完形 指頭圧膜明霞

~ 10YRB/2) 

527 4沿 SD4190 
落Fち-9込8み 土鰭皿翡 9.2 1. 1 外内 ：： 未ナ邑プ整 1 小11石111以含下の 良 液黄C2.5Y8/3) 1/2 口縁部黒変

528 喘 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 B. B 1. 1 外内 ：： 未ナ調デ整 砂1m粒m以會下の 良好 灰白 (10YR8/2) 完形 デ口縁端部外面工具ナ

529 4~ ぶSD4190 
落Fち-9込9み 土B皿ili翡 9.0 1. 6 外内 ：： 未ナ邑プ整 2.5 ヽJm冒以會下 菜； 液黄(2.SVS/3) 翡 指内頭面圧工裏具震明讀のヽ石

530 唸 S04190 
落Fち-9込8み 土鰤.Dll聾 9. 0 1.0 外内 ：： 未ナ調デ整 2含mmの小石 良 液責(2.5Y褐8/灰3)（ 1/4 外國工具裏

~ 10YR6/1) 

531 42~ S04190 
落Eち-9込9み 土鰭皿翡 9.2 1.2 外内 ：： 未ナ邑ァ整 砂11111粒含以下の 良好 液黄櫓(10YR8/3) 翡-1 

532 432 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭翡 9.6 1. 2 外内 ：： 未ナ調デ整 2砂m■粒以會下の 菜t灰白 (10YR8/2) 1/3 

-oz JID. 

533 43~ SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 9.0 1. 1 外内 ：： 未ナ邑ァ整 1の.5砂11m粒以會下 良 浅黄櫓(7.5YR8/4) 1/4 指頭圧裏明霞

-6 

534 41~ SD4190 
落Eち-9込9み 土鰭皿喜 8.6 1. 4 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 灰白 (2.5YB/2) 1 /3 口縁端部黒変

-3 ～灰(N6/1)

535 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭鳳翡 9. 2 1.3 外内 ：： 未ナ邑プ整 會1 mmの砂粒 良 液責憎(1OYRB/3) 翡 指頭圧瓢明誼

536 咄 S04190 
落Eち-9込9み 土鰭皿翡 8.5 1.5 外内 ：： 未ナ琶プ整 3 小11石11以會下の 良 外：液黄C2.5Y炉8/3l 完形 指頭圧震明霞

~ YR6/6) 

内：櫓～浅(5Y黄R6櫓/ OYRB/4) 

537 咀， SD4190 
落Fち-9込8み 土編.DD.翡 8. 0 1.4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 微砂粒含 良 にぷい櫓(7.5VR7/4) 1/4 

538 42~ SD4190 F落-9ち8込~9み9 土鰭皿喜 8.2 1. 4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 微物砂繊維粒含、植 良 にぷい櫓C7.5YR7/3) 1/3 指頭圧裏明讀
-2 

539 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鍾.DD.翡 8. 7 1.7 外内 ：： 未ナ円ァ整 2小■石m以會下の 良

外：灰白浅C7(1黄.05YYRCRZ88./Z/501) Y7 ) 
完形 フ口-・縁端部強いヨコナ

~ /4) 
内：灰白

540 41~ SD4190 
落Eち-9込8み 土饂皿翡 9.2 1. a 外内 ：： 未ナ琶プ整 繊砂粒維會、植物 菜； 浅責～櫓にぷ(1OいYR憎S/(37).5YR7/4) 1/2 指頭指頭圧甑明讀

-4 

541 41~ S04190 落F-ち10込0み 土鰭皿器 9. D 2.0 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 液黄(2.5YR8/4) 2/3 指頭圧瓢明讀
-1 

542 喘 S04190 
落Fち-9込9み 土饂皿翡 8.2 1.6 外内 ：： 未ナ琶プ整 精良 不良 灰白(10浅YR黄8/樗Z)( 3/4 底指部頭外圧薗瓢黒明斑霞~ 7. 5YR8/3) 

543 唸 S04190 
落Fち-9込8み 土饉皿翡 8. 6 1.7 外内 ：： 未ナ琶ァ整 2の.S小m■石以含下 良 灰白 (10明YR責8/褐2)（ 完形 指頭圧裏明讀

~ 10YR7/6) 

544 41~ SD4190 
落Eち-9込9み 土鰤.DD.翡 8.4 1. 5 外内 ：： 未ナ唇ァ整 精良 良 浅責櫓(1QYR8/J) 2/3 -z 

545 咤 SD4190 
落Fち-9込9み 土鵠皿翡 8.5 1.5 外内 ：： 未ナ琶プ整 微物砂繊粒維會、植 菜； 灰白に(7ぷ.5YいR8櫓/2C7). ~ 5YR7/4) 1/4 指合頭裏圧明属讀、粘土紐接
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実測 法量 (c●)
番号 遺構 位置 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡冨 その他

546 咤 S04190 
落Eち-9込9み 土編JID.翡 9.3 1. 9 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 液黄(2.5Y8/3) 1/2 指頭圧瓢明讀

547 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 8.4 1. 6 外内 ：： 未ナ邑ァ整 J小■石II以會下の 良 液黄(2.5Y灰8/責J)（ 完形 指頭圧痕明讀

~ 2. 5Y7/2) 

548 41~ SD4190 
落Fち-9込8み 土鰤.DD.翡 8. 6 1. 2 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 浅黄櫓(7.5YR8/4} 完形 口り縁ヨ端コ部ナデを工具によ

-5 

549 419 S04190 
落Fち-9込9み 土鱒皿器 8. 2 1.9 外内 ：： 未ナ調デ整 繊2 小fflll以下植物の 不良 灰白 CZ.5Y8/Z) 翡 全体の2/3が黒斑

-03 む
550 410 S04190 落F-98 土饉翡 8.8 1.5 外内 ：： 未ナ巴ァ整 精良 良 櫓(5YR7/6)

翡 指頭圧甑明讀
-03 ち込み 皿

551 唸 S04190 
落Eち-9込9み 土鰤皿翡 9.0 1. 6 外内 ：： 未ナ邑ァ整 2砂■粒ffl以會下の 良 浅黄憎(10YR8/3) 完形 指外頭面圧黒裏斑明讀

552 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 8.8 1. 6 外内 ：： 未ナ邑プ整 罐物砂繊粒維會、植 良 灰白 C7ぷ.5YR8櫓/2(7) 1/Z 指頭圧甑明讀

~Iこい . 5YR7/4) 
＇ ＇ 

553 42~ SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭.llD.翡 9.3 1. 6 外内 ：： 未ナ唇プ整 罐物砂繊粒繕含、植 蹂 浅黄櫓C7.ぷ5YRい8檜/J(5) 1/3 指合頭裏圧明瓢讀、粘土紐接

-9 ～に YR7/4)

554 唸 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰭.IID.翡 8. 7 1.8 外内 ：： 未ナ巴ァ整 罐物繊砂粒維含、植 蹂 浅黄櫓(1OYRB/3) 完形

外口面縁靖にエ部具に瓢煤付著

555 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 8.8 1.7 外内 ：： 未ナ円プ整 罐砂粒含 良 にぷい憎 (7.5YR7 /4) 完形 指頭圧瓢明贖

556 41~ SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭.DD.翡 8. 7 1.7 外内 ：： 未ナ調デ整 罐物砂繊維粒會、植 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 翡 指合頭裏圧明瓢誼、粘土紐接

-6 

557 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭翡 8.9 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 浅黄櫓(1OYRS/4) J/4 指合頭裏圧明瓢讀、粘土紐接

皿

558 41i S04190 
落Fち-9込8み 土鰭皿翡 8. 7 1. 4 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 1/2 

指口縁頭圧端裏部工明讀具ナデ-8 

559 4沿 S04190 
落Eち-9込9み 土編JID.翡 8. 7 1. 7 外内 ：： 未ナ調デ整 砂繊粒維會、植物 良 灰白 ClOYRB/Z) 1 /2 指に頭黒圧斑瓢、明口讀繰部、底赤部変

560 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 8. 7 1. 8 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 不良 浅黄櫓(1OYRB/3) 完形 指全頭國圧黒瓢斑明讀、 底部

561 唸 SD4190 
落Eち-9込9み 土編皿翡 8. 4 1. 7 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 ～にぷにぷい櫓い櫓(7.C75Y.R57/YR47/2) ) 3/4 指合頭裏圧明塵讀、粘土紐接

562 4~ もS04190 
落Fち-9込9み 土鰤.DD.翡 8. 2 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 2の.5 小11石11以多下會 良 浅責樗(10YR8/4) 完形

563 
4~11 

S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 8.5 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 0粒.5 多11會11の砂 良

褐～灰にぶ(10いYR黄6/櫓1)(10YR7/3) 2/3 指頭圧痕明讀

564 唸 S04190 
落Fち-9込8み 土鰭皿翡 8. 3 1.6 外内 ：： 未ナ調デ整 3 小繊11石維11以會、下植繊の

不良 灰白 (10YR8/2) 翡 指合底頭裏部圧明に顕贖黒斑、粘土紐接

565 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 9.0 1.5 外内 ：： 未ナ唇ァ整 2 砂ffl粒ll以會下の 良好 浅黄櫓(7.5YR8/3) 完形 指頭圧裏明讀

566 41~ SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 8. 7 1. 4 外内：：＊ナ邑ァ整 罐砂粒會 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 2/3 指頭圧瓢明誼

-5 

567 419 S04190 
落Fち-9込9み 土鍾翡 8.5 1.3 

外内 ：： 未ナ巴ァ整 微物砂繊粒維會、植 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 翡 指合頭甑圧明讀甑、 粘土紐接-07 皿

568 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 9. 4 1. 8 外内 ：： 未ナ巴ァ整 精良 良 液櫓(5YR8/4) 3/4 指口頭縁圧部塵赤変明霞

569 唸 SD4190 
落Fち-9込8み 土鰭.DD.翡 8.6 1. 5 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 浅黄櫓ClOYRB/3) 完形 粘土紐接合瓢明讀

570 
4~~1 

SD4190 
落Fち-9込9み 土誦皿翡 8.6 1. 5 外内 ：： 未ナ唇プ整 罐物砂繊維粒會、植 菜； 浅責櫓(10YR8/3) 1/2 

指合内頭瓢圃圧明に霞瓢冨圧、瓢粘土紐接

571 喝4
SD4190 

落Eち-9込9み 土B皿ili器 8.6 1. 7 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 液黄CZ.SYB/4) 1/2 指頭圧震明讀

572 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿翡 8. 1 1. 6 外内 ：： 未ナ調デ整 0の.5 小ffl石ll會以下 良 浅黄櫓(7.5YR8/4) 完形 指頭圧瓢明讀

573 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鯛皿器 8. Z 1.5 外内 ：： 未ナ邑プ整 微物砂繊粒維含、植 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 完形 指頭圧甑明讀

574 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鑓皿器 8. 6 1.7 外内 ：： 未ナ調デ整 1 會111mの砂粒 良 浅黄憎(10YR8/4) 翡

575 屯 S04190 
落Eち-9込9み 土鰭.DD.翡 8.8 1. 5 外内：： *ナ!ァ整 纏砂粒會 良 にぷい櫓ぷ(7櫓.5YR77/.53) 4/5 指頭圧震明讀

～にい(.YR7/4) 

576 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭翡 8.4 1. 6 外内 ：： 未ナ調デ整 0の.5小■■石以會下 良 浅黄櫓(10YR8/3) 完形 指頭圧瓢明讀

皿

577 403 SD4190 
落Fち-9込9み 土鐸鳳翡 8. 7 1.5 外内 ：： 未ナ円ァ整 1の,5小111111石以會下 良

外：滋貢(2櫓.褐(5Y10""8/YR・・"8/ " 3) 
完形 指頭圧裏明讀

ー19 ~ R品4I/4) 
内 ： 浅～黄浅櫓黄 4) 

578 41i S04190 
落Fち-9込8み 土鯛.IDl翡 8.5 1. 7 外内：：*ナ~ァ整 3小m11石以含下の 良 櫓(5YR7/6) 翡 指合頭痕圧明裏讀、粘土紐接-7 
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実測 法量 (c冒）
番号 遺構 位置 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 器高 その他

579 噛 SD4190 
落Fち-9込9み 土緬皿翡 9. 0 1. 7 外内 ：： 未ナ円ァ整 砂1mm粒含以下の 蹂 淡黄(2.SYB/3) 1/4 

580 40~ SD419D 
落Fち-9込8み 土饂皿翡 9.Z 1. 7 外内 ：： 未ナ邑ァ整 1の.5小mm石以含下 良

外：灰白褐C7Ill(IO灰褐5lYR7B/78/..55 2 1) 
完形 指端頭部圧強痕い明ヨ讀コ、ナgァ縁-5 ~ (YRS/8) 

内：灰明白 R ) ~ (. YR7/2) 

581 41~ SD4190 
落Eち-9込9み 土饉皿翡 8.0 1.9 ナデ 罐砂粒含 良

外内 ：： 灰灰～褐白白灰((1100(YY1RR088Y/1)/R61 /) 1) 
1 /6 

-1 

582 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土誦皿翡 9.0 1. 5 外内 ：：未ナ巴プ整 1 砂m粒霞以會下の 良好 液黄(2.5Y8/3) 翡 指底頭部圧内痕面明に贖エ具痕

583 唸 S04190 
落Fち-9込8み 土緬皿翡 8. 4 1. 7 外内 ：： 未ナ邑ァ整 3物の.5小繊mm石維以會、下植

良 に～ぷにぷい櫓い黄(7.櫓5Y(R17/0Y4R7/)4) 2/3 指頭圧甑明霞

584 41~ S04190 
落Eち-9込9み 土鰭皿翡 8.4 1. 6 外内 ：： 未ナ円ァ整 2小111m石以含下の 良 に～ぷ灰褐い櫓(7,(75Y,5RY6R/7/2) 4) 1/2 指頭圧痕明霞

-7 

585 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土.IDl鍾器 9.3 1.8 外内 ：： 未ナ円プ整 物罐繊砂維粒含、植 菜； ～に灰ぷい白櫓(7.(57.V5R8VR/27/) 4) 元旦形＇ま

指頭圧裏明讀

586 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土ft皿ili翡 8.6 1. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 2 小繊mm以下植物の 菜岱 に～ぷ浅黄い櫓櫓C7ClO.5YRYRB7//33) ) 1/2 指頭（爪）圧甑明霞

乱蒼
587 417 S04190 

落Eち-9込9み 土鰭翡 8.8 1. 7 外内 ：： 未ナ円プ整 微砂粒多含 良 液黄CZ.5Y8/4) 1 /2 指頭圧痕明贖
-06 .DD. 

588 41~ S04190 
落Fち-9込9み 土鰤皿醤 9.0 1.5 外内 ：： 未ナ円ァ整 6 小m石■以含下の 不良 灰白 (2.SYB/2) 3/4 指底頭部圧黒瓢斑明誼-4 

589 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤JID.器 9. 2 1. 7 

外内 ：： 未ナ円プ整 J 含llfflの小石 良 浅黄(2.5Y7/3) 2/3 指頭圧甑明誼

590 唸 SD4190 
落Fち-9込9み 土鍾皿器 B.B 1. 5 外内 ：： 未ナ邑ァ整 2の.5小11111石以會下 良 黄灰(2.5Y6/1) 完形 口コ縁ナ端プ一部内薗彊いヨ

591 4出 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰭皿翡 B. 7 1.7 外内 ：： 未ナ邑ァ整 の2物.5小繊1111 以下植 霜 灰白 (2.SY黄B/2灰)（ 完形 指頭圧甑明贖

む ~ 2. SYS/1) 

592 喘 SD4190 
落Fち-9込9み 土誦器 9.0 1.6 外内 ：： 未ナ円プ整 砂2mm粒含以下の 良 液櫓(5YR8/4) 1 /2 指頭圧甑明鼈

皿

593 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土編皿翡 8. 6 1.8 外内 ：： 未ナ邑ァ整 微物砂繊粒維會、植 良 液憎(5YR8/4灰) 1/3 指合頭裏圧明霞裏。、 粘一土部紐赤接変~ (7. SYRS/2) 

594 埓1
SD4190 

落Eち-込99み 土皿饉翡 B.B 1. 9 外内 ：： 未ナ邑プ整 植物繊維會 蹂 腐；環＇霜 g閃閉けも 1 /Z 指頭圧裏明II

595 41~ SD4190 
落Eち-9込9み 土編皿器 8. 2 1. 5 外内 ：： 未ナ邑プ整 精良 良 外内 ：： 浅に黄ぷ櫓い櫓(1O(7YR.B5/Y3R6) /4) 1/3 指合頭痕圧明霞瓢、 粘土紐接

-3 

596 喘 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭皿諄 8.2 1. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 2 小繊mm以植下物の 良 にぷい櫓(7.5YR7/3) 4/5 合指頭痕圧明讀裏、 粘土紐接

乱合
597 403 S04190 

落Fち-9込9み 土鰤器 8. 4 1.6 外内 ：： 未ナ邑プ整 1の.5小1111石以含下 良

外 ： 灰櫓浅浅白責(黄(510Y櫓櫓YRRBB(1(1//04 0 2l 
完形 口コ縁ナ端ァ-部外Ii強いヨ-18 皿 ~ YRB/3) 

内：液）
~ YRB/3) 

598 屯 SD4190 
落Fち-9込8み 土饉皿翡 8.3 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 微砂粒含 良 外内 ：： 浅櫓黄(7櫓.5YC7R7.5/6YR) 8/4) 1/2 

指合内頭裏iii圧明に瓢誼エ具。、枯震土紐接

599 嗚 SD4190 
落Fち-9込8み 土鰭皿聾 9.0 1. 6 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 櫓(5YR7/6) 翡 指頭圧痕明霞。

600 喝8
SD4190 

落Fち-9込9み 土鍾皿翡 8. 6 1.4 外内 ：： 未ナ円プ整 罐物砂繊粒維含、植 良

外内~：：浅浅•こ黄ぷ責～檜措褐い櫓灰"'"・C1"'""・0""YR"""6" /1) "' 

3/4 指合頭震圧明甑履。、粘土紐接

601 咤 SD4190 
落Fち-9込9み 土鯛.DD.翡 B.B 1. 2 外内 ：： 未ナ円ァ整 z小■石Ill以會下の 良 浅責櫓(1OYRS/3) 完形 指頭圧痕明誼。

602 
4~11 

SD4190 
落Fち-9込9み 土鐸皿器 8. Z 1.6 外内 ：： 未ナ円ァ整 2物の.5小繊11■石維以會、下植

良 浅貫櫓(10VR8/3) 翡 指に頭工圧具甑甑明誼。外面

603 唸 SD4190 
落Fち-込99み 土.DD.鰭翡 8.5 1. 3 外内 ：： 未ナ璽ァ整 精良 良 液黄(2.SYB/3) 翡 指頭圧痕明贖。

604 4~1。 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿器 9. 0 1.7 外内 ：：未ナ円プ整 1. 5 JヽIll霞以含下 良

液黄C～Z.浅SY責B/櫓3)C7. 5YR8/3) 完形 指頭圧痕明贖。
のヽ石

605 唸 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 8. 2 1. 7 外内 ：： 未ナ琶ァ整 精良 良 浅費櫓(10YRB/4) 完形 指頭圧瞑明霞

606 唸 SD4190 
落Fち-9込8み 土鰭JID.翡 9.0 1.5 外内 ：： 未ナ円ァ整 1石.5含mmの小 良

外内 ：： 液滋黄～貴～灰貫C2C2灰.. 白55Y8Y8C2C2//3..53)5YY6) 7//1) 1l 
1/2 外厩面部黒にエ斑具震

607 唸 SD4190 
落Fち-9込8み 土鰭皿翡 9.0 1.5 外内 ：： 未ナ円ァ整 石1.5 會mmの小 良 に～ぷ黄灰い黄(2櫓.SYS(1/01Y)R7/4)内 4/5 

指合底頭甑部圧明に痕讀黒煙、枯付土著紐接

608 41~ SD4190 
落Eち-9込9み 土舗皿I翡 9.0 1. 5 外内 ：：未ナ円ァ整 精良 良

灰～白オ(10リVRー8/ブ2)黒(10VJ/1) Z/口縁3部欠 指内頭薗圧ヘ甑ラ明状霞工具甑-7 
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実測 法量 (c■)
番号 遺構 位置 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

警号 口径 翡高 その他

609 427 S04190 
落Fち-9込9み 土誦器 8.2 1. 7 外内 ：： 未ナ円プ整 2 小繊.. 以下植物の 霜 灰白 ClOYRB/2) 3/4 

-11 皿 品t
610 430 SD4190 

落Fち-9込9み 土鰭皿翡 9.0 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 Qの.5砂粒■II以會下 良 浅貴櫓(10YR8/3) 1/2 指合頭裏圧明瓢讀、枯土紐接-08 

611 412 S04190 落E -99 土鰤翡 8.3 1. 7 外内 ：： 未ナ巴ァ整 精良 良 外：灰白~(10YR8/1) 2/5 指合頭裏圧明瓢讀、粘土紐接
-05 ち込み .DD. ～灰.5 (10/ YR5/1) 

内：灰白 Y7 1) 

612 420 SD4190 落F -98 土鰤器 8. Z 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 罐砂粒會 良 にぶい櫓(7.5YR7/4) 完形 指合頭裏圧明裏讀、粘土紐接
-06 ち込み 皿

613 417 S04190 
落Eち-9込9み 土鰤翡 9.6 1.5 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 外内 ：： 浅液黄黄櫓(2.(S1OYYBR/B3/ ) 4) 1/2 指頭圧痕明讀

-10 皿

614 420 SD4190 
落Fち-9込8み 土緯翡 8.6 1.7 外内 ：： 未ナ邑ァ整 微物砂繊粒繕會、植 良 にぷい櫓(7.5YR7/4)

翡
指頭圧甑明讀

-12 皿

615 425 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭.DD.翡 8.2 1.9 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 浅黄櫓(10YR8/3) 完形 指底頭部圧穿瓢孔明誼-08 

616 417 S04190 
落Eち-9込9み

土鰭翡 8.6 1. 8 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 液黄(7.SYRB/3) 4/5 指頭圧痕明霞
-01 皿

617 413 SD4190 
落Eち-9込8み 土鰤翡 8.2 1. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 砂粒含 良 外：にぶい櫓（ 2/5 粘土紐接合甑明讀

-05 .DD. 7.5YR7/4) 
内：灰白 (10YR8/2)

618 403 SD4190 
落Fち-9込9み 土鍾翡 8. 2 1.4 外内 ：： 未ナ円プ整 1.5 ヽJ11■以會下 良

外内～：：液浅（こぷ黄黄浅糧い"貫櫓・櫓(1"""''""・"" "" " 
完形

-20 .DD. のヽ石

~ D(R) B/4) 

619 431 S04190 落E -99 土饂翡 9. 0 1.6 外内 ：： 未ナ巴プ整 1 砂繊.. 以植下物の
良 浅黄櫓(1OYRB/4) 1/4 底指頭部圧赤痕変明誼-03 ち込み 皿 』シ

620 412 SD4190 落E -99 土鰤翡 8.6 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 1 小.. 石以含下の 良 外内 ： 灰灰浅臼白(10YR8/Z) 完形
指合口頭裏縁圧明端讀裏部、粘土紐接-06 ち込み 皿

: ～責(7櫓.5Y(R78./25Y) R8/3) 
に鴻燈付着

621 428 S04190 落F -98 土鰭器 B.2 1. 4 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 外内 ： 浅灰黄白櫓(1(10YR8/)3) 1/2 指合頭裏圧明裏誼、粘土紐接-05 ち込み 皿 : OYRB/2 

622 420 S04190 
落Fち-9込8み 土鰭翡 8.6 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 纏砂粒會 良 にぷい櫓(7.5YR7/4)

翡
指頭圧痕明讀

-07 皿

623 403 SD4190 
落Fち-9込9み 土譴醤 8.9 1. 5 外内 ：： 未ナ巴プ整 3の.5小冒石II以含下 不良 灰白 (2.5YB/1暗) 完形 大部分が黒斑

-02 皿 ～灰(NJ/0)

624 360 SD4190 落F-ち10込0み 土鰭翡 8. 4 1.5 外内 ：： 未ナ唇ァ整 植物繊維會 良 にぷい櫓C7.5YR7/4) 1/Z 
-04 皿

625 403 SD4190 落F -99 土鰭器 8.5 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 Z 多ffl會llの砂粒 良 灰白ぷ(10YR8/2) 完形
-03 ち込み .DD. ～にい櫓(5YR7/4)

626 413 SD4190 
落Eち-9込8み 土鑓翡 8.8 1.4 外内 ：： 未ナ巴プ整 9 小ffl石l'II以會下の 不良 液黄(Z.5Y黄8/3灰)（ 1/3 

-06 皿 ~ 2. 5Y6/1) 

627 424 S04190 
落Fち-9込9み 土饉器 B.6 1. 7 外内 ：： 未ナ円ァ整 微砂粒多會 良 浅貧櫓(10YR8/4) 完形

-01 皿

628 422 S04190 
落Eち-9込9み 土鰭翡 8. 6 1.3 外内 ：： 未ナ調デ整 2 砂II粒■以含下の 良好 浅黄櫓(10YR8/4}

翡
指頭圧裏明贖

-01 皿

629 419 SD4190 落F -99 土鰤翡 8. 3 1.5 外内 ：： 未ナ巴ァ整 砂繊2ffl粒維ll以含・下植物の
良 灰白 (10YR8/2) 完形 粘土紐接合裏明讀

-09 ち込み 皿

630 425 SD4190 落F -98 土鰤翡 9.0 1. 4 外内 ：： 未ナ円プ整 1 含mmの砂粒 菜； 外内 ： 灰灰(白N&（ / 1 ) 完形
-02 ち込み .DD. : 10YR7/1) 

631 428 S04190 
落Fち-9込8み 土饉皿翡 8.5 1. 3 外内 ：： 未ナ邑プ整 0石.5含mmの小 良 外：浅贄櫓責翡帽ClOYC●● /481 ) 1/2 指合頭裏圧明震讀、粘土紐接-03 ~ lOYR 6) 

内：浅黄浅 OC YRBS/Y 4) ~ 7. RB/4) 

632 412 SD4190 落E -99 土編器 8. 4 1. 6 外内 ：： 未ナ調デ整 1. 5 Jヽm■以含下 良 灰白 (10YR8/2白)（ 1/2 指合頭裏圧明瓢霞、粘土紐接-04 ち込み 皿 のヽ石 ～灰 10YR7/1)

633 422 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰭皿翡 9. 2 1.4 外内 ：： 未ナ調デ整 砂1●粒霞以會下の 良好 浅黄櫓(10YR8/4) 完形 指頭圧瓢明讀

-04 

634 421 SD4190 
落Eち-9込9み 土鰤器 7. 7 1.5 外内 ：： 未ナ邑プ整 2 小ffl石ll以會下の 良好 浅黄(2.5Y8/3) 完形 指合頭裏圧明瓢贖、粘土紐接-02 皿

635 403 S04190 
落Fち-9込9み 土鰭聾 8.5 1.5 外内 ：： 未ナ円プ整 1の.S小m■石以含下 良

外：淡責浅白貢"(1DY・襦～"R8櫓(7 ""  

完形 指頭圧痕明讀
-24 皿 ~ . ｛ 5YR8/4) 

内：灰 Z)
5YR6/6) 

636 403 SD4190 
落Fち-9込9み 土鑓喜 8.0 1. 5 外内 ：： 未ナ邑ァ整 小石會 良 浅黄櫓(10YR8/4) 完形

詣凹口口1!I縁縁み嬉圧外1瓢画韻ヶ上所睛に霞沈Il繍lこ1浅条い
-zz 皿

637 426 S04190 
落Fち-9込9み 土譴器 8.4 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 微物砂繊粒維含・植 良

外：灰に白ぷ((1100いYYR櫓R88/（ 1) 
5/6 指合頭痕圧明震贖、粘土紐接-10 皿 ~ 5YR6/6) 

内：灰白 /2) 
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冥濤l 法量 (c11)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡高 その他

638 424 SD4190 E -99 土輝翡 8.8 1.6 外内 ：： 未ナ調デ整 l會m11の小石 不良
液責～(2浅.5Y黄8/櫓J)(7.5YR8/4) 翡 指頭圧痕明霞

-08 落ち込み 皿

639 426 SD4190 F -99 土鰤翡 a. s 1. 5 外：未調整
植1の.5砂物霞■繊粒以多維下含會

良 浅黄櫓(10YR8/J) 1 /2 指合頭痕圧明裏誼、粘土紐接
-01 落ち込み 皿 内：ナデ

640 409 S04190 F -98 土鰭翡 9. 1 1. 5 外：未調プ一整 精良 良 液貢(2.5Y8/4) 翡 指頭圧甑明讀
-06 落ち込み 皿 内：ナ

641 421 S04190 E -99 土誦翡 8. 6 1.5 外内 ：： 未ナ円ァ整 1. 5mm 以會下 良好 浅黄櫓ClOYRB/3) 完形 指頭圧甑明讀
-03 落ち込み 皿 の砂粒

642 413 SD4190 F -98 土鰭翡 9.0 1.6 外内 ：： 未ナ円ァ整 砂繊粒維含・植物 良
外：灰白(10液糧C7YR帽."8/5YR(2l SY 8 

1/4 
-07 落ち込み 皿 ~ RB 4) 

内～：浅（こ貴、i,櫓しヽ . 5YR/37I /) 4) 

643 427 S04190 F -99 土鰭彗 8. 1 1.3 外内 ：： 未ナ巴ァ整
微砂粒含 良 灰白 (10YR8/Z) 1/Z 指合頭瞑圧明痕贖、粘土紐接-oz 落ち込み JIB. 

644 412 SD4190 E -99 土鰤翡 7. 9 1. 6 外内 ：： 未ナ邑ァ整
微砂粒含 良 灰白 C7.5YR8/2) 2/3 指頭圧震明讀

-08 落ち込み 皿

64!, 426 SD4190 F -99 土緬翡 8. 5 I 1. 4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 3繊小胃II以下植物の 不良 灰白 (2.5Y8/灰2}白 2/3 底口縁部外に面黒斑に沈繍1条
-07 落ち込み .lDI. む ~ 10YR8/2) 

646 427 S04190 F-99 土誦醤 9.2 1. 4 外内 ：： 未ナ円ァ整 微砂粒含 良 浅黄櫓液(7.赤5YR8/Z35 ) Z/3 指厩頭部圧一痕部明赤誼変-OJ 落ち込み 皿 ～褐(.YR7 /4) 

647 434 S04190 F -99 土鰤翡 8. 6 1. 6 外内 ：： 未ナ円プ整
微砂粒含 良 にぷい憎(5YR7/4) 3/4 

指合口頭痕縁圧外明康誼画 、粘土紐接-OB 落ち込み 皿
に沈線1条

648 424 SD4190 F -99 土譴器 8.8 1.6 外内 ：： 未ナ調デ整 1. 粒5多1111含の砂 良 液櫓(5YR8灰/4白) 完形
-05 落ち込み 皿 ~ (lOYRB/2) 

649 430 S04190 E -99 土鰤翡 9. 0 1.4 外内 ：： 未ナ巴ァ整 砂11111粒會以下の 良 にぷい櫓(5YR7/4) 1 /2 指頭圧瞑明誼
-05 落ち込み 皿

650 403 S04190 F -98 土編翡 8. 7 1. 4 ナデ 2の.5小■■石以含下 菜； 灰白 C2.5Y8/2) 完形 1/2が黒斑
-07 落ち込み 皿

651 430 S04190 落F -99 土輝翡 9. D 1. 3 外内 ：： 未ナ巴ァ整 0の.5砂mm粒以含下 良好 液黄櫓C7.5YR8/4) 1/2 指紐頭接圧合膜裏明明讀讀、粘土-02 ち込み 皿

652 426 S04190 F -99 土鰤翡 8.2 1. 6 外内 ：： 未ナ調デ整 赤微砂色粒粒含多含
良 灰白 (10YR8/2) 2/3 紐指頭接圧合甑痕明明讚贖、粘土-05 落ち込み 皿

653 403 SD4190 F -99 土鰭翡 8.4 1. 5 外内 ：： 未ナ邑ァ整 2小胃石•以會下の 良 液黄(2.SVB/液3櫓) 翡-10 落ち込み 皿 ~ (5VR8/4) 

654 419 S04190 F -99 土鰤翡 9. 0 1. 6 ナデ 砂粒含 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 2/3 枯土紐接合裏明讀
-01 落ち込み 皿

655 425 SD4190 E -99 土鰭醤 8.6 1. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 菜； 浅黄C10YRB/4) 3/4 指頭圧属明霞
-06 落ち込み 皿

656 426 S04190 F -99 土鰤翡 8. 5 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 罐物砂繊維粒含・植 菜； にぷい櫓(10YR7/4) 3/5 指頭圧康明讀
-06 落ち込み 皿

657 420 SD4190 F -98 土饉器 B.B 1.6 外内 ：： 未ナ円プ整
3 小植111111物石以多繊下維含の含。

不良 液黄(2.5Y8/l) 3/4 指強頭圧痕明ナ贖デ。
-11 落ち込み 皿 いヨコ

658 426 SD4190 F -99 土饉翡 8.8 1. 4 外内 ：： 未ナ円ァ整 2 小m石m以含下の 良 灰臼 (10YR8/2) 1/3 枯土紐接合痕明誼
-09 落ち込み 皿

659 423 SD4190 F -98 土編器 8. 7 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 2 砂m粒■以含下の 蹂 灰(5/N) 3/4 指頭圧甑明霞。
-08 落ち込み 皿

660 410 SD4190 F -98 土鰭翡 B.9 1. 5 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 褐灰(10YR6/1) 完形 指頭圧甑明讀。
-04 落ち込み 皿

661 432 S04190 F -99 土饉翡 9.0 1.3 外：未調プ一整 2小繊●m石維含以、下植物の
良 灰白 (10YR8/2) 1/4 指頭圧痕明霞。

-07 落ち込み 皿 内：ナ

662 434 SD4190 F -99 土緯翡 8.4 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 罐砂粒含 良 にぷい樗(1OYR櫓7/4) ほぼ 指頭圧甑明誼。
-11 落ち込み .DD. ~ (5YR6/6) 完形

663 432 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤翡 9.0 1. 5 外内 ：： 未ナ邑ァ整 0の.5砂m粒m以含下 良 浅黄櫓C7.SYRB/3) 1 /4 指頭圧痕明霞。

-08 皿

664 411 SD4190 F落-9ち8込~9み9 土饂翡 B. 7 1. 4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 精良 良 液黄(2.5YR8/3) 1 /4 指頭圧膜明誼。
-03 皿

665 412 S04190 E -99 土鰤翡 8. B 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 1. 5 Jヽ1111以含下 菜t外内 ： 液浅黄櫓櫓(5YR8/3) 1 /4 
-10 落ち込み 皿 のヽ石 : (7. 5VR8/3) 

666 430 SD4190 F -99 土輝器 8,5 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 物1の.5 繊砂維11粒11含の・以植
良 液櫓(5YR8/4) 1/3 指頭圧膜明霞

-06 落ち込み 皿

667 409 SD4190 落F -98 土鰭翡 B. B 1. 3 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 浅責櫓 (10YR8/3) 完形 指頭圧震明霞
-03 ち込み 皿

668 426 S04190 
落Fち-9込9み 土鰤翡 8.4 1.4 

外内 ：： 未ナ円プ整 罐物繊砂維粒會・植 不良 浅責櫓 (10YR8/3) 1/4 
底指頭部圧外面甑煤明付誼着-12 皿

669 434 S04190 
落Fち-9込9み 土饂器 8.8 1.3 外内 ：： 未ナ円ァ整 罐物砂繊粒維含・植 良 にぷい櫓C7.5VR7/4) 翡 指頭圧痕明霞

-06 皿

第 10-10表第4次調査出土遺物観察表

-109 -



実濤 法量 (c11)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

警号 口径 器畜 その値

670 425 S04190 F-99 土編喜 9.2 1. 4 外内 ：： 未ナ巴プ整
やや粗 良 浅責櫓(7.5YR8/4) 2/3 

指口頭縁圧部瓢外Ii明讀赤変-04 落ち込み 皿

671 431 S04190 E-99 土饉翡 9. 0 1. z 外内 ：： 未ナ調デ整 1 1111以含下の 菜； 褐灰(7.5YR6/1) 1/2 
-08 落ち込み .IID. 砂粒

672 428 S04190 F -98 土編翡 8.9 1.3 外内 ：： 未ナ邑プ整 繊1小■維石II以會・ 下植物の
良 浅黄櫓(7.SYRB/6) 1/2 粘土紐接合甑明讀

-07 落ち込み 皿

673 360 S04190 F-99 土鰤翡 9.0 1. 5 外内 ：： 未ナ巴プ整 精良 良 にぷい櫓C7.5YR7/3) 1/Z 指頭圧瓢明讀
-05 落ち込み 皿

674 411 S04190 F-98~99 土饉蒻 8.5 1.4 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 灰白 (2.5Y8/2) 完形 指謂頭圧裏・紐接合甑
-04 落ち込み 皿

部外薗工具ナデ

675 421 SD4190 E -99 土鰤翡 8.6 1. 4 外内 ：： 未ナ円プ整 2 砂.. 粒以會下の 良好 浅黄櫓C7.5YR8/4) 完形 指頭圧瓢明讀
-04 落ち込み 皿

676 411 S04190 F-99 土鰤翡 8.8 1.6 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 液黄櫓(10YR8/4) 完形 指頭圧瓢明讀
-05 落ち込み 鳳

677 421 S04190 E-99 土謹翡 B.B 1. 3 外 ： 未調フ一~ 整 精良 良好 浅黄樗(7.5YR8/3) 完形 指頭圧裏明霞
-01 落ち込み 皿 内：ナ

678 424 S04190 F-99 土鑓翡 8. 4 1.3 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 にぶい黄櫓褐灰(10CYR7/3/ ) 2/3 指頭圧震明讀
-12 落ち込み 皿 ~ 10YR6 1) 

679 423 S04190 E -99 土鰭器 9.2 1. 2 外内：：*ナ~プ整 1 砂I粒I■以會下の 良好 灰白 ClOYRB/2) 翡 指頭圧裏明霞
-05 落ち込み 皿

680 423 S04190 E -99 土饉翡 8. 4 1. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 砂2■粒II會以下の 良好 浅黄櫓(10YR8/J) 翡 指頭圧瓢明霞
-03 落ち込み JIil 

681 425 S04190 F -99 土鰤器 9.0 1.3 
外内 ：： 未ナ巴プ整

やや粗 良 液黄(2.SYB/3) 2/3 
指口頭繰圧部瓢外圃明霞赤変-05 落ち込み 皿

682 422 S04190 E -99 土鍾翡 8. 4 1. 6 外内 ：： 未ナ邑ァ整 砂1ll粒ffl以會下の 良好 浅黄櫓(7.5YR8/4} 翡 指頭圧甑明讀
-08 落ち込み .DD. 

683 430 SD4190 F-99 土編翡 8.6 1. 4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 2砂1111粒以會下の 良好 浅黄檜(10VR8/4) 1 /2 指頭圧裏明讀
-03 落ち込み 皿

684 434 S04190 F-99 土饉翡 8.2 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 3小■石II以會下の 不良 灰白(2.5Y8/2) 3/4 粘底土部紐内接面合黒裏斑明讀-09 落ち込み .DD. 

685 417 S04190 E -99 土譴翡 9.0 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 4 會ffllllの小石 良 灰白 (2.5Y8/Z) 1/3 指頭圧瓢明讀
-OB 落ち込み 皿

686 412 S04190 E -99 土鰭翡 8. D 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 3物の.5 小繊m石維m以含・下植 菜； 外内 ：： 灰液黄白費((1Z0灰.Y58Y/1) B/3) 
3/5 沈口縁繍端部外圃に浅い

-12 落ち込み 皿
~ (2. 5Y5/1) 

687 419 SD4190 F -99 土鰤翡 8. 7 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 罐砂粒會 不良 灰白 (2.SYB/2) 翡 粘厩土部紐に接黒合斑裏明霞
-12 落ち込み 皿

688 421 SD4190 F -99 土鰭器 8.4 1.3 
外内 ：： 未ナ円プ整 砂1胃粒•含以下の 良好 浅黄櫓(7.5YR8/3) 完形 指頭圧裏明讀

-OB 落ち込み 皿

689 431 SD4190 F -99 土鍾翡 8. 5 1.4 外内 ：： 未ナ円プ整 z 砂.. 粒以會下の 良 浅責櫓(7.5YR8/4) 1/4 指頭圧裏明讀
-01 落ち込み 皿

690 424 S04190 F-99 土饂翡 B. 7 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 液貢(2.5Y8/4) 完形 指頭圧震IIJI霞
-03 落ち込み 皿

691 430 SD4190 F-99 土鰤器 8. 0 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 1 • 1111植物の砂繊粒維 菜； 液黄(2.5Y8/3) 1 /4 
-07 落ち込み 皿

含

692 413 SD4190 F -98 土饉聾 8.4 1. 5 外内 ：： 未ナ調デ整 罐砂粒會 良 浅黄櫓(10YR8/3) 1/3 指頭圧瓢明讀
-08 落ち込み 皿

693 428 S04190 F -98 土鰤翡 9. 0 1.0 内外 ：： 未ナ調デ整 微砂粒會 良
内外 ：： 浅浅黄貫～糟檀褐灰灰((白10YlO"YR"● B/8/●● 3) 3) /1) 

1/4 指頭圧甑明讀
-08 落ち込み JDI. 

~ (10YR7/1) 

694 403 SD4190 落F -99 土鍾聾 8. 7 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 3. 5 Jヽ11111以會下 不良 浅貢(2.5Y黒B/褐3)（ 完形 大部分が黒斑
-14 ち込み .DD. のヽ石 ~ 2. 5V3/1) 

695 411 S04190 F -98 土鰭翡 9. 2 1.3 
外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 灰白 (2.5Y7/1) 3/4 指頭圧甑明讀

-06 落ち込み .IDI. 

696 426 SD4190 F-98~99 土鰤翡 8.5 1. 3 外内 ：： 未ナ調デ整 4 小.. 石以會下の 良 灰白 (10YR8/2) 1 /2 指頭圧甑明霞
-04 落ち込み 鳳

697 434 SD4190 F -99 土鰤翡 9.2 1.4 外内 ：： 未ナ調デ整 2小11■石會以下の 菜； 浅黄櫓(1OYRB/3) 2/3 指頭圧瓢明霞
-03 落ち込み .IID. 

698 423 SD4190 落E -99 土鰤翡 8. 4 1.3 内外 ：： 未ナ調デ整 7會■■ の小石 良好 褐灰 (10YR6/1) 4/5 指頭圧瓢明讀
-06 ち込み 皿

699 403 SD4190 落F -99 土Bili喜 8.6 1. 4 
外内：： *ナ!ァ整 0の.5小11■石以會下 良 灰白 (2.5V8/2液櫓) 完形

-13 ち込み 皿 ~ (SYB/4) 

700 410 SD4190 F 98~99 土鰤翡 8.5 1.2 
外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 褐灰 (10VR5/1) 翡 指粘頭土圧紐瓢接明合贖裏明讀-08 落ち込み 皿

701 427 SD4190 落F-99 土鰤翡 9. 1 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 微砂粒會 良 灰白に(7ぷ.5YR8櫓/2(7) 1/4 指頭圧嚢明霞
-05 ち込み 皿 ～い.5YR7 /3) 
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実瀑l 法量 (cm)
警号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡高 その他

702 427 S04190 F -99 土緬翡 9. 1 1. 3 外内 ：： 未ナ巴ァ整
微砂粒含 良 浅黄櫓(7.5YR8/J) 1/4 指頭圧甑明誼

-06 落ち込み 皿

703 417 S04190 E -99 土緯翡 8.4 1. 2 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 浅責 (2.SYS/3) 1/2 
-07 落ち込み 皿

704 432 SD4190 F -99 土誦翡 B.4 1. 2 外内 ：： 未ナ円プ整 3砂1111粒以含下の 蹂
浅黄 (Z.SYB/3) 1/4 

-DJ 落ち込み 皿

705 421 SD4190 E -99 土誦翡 8.2 1.2 外 ： 未調フ一ー整 1砂1111粒以含下の 良好 浅黄櫓(10YR8/3) 完形 指合頭痕圧明裏誼、粘土紐接
-06 落ち込み 皿 内：ナ

706 418 S04190 E -99 土輝翡 8.0 1.4 外内 ：： 未ナ円ァ整 1111會● の砂粒 良 浅黄～櫓浅貢(7.櫓5Y(R78./5JYR) 8/4) 1/2 指頭圧甑明誼
-01 落ち込み 皿

707 429 SD4190 F -98 土鰤翡 8. 9 1.2 外：未調プ-整 罐砂粒會 良 褐灰(10YR6/1) 2/3 底部黒斑あり
-05 落ち込み .DD. 内：ナ ～灰白 (10YR7/1)

708 403 S04190 F -99 土鰤翡 8. 7 1. 4 外内 ：： 未ナ巴ァ整 小1■■石以會下の 良 浅貢櫓(10灰YR白8/（4) 完形
-06 落ち込み .lDI. ~ 7. 5YR8/Z) 

709 417 S04190 E -99 土鰤器 8.4 1. 3 外内 ：： 未ナ円プ整
やや粗 良 浅貴櫓(10YR8/3) 1/3 指頭圧甑明讀

-09 落ち込み 皿

710 417 SD4190 E -99 土鰤醤 8.9 1. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 精白 良 灰白 (SYB/2) 2/3 
-03 落ち込み 皿 ～灰(5Y5/1)

711 431 SD4190 F -99 土鰭翡 B.4 1. 3 外 ： 未調フ一ー整 植物繊維含 良 浅責憎ClOYRB/3) 1 /Z 粘土紐接合痕明讀
-05 落ち込み 皿 内：ナ

712 424 S04190 F -99 土鰭翡 8.5 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 1會11■ の砂粒 良 液黄(Z.SYB/4) 翡 指頭圧瓢明讀
-04 落ち込み 皿

713 422 SD4190 F -99 土鍾翡 8.9 1. 2 外内 ：： 未ナ邑プ整 2砂11■粒以含下の 良好 液櫓(5YR8灰/4白) 翡 裏口縁明部誼黒斑、指頭圧
-06 落ち込み 皿 ~ (10YR8/2) 

714 412 S04190 E -99 土鰤翡 8.2 1.5 外内 ：： 未ナ調デ整 2岱11■ 以下の 良 櫓(5YR6浅/6黄) 翡 指頭圧痕明誼
-09 落ち込み 皿

石物繊、維含
～櫓(10YR8/4)

715 420 SD4190 F -99 土鰤翡 8. 5 1. z 外内 ：： 未ナ巴ァ整 3會の.5小■■石以砂下粒 不良 液黄(2.SYB/3) 完形
指粘頭土圧紐痕接明合誼痕明誼-04 落ち込み .DD. 

716 419 S04190 F -99 土鰤翡 8. 6 1. 3 外内 ：： 未ナ邑プ整 2小霞•石會以下の 蹂 にぷい檜(7.5YR7/4) Z/3 粘土紐接合痕明誼
-02 落ち込み 皿

717 427 SD4190 F -99 土饂翡 8.6 1. 1 外内 ：： 未ナ調デ整 編物砂繊粒維會・ 植 菜； にぷい櫓(7.5YR7/4) 3/5 
指粘頭土紐圧甑接明合誼裏明誼-04 落ち込み 皿

718 413 SD4190 F -98 土鰭翡 8.4 1.4 外内 ：： 未ナ邑ァ整 4小■■石以粒下含の 良 灰白 (2.SYB/2) 1/2 
指粘頭土圧紐瓢接明合讀裏明誼-10 落ち込み 皿

719 409 SD4190 F -98 土饂翡 8.6 1. 3 外内 ：： 未ナ巴プ整 精良 良 液貢檜(1OYRB/3) 翡-05 落ち込み 皿

720 424 S04190 F -99 土鰭翡 9.0 1.4 外内 ：： 未ナ邑プ整 3會●霞IIの小石 良 浅黄櫓(7.5YR8/3) 完形 指頭圧甑明誼
-06 落ち込み 皿

721 417 SD4190 E -99 土饂翡 9.0 1. 4 外内 ：： 未ナ調デ整 J■H の砂粒 霜 浅貢櫓(10YヽR櫓8/4) 1/3 指頭圧瓢明讀
-12 落ち込み 皿 會 ~Iこぷt (7. 5YR7/ 4) 

722 425 S04190 F -99 土鰤翡 8. 1 1. 5 外内 ：： 未ナ邑ァ整 111若■干含の砂粒 蹂 内外：： 浅明黄責櫓櫓C(ZlO.5YRY7B//64)) 完形 指頭圧震明誼
-10 落ち込み 皿

723 418 S04190 E -99 土鱚翡 9.0 1. 3 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 液櫓(5YR8/4) 1/3 指頭圧裏明誼。
-DB 落ち込み .IDI. 

724 410 SD4190 落F -99 土鰤翡 8. 7 1.3 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 櫓(5YR7/6)
翡-06 ち込み 皿

725 418 SD4190 E -99 土編翡 9.2 1.3 外 ： 未調フ一ー整 精良 良 灰貴(2.5Y6/2) 1/2 指頭圧痕明讀
-02 落ち込み .DD. 内：ナ ～灰(N4/0)

726 418 SD4190 F -100 土鰤翡 g_3 1.4 
外内 ：： 未ナ円プ整 精良 菜； 外内：： 灰灰黄(5Y(24/.51Y)6/2) 1/2 指頭圧甑明誼

-12 落ち込み .DD. 

727 417 SD4190 E -9込9 土鰤翡 8. 8 1.4 外内 ：： 未ナ巴プ整 多1●●會の砂粒 菜； 液黄(2.SVB/3) 1/3 指頭圧甑明贖
-11 落ちみ .DD. 

728 429 SD4190 
落Fち-9込8み 土鰤翡 8. 9 1.2 外内 ：： 未ナ邑プ整

やや粗 良
外：浅費帽滋涎C7Cl.櫓DY櫓5YRB(5Y(RB5Y//4B/ l l 

1 /2 粘土紐接合裏明誼
-04 .DD. ~ R 4) 

内：浅黄櫓 3 
~ RB/4) 

729 427 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤翡 8. Z 1.5 外内 ：： 未ナ邑ァ整 罐物砂繊粒維會・植 菜； 浅黄櫓(10YR8/3) 1/4 指厩頭部圧黒甑斑明誼-10 .DD. 

730 409 S04190 F -99 土鰤器 8. Z 1. 1 外内 ：： 未ナ巴ァ整 精良 良 浅黄櫓(10YR8/3) 完形 指頭圧瓢明霞
-02 落ち込み 皿

731 418 S04190 E -99 土鰭器 9. Z 1. 1 外内 ：： 未ナ調デ整 1若■■ の砂粒 良 灰N(4/1) 1/2 指頭圧甑明履
-06 落ち込み 皿 干會 ～灰白 (SYS/2)

732 379 SD4190 落F -98 土鰤鍋器 20.4 - 外内：：ヘ板ナラケデズリ 編砂粒會 良 外内：： 灰に褐ぷ(い7黄.5YR櫓4/2) 1/4 
指頸頭部圧に甑ス明ス誼付詈-01 ち込み

(10YR7/2) 

733 408 SD4190 落F -99 土鰤鍋醤 31. 6 
一 外内 ：： 未ハ調ケ整メ 小石粒含 霜 外内：： 灰灰白白 (10Y8Y/B/1) 2) 1/2 指外頭面圧煤裏付着明誼-03 ち込み

～液(2貫.5(2.5Y8/2) 
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実測 法量 (cm)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

734 408 S04190 落F -99 土緬鍋聾 25.0 外内 ：： 未ナ円プ整 5小11■石以粒下含の 良
外： 1こぷ淡貫浅赤黄い褐櫓櫓帽(1 C1C 0YR7/2) I 

1 /2 
指着外頭～圧口痕縁部明霞内面煤付-01 ち込み ~ 2. 5YR7 3) 

内：灰 0<YR6/2I ) 
~ 10YR8 3) 

735 367 S04190 落Fち-1込00み 土鰤鍋翡 16.0 外内 ：： 未ナ円ァ整 3物の.5小繊■維■石以含・下植
良 灰白 C2.5Y8/2) 2/3 指外頭圃圧煤震付著明誼

-01 

736 408 SD4190 
落Fち-9込9み 土鰤鍋翡 15. 5 外内 ：： 未ナ円ァ整 2の.5小1111石以含下 菜； 灰白 CZ.5Y液8黄/Z)（ 1 /6 指頭圧甑明霞

-02 ~ 2. 5Y8/3) 

737 380 S04190 落E -99 土誦顧翡

” 
外内：：ヘナデラケズリ 2小■■石以含下の 良 灰白 (10YR8/1) 2/3 底部径1.SCIIの孔

-02 ち込み

738 367 SD4190 落F -99 土高B杯ili 翡 - f~f 外：未調整 微砂粒含 不良 灰白 (10YR8/2) 悶 指頭圧裏明霞
-02 ち込み

739 406 SD4190 落F9ち8込~9み9 誦ロ翡クロ土椀 14.8 3.8 肝 体底：：未ロ調ク整ロナデ 2の.5小1111石以會下 良 外内 ：： 櫓にぷ(7.い5櫓YR7C7/6.5) YR7/4) 1/4 糸切り痕明霞
-05 

740 406 SD4190 
落Fち-9込8み 誦ロ翡クロ土椀 15. 4 3.8 秤 体底：：未ロ調ク整ロナデ 2小■11石含以下の 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1/3 糸切り痕明霞

-07 

741 406 S04190 
落Fち-9込9み 鐸ロ器クロ土椀 14. 4 4.0 rr 体底：：未ロ調ク整ロナデ 20.).5小mm石以粒下會 良

外 ： 1こぷ褐い樗灰櫓褐C7((.5Y● "/1) //Zl " 4) 
3/4 糸切り震明讀

-01 ~ 7. 5YR4 
内 ：にぷ灰い 7.5YR7 

~ (7. 5YR5 2 

742 406 SD4190 
落Fち-9込9み 鰭ロ器クロ土椀 14. 9 3.8 仔 体底：：未ロ調ク整ロナデ 5小1111石以會下の 良

外：液黄責((22灰..55YY(26 8/3) 
1 /2 糸切り甑明誼

-DB 内：黄灰~ /. 51Y) 6/1) 

743 406 SD4190 
落Fち-9込8み 誦ロ翡クロ土椀 ， 14.3 4.0 秤 体底：：未ロ調ク整ロナデ 5小1111石以多下會の 良 にぷい責櫓(10VR7/3) 3/5 糸切り痕明霞

-02 

744 406 SD4190 
落Fち-9込9み 緬ロ翡クロ椀土 15. 1 3.8 rr 体底：：未ロ調ク整ロナデ 2の.5小mm石以會下 良

外 ：にぷい檜褐.5 (77R6 .. 5YR7/I 3) > 翡 糸切り甑明讀
-06 ～灰C7 (5/ YR5 2 

内：灰褐 y 2) 

745 414 SD4190 
落Eち-9込9み 鰤ロ翡クロ土椀 - 秤 体厩：：未ロ調ク整ロナデ 4含11■ の小石 蹂 液黄(2.SYB/3)

邑元部存
糸切り裏明霞

-05 

746 406 S04190 落F9ち8込~9み9 鐸ロ器クロ土椀 14. 5 3.2 秤 厩体：：未ロ調ク整ロナデ 2の.5小■■石以多下含 良 浅黄櫓(1OYRB/3) 1/5 糸切り痕明霞
-04 

747 406 SD4190 落F9ち8込~9み9 鑓ロ翡クロ土椀 14.2 3.2 

” 
体底：：未ロ調ク整ロナデ 4小.5石●霞粒以多下含 良 外内 ：：櫓にぷ(7.い5櫓YR7(7/6. 5) YR7/4) 3/5 糸切り痕明誼

-03 

748 屯 SD4190 
落Eち-9込9み 編ロ翡クロ土椀 14 3. 1 体底：：未ロ調ク整ロナデ 砂1■■粒以會下の 良 浅貢櫓(7.SYRB/4) 1/4 

ヘ条口縁ラ切部外り裏面明に霞沈線 2

749 405 SD4190 
落Fち-9込9み 鐸ロ翡クロ土皿 8.0 2.2 

” 
体厩：：未ロ調ク整ロナデ 1粒.5多■11會の砂 良 浅黄櫓(7.5YR8/4) 完形 糸切り痕明誼

-04 

750 431 SD4190 
落Fち-9込9み 鰭ロ翡クロ土皿 8.0 2 rr 体底：：未ロ調ク整ロナテ' 3 砂11粒11以會下の 良 にぷい檜(5YR7/4) 1/2 糸切り甑明讀

-02 

751 405 SD4190 
落Eち-9込9み 鰭ロ翡クロ土皿 9. 1 1.8 ff 体底：：未ロ調ク整ロナデ 1の.5小■1石1以含下 良 浅責櫓(7.5YR8/4) 1/2 糸切り震明誼

-09 

752 405 S04190 
落Fち-9込9み 鰤ロ翡クロ土皿 8.5 1.9 

” 
体厩：：未ロ調ク整ロナデ 小1■1石1 以會下の 良 浅貴櫓(10YR8/3) 3/4 糸切り痕明誼

-05 

753 405 S04190 
落Eち-9込9み 鰭ロ翡クロ土皿 8. 7 z. 1 rr 体厩：：未ロ調ク整ロナデ Z小■■石以會下の 良 浅黄惜C7.5YR8/4) 3/5 糸切り甑明霞

-10 

754 405 SD4190 
落Fち-9込9み 鰤ロ器クロ土皿 8.8 1.9 rr 厩体：：未ロ調ク整ロナデ 4小11■石以多下會の 良 浅黄櫓(1OYRB/3) 完形 糸切り震明讀

-01 

755 405 S04190 落F -98 鰤口翡クロ土皿 8.6 1.7 秤 体底：：未ロ調ク整ロナデ 2小■■石以會下の 良 浅貢櫓(7.SYRB/4) 3/5 糸切り瓢明霞
-08 ち込み

756 405 S04190 
落Fち-9込8み 鰭ロ翡クロ土皿 8.4 1.8 秤 厩体：：未ロ調ク整ロナデ 1. の5小11石m含以下 良

外 ：液黄責浅責櫓(2櫓.(S1YB〇/3) 完形 糸切り震明誼
-07 ~ (1 YRB/3) 

内：浅 OYRB/4)

757 430 SD4190 
落Fち-9込9み 鰤ロ器クロ土皿

， 1.6 秤 体底：：未ロ調ク整ロナデ 3小■11石以會下の 良 浅責櫓(7.5YR8/4) 1/3 糸切り裏明霞
-01 

758 405 SD4190 
落Fち-9込9み 饂ロ聾クロ土JDl 8.2 1. 5 秤 体底：：未ロ調ク整ロナデ 1の.5小■11石以會下 良 浅貫樗(10YR8/3) 完形 糸切り痕明霞

-02 

759 41~ SD4190 
落Eち-9込9み 鰤ロ翡クロ土皿 8.6 1. 6 rr 体底：：未ロ調ク整ロナデ 微砂粒含 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1/2 糸切り甑明誼

-2 

760 413 SD4190 落E -99 繭口翡クロ皿土 9. Z 1.8 

” 
体厩：：未ロ調ク整ロナデ 編物繊砂粒維含・植 良 にぷい櫓C7.5YR7/4) 1/2 糸切り裏明誼

-03 ち込み

761 405 SD4190 
落Fち-9込9み 鰤ロ翡クロ土皿 8.8 1. 8 

” 
体厩：：未ロ調ク整ロナデ 1小■■石會以下の 良 浅黄櫓(10YR8/3) 完形 糸切り瓢明讀

-06 

762 405 S04190 
落Fち-9込9み 饂ロi聾クロ土皿

8. 6 1.9 
-03 ft 外内 ：： 未ナ巴プ整 2小■■石以會下の 良 浅黄櫓(7.5YR8/4) 完形 指頭圧甑明讀

763 470 SZ4108 F -103 土鰤器 6.0 1. 1 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 浅責櫓(10YR8/J) 1/4 指頭圧裏明誼
-03 S ZlOB 皿

764 470 SZ4108 F -103 土鰤翡 8. 0 1. 2 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 浅責櫓(1OYRB/3) 1/5 指頭圧康明誼
-04 S 2108 皿
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冥濤l 法量 (c霞）
番号 遺構 位置 器 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

765 470 SZ4108 F -103 土鰤翡 10.0 2.0 外内 ：： 未ナ巴プ整 精良 良 浅黄惜(1OYRB/3) 1/4 指頭圧甑明霞
-02 S Z108 皿

766 467 SZ4108 F -103 土鰤蓋翡 14. 9 1. 7 閉 ナデ 精良 良 にぷい褐(7,5YR6/3) 3/4 底煤部付外詈面～口縁内面
-04 S Z108 

767 47~ SZ4108 F -10゚3 土鰤璽翡 16.0 2.6 閉 外内 ：： 未ナ円ァ整 砂1mm粒以多下會の 霜 外：灰褐C7橙.(51 YR5/5 2) 1/4 外面炭化物付著
-1 S Zl 8 ~ (2. YRS/2) 

内：浅黄櫓 OYRB/3) 

768 472 SZ4108 F -103 土鰤鱗器 23.0 外内：ハケ具メ 精良 霜 にぷい黄樗(10YR7/4) 1 /1 D 外面煤付着
-02 S Z108 ：エナデ

769 473 SZ4108 F -103 土鰤鍋翡 21. B 10. 7 
外内 ：： ハ工ケ具メナデ

精良 良 浅黄櫓(1O褐YR灰B/（3) 3/4 頸詈部内面に炭化物付
-02 石S塩Z1厩08 ~ 7. 5YR6/1) 

770 468 SZ4108 F -103 土鰤蝸翡 35.6 外内 ：： ハナケデメ 精良 良 灰白 (10YR8/2) 1 /12 外～口縁内面煤付着
-02 S Z108 

771 468 SZ4108 
F -10゚3 土誦鍋翡 41. 4 外内 ：： ハナケデメ 精良 良 灰臼 (10YR8/2) 1 /12 外内煤付著

-01 S Zl 8 

772 469 SZ4108 F -103 土饉鍋翡 20.6 外：上昇半ハケメ 罐砂粒含 良 浅黄櫓(10YR8/3) 1/3 外～口縁内面煤付著
-03 S 2108 ヘラケズリ

内：

773 472 SZ4108 F -103 土誦鍋翡 20.6 外：上且半9ヽケメ 精良 霜 外内 ： 灰灰白白 (lOYRB/1) 1/4 
頸内部外面内煤面付にエ着具甑跡-01 S Z108 ヘデラケズリ : (10YR8/2) 

内：ナ
ヘラケズリ

774 469 SZ4108 F -103 土B鍋ili器 19.Z ．．． 

外 ： 上下J:下半半半半9ヽケデラメ
精艮 霜 灰白 (lOYRB/2) 2/3 -oz S Z 108 ヘケズリ

内：ナ
ヘラケズリ

775 468 S24108 
F -10゚3 土鰤鱗翡 20.2 内外：上下半半ハナケデメ、 精良 良 にぷい惜(7,5YR7/4) 1/4 外面煤多く付著

-03 S Z 1 8 

776 467 SZ4108 
F -10゚3 土鰤鉢翡 15. B 外内：ハケケメ

3植のmm小物以石繊下多維含の含
良 橙(2.5YR6/6) 1/8 内ili犀滅が激しい

-05 S Zl 8 ：ヘラズリ？

777 467 SZ4108 F -103 土鰤鉢翡 17. 6 外内：ハケケメ 罐物砂繊維粒含・植 良 樗(2ぶ.5YR6赤/6褐) 1/8 
-06 S 2108 ：ヘラズリ ～（こい (2.5YR5/4) 

778 470 SZ4108 F -103 土急編翡須 9.5 外内 ：： ハナケデメ 精良 良 浅黄橙C7.5YR8/3) 1/3 
-05 S 2108 

779 470 SZ4108 F -103 土羽鯛翡釜 44.0 ナデ 砂1mm粒以含下の 良 浅黄櫓C7.5YR8/3) 小口縁片部-01 S Z108 

780 咄 SZ4108 F -103 土羽緯翡釜 36.0 
一 外内 ：： ハナケデメ 2の.5小mm石以含下 不良 浅責檜(10YR8/J) 1/8 

S ZtDB 

781 唸 S24108 F -103 土茶輝翡釜 14. 0 
一

ハケメ 精良 不良 にぷい樗(7,5YR7 /3) 2/3 外～口縁内面煤付詈
S Z108 

782 474 S24108 F -103 土茶鰤器釜 13. 6 外内 ：： ハナケデメ 精良 良 浅黄櫓に(10YヽR樗8/3) 1/2 外～口繰内面煤付着
-01 S Z10B ～ぷt (7.5YR7/4) 

783 474 S24108 F -103 土茶鰤翡釜 13. 5 
外：上日半フ9ヽケメ

精良 菜； 外内： 灰灰(白5C Z / . 5 Y B / Z ) 翡 外面煤付看
-01 石S塩21底08 ヘiズラケズリ

: Y6 1) 

内：ヘ エケハ メナリデ

784 468 S24108 F -103 天目茶椀 11. 6 6.4 
高4.4台径 体底：： ロロククロロケナデズリ 4小1111石以粒下含の 良 赤褐(5YR4/6)

邑元存部 厩内外部面サ鉄ピ釉釉-04 

785 467 SZ4108 F -103 摺鉢 汗 ロクロナデ 3mm會以下の 良 黒褐(7.5YR3/1) 1/8 
糸摺切目1り6甑本/明1誼単位-DJ S 2108 小石

786 467 SZ4108 F -103 摺鉢 31. 8 
外内 ：： 未ナ円プ整 4ヽJ.ヽ5mm以下 良 液赤櫓(2.灰5YR7/4) 1 /7 内ヘ面ラ摩に滅よ（る使措用目裏）-02 S Z1D8 石含 ～赤(2.5YR4/2)

787 361 S24108 石Fだ-1ま03り 土火鰤翡傘一
31. 6 ロクロナデ 精良 良 にぶい櫓(5YR7/4) 1 /12 

-01 

788 374 SZ4108 F -103 加工円盤 2.2 1. 1 f ロクロナデ 2砂111111粒以含下の 良 櫓(2.5YR7/6) 完形 陶器甕胴部を転用
-05 S 2108 

789 356 SZ4108 F -1り03 加工円盤 3.5 1. 4 
重22.0g 

ロクロナデ 精良 良好 にぷい樗(Z.5YR6/4) 完形 陶翡甕胴部を転用
-04 石留

790 372 SZ4108 F -103 加工円盤 5.2 0.9 
2璽4.59 

ナデ 精良 良 浅黄櫓(10YRB/3) 完形 土鰤翡椀底部を転用
-01 石S埴Z108 

791 362 SZ4108 F -1り03 訪鰹車 3. 7 1.0 
,69 

ナデ 精良 不良 にぷい櫓C7.5YR7/4) 2/3 土鰤器椀底部を転用
-06 石留

792 396 SX4171 K -1り09 土g翡 9.0 2.4 外内 ：： 未ナ円ァ整 精良 良 にぷい貴樗(10VR7/3) 1/3 
-01 石湿

793 455 SX4171 K -109 土鰤皿翡 9. 0 2. 1 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 灰白 (7,5YR8/1) 1 /4 指頸圧裏明誼
-02 S X171 

794 396 SX4171 石Kだ-1ま09り 土饂皿翡 9.6 2.3 外内 ：： 未ナ円プ整 4砂1111粒以含下の 良 にぷい黄檜(10YR7/3) 1/5 
-03 
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実測 法量 (CII)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡高 その他

795 455 SX4171 K -109 土誦翡 10. 0 1.9 外内 ：： 未ナ円ァ整 2砂1111粒以含下の 良 灰白 (1OVRS/2) 1/4 指頭圧甑明霞
-03 S X 171 皿

796 397 SX4171 K -109 土鰭翡 14. 4 2.3 外内 ：： 未ナ調デ整 精良 良 にぷい貴櫓(10YR7/3) 1/4 
-02 石だまり 皿

797 455 SX4171 K -109 土鰭鍋翡 19. 0 ．鴫• 外内 ：ハケメ Z砂m11粒以含下の 良 灰白 CZ.SYS/Z) 1/4 
-05 S X171 ：ナデ

798 455 SX4171 K -109 土鰭鍋翡 26.0 ナデ 0の,5砂11ffl粒以會下 良 明褐灰(7.5YR7/Z) 1 /13 
-06 S X171 

799 455 SX4171 K -109 土鰤鍋翡 24.0 外内 ：： ハナケデメ 2砂1111粒以含下の 良 液贄(2.5YR8/3) 1/12 
-04 S X171 

800 357 SX4171 K -109 土鰤翡 32.0 
一

ナデ 精良 良好 浅責櫓C7.SYRS/4) 小片 内外iii煤付著
-01 石の上 羽釜

801 455 SX4171 K -109 土Bili翡 20.0 
一

ナテ’ 0.5mm 以會下 良 浅贄櫓(7.SYRB/4) 小片 鍔以下煤付詈
-07 S X171 羽釜 の小石

802 457 SX4171 K -109 土Bili翡 18. 0 
一 外内 ：ハケメ 精良 良 浅黄樗(7.SYRB/3) 1/6 鍔以下煤付看

-01 S X171 羽釜 ：上下半半ハナケデメ

803 456 SX4171 K -109 土B椀ili聾 13. 2 7. 1 秤 外内 ：：ハナケデメ 1の.5砂11111粒以會下 良 外内 ：：浅灰貢白櫓(10(1Y0R8YR/28/)J) 3/4 
-04 S X171 

804 456 SX4171 K -109 土B椀ili翡 14.0 外内 ：：ハナケデメ 2砂1111粒以含下の 良 にぶい責櫓(10YR7/3) 1/4 
-01 S X171 

805 455 SX4171 K -109 土鰭翡 12. 0 
一 外内 ：：ハナケデメ 精良 良 にぷい黄櫓(10YR7/4) 1/3 

-OB S X171 椀

806 456 SX4171 K -109 土鰤椀翡 底径 外内 ：：ハナケデメ 1砂1111粒以會下の 良 外 ：にぷ浅黄責櫓い櫓櫓(1((70 .5YR7/J) 邑元部存-03 S X171 5.2 ~ 1 YR8/） 4) 
内：浅 OYRB/4

807 456 SX4171 K -109 土鰤椀翡 秤 外内 ：：ハナケデメ 1の.5砂■111粒以會下 良
外内 ：：灰に褐ぷ(7い櫓,5Y(R76./5ZYR) 7/3) 翡-oz S X171 

BOB 457 SX4171 K -109 施輪陶器 16. D 体底：ロククロナデ 精良 良 積：オリーブ責月 2/3 内圃にトチン甑
-03 S X171 椀 外：ロ ロケズリ 5Y7/3) 

地：灰白 (5Y7 . ) 

809 457 SX4171 K -109 天目茶碗ー
一 秤 体厩：ロクロナケデ 精良 良 にぷい櫓(7.5YR7/3)

邑元部存-04 S X171 外：ロクロ ズリ

810 466 SX4139 E -111 土鰤翡 11. 5 2.0 外内 ：： 未ナ円プ整
微砂粒會 良 灰白 (7,5YR8/2) 1 /10 指頭圧甑明霞

-03 S X139 皿．

811 466 SX4139 E -111 土鰤翡 26. 1 
外内 ：： 下ハ上ケ半半エヘメgフケナデズリ

編砂粒會 不良 灰白 (10YRB/2) 1 /8 体外部園外煤面付看に沈線-01 S X139 鍋

812 458 SX4139 E -111 土鰤翡 30.0 底径 外内 ：： ハナケデメ 精良 不良 灰白 (10YRB/2) 1 /10 外冒煤付看
-03 S X139 鍋 3.9 

813 466 SX4139 E -111 土鰤鍋器 25.6 
一 外内 ：： ハナケデメ 微砂粒會 不良 灰白 (10YR8/1) 1/7 外面煤付着

-oz S X139 

814 454 SX4169 K -101 土鰤椀翡 13.4 
一 外内 ：： ハナケデメ 編砂粒含 蹂 にぷい黄に櫓ぷ(10櫓YR(7/54) 1/5 

-04 S X169 ～い YR&/3)

815 451 SX4169 K -101 土鰭椀翡 14.2 7.3 rr 外内 ：： ハナケデメ Z砂■■粒以會下の 菜； 灰責褐(10明YR赤6/褐Z)（ 1/5 
-oz S X169 ~ 5YR5/8) 

816 454 SX4169 K -101 土饂翡 13. 6 7.3 底径 外内 ：ハケメ 3小1111石粒以下會の 良 にぷい櫓(7.5Y7/3) 1/4 
-03 S X169 椀 5.4 ：ナデ

817 448 SX4169 K -101 土鰤甕翡 22.0 外内 ：： ハナケデメ 小1■1石1以會下の 良 灰白 (10YR8/2) 小片
-04 S X169 

818 451 SX4169 K -101 土鰤甕翡 32.B 外内 ：： ハナケデメ 2ヽl■ヽ11石以會下の 不良 灰白 (lOYRB/1) 1 /5 
-01 S X169 

819 445 SX4063 H -103 土鰤翡 8. 9 2.2 ナデ 1會■■ の砂粒 良 灰白 (lOYRB/2) 完形
-05 S K63 皿

820 446 SX4063 I -104 土鰤蓋翡 21. 0 6.5 外：ハケ~メ 粒1.5會111111の砂 良 浅貴櫓(7.5YR8/3) 1/4 
-07 S K63 ーヘラケズリ

内：ナ

821 446 SX4086 H -105 土鰤翡 7.4 1. 7 外内 ：： 未ナ円ァ整 1■11の砂粒 良 灰白 (10YR8/2) 4/5 
-01 S KB& 皿 會

822 450 SX4103 S X103 土鰤翡 7. 5 1.8 外内 ：： 未ナ調デ整 繍物繊砂粒維含・櫂 霜 灰白 (10YR8/2) 1/2 指頭圧甑明誼
-02 皿

823 450 SX4103 S XlOJ 土鰤翡 7.9 1. 6 外内 ：： 未ナ円ァ整 物微砂繊維粒含・植 良 液黄(2.SVB/3) 1/2 
外指圃隕煤圧付震著明誼-01 鳳

824 450 SX4103 S X103 天目茶碗 12. 3 ロクロナデ 精良 良
積：オリーYブ4黒;I 1 /7 

-DJ 5Y2/1) 
逓：灰(7.5)  

825 448 SX4150 S X150 土Bili翡 10.0 
-02 皿

Z.4 
外内 ：： 未ナ円プ整 1砂11■粒以含下の 菜； 浅責櫓(10YR8/3) 1/4 指頭圧裏明霞

826 448 SX4150 S X150 土饉翡 15. 0 2.3 外内 ：： 未ナ調デ整 Z砂11■粒以會下の 菜； 液貫(2.SYB/3) 1/4 指頭圧震明誼
-01 皿
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実濤l 法量 (cm)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡高 その他

827 448 SX4164 C -114 施精陶翡 7.3 ロクロナデ 精良 良 外内 ：：灰灰白白 ((1100VVRR88//1) Z) 2/3 糸切痕明霞
-06 S X164 即皿

828 446 SK4076 H -101 灰輪陶翡 15. 6 5.5 高6台径 ロクロナデ 粒1.5會■■ の砂 良 灰白 C7.5Y7 /2) 1 /2 糸切裏明霞
-03 SK 76 椀 7. 

829 446 SK4076 H -101 拝 一 特 ロクロナデ 精良 良 緑灰(7.5GY6/1) 1/3 
-06 SK 76 

830 445 SK4076 H -101 土土誦鰻聾 1.0 
一

残存重 ナデ 1含1111 の砂粒 良 灰白 (lOYRB/2) 1 /2 
-04 SK 76 z. 1g 

831 355 SK4076 H -101 銭貨 2.5 重
一 - 青灰(10B65/1) 完形 永楽通宝

-09 SK 76 2.49 

832 355 SK4076 H -101 銭貨 2.5 - 重 青灰(585/1) 完形 永楽通宝
-07 SK 76 1. 6g 

833 355 SK4076 I -101 銭貨 2.3 - 重 青灰(5B6/1) 完形 犀明滅が激しく銭種不
-12 SK 76 1. 19 

834 355 SK4076 I -101 銭貨 2.4 - 重
一

繰黒(562/1) 翡 錆が激しく銭種不明
-11 SK 76 2.39 

835 355 SK4076 H -101 銭貨 2.5 - 重 青灰(586/1) 完形 犀明滅が激しく銭種不
-10 SK 76 2.Bs 

836 355 SK4076 H -101 銭貨 Z.5 重 - 青灰(586/1) 2/3 永楽通宝
-DB SK 76 1.99 

837 445 SK4090 H -104 土鰤翡 13. D 2.6 - 外内 ：： 未ナ円ァ整 粒1.5會1111 の砂 良 灰白 (10YR8/Z) 1/8 指頭圧震明誼
-02 SK 90 JDI. 

838 496 S84072 F -105 土鍾翡 8. D 1. 9 外内 ：： 未ナ円ァ整 編植砂物粒繊維多含會 良 灰白 (1OYRB/1) 2/3 指頭圧甑明誼
-OB P 27 .DD. 

839 369 SZ4197 I -100 土鰤器 10. 0 1.5 - 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 灰白 (7.SYRB/2) 1 /2 指頭圧裏明霞
-04 石堰 皿

840 477 SD4100 E -104 土鰤器 8.6 1. 3 - 外：未調フ_ー, 整 微砂粒含 菜； 灰白 (2.5Y8/2) ほぼ 口縁端部に煤付看
-06 S D100 皿 内：ナ 完形

841 371 SZ4109 F -104 罪 37.0 13. 0 底径 外内 ：： 未ナ巴ァ整 精良 良 にぷい櫓(5YR7/6) 1/6 内面炭化物付着
-01 石埴 17. 3 

842 484 SD4102 F -103 土饂翡 7.0 1. 1 外内 ：： 未ナ円プ整 精良 良 浅責櫓(10YR8/3) 2/3 指頭圧裏明霞
-04 S 0102 皿

843 494 SD4102 E -103 土鰤壼翡 3. 0 外内：： 未ナ璽プ整 精良 不良 外内 ：灰樗白(7(7.5YR8/)Z) 翡 指頭圧甑明霞
-02 S D102 : • 5YR6/6 

844 492 SD4102 E -103 土鰤翡 26.6 外内 ：ハケメ 1粒.5含■■ の砂 良 外内 ：液褐灰貢C7.5YR4//3 1) 1/8 外面全面煤付著
-03 S D102 鍋 ：ナデ : (2.5Y8 3) 

845 493 SD4102 E -103 土饉鉢翡 18. B - 外内 ：： ハナケデメ やや粗 良 櫓CZ.5Y7/6) 1/8 
-01 S 0102 

846 493 SD4102 E-103 土羽鐸釜翡 18.0 外内：： ハナケデメ 精良 不良 外内： に褐ぶ灰い櫓0YR(74/.5YR7/3) 3/4 外面全面煤付看
-02 S D102 : (1 1) 

847 492 SD4102 F -103 土茶饉釜翡 13.8 外内 ：： ハナケデメ 精良 不良 灰白 (YRB/2) 1/4 外面若干煤付看
-01 S D102 

848 492 SD4102 F -103 土鰤翡 13.2 外内 ：ハケメ 精良 菜； にぷい樗C7.5YR7/3) 1 /4 外面煤付着
・02 S D102 茶釜 ：ナデ

849 477 SD4102 F -103 天目茶椀 12. 0 
一

口クロナデ 精良 良 地釉 ： 灰黒(白1( 1 0 Y R 8 // 1 ) ) 1/10 
-08 S 0102 : 0YR1. 7 1 

850 494 SD4102 E -103 天目茶椀 高台径 外内：ロクロケナデズリ 精良 良 精 ：赤に黒ぷC7櫓.5YR1 7 /1) I g元部存 厩る部外面錆釉がかか
-01 S D102 4.4 ：ロクロ ～い (2.5YR64) 

851 477 SD4102 E -103 
:器

12. 5 ロクロナデ 小3mm石以粒下會の 良 にぷい赤褐(SYRl/4) 1/7 
-02 S D102 

852 488 SD41Z9 D -102 土鰭翡 29.4 外内 ：ハケハ 精良 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1/5 
-DJ S D129 鍋 ：ナデ

853 488 SD4129 D -102 土羽鰤釜翡 28.0 - 外内 ：： ハナケデハ 精良 不良 にぷい黄惜(10YR7/J) 1/5 内外面煤付詈
-02 S D129 

854 488 SD4129 D -102 茶土鰤釜器 14. 0 外内 ：： ハナケデハ 精良 不良 浅黄檜(10YR8/J) 1/4 口縁部外面煤付看
-01 S D129 

855 485 SD4129 D -102 天目茶碗 12.0 ロクロナデ 精良 良 地輪：： 灰赤黒白((1100YYRR88//31) ) 1/12 
-01 S D129 

856 487 S04129 D -102 山茶椀 16.0 5.2 高台径 ロクロナデ 2若霞■干會の砂粒 良 灰白 (SYB/1) 2/3 
-01 S D129 8.6 

857 489 S1>4129 D -102 瓦火貿舎土翡 39.0 口クロナデ 2多●●含の砂粒 良 外内：： 浅褐黄灰櫓(10(1YR0Y5R/81)/3) 1/6 
-01 S D129 

858 373 SD4129 D -102 加工円盤 5.0 璽 口クロナデ 精良 良 にぷい黄櫓(10YR7/ 4) 完形 陶翡甕胴部を転用
-03 S D129 41. 5s 

859 373 SD4129 D -102 加工円盤 4.5 重 ロクロナデ 2砂11■粒以含下の 良 浅責樗(7.SYRB/6) 完形 陶翡甕胴部を転用
-02 S D129 30.0g 

860 373 S04129 D -102 細工円盤 4. 0 
一

重 口クロナデ・ミガキ 精良 良 灰赤(2SYRS/2) 完形 陶翡甕胴部を転用
-01 S D129 27.9g 
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冥測 法量 Cc●)

警号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 僅 考

番号 口径 器高 その他

861 374 S04129 s D -102 紡鰻軍 3. 9 
重18. 9g 

ロクロナデ 3小■■石以會下の 良 にぷい櫓赤(2灰.5YR6/54R) S 完形 陶未翡成甕品胴部を転用
-01 D 129 ~ (2. y /1) 

862 475 S04014 L -103 土鰤鍋翡 38.9 
外内II＇） ：』ヽケ外デメ 2砂■■粒以會下の 良 灰白 (7.5YR8灰/Z褐) Z/3 外面煤付著

-01 上S画D14 部：内ナ 面ヘラケズ
~ (5YR6/2) 

863 355 SZ417Z PL 4 -106 銭貨 2. 5 
~49 一

青灰(586/1) 完形 永楽通宝
-15 

864 355 S24172 L -106 銭貨 2.5 
一 重3.19 一

青灰(585/1) 完形 皇宋通宝
-16 P4 

865 355 SZ4172 L -106 銭貨 2.4 
'Jg 

- 緑灰(10GY5/1) 完形 元符通宝
-14 P4 

866 355 S24172 L -106 銭貨 2.5 - r。, 一
緑灰(5PB4/1) 完形 元（天）口口宝

-13 P4 

867 393 - E -107 土鰤器 13. 7 2.8 外内 ：：未ナ円プ整
砂粒含 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1/2 粘土紐接合裏明誼

-03 P4 皿

868 496 - I -106 土鰭翡 7. 1 1.3 外内 ：：未ナ調デ整 2小■■石以會下の 良 明褐灰(7.褐5YR7/1) 完形 指外頭面圧煤震付着明霞
-07 PZ .DD. ～灰 C7.5YR6/2) 

869 496 - F -106 紡垂車 4.0 
1璽3. Zs 

ナデ 精良 良 灰臼 CZ.5Y7/1) 完形
側土縁饂翡に鋭椀利厩部な工を具転用甑

-12 P13 

870 499 - D -103 土饂鍋翡 36. 1 17.0 外：ハケメ・ヘラケ 微砂粒會 菜； 浅黄櫓(10YR8/J) Z/5 外圃煤付看
-01 P 11 

内 ：ナズデリ

871 353 - M-108 土編鍋器 28.0 14. 7 
外： 上下ナ半半デハケラメ 2小植11■石物以多繊下維會會の・ 菜； 灰白 (lOYRB/2) 1/4 外薗煤多量に付看

-01 P4 ヘケズリ
内：

B72 352 - E -106 土鰭鍋翡 35.6 -
外内厩＇） ： ハケ外デメ

精良 良 灰白 (10YR7/2) 1 /6 外面煤付看
-01 Pl 

部：内ナ 面ヘラケズ
一

873 450 SX4134 C -111 近世椀111i1翡 7. B ロクロナデ 精良 良 灰白 (lOYB/1) 1/7 
-05 最S下X段134 

874 450 SX4134 S X134 土鯛器 9. 7 1. 5 ナデ 微物砂繊粒維會・植 良 櫓(5YR6/6) Z/3 口縁端部に鴻煙付着
-06 No.4 皿

875 450 SX4134 C -111 土鰤翡 10. 0 1.2 ナデ 微砂粒會 良 櫓(7.5YR7 /6) 1/4 
-09 S X134 皿

876 450 SX4134 C -111 土鰤器 9.0 1.2 外内 ：： 未ナ円プ整
罐砂粒含 良 櫓(5YR6/6) 1 /5 指頭圧裏明誼

-07 最S下X1段34 皿

877 450 SX4134 
最SC 下X-1段1314 1 

土編翡 8. 9 1.2 外内 ：： 未ナ巴ァ整 物微繊砂維粒會・植 良 櫓(5YR6/6) 1 /3 
-08 皿

878 450 SX4135 D -111 土鐸皿翡 8. 1 1.5 ナデ 精良 良 櫓(7.5YR6/6) 1/4 
-10 S X135 

No.9 

879 402 SX4135 D -111 
土把鰤手翡付壼

10.5 14.6 
外内内 ：：： 上下ナ半半デハヘケラケメズリ

精良 良好 櫓(5YR7/6)
翡-01 S X135 

880 464 SX4135 D S -11 11 軒丸瓦 ナデ 2.5小■■石粒以下多 良 灰白 (5Y7/1) 1/3 いぷし焼き
-02 X 35 

No.5 ~ 植物繊維會

881 463 SX4135 D -111 5 軒平瓦
一

側縁：ケズリ 6小1111石以粒下會の 菜； 灰白 (NB/0) 1/3 いぷし焼き
-01 S X13 

No.&. 7 

882 唸1
SX4132 I -108 2 

陶＇
76.6 88.2 閉 外内 ：： 未ナ調デ整

精良 良好 明赤褐(5YR5/8) 完形 指頭圧裏明霞
S X13 

883 唸 SX41JZ S X132 土鰤翡 7.6 1.0 ナデ 精良 良 櫓(5YR6/6) 1/3 
皿

884 455 SX413Z J -9※ 7 土鰭翡 7.6 1. 1 外内 ：： 未ナ円プ整 砂1■■粒以含下の 良 櫓(2.5YR6/6) 完形
-01 SX 皿

885 37~ SX4133 
石KS組-X9周8囲

犬品形土璽 1. 9 手づくね 精良 良 液黄(Z.SYB/4)
頭前損部足左欠-2 

886 464 SX4136 S D -X11131 6 軒丸瓦 15.0 ナデ 2の.5小1111石以會下 良 灰白 (5Y8/2) 瓦完頭存部 いぶし焼き
-01 

887 465 SX4136 s E -111 軒平瓦
一

4. 9 凹凸面頁：： 未ナ調デ整 7會●● の小石 良 灰白 (5Y7/2) 1/3 いぶし焼き
-01 X136 

No.7 

888 465 SX4136 D -111 軒平瓦 4. 9 凹凸圃圃：： 未ナ調デ整 1の.5小11■石以粒下會 良 灰白 (5Y7/1) 1/3 いぷし焼き
-02 S X136 

No.5 

889 唸 SX4146 石Jだ-1ま13り 近世椀陶翡 8. 0 
一

口クロナデ 精良 良
地釉 ：：液褐黄(10(2YR.54/YR68)/3) 1/6 美濃
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実測 法量 (cm)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

番号 口径 翡裏 その他

890 452 SX4146 J -113 闘 27.0 11.2 
高11.台6径 ロクロナデ 3小11■石以含下の 不良 地：にぷい黄櫓(1 Z/3 瀬戸

-02 S X146 0YR7/4) 
積：暗赤褐(25YR3/2) 

891 4~ ぶ SX4146 J -113 
:翡

31. 2 口クロナデ 小3mm石以含下の 良 櫓(7.5YR6/6) 1 /8 内面煤付著
S X146 

892 466 SX4138 E -111 土鰤翡 12. 7 2.5 外内 ：： 未ナ調デ整 微砂粒會 良 櫓C7.5VR6/6) 1/3 指頭圧痕明誼
-04 S X138 皿

893 459 SX4138 s E -111 
磁染付翡椀

10. Z 5.5 
高3.9台径

ロクロナデ 精良 良 地精 ：：灰灰白白 C1C70. Y58Y8/1) /1) 1/3 
-04 XlJB 

894 460 SX4138 E -111 平瓦 幅
凹凸面面：： 未ナデ調整 1多mm含の砂粒 良 凹面面： 灰青灰(N6/1) 1/3 いぷし焼き

-01 S X138 21. 3 凸： (5B6/1) 
No.11 

895 461 SX4138 E -111 賢斗瓦
~-5 凸凹面面：： 未ナ調デ整

精良 菜； 灰白 CSYB/1) 3/4 いぶし焼き
-01 S X138 

No.5 

896 447 SX4144 H -113 土鰭翡 6. 3 1. 1 外内 ：：未ナ巴ァ整 1砂胃•粒以含下の 良 外内 ： 櫓櫓( 5 Y R 7 / 6 ) 2/3 
-05 S X144 皿 : (7. 5YR7/6) 

897 447 SX4144 H -113 土饉翡 5.8 0.9 外内 ：： 未ナ円ァ整 1粒.5會■■ の砂 良 外内 ：：浅浅黄黄樗櫓(7(10.5YRYR88//34) ) 完形
-04 S X144 皿

898 446 SX4144 H -113 近灯世明磁皿翡 10.0 2. 1 外内：： ロロククロロケナデズリ 砂11111粒以含下の 良 液黄(2.5Y8/4) 1 /5 
-04 SKア

899 446 SX4144 H -113 近椀世陶翡 9.0 口クロナデ 精良 良 液黄(2.5Y7/4) 1/3 
-05 SKア

900 449 SX4144 H -113 近世椀陶翡 高4.4台径 外内：ロクロケナデズリ 精良 良 灰白 (10YR8/2)
翡 削に重り出ね焼し高き台の震、跡内面-01 S X144 ：ロクロ

901 449 SX4144 H -113 近世椀陶翡 12. 0 4.6 
高4.5 台径 底リ部、外値面はロロククロロケナデズ

精良 良 液黄(2.SYB/3) 1 /3 
-04 S X144 

902 374 SX4144 H -113 紡錘車 3. 1 

” 
ナデ 1砂■■粒以含下の 良 灰(6/N) 完形 土未誦成翡品椀厩部を転用

-02 S X144 

903 374 SX4144 H -113 加工円盤 2.8 
重13量.0 g 

ナデ 精良 良 灰(5/N) 完形 土緬翡椀底部を転用
-04 S X144 

904 448 SX4148 H -111 土鰤椀翡 14. 0 外内：：ヘナデラケズリ 0.51111 以會下 良 櫓(7.5YR7/6) 1 /8 
-OJ S X148 の砂粒

905 447 SX4148 I -111 土鰤醤 11. 6 1. 9 外内 ：： 未ナ巴ァ整 1の.5砂111111粒會以下 艮 惜(7.5Y浅R7貴/6惜) 1/4 
-01 S X148 皿 ~ (7. SYRB/4) 

906 447 SX4148 I -111 土鰭翡 10. 6 1. 6 外内 ：： 未ナ円ァ整 l砂m11粒以含下の 良 櫓(5YR7/6) 1/2 口縁端部に煤付着
-08 S X148 .DD. 

907 447 SX4148 I -111 土饂翡 9.6 1. 4 外内 ：： 未ナ邑プ整 111砂■粒以含下の 良 櫓(Z.5YR7/6) 1/4 
-03 S X148 皿 ～檜(5YR7/6)

908 447 SX4148 I -111 土鰤翡 5. 6 1.0 外内 ：： 未ナ調デ整 1の.5砂■粒■以會下 良 浅黄櫓C7.5YR8/4) 
翡-06 S X148 .DD. ～櫓(2.5YR7/6)

909 452 SX4148 S X148 闘 27. 7 10.0 閉 外内：未調ク整 3小■■石會以下の 良 赤褐(1O灰R5褐/3（) 1/3 外面に柵状工具甑
-01 ：ロ ロナデ ~ 5YR5/6) 

910 351 SX4148 H• I 
:翡

71. 4 74.5 開 外内：： 未ナ調デ整 8小1111石以含下の 良 灰白 (10～YR8明/2)赤褐 4/5 指頭圧甑明讀
-01 -111 (5YR5/6) 

S X148 
No.1.2.7 

911 449 SX4148 I -111 
近ヒ世璽陶ウ翡ソ 4. 7 ロクロナデ 精良 良好 褐(7.5YR4/6) 翡-06 S X148 
ク

912 449 SX4148 H-111 近染世付磁椀翡 高4.台0径
ロクロナデ 精良 良好

邑元部存-OJ S X148 
No.9 

913 449 SX4148 I -111 近椀世陶翡 9.0 6.Z 
高4.5 台径 厩リ部、外他画はロロククロロケナデズ

精良 良 にぷ明い赤リ褐ブ(~YRS/4) 1 /2 外る面横繰に柵状工具によ
-05 S X148 ～ ォ ー 灰(5GY7/1) 

914 449 SX4148 I -111 近世陶翡
高9.4台径 外内 ：：ロロククロロケナデズリ 精良 良 灰白 (10YR8/2) 1 /8 

-02 S X148 .DD. 

915 37~ SX4148 I -111 加工円盤 4.0 
一 2璽1.0s ABli頁：: ロロククロロケナデズリ

精良 良 灰黄(2.5Y7/2) 完形 天目茶碗底部を転用
-3 S X148 

916 498 SX4148 I -111 丸瓦 7.5 
凸凹頁薗：： 未ナデ調整

罐砂粒含 良 灰白 C7.5Y7/1) 1/4 
-01 S X148 

917 
4! ぶ SX4148 I -111 丸瓦 8.Z 凸凹面薗：： 縄叩叩きき甑 2の.5小■■石以粒下會 霜 灰(N4/0) Z/3 

S X148 

918 498 SX4148 H -111 軒平瓦
一

ナデ 3の.5小■■石粒以下會 灰白 C7.5Y7/1) 1/3 
-02 S X148 

No.11 

919 38~ SZ417D 石Jだ-1ま09り 土鰤翡 6.6 0.6 外内 ：：未ナ巴プ整 微砂粒會 良 灰白 (2.SYB/2) 1/2 
-4 .DD. 

920 458 SZ4170 J -107 9 土鰭聾 8. 0 1.8 
外内 ：：未ナ円ァ整 0粒.5若■■干會の砂 良 液黄(Z.SYB/3) 1 /6 

-04 S Xl D .DD. 
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実測 法量 (cm)
傭 考番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存

番号 口径 聾高 その他

921 454 SZ4170 S J -X11068 9 土鰤皿翡 7. 7 3.0 ナデ 2會11● の小石 不良 灰白 (2.5Y8/2) 1/6 
-05 

922 454 SZ4170 J -109 土鰤椀聾 一 - 仔 外内 ：：ハナケデメ 小1■■石會以下の 菜； にぷい櫓(7.5YR7/4)
翡-06 S X168 

923 唸 SZ4170 J -1ま09り 土誦鉢翡 21. 4 ．． 
外厩内 ：ハケ外デメ

罐砂粒含 良 櫓(Z.5YR7/6) 1/8 
石だ

細・内ナ ヘラケズ')

924 361 SZ4170 石Jだ-1ま09り 土鰤鉢翡 22.6 - 外内 ：：ハナケデメ 編砂粒會 良 にぷい櫓(7.5YR7/4) 1/8 
-04 

925 454 SZ4170 J -106 9 土鰤鍋翡 21. 5 ． 
外内 ：：ハナケデメ 罐砂粒會 不良 灰白 (10YR8/1) 1/3 

-02 S Xl 8 

926 454 SZ4170 J -106 9 土鰤鍋翡 22.B 
一 外内 ：：ハナケデメ 2の.5小■■石以粒下含 菜； 灰白 (10YR8/Z) 1 /8 内圃煤付着

-01 S X1 B 

927 唸 SZ4170 J -109 土鱗鰤翡 Z6.4 .~ 
外内 ：：ハナケデメ 會1●● の砂粒 良 灰白 CZ.SYB/Z) 1/10 

SX170 

928 4~ ぶS24170 K -107 9 土鰤鱗喜 26.0 
一 外内 ：：ハナケデメ 精良 良 灰責褐(10YR6/2) 1/10 外面煤付着

S Xt 0 

929 竺ぶ SZ4170 S J -X11709 0 土鰤鍋翡 32.2 .~ ナデ 多1■■含の砂粒 不良 灰白 (Z.5YR8/Z) 1/6 外圃煤付著

930 457 SZ4170 K -1079 0 土鐸鍋器 40.0 - 外内 ：：ハナケデメ 精良 良 灰白 (10YR8/2) 1/8 外Ii煤付着
-02 S Xl 

931 459 S24170 J -109 磁翡 10. 0 4.0 2高.3台径 体厩 ：ロクロナデ 精良 良 増檜： 灰灰白白 (2. SG8/1) YB/1) 1/3 
-oz S X170 皿 外：ロクロケズリ : (lOY 

932 唸 SZ4170 石Jだ-1ま09り 紡鰻車 4.5 — 重13量. 89 
ナデ 精良 良好 櫓(2.5Y浅R7責/6櫓) 完形 土鰤翡椀底部を転用

~ ClOVRB/3) 

933 364 SE4149 井H戸-1上11 石霰碍品 1. 3 9。 粘板岩 1/Z 
-05 

934 484 SZ4195 
石Hだ-11ま0り 悶翡 11.0 ~ ロクロナデ 精良 良 地釉：： 灰明繰白灰ClO(5YBG/7/11)) 1/4 

-06 

935 486 SX4195 H -110 近世椀陶器 一 高3.9台径 外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良 地精： 液黒黄褐(<2. SYB/I 3) 1/2 天目茶碗か？
-01 石列 : 2. 5Y3 1) 

936 360 SX4195 
石Gだ-11ま0り 土譴鱗器 28.0 

一
ナデ 小石多會 不良 にぷい櫓(7.5YR7/3) 1/4 外画煤付看

-01 

937 廷ぶ SX4195 石G湿-110 土鰻 1.5 6.2 

” 
ナデ 精良 良好 浅責櫓C7.5YR8/6) 翡

938 唸 SD4107 s E -109 近世蓋繭翡 一 一 汗 ロクロナデ 精良 良 灰白 (Z.SYB/Z) 1/4 全Ii錆精
0107 

939 486 S04097 H-97 9 近世鉢胄翡 一

” 
口クロナデ 精良 良 地輪 ： 灰ぷ白(5赤Y8/1)褐 1/8 

-04 S D9 ：にい (SYS/3) 

940 36~ SZ4196 石Fだ-1ま11り :: 33.0 嶋一 - ロクロナデ 微砂粒會 良 外内：： 灰にぷ白Cい2櫓.5Y(85/Y2R7/) 4) 1/12 
-2 

941 362 SZ4196 石Fだ-1ま11り 軒丸瓦 ナデ 3の■■小以石下粒の會 良 灰(N6/0) 1/4 珠文椎定36偏
-02 

942 唸 SZ4198 繍 近椀世陶翡 10.9 3.8 4高.0台径 圃ロクロクロナロケデ、ズ底リ部外 精良 良 地精：： 浅繰灰貴櫓(56(57/1).SYRS/2) 1/3 

943 咄 SZ4198 悶 靡 一 閉 ロクロナデ 精良 良 灰白 C7.5Y8/1) 小片 瀬戸

944 483 SZ4198 請 問 3.5 - - キロメクロナデ、一部カ 1砂■■粒以含下の 良 地釉：： 浅明責黄櫓褐C(l1O0YRYRB7//63)) 2/3 美濃
-03 

945 35~ SZ4198 繍 銭貨 Z.4 
一 一 - 黒(7.5YR1. 7/1) 完形 寛永通宝

-1 

946 唸 SX4145 H S -X11143 5 土鰤鳳翡 9.4 1.5 外内：： 未ナ巴プ整 0の.5砂■11粒以含下 良 櫓(5VR7/6) 完形

947 447 SX4145 I -113 土鰤翡 8.0 1.4 
外内 ：： 未ナ巴プ整 1の.5砂■■粒以會下 良 浅責櫓(7.5YR8/J) 1/Z 指口縁頭圧内部瓢明にエ誼具甑-07 S X145 皿

948 4集 SX4145 S I -X11143 5 土饂翡 15.0 4.2 
外内 ：： 未ナ巴プ整 3砂■m粒以會下の 良 浅責櫓(7.5液YR8樗/35) 小片 指頭圧瓢明霞

鳳 ~ C YRS/4) 

949 355 SX4145 石Iだ-1ま13り 銭貨 2.4 -

” 
一 一 一

青灰(5B6/1) 完形 寛永通宝
-03 

950 唸 SZ4199 石F-塩110 土編聾 12.0 2.5 
外内：：*ナ!ァ整 3砂■■粒以會下の 良 浅貴櫓(10YR8/3)

完口縁存部 指頭圧裏明贖
皿

951 369 SZ4199 石F-埴110 土鰤翡 11.6 Z.5 
外内 ：： 未ナ巴ァ整 精良 良 浅責櫓(10YR8/4)

翡 指頭圧裏明霞
-01 .IDL 

952 唸 SZ4199 石F-埴110 土鰤翡 7. 3 1. 1 外内 ：： 未ナ円プ整 砂1•胃粒含以下の 良 液貫(2.5Y8/3) 翡 指頭圧裏明誼
皿

953 唸 SZ4199 C~F 施精椀陶醤
厩ロ外クロ： ナロデクロケズリ

精良 良
地精：： 灰オ白リー(SYブ7/黄(27 ) 邑元存部

直接重ね焼き震

石だ-1ま11り
. 5Y6/3) 
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実測 法量 (c霞）
警号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

954 481 SZ4199 C~F 近丸世椀陶翡 10. 0 - ロクロナデ 精良 良 地糟：： 灰にぷ白い(2赤.5Y褐B/2) 1 /16 
-04 -111 

石壇 (5YR4/3) 

955 481 SZ4199 C~F 近椀世陶翡 - 高2台径 底ロ外クロ： ナロデクロケズリ
精良 良 地釉：： 灰灰白白 ((77.. 55YY87//11) ) 1/4 

-OJ -111 4. 
石塩

956 370 S24199 F -110 近世椀胄翡 9.0 5.3 
高5.5台径 底ロ外クロ： ナロデクロケズリ

精良 良 液黄(Z.5Y8/3) 1/2 
-01 石埴

957 480 S24199 C~F 近世陶翡 - 高台径 ロクロナデ 精良 良 地精 ：灰灰白白 CSVB/1) 1 /3 瀬戸美濃
-06 -111 椀 4. 2 厩外：ロクロケズリ : (7, 5Y8/2) 

石塩

958 362 SZ4199 C~F 軒丸瓦 - 3小1111石會以下の 良 灰(N4/0) 1/4 珠文推定12個
-03 

石だ-1ま11り

959 370 SZ4199 F-110 軒平瓦
一

幅 凹面圃： 布目 3小mm石以含下の 良 灰(6/N) 1/2 
-03 石填 12. 2 凸 ：ヘラケズリ

960 358 SZ4199 F -110 軒平瓦
一 - 凹圃面： 布目ラ 4會■■ の小石 良好 灰白 (5Y7/1) 1/2 

-01 石埴 凸：ヘケズリ

961 362 SZ4199 C~F 軒平瓦
一 一 凹凸面園：： 布ナデ目 1小••石以會下の 良 灰白 (N7/0) 1 /8 

-04 -111 
石だまり

962 362 SZ4199 C~F 軒平瓦
一

-、
凹凸iii薗:： 布ナデ目 5小111■石以粒下會の 良 灰白 (N7/0) 小片

-05 
石だ-1ま11り

963 365 包會層 C -105 縄文土翡
一

ミガキ Z會m11むの砂粒 荘 明褐灰(7.5YR7/1) 小片 沈施線文区画内に条線で
-03 ~106 深鉢

械ト彊レンチ

964 490 包含層 下土下層褐部色 縄深文鉢土翡 一
．． 、 ナデ 粗 菜； にぶい櫓C7.5YR6/4) 小片 沈線で施文

-01 

965 490 包會層 下土層下褐部色 縄深鉢文土翡 一
ナデ 粗 良 外内： 灰褐ぷ(7.黄5櫓Y(R160 /2) 小片 沈線で施文

-03 ：にい
0YR7/2) 

966 356 包會層 H -107 縄深文鉢土翡 一
ナデ 2會mmの砂粒 蹂 明褐灰(7.5YR7/1) 小片 沈線で施文

-01 SK 

967 490 包會層 土下層下褐部色 縄浅文鉢土翡 ナデ 粗 良 褐灰C7.5Y～R4櫓/1) 小片 縄文で施文
-02 (7.5YR6/6) 

968 365 包會層 N-106 縄文土翡
一

外：縄文 0粒.5含111111 の砂 霜
灰黄褐(1OYR&/2) 小片 縄文と沈線で施文

-04 トレンチ 内：ヘラミガキ

969 365 包會層 C -105 縄深文鉢土醤 - 外内 ：縄文 2含1111むの砂粒 菜； 外内：： 灰に褐ぷいC7櫓.5Y(R55Y/R7Z/) 4) 小片 縄文で施文
-02 ~106 ：ヘラミガキ

拡ト彊レンチ

970 365 包會層 C-105 縄文土聾 外内 ：沈線 2含■■むの砂粒 菜； 浅責櫓(7.5YR8/3) 小片 沈線で施文
-01 ~106 深鉢 ：ヘラミガキ

拡ト彊レンチ

971 359 - 弥壼生土翡 外内：：ナナデデ ・ハケメ Z含mmむの砂粒 良 外内：： 液褐灰責((210.5YRYR4/B/1) 3) 小片 沈線で施文
-03 

972 359 - 弥生壼土翡 一
ナデ Z含■■ の砂粒 良 外内： 灰灰白白(10YR8/1) 小片 剰突で施文

-04 : (SYB/1) 

973 359 - 弥生壺土翡 - 外内：：ヘナデラミガキ
-06 

2會m11の砂粒 良 浅黄櫓(7.SYRB/4) 小片 沈帯線・剌・縄突文で施・垂文下隆

974 359 - 弥生壺土翡 一
ナデ

-05 
2含■111 の砂粒 良 外内：： 明櫓責(5褐YR7(/106YR)7/6) 小片 扇文形櫛措文と円形浮

975 359 - 弥生壼土翡 一
ナデ

-oz 
J含m●●の砂粒 良

外内 ：： 灰灰白白 ((72.. 55YRYR88/2/1) ) 小片 沈線と縄文で施文

976 375 - 弥生土壼翡 13. 2 
一 外内 ： Iヽ ケメ 6小■■石多以下含の 不良 灰白 (10YR8/Z) 1 /3 

-03 罐頸 ：ナデ

977 375 - 弥纏生頸土壼醤 11. 0 
一 外内 ： ： Iナヽケデメ 5小111胃石以多下含の 不良 灰白 (7ぷ.5YR8櫓/2) 1 /4 縄文と剌突で施文

-01 ～にい (7,5YR6/4) 

978 376 - 弥生甕土翡 39.0 ハケメ 繍砂粒含 良 責灰(2.5Y灰6/白1) 小片 口繰部に刻目
-05 ~ CZ. 5Y8/Z) 

979 375 - 弥生壼土翡 外内：：ヘナデラミガ＊
-04 

繍砂粒會 不良 灰白 (10YR8/1) 小片 櫛播横線文

980 376 - 弥生壼土翡 一 外内：：ヘナデラミガキ 5の.5小mm石以多下會 不良

外： 灰灰にぷ日日"櫓8・'/D"～") "・灰"" （ 

1/4 縄文・沈線で施文-oz ～い R7/3)
内： (N 

4/0) 

981 376 - 弥生壼土翡 ハケメ
-03 6砂■■粒以多下會の 良 にぶい樗C7.5YR7/4) 1/4 沈線で施文

982 357 - 弥生壼土聾 厩径 外内 ：ヘラミガキ 2■mの砂粒 良 灰白 (10YR8/2)
邑元部存-oz 7.8 ：ナデ 會
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冥測 法量 (c●)

番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考
番号 口径 翡畜 その他

983 476 S湿D入4001 N-102 弥生壼土器 一 一 汗 ハケメ 2含m● の砂粒 良
外内：： 浅液黄責櫓(～2灰.C754.Y85(Y/NR3) 8) /3) 

1 /3 
-01 S D1 

984 359・ 弥生甕土翡 18. 0 ハケメ Z會m11 の砂粒 蹂 灰白 (7.SYRB/2) 1/8 口縁端部に刹目
-01 

985 375 - 弥生甕土翡 24.0 
一

ハケメ 1.5小111111石以粒下多 良 外内 ：： 櫓灰(白Z.( 57 Y. R5 6Y /R68 ) /Z ) 1/6 口縁端部に刹目
-oz ~ 

986 376 - 弥生甕土翡 17. 0 ハケメ 3砂11■粒以多下會の 不良 灰白 C7.5YR8/1) 1 /8 口縁靖部に刺突文
-01 

987 397 - 弥生甕土喜 一 秤 ナデ 2砂■■粒以多下會の 良 岱；塁:~t~~:~u 邑元存部-03 

988 376 - 弥生甕土翡 ー 一

” 
ヘラミガキ 罐砂粒多會 良

檜～に(2ぷ.5YいR6赤/6褐)(2.5YR5/3) 邑元部存-04 

989 357 - 弥生甕土聾 ,, ハケメ 2會m11 の砂粒 良 外内：： 灰灰白白 ((120. SYRY8B//22) ) 1 /2 
-03 

990 500 裏土 土緬皿翡 9.0 1.2 外内 ：：未ナ円ァ整 精良 良 にぷい黄櫓(10YR7/3) 翡-04 

991 401 包含層 遺H -100 土鰤翡 8.0 1. J 外内 ：：未ナ円ァ整 精良 良 櫓(7.5YR7/6) 完形
-01 構上画 皿

992 401 包會層 H -100 土鰭翡 8. 1 1.3 外内 ：：未ナ邑ァ整 精良 良 液黄(2.5YR8/3) 1 /2 
-02 地山直上 皿

993 500 包會層 地D山-9直8上 土鰭聾 9.2 1.6 外内 ：：未ナ円ァ整 精良 良 褐灰(10YR6/1) 翡 指頭圧裏明贖
-01 皿

994 399 包會層 J -105 土鰤翡 9. 8 1.8 外内 ：：未ナ邑ァ整 精良 良 浅貴櫓(lOYRB/3) 1/2 
-04 包 JIB. 

995 399 包會層 J -108 土鰤翡 7. 6 1. 9 外内 ：：未ナ調デ整 精良 良 浅黄(2.5YR7/3) 1 /3 
-03 

晶下
皿

996 384 包會層 J -105 土鐸聾
一 外内 ：：未ナ円ァ整 0の.5砂冒•粒以會下 良 浅黄櫓(7.5YR8/4) 2/3 底部穿孔

-02 包 皿

997 500 包含層 F -112 土繹器 10. 0 1. 7 外内 ：：未ナ円ァ整 やや粗 良 憎(5YR7/6)
翡 口縁端部に鴻燈

-05 包 JID. 

998 400 包會層 G -105 土鰤翡 15. 0 Z.9 外内 ：：未ナ円ァ整 2砂■11粒以會下の 良 にぷい黄櫓(10YR7/3) 2/3 
-01 ぷ .Dll 

999 364 包含層 砂D-98 土鰤翡 14. 2 2.6 外内 ：：未ナ唇ァ整 精良 良 浅黄櫓C10YR8/4) Z/3 
-06 利の上 .IDl 

1000 484 包會層 地D山-1直00上 土鰤翡 14. 1 3. 1 外内 ：：未ナ円ァ整 2砂繊冒•維粒以會・下植物の 菜； 浅黄櫓(10YR8/3) 完形 指粘土頭圧紐甑明讀明讀-01 皿

1001 397 包會層 D -107 土鰤翡 13. 2 2.5 外内 ：：未ナ円ァ整 精良 良 浅黄櫓(10YR8/4) 翡-01 遺構上面 皿

1002 484 包含層 坪G -108 土鰤翡 15. 0 2. 1 外内 ：：未ナ円ァ整 Z砂m■粒以會下の 良 浅黄櫓(1O～YR液B/黄4)（ 完形
-oz 堰り 皿 5VR8/4) 

1003 393 包含層 E -113 土鍾翡 16. 6 
一

ナデ 微砂粒會 不良 にぷい櫓C7.5YR6/4) 1 /10 
-02 包 皿

1004 398 表土 土鰤甑翡 11. a 
一

ハケメ 2砂1111粒以會下の 良 液黄(2.SYS/3) 1/6 
-01 

1005 366 包含層
発東撮壁区トレンチ 土鱚鍋翡 25.0 

一
ナデ 0の.5砂1111粒以含下 良 外内： 灰に褐ぷC7褐.5YR4. /5 2) 1 /3 

-oz ：い (7 YR6/J) 

1006 383 包會層 K-110 土鍾鍋翡 22.0 外内 ：：ハナケデメ 2小m11石以會下の 不良 浅黄櫓(7.SRB/4) 1/6 外面煤付著
-02 包

1007 398 包含層 M-100 土B鍋ili翡 20.0 
外： 上下半半具ハヘケデラケメズリ

精良 良
外内：： 黒浅貢(7.櫓5V(R102/VR18)/ 4) 1/2 

-02 遺構上圃
内： エ ナ

1008 360 包會層
地まI上わ-1石り0 9 の 土炉

21. 8 
-03 

-
外内 ：： 工上下半半具ハ未ナケ円ァ整メ

罐砂粒會 菜； にぷい檜(7SYRS/4) 1/5 外画下半煤付着

1009 495 包會層 地I山-1直05上 土鱗鑓翡 23.2 
外内 ：： 上下工半半具ハヘナケデラケメズリ

2會m● の砂粒 良 液黄(2.SYB/3) 1/4 
-01 

1010 392 包含層 E -112 土鍾鍋翡
-01 包

28.0 
外内：：工ナ具デナデ

罐砂粒含
菜tにぶい櫓(7.5YR7/3} 1/2 外面煤付著

1011 屯 S混D4入070 H s -101 土編鱗翡 37.5 外内 ：： ハナケデメ 微砂粒含 良 にぷい黄櫓C10VR7/4) 1/3 内外面煤付看
070 

1012 392 包會層 E -112 土緬鍋翡 25. 1 
一 外内 ：： 工ハケ具メナデ

微砂粒會 菜； にぷい黄櫓(10YR7/3) 完口縁存部 外面煤付着
-02 包

1013 392 包會層 E -112 土誦鍋聾 24. 7 
外内 ：： ハ工ケ具メナデ 精良 良 にぷい櫓(7.5YR7/3) 1 /4 外面煤付看

-03 包

1014 394 包會層 E -112 土鍾鉢翡 19.8 外内 ：： ハナケデメ 精良 良 にぷい櫓(10YR7/3) 1/12 内面煤付著
-01 包
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実測 法量 (c●)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その俺

1015 唱 包會層 J -111 土羽鱒釜翡 zo.o 
一 外内 ：： ハナケデメ 精良 良 浅責櫓(1OYRB/3) 1/6 鍔以下煤付着

包

1016 36~ 包會層
地まIわ山-石1り0 9 の 土茶鰤釜翡 12. 9 

一 外内：：ハヘケラケメズリ 2の.5小■■石以會下 不良 灰白 (10YR8/2) 1/3 
-2 

1017 38~ 包會層 G -104 土茶鰤釜翡 14. 2 
一 外内 ：： ハナケデメ 植物繊維含 霜 にぷい櫓C7.5YR7/3) 1 /8 肩部に沈線 1条

-1 

1018 唸 包會層 地L山-1直06上 須恵蓋翡 13. 0 4.6 
天デズ井リ部、外他Iiはロロククロロケナ 精良 良 灰CNS/)

旦元形＇ま

1019 38~ 包會層 E -103 須恵杯翡 12. 0 ロクロナデ 精良 良 灰(6/N) 1/8 
-1 包

1020 唸 包會層 G-104 山茶椀 15. 6 5.5 
高4.9 台径

ロクロナデ 精良 良 浅黄(2.5Y7/3) 1/3 高台に籾殻瓢
包

1021 39~ 包會層 砂0利-9上8圃 山茶椀 16.0 5.4 高6.2台径 ロクロナデ 精良 良 外内：： 、灰灰白白 ((5SYY7 ) /Z) 4/5 
-2 

1022 唸 包會層 G-110 山茶椀
高6.9台径

ロクロナデ 1會■11 の砂粒 良 灰白 (SYS/2)
厩ぼ部完存ほ 底文字部外「面妙に」ヘラ書き

石直

1023 唸 包會層 J -99 山茶皿椀 9.4 2. 7 高4.7 台径 ロクロナデ やや精良 良 灰白 (5Y7/2) Z/3 
包

1024 50~ 包含層 地D-山10直5上 山茶皿椀 9.0 2.0 高4.2台径 ロクロナデ 1會1111 の砂粒 良 浅黄(2.5Y7/J) 翡-2 

1025 38~ 包會層 H -98 貯 16. 5 ロクロナデ 精良 良 灰白 (2.SYS/2) 1 /10 
-5 包

1026 39~ 包含層 G -100 貯 15. 4 5.5 
高5.7 台径 圃ロクロクロナロケデ、ズ底リ部外 精良 良 釉：灰オリー~ブ~ 翡 内の面裏跡に直接重ね焼き

-2 包 Y6/2) 
地：灰白 (2.5 /. 5 1) 

1027 38~ 包會層 K -110 施檜椀陶器 18. 4 5.5 
高4.0 台径 圃ロクロクロナロデケ、ズ底リ部外 0の.5砂11■粒以含下

菜；
地精：： 灰オ白リ (ー2.ブSY黄(B7 /1) 1/4 内圃にトチン裏

-1 包
. 5Y6/3) 

1028 唸 包會層 E -107 施精椀陶器 18. D 口クロナデ 1 砂粒~J含m11 の 良 地釉：： 灰オ黄リCーZ.ブ5Y費(7/7 Z) 1 /12 内面にトチン甑
包

. 5Y6/J) 

1029 唸 包會層 G -111 施椀輪陶翡 一 一 高4.4台径 外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良 地釉：： 液青黄灰((210.8SY6B5//31) ) 1/2 甑内跡面に直接重ね焼の
包

1030 唸 包含層 G -110 施輪椀陶翡 高4.7 台径 外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良 地釉：： 灰繰灰白((210. 6SY5B//1) 2) 1/2 裏内面跡に直接重ね焼の
包

1031 唸 裏土 M褒-1土07 施燭輪台？陶翡 一 :!r ロクロナデ 精良 良 精地：： 灰灰白白 C(Z7. .55YY77//Z1) ) 1/5 瀬戸か美濃

1032 唸 S湿04入091 G S-D 19 03 1 施蓮精弁陶文翡椀 11. 0 口クロナデ 精良 良 酎屡音協翻 1/8 

1033 唸 包會層 M-10.S 
：磁 5高.0台径 外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良

地：灰褐(5灰Y.RS6Y白/S2/(5 ) 
1 /2 

包 ~ YB/1) 
精：液黄(2 3) 

1034 唸 包會層 F -104 
；磁 秤包

外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良 地釉：： 繰褐灰灰((556YR65//11)) 小片 蓮弁文絃刹

1035 唸 包會層 配D石-114 ：磁 rr 外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良 埴輪：： 灰明褐オ灰リーC7.ブ5Y(R57Y6/Z/Z) ) 1/2 

1036 唸 包含層 N -108 
；磁 rr 外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良

地輪：： 灰オ臼リ (ー5Yブ7/灰(1) 2 1 /3 
包

. 5GY6/1) 

1037 唸 S湿D4入070 S H -07100 1 ：磁 一 rr 外内：： ロロククロロケナデズリ 砂1■11粒含以下の 良
地釉：： 灰明繰白灰(8/(N7).5GY7/1) 1/4 

1038 唸 包會層 地L山-1直08上 施篇精形隣椀翡 一 - 閉 外内：： ロロククロロケナデズリ 精良 良
地糟：： 灰オ白リ (ーNBブ/灰)(1 OY6/2) 1/3 

1039 39~ 包含層 E -106 天目茶碗 13. B 
一

ロクロナデ 微物砂繊粒維含・植 良 にぷい褐(7.5YR6/J) 1/5 
-1 包

1040 38~ 包會層 F -112 天目茶碗 11. 7 ロクロナデ 精良 良 地輪：： 灰赤黄褐((25Y.5R4Y7//62) ) 1/4 
-3 

集包石の閏

1041 唸 包會層 L -98 天目茶碗 11. 0 
包

- ロクロナデ 精良 良 地精 ：： 灰黒(白Nl( 2. 5. S/ 0Y B) / 2 ) 1 /8 瀬戸

1042 呵 包會層 F -116 闘 32.0 
一

ロクロナデ 2砂霞•粒以會下の 良 地積：： 淡に黄ぷCい2赤.5Y褐(R2 8/3) 1/8 濃戸
-1 包

. 5YR4/3) 

1043 唸 包會層 J -111 闘包
43.4 - ロクロナデ 精良 良

地精：： 灰にぷ白C7い赤.5Y褐8/1)(5YR4/J) 小片

1044 3~ ぶ 包會層 K -104 
:翡

50.0 閉 外内：： ヘナデラケズリ 2多■■會の砂粒 良
外内：： 樋I~即ふい10櫓YRC76/1).5YR7/3) 患吐捐

常滑
包

1045 38~ 包含層 K -110 ；翡 44.8 - ロクロナデ 4小11■石以多下會の 良 灰赤(10YR4/2) 小片 常滑
-1 包
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実濤l 法量 (c謂）
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 偏 考

番号 口径 翡高 その他

1046 唸 包含層 G ト-レ1ン10チ 近世椀陶翡 10. 0 口クロナデ 精良 良 釉：にぷい赤褐(5YR4/4) 1/8 

1047 唸 包含層 H -111 近染世付磁椀翡 高4.0 台径
ロクロナデ 精良 良 明繰灰(10GY8/1)

＂ 
包

1048 唸 包會層 J -108 近世椀陶翡 一 - 高4.B 台径 面ロクロクロナロケデ、ズ底リ部外 精良 良 地釉：： 灰灰オ白 (リ10ーYRブ(87 /1) 秤包
. 5Y5/J) 

1049 
4!t, 

包含層
Gト-レ11ン0チ 近丸世椀陶翡 ー 高4.台3径 圃ロクロロクナロデケ、ズ底リ部外 精良 良 地釉：： 灰にぷ白(い2赤.5Y褐B/(15)YR4/3) 屋元部存

1050 39~ 包會層 H -13 近世皿磁翡 11. B J.Z 
高4.3台径 薗ロクロクロナロデケ、ズ厩リ部外 精良 良 地精：： 緑灰灰白((756. 56Y/1) R8/1) 1/3 内面に直接重ね焼霞

-1 包

1051 唸 包會層 G ト-レ1ン10チ 近丸椀世陶翡 一 一 高4.2 台径 面ロクロクロナロケデ、ズ厩リ部外 精良 良 精地：： 灰にぷ白CいZ赤.SY褐B/(51Y)R4/3) 邑元部存

1052 48~ 包會層 G -114 近灯世明陶皿翡

” ” 
外内 ：：ロロククロロケナデズリ 精良 良 灰白 C2.5YB/2) 1/8 

-1 包

1053 唸 包會層 G ト-レ1ン14チ 近香世炉陶翡 10. 7 6.Z 

＂ 
面ロクロクロナロデケ、ズ底リ部外 1砂m■粒以會下の 良

外内輪 ：：： 櫓灰明責(白7.褐C5ZYR.(576Y.85//6YZR) 6) /6) 
1/3 内外面にトチン裏

1054 唸 包會層 K -103 施香輪炉陶翡 11. 2 4.6 秤 ロクロナデ 1111砂■粒以會下の 良 地精：： 灰オ黄リC7ー.ブ5貫Y(R7 6/3) 1 /3 
包

. 5Y6/J) 

1055 48~ 包會層 G ト-レ1ン10チ 近鉢世？陶翡 閉 圃ロクロクロナロケデ、ズ底リ部外 精良 良
地精：： 液赤責黒～暗(C120赤.5R2/褐Y8/1(J5)Y) RJ/3) 

1/3 内面にトレンチ裏
-6 

1056 唸 包會層 L -99 近燭世台陶脚翡 6. 0 
一

ロクロナデ 3の■■砂以粒下含の 良 地精 ：： 液灰黄赤((22..SSYYSRS/3/2) ) 2/3 組合式の脚
包

1057 唸 SK4035 S K -K3105 6 鉢近世？陶翡 一 一 閉 ロクロナデ 精良 良 地釉：： 液灰責白(C2SY. SBY/B1/) 3) 1 /12 瀬戸

1058 唸 包會層 遺M構-1上00圃 翡 一 一
ロクロナデ 精良 良 灰白 (SYB/1) 小片

1059 唸 包會層 F -111 翡 閉 ナデ 精良 良 灰(N4/) 小片
包

1060 唸 包含層 J -106 訪鍾車 3.3 0.8 

” 
ナデ 精良 良 褐灰(10YR5/1) 完形 土Bili聾椀底部を転用

包

1061 祖も 包會層 地F山-1直D7上 訪鍾車 4. 2 1. 1 
重15量.511 

ナデ 精良 良 櫓(5YR7/6) 完形 土誦器椀底部を転用

1062 38~ 包會層 G -108 紡鰻車 4. 2 0.9 
重15量. ls AB liIi: : 未ナ調デ整

精良 良 にぷい櫓 (5YR7/4) 完形 土鰤翡椀底部を転用
-J 包

1063 屯 包會層 地L山-1直09上 紡鍾車 4. 5 1. 2 
重22量. 79 

ナデ 精良 良 櫓(7.5VR7/6) 完形 土鰤翡椀底部を転用

1064 38~ 包會層 F -106 紡鰻車 4.6 0.9 
璽17量.29 

ナデ 精良 良 灰白 (10YR褐8/2灰8) 完形 土鰤翡椀底部を転用
-1 包 ~ 10YR6/1) 

1065 唸 包會層 C -111 紡鰻車 4.4 1. z 
重15量. 79 ABlili: : 未ナ調デ整 精良 良 灰白 (7.5Y灰R8白/2(7) 完形 土饉翡椀底部を転用

包 ~ . 5YR7/3) 

1066 祖ぶ 包會層 F -103 紡鰻車 4.2 1. 0 
7残,重89量

ナデ 精良 良 にぷい樗(7.5YR7/J) 1/2 土緯翡椀底部を転用
包

1067 唸 包含層 G ト-レ1ン10チ 力Dエ円盤 7. 1 1.Z 
重50量.&g AB薗面：： 未ナ調デ整 D粒.5會■■ の砂 良好 灰白 (Z.SYB/2) 完形 山茶椀厩部を転用

1068 37~ 包會層 G -104 加工円盤 4.9 1. 2 
重37量.3g ABli圃:： ナロデクロケズリ

精良 良 液黄C2.5Y8/J) g元ぼ形
天目茶椀厩部を転用

-2 包

1069 37~ 包會層 J -99 加工円盤 4. 7 1. 0 
重16量.Jg 

ナデ 精良 良 浅黄櫓(10淡YR責8/(32) 翡 土鰤翡椀厩部を転用
-4 包 ~ . 5V8/3) 

1070 373 包會層 L -99 加工円盤 4. 7 1. l 
璽29量.4g 

ナデ 2砂111霞粒以會下の 良 赤櫓(10R6/6) 完形 胄翡甕胴部を転用
-04 包

1071 唸 包會層 J -105 柵工円盤 2. 7 1.2 
重11.量lg 

ナデ 砂1■I粒I 含以下の 良 にぷい櫓(5YR7/4) 完形 陶翡甕胴部を転用
包

1072 K p -109 加工円盤 5.0 1. 0 
重36量.Ss 

ロクロナデ 0粒.5若m11干含の砂 良 櫓(7.5YR7/6) 完形 陶器甕胴部を転用
14 

1073 K Pl -102 珈工円盤 4.4 1.0 
重15量. 6g A Biii薗：:未ナデ調整

精良 良好 にぷい櫓C7.5YR7 /3) 完形 土謹翡椀底部を転用

1074 
一

包含層 G -114 カDエ円盤 3. 5 0.5 
包 重9.量19 A BIi圃:： , ナヽケデメ 精良 良好 にぷい櫓C7.5YR7/4) 完形 土誦聾甕胴部を転用

1075 包會層 L -109 加工円盤 5.2 1. 2 
包 重48量. 7s 

ナデ 0色.l微■m砂含の白 良好 櫓(5YR7/6) 完形 陶翡甕胴部を転用

1076 
一

包會層 L -109 加工円盤 4. 8 1. 3 
包 重38量.Bs 

ロクロナデ 2若1111干會の砂粒 良好 にぶい赤褐(2.5YR5/4) 完形 陶翡甕頸部を転用

1077 包會層 地E山-1直06上 柵工円盤 4. 0 1. 2 
2重4量.6g ABlili: : ロロククロロケナデズリ

精良 良好 地釉：： 灰赤黒白((1100RYR2/8/12) ) 完形 天目茶碗底部を転用

1078 包含層
地石J山の-1直問09 上り

柵工円盤 6. 1 1. 1 
重32量.0g ABlili: : 未ナ調デ整 精良 良好 浅黄櫓(7.5YR8/4) 4/5 土鰭聾椀底部を転用

第 10-23表第4次調査出土遺物観察表
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実瀾 法量 (c111)
番号 遺構 位置 翡 種 調整技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存 傭 考

警号 口径 翡高 その他

1079 包含層
地周I上囲-1石09 の

細工円盤 3.2 1.4 
重16量. 5g 

ロクロナデ 0微.1砂mm若干白色含 良好 赤(10R5/6) 完形 胄翡甕胴部を転用

1080 包會層 N -108 加工円盤 4. 2 1. 1 
重22量.Bs 

ロクロナデ 0微.1砂mm若干白色含 良好 にぷい赤褐C7.5R4/3) 完形 陶翡甕胴部を転用
包

1081 包含層 集E石-1間14 加工円盤 3.4 1. 0 
重19量. 6g 

ロクロナデ 0微.1妙11m若干白色含 良好 灰赤(10R4/2) 完形 陶翡甕胴部を転用

1082 包會層 G -114 加工円盤 5. Z 1. z 
3重5量. 7g AB圃面：： ロロククロロケナデズリ

精良 良好 地釉：： 浅黒黄(7.櫓5Y(Rl1.O7/YRB1) /3) 完形 天目茶椀底部を転用
包

1083 包會層 E -103 細工円盤 5.5 1.2 
璽46量.Bs 

ナデ 0含色.1微mm砂若の干白 良好 にぷい赤褐C2.5YR4/4) 完形 陶翡甕胴部を転用
包

1084 
一

包會層 G-99 珈工円盤 7.5 1.7 
重64量. 79 AB面面：： 未ロ調ク整ロナデ 精良 良好 液責(2.5Y8/3) 完形 を口転ク用ロ土編器椀底部

包

1085 包會層 J -107 加工円盤 3.9 1. 2 
重18量. Os 

ロクロナデ 1白mm色以微下砂含の 良好 赤褐(10R5/4) 完形 冑翡甕胴部を転用
包

1086 
一

包會層 J -109 加工円盤 4.6 1. D 
重ZS量.Zs 

ロクロナデ 1白mm色以微下砂含の 良好 灰赤(Z.5YR4/Z) 完形 陶翡鉢口繰部を転用
包

1087 唸 包會層 N -108 土鰻 1. 4 
残8.重7g量 ナデ 1の.5小1111石以粒下會 良 灰白 (10YR8/1) 翡包

1088 367 包會層 D-98 土鰻 1. 0 3.5 
残2.重89量

ナデ 微砂粒會 不良 灰白 (10YR8/2) 翡-04 包

1089 唸 包會層 K -107 土玉 1.4 1. 7 r.~ ナデ 精良 良 にぷい橙C7.5YR7/3) 完形
包

1090 35~ 包含層 K -101 銭貨 2.8 
一

＂ 
黒C7.5Y2/1) 完形 寛永通宝

-5 包

1091 35~ 包會層 J -9 8 銭貨 2. 6 ,: - 暗灰黄(2.5Y4/2) 完形 文久永宝
-4 包

1092 35~ 包會層 F -104 銭貨 Z.5 
,i  

青灰(5B5/1) 完形 永楽通宝
-2 包

1093 35~ 裏土 L~N 銭貨 2.3 
ri  

黒(7.5YR1. 7/1) 完形 一銭
-6 -18 

土壇

1094 唸 包會層 E -106 砥石
r1 ？。 にぷ～いに責ぷ櫓い褐(10(7YR.57/Y2R5)/4) 1/2 

包

1095 唸 包會層 G -109 砥石 fg f.2 残17重1.量9g ー
明褐灰(7.5YR7/Z) 1/Z 

包

1096 38~ 包會層 K -98 砥石 9。r4 残92重.Bs量ー
灰(5/N) 1/2 

-2 包

1097 38~ 包會層 包G-• 1石10塩 軒丸瓦 13. 3 
一

ナデ 5小mm石以會下の 良 灰白 CNS/0) 翡-1 

1098 屯 包會層 地E山-1直04上 軒丸瓦 13.6 ナデ 精良 良 灰(5Y6/1)

且
1099 38~ 包會層 F -112 軒丸瓦 15. 0 

一
ナデ・ヘラケズリ 3砂mm粒以含下の 菜； 灰(5/N)

籠-2 
集包石の閻

1100 屯 包含層 F -98 軒丸瓦 12. 0 ナデ・ヘラケズリ 2砂●m粒以含下の 菜； 灰(6/N) 1 /2 
包

1101 38~ 包會層 E -103 軒丸瓦 ナデ・ヘラケズリ
1砂繊mm粒維以會・下植物の

良 灰臼 (2.5Y7/1灰) 1/6 
-2 包 ～白(7/N)

1102 38~ 包含層 G -110 軒平瓦 凹凸面面：： 布ナデ目 3砂111m粒以含下の 蹂 灰(N6/1) 1 /3 
-2 包

1103 38~ 包含層 L-98 軒平瓦 ナデ 精良 良 灰白 (NB/0) 1 /3 
-3 包

1104 380 包含層 L-98 軒平瓦 ナデ 2小11■石以含下の 不良 灰(N6/0) 1 /3 
-01 包

1105 38~ 包會層 E -98 軒平瓦 ナデ
8小繊mm石維以含・下植物の

良 灰白 (2.SYS/2) 1/2 
-3 包

1106 39~ 包會層 E -98 軒平瓦 ナデ 2砂■■粒以含下の 霜 灰(6/N) 2/3 
-2 包

1107 39~ 包會層 E -98 軒平瓦 - ナデ 砂11111粒含以下の 良 灰(4/N) 1/2 
-1 包

1108 唸 包會層 I -112 隅軒平瓦
凹凸圃面：： ヘナデラケズリ 4小111111石以含下の 良 灰白(NB/0) 1/Z 

包

1109 39~ 包會層 E -98 丸瓦
一 6.9 凹凸面面：： タナデタキ 4小11ffl石含以下の 良 灰白 (NS/0) 2/3 

-1 包

1110 39i 包會層 E -98 丸瓦
一

7.5 
凹凸圃面：： 吊ヘラり紐ケ裏ズリ 3砂冒■粒以會下の 菜； 灰(5/N) 3/4 

-1 包

1111 祖ぶ 包會層 E -98 鬼瓦
一 2小mm石以粒下會の 良 灰白 (N7/0) 1/3 

包 ～灰(N4/0)
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VII. 第 5次調壺

1 . 基本層序

基本的には、 5 層からなる。上から第 1 層•第 2

層は、表土である。但し、住宅建築や耕作などによ

り現況をとどめておらず、土色についても場所によ

って変わる。第 3層は、上層遺物包含層である。土

色及び土質は黒褐色やや粘質土 (7.5YR3/l)で、縄文

時代早期から近代までの遺物を包含する。第 4層は、

灰黄褐色粘質砂混土 (10YR4/2)で、この土層の上面

2. 遺

遺構については、他の調査との混同を避けるため、

遺構番号の前に 5を付けることにした。例えばSH

20はSH520となる。これ以外の遺構については、

遺構対照表を参照されたい。

(1)縄文時代後期の遺構

A. 石囲炉

S F 524 2辺がSD550によって切られて、原形

をとどめていないが、一辺が40cm程の方形の石囲炉

と考えられる。竪穴住居等を検出できず屋内炉か屋

外炉かは判別できなかった。時期については、直近
① 

の包含層より中津式期の深鉢片が出土しており、縄文

時代後期と判断した。

B. 配石遺構

S Z 533 大小の河原石10数個を無造作に配してい

る。配石の上面は、ほぼ水平になっていた。掘り形

は、長径1.1m、短径0.8m、深さ8cmであった。一志
(i 

郡嬉野町天白遺跡：度会郡度会町森添遺跡において

も同様の遺構がみられる。

(2)弥生時代中期の遺構

S X 5 0 5 .・S X 5 0 7・S X 5 0 8・S X 5 2 6の遺構

埋土については、自然科学分析を実施している。報

文に若干の記述があるが、詳細についてはIXに譲り

において上層遺構を検出した。また、場所によって

は遺構検出面から押型文土器が顔を出しており、下

層遺物包含層であることも理解できた。第 5層は、

浅黄色粘質砂混土(2.5Y7/4)で上面で下層遺構を検

出した。場所によっては、第 4層がなく、第 5層が

上層遺構検出面のレベルまで上がっているところも

ある。

構

,{, 

たい。

A. 土坑

SK 509 長軸5.lm、短軸1.2m、深さ10~15cmの南

北に細長い土坑である。 SX516と切り合っている

が、切り合いは不明である。埋土中より弥生土器片

が若干出土している。

SK 510 長軸5.lm、短軸1.2m、深さ25~59cmの

東西に細長い土坑である。調査区外東側に、遺構は

延びる。埋土は、上層黒褐色土 (lOYRl.7/1)、下層

にぶい黄橙色砂混土 (10YR4/3)の2層である。埋土

中より弥生土器片が若干出土している。

B. 土広墓

S X 505 長軸方向に2.5m、短軸方向にl.Om、深さ

56~59cmの平面だ円形の土砿墓である。断面は袋状

を呈している。遺構のほぼ中央、底部より約20cm上

に完形の甕が埋設されている。埋土は黒褐色土であ

る。なお、埋土からサンプルを採取し自然科学分析

を行った。分析結果は、リン酸の濃集が認められ、

土拡墓と考えられる数値であった。

S X 507 長軸方向に2.3m、短軸方向に1.5m、深さ

38~42cmの隅丸方形の土拡墓である。埋土は、黒褐

色土である。底部の南半に弥生土器片が集中してい

た。量的にはそれほど多くない。なお、埋土の自然

科学分析を行ったところ、リン酸の濃集とカルシゥ
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謂査区西壁

s 

"'iロ ロニ

①
②
③
 

暗褐色礫混土 (lOYR3/4)
灰褐色砂利混土 (7.5YR4/l)
罵褐色やや粘質土 (7.5YR3/l、上層遺物包含層）

(
4
)
(③

e6) 

黒褐色粘質土 (2.5YR3/l)
黒色粘質土 (lOYRl.7/1) 
灰オリープ色粘質砂混土 (5Y4/2)

〈

7)（

8)（

9)

灰色砂質土 (lOY5/l)
にぶい黄褐色粘質砂混上 (lOYR5/3i' 

灰黄褐色粘質砂混土 (lOYR4/2、上層検出面）

ー□三王三三□三ニ一
⑩ 浅黄色桔質砂混土 (2.5Y7/4、下層検出面） ⑬ 黒褐色やや粘質土 (7.5YR3/l)に黒色士 (5Y3/1) i昆る ⑱ 黒褐色粘質砂混上 (10YR2/2,上層包含層）
⑪ 貨褐色枯土 (2.5Y6/4) ⑭ 黒褐色やや粘質土 (7.5YR3/l)に黄橙色礫混土 (7.5YR7/8)混る ⑰ 黒色土』OYRl.7/1): こにふい黄褐色砂混土 (lOYR4/3; i昆る
⑫ 黄橙礫視土 (7.5YR7/8) ⑮ 罷土 (5YR1.7/1)に農掲色土 (5YR2/l)i見る ⑱ にふい黄褐色砂混土 (lOYR4/31に黄橙色士 (lOYR8/6)i見る

⑫ 暗褐色礫i昆土 (lOYR3I 4)に黒褐色やや粘質士 (7.SY3/l)i昆る
⑱ 屈褐色礫混土 (7jYR4/2J
⑳ 褐灰色士 (7.5Y4/l)に褐色土 l10YR4/4)i昆る

ニニニ`ニニN23.2m 

゜
5111 

調査区内セクション

E 
9 ―''一-~ヽ—

23.2m 

① 暗褐色礫混土 (lOYR3/4)
② 黒褐色礫混土 (lOYR3/2)
③ 黒褐色やや粘質土 (7.5YR3/l、上層遺物包含層）

④ 黒色粘質土 (lOYRl.7/1) 
⑤ 灰黄褐色粘質砂混土 (10YR4/2、上層検出面）
⑥ 浅黄色粘質砂混土 (2.5Y7/4、下層検出面）

01)~8)69) 
暗灰黄色粘質砂混士 (2.5Y4/2) 
黒褐色礫混土 (lOYR2/2)に暗褐色礫混上 (10YR3/4)混る

開褐色礫混土 (lOYR3/2)に開褐色礫視土 (lOYR2/2)i見る

w 
23.2m 

゜
5m 

第 50図 土層断面図 (1: 1 00) 

-127 -



ム含量がやや高値という分析結果をえた。

S X 508 長軸方向に2.lm、短軸方向にl.Om、深さ

48~50cmの平面だ円形の土拡墓である。埋土は、黒

褐色土である。 SX507直近の東に位置している。遺

構ほぽ中央の底部から遺物が少量出土している。埋

土については自然科学分析を行った。リン酸含量と

カルシウム含量が高値という分析結果であった。

S X 516 長軸方向に1.9m、短軸方向に0.7m、深さ

46~59cmの平面方形の土拡墓である。遺構の上の方、

南西端から弥生土器壺が逆位の状態で出土した。遺

構が埋まる過程で投げ入れられたのであろうか。

S X 517 長軸方向に1.9m、短軸方向に0.4m、深さ

41 ~54cmの平面だ円形の土拡墓である。遺構埋土は、

ほとんどが黒色粘質土 (lOYR2/l)で、底部付近で若

干の土色の違いがみられた。埋土中より弥生土器片

が若干出土している。

S X 526 長軸方向に3.0m、短軸方向にl.Om、深さ

75cmの平面だ円形の土拡墓である。断面は袋状を呈

している。 SH520とSH52lに切られている。遺

構の南から若干弥生土器片が出土している。埋土に

ついては自然科学分析を行った。分析結果は、リン

酸の濃集とカルシウム含量がやや高値であった。

C. 方形周溝墓

S X 556 東西に9.4m、南北に8.4mの方形周溝墓で

ある。削平されているため周溝も浅い。深さについ

ては10 cm ----2 1 cmであった。四隅が切れているように

みえるが、周溝の浅い部分が大きく削平されている

可能性も考えられる。 SK523・528、SD522・

535に切られている。主体部は検出することはでき

なかった。周溝の埋土から少量の弥生土器片が出土

した。

(3)奈良時代の遺構

A. 竪穴住居

SH 502 平面形は隅丸方形で、一辺が3.3mで6~

11cmの深さがある。南東隅に寵の痕跡の焼土塊がみ

られる。埋土は、黒褐色土の 1層である。土師器片

が若干出土している。

ド

B 

23.Bm 

ド

C
-

u...l ... J 

。一

WI 吋
C
-

D 

23.Sm 

1 m 

第 51図 SF524• S2533実測図 (1 : 20) 
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黒色粘質土 (lOYR2/l)
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オリーブ黒色粘質土 (5Y2/2)

/ 
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第 52図 SX505·507·508• 516・526実測図 (1 : 50) 
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SH 514 東側の一辺が3m、深さ 3~ 4 cmである。

削平により西から南西にかけてプランがとんでいる

が、平面形は隅丸方形であろう。北に藉の痕跡と考

えられる焼土塊がみられる。土師器片が少量出土し

ている。

SH 519 東西2.7m、南北4.5m、深さ6~10cmで平

面形は台形状である。南東部分に裔の痕跡と思われ

る焼土塊がみられる。なお、焼土塊の中央部分に支

石を確認した。南西部分の一部に貼床が残存してい

た。遺構埋土から土師器片と須恵器片が出土してい

る。

SH 520 東西3.4m、南北4.3m、深さ10cmで平面形

は南北にやや細長い隅丸方形である。南東部分に寵

の痕跡と思われる焼土塊がみられた。なお、遺構埋

土からは土師器小片と須恵器小片が出土した。

SH 521 東西3.7m、南北4.5m、深さ10~17cmで平

面形は南北にやや細長い隅丸方形である。南東部分

に寵の痕跡と思われる焼土塊がみられた。床面のす

べてが貼床であった。遺構埋土からは土師器小片と

須恵器小片が出土した。なお、南東隅には貯蔵穴を

検出した。貯蔵穴の埋土から「女」の線刻が施され

た土師器杯が出土した。魔除け等のためにこの貯蔵
5, 

穴にいれられたものか。

SH 534 北側の一辺3.0mが残っているだけで、あ

とは削平などにより検出ができなかった。残った 1

辺の中央に寵の痕跡と考えられる焼土塊がみられた。

埋土からは、少量の土師器小片が出土した。

B. 掘立柱建物

SB 536 桁行2間、梁行3間の掘立柱建物である。

桁行3.6mで柱間は1.8m、梁行6.3mで柱間は2.lmの

規模がある。棟方向はE20°Nである。柱穴からの出

土遺物は破片が多く、土師器甕体部片が出土してい
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る。

C. 竃跡

SF 540 SH502の西側直近にある焼土塊である。

遺構検出面より20cm程焼土だけが盛り上がり、粘質

の焼土に黒褐色土が混入していた。冠の痕跡と思わ

れる。住居跡等を検出することはできなかった。な

お、焼土塊からは土師器皿や甕が折り重なるように

出土した。そのなかには、底部外面に陰陽五行説の
⑥ 

影響とも考えられる「女」の線刻のある土師器皿が

みられた。

(4)平安時代の遺構

A. 掘立柱建物

SB 538 桁行2間、梁行3間の掘立柱建物である。

桁行4.4mで柱間は2.7m・2.2m・1.7m、梁行6.6mで柱

間は2.2mの規模がある。棟方向はE21.2°Nである。

柱穴からの出土遺物は、ほとんどが土師器片であっ

たが、若干の須恵器片もみられた。

ミ
吋

Q) 

A 

第 56図 SH514• 534実測図 (1: 50) 

＠ 

-133 -

SB 539 SB538の直ぐ東隣に位置する。桁行2

間、梁行 1間以上の掘立柱建物である。調査区外の

東側に遺構は延びる。桁行2.6mで柱間は1.3m、梁行

1.6m以上で柱間は1.3mの規模がある。棟方向につい

てはE34°Nである。柱穴からの出土遺物は、ほと

んどが土師器片であったが、縄文時代早期の押型文

土器が 1点混入していた。

8. 溝

SD 503 調査区のほぼ中央に位置する幅1.4m、深

さ7-10cmの溝である。 少しずつ浅くなり消失する

ものと考えられる。土師器片、須恵器片、山茶椀片

が埋土より出土している。

(5)鎌倉時代以降の遺構

A. 掘立柱建物

SB 537 桁行1間、梁行3間以上の掘立柱建物で

ある。桁行3.lmで柱間は3.lm、梁行6.0mで柱間は

2.0mの規模がある。棟方向はEl6.5°Nである。調

SH514 

u/ 
B 

23.Bm 
焼土

2m 
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査区外の東側に延びる。柱穴からは、土師器の小片

が若干出土している。鎌倉時代の遺構か。

B. 井戸

SE 525 長径2.6m、短径1.8m、深さ1.2mの素掘り

の井戸である。 SD522、535を切っている。遺構

埋土からは、山茶椀片が少量出土した。時期は鎌倉

時代と考えられる。

2. 遺

第 5次調査では、遺物の出土量は比較的少量であ

ったものの、縄文時代後期から室町時代までの幅広

い時期の遺物が出土している。特に、弥生時代中期

の土拡墓や、奈良時代の竪穴住居跡からは、一括資

料となる遺物が、比較的良好な遺存状態で出土して

いる。以下、遺構別に報告を行うが、遺物の観察等

の詳細は、遺物観察表に委ねることとする。

(1) S X 5 0 5出土の遺物

本遺構からは、弥生時代中期の壺・甕が出土した。

(1112)----(1121)は壺、 (1122)----(1129)は甕である。

(1112)は、口縁部内面がほぼ水平な面を形成し、

端部には横位の沈線を持つ。 (1113)は肩部片で、文

様等は認められない。 (1114)も肩部片ではあるが、

その外面には、横方向のハケ調整後にミガキが施さ

れている可能性が高い。 (1115)・(1118)はともに頸

部片で、ヘラ描き横線が施されている。 (1118)の内

外面には、何らかのエ具によるとみられるハケメ状

の痕跡が残る。 (1116)は頸部、 (1117)は肩部の小片

で、共に櫛描き横線文が施されている。肩部片であ

る (1119)•(1120) は、いずれも櫛描き横線文が施さ

れた後に、沈線で無文部との区画が行われているこ

とが、観察の結果見て取れる。これらは、東海地方

の編年では貝田町式に相当する。 (1121)は大型の壺

で、推定器高60----70cmに及ぶものと考えられる。文

様構成は、キザミ隆帯と櫛描き文が中心となる。残

存部分では、頸部と胴部の接点に横位のキザミ隆帯

SE 541 長径3.2m以上、短径2.9mの方形の素掘り

井戸である。遺構は若干調査区外の東側に延びる。

遺構埋土からは、土師器鍋が出土している。時期は

鎌倉時代と考えられる。

C. 溝

SD 512 調査区を東西に横切る幅1.lm、深さ65~

80cmの溝である。断面形はU字を呈している。土師

器片、山茶椀片、陶器片が埋上より出士している Q

時期は室町時代以降か。 （小濱学）

物

が3条貼付され、さらに最下位の隆帯に接続するよ

うに、縦位のキザミ隆帯が4条貼付されているが、

この隆帯は 5cm足らずで途切れている。また、これ

に呼応するかたちで、横位の最下位置隆帯の直下か

ら縦位の隆帯末端部にかけて、地の部分に櫛描き横

線文が4単位施されている。一方、体部下半から底

部にかけては、胴部最大径位置に横位のキザミ隆帯

が2条貼付されている。また、その直下には櫛描き

横線文が2単位、さらに櫛描き波状文が2単位続く。

無文部には、ハケ調整後にミガキが施されている。

(1122) ~ (1126)は全て口縁部片である。 (1122)・

(1126)は共に内外面にハケ調整が施されるが、 (1126)

の端部には沈線が認められる。 (1123)~ (1125)は、

口縁部がいずれも緩やかに外反し、端部に面を持つ。

また、 (1123)は端部にキザミが残る。 (1127)・(1128)

は底部である。 (1127)は上げ底、 (1128)は平底で、

(1127)の外面は、ハケ或いは板状工具によるナデ調

整が認められる。 (1129)は器高27cmあまりの甕で、

遺存状態も良い。径 6cm余りの小底部から、胴部に

向けて一気に膨らみを持たせた器形で、口縁部はほ

ぼ直角に外反している。口縁端部に面を持ち、半載

竹管による波状文が施されている。内外面にはハケ

調整がなされているが、外面は粗いハケメがほぼ全

面に、内面には細かいハケメが、疎らな状態で残る。
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(2) S X 5 0 7出土の遺物

(1130)は壺である。口縁端部にほぼ垂直な面を持

ち、非常に緻密な波状文が残る。口縁部～頸部外面

は、ハケ調整が行われた後、頸部に櫛描き文が施さ

れる。櫛描き原体は、幅2.1cm内に10本で、上部か

ら下部へと動く施文動作が確認できる。また、頸部

の一周に、施文動作を三度に分割している。

(1131)---(1133)は甕である。これらはいずれも、

器形の成形・調整方法ともに同種のものと考えられ

る。口縁端部にキザミを入れ、内外面にハケ調整を

行うが、磨滅が激しく調整範囲は判然としない。

(3) S X 5 0 8出土の遺物

(1134)は壺、 (1135)~ (1140)は甕である。 (1134)

は端部に面を持ち、櫛による刺突が微かに認められ

るが、剥離が激しく不明瞭である。また、口縁部に

はヘラ描き文が施されている。 (1135)は口唇部が若

干肥厚し、端部に丸みを持つ。また、内面に僅かな

がらハケメが確認できる。 (1136)~ (1139)の4点は、

前述のSX507出土の甕と同種のものと思われる。

遺存状態は良好で、口縁端部のキザミ、内外面のハ

ケメが明瞭に観察できる。いずれも橙色からややそ

れをくすませた色調を呈しており、 (1136)と(1137)

は同一個体の可能性が高い。 (1140)は平底の底部片

で、外面にハケメとヘラミガキの痕跡が残る。ハケ

調整後に、ヘラで器面を磨いたものと考えられる。

(4) S X 5 1 6・5 2 6出土の遺物

(1141)~(1143)がSX526出土の遺物、 (1144)

がSX516出土の遺物で、 (1143)は甕、その他は

壺である。 (1143)は口縁端部に2個対のキザミが施

され、外面には僅かにハケメの痕跡が残る。 3点の

壺はいずれも口縁端部に面を有し、 (1142)を除く2

点には、端部に波状文、頸部に櫛描き横線文が施さ

れる。さらに、 (1144)は体部にハケ調整がなされる。

(1142)については、残存部分が小片のため、施文の

有無など詳細は不明。

(5) S H 5 1 4出土の遺物

(1145)は土師器・皿である。橙色を呈した器壁は

比較的厚く、焼成状態も良い。口縁端部は内面が剥

離しているため、詳細は不明であるが、口縁部はや

や内弯気味に立ち上がり、底部外面にはヘラケズリ

が施される。奈良時代の遺物である。

(1146)・(1147)は土師器・甕である。体部内外面

はハケ調整を、口縁部はヨコナデを受ける。口縁部

外面はヨコナデによる若干の膨らみが見られる。端

部に面を持ち、陵を形成する。 (1147)の体部内面に

は、工具によるとみられる痕跡が多数残されている。

(6) S F 5 4 0出土の遺物

(1148)は皿、 (1149)-----(1152)は杯である。 (1148)

は口縁部が緩やかに外傾し、端部に丸みを持つ。底

‘、:

¥_Jd,'28 
IOCIII〇 20cm 

第 59図 S X 505出土遺物実測図 (1122~1125= 1 : 3、 1126~1129=1: 4) 
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部外面にはヘラケズリが施され、「女」の線刻が明

瞭に残る。 (1149) は、口縁部が緩やかな外傾ライン

を描き、丸みを帯びた端部には 1条の沈線が認めら

れる。ヘラケズリが施された底部外面には、線刻が

残されている。 (1150)は、口縁部が緩やかに外傾し、

内外面にヨコナデ、底部外面にヘラケズリが施され

る。後の検討の結果、 (1149)と接合したため、両者

は同一個体と考えられる。 (1151)・(1152)は口縁端

部に面を持ち、陵を有する。また、口縁部の1/2~

2/3にヨコナデが施され、いずれも橙色を中心とし

た色調を呈する。底部のヘラケズリは認められない。

(1153)は、口径13cm足らずの小型の甕である。ロ

縁端部に面を持ち、陵を有する。ナデ主体の調整で、

くすんだ橙色を呈する。

(7) SH  5 2 1出土の遺物

(1154)・(1155)は杯、 (1156)・(1157)は椀である。

杯の 2点は共に橙色を呈し、外面にヘラケズリを施

す。口縁部は緩やかに外傾し、端部が微妙に外反す

る。 (1155)は口径に比して器高が若干高く、底部内

面には線刻が残る。残存部が1/2で線刻の全体像は

不明。椀の 2点は、共にヘラケズリは認められず、

口縁部の1/3程度にヨコナデが施され、指押さえ痕

跡も残す。 (1156)は、前述のSF540出土の皿と

同様の「女」の線刻が、底部外面に認められる。

(1158)は脚付き壺、或いは盤の脚部である。鮮や

かな橙色を呈し、胎土もきめ細かい。焼成状態も良

く、ナデのみの調整であるが、器壁は滑らかである。

(1159)・(1160)は甕である。 (1159)は口縁端部が

欠損しており、詳細は不明であるが、頸部径が小さ

く、頸部が比較的くびれている器形から、古墳時代

に属するものであろうか。体部外面に若干のハケメ

が認められるが、調整範囲等判然としない。 (1160)

は口縁端部に面を持ち、陵を有す。体部外面にはハ

ケメが若干認められ、内面には板状工具によるもの

であろうか、比較的工具が強く当たった痕跡が残る。

(8) S H 5 1 9出土の遺物

(1163)は椀である。浅黄橙色を呈し、比較的胎土

は密である。口縁部は内弯気味に立ち上がり、ヨコ
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ナデにより端部が極端に薄くなる。そのため、端部

内面には陵が生じる。

(1164) ~ (1168)は甕である。 (1164)・(1165)はロ

縁端部が大きく外反し、端部内面が水平に近くなる。

また、ヨコナデにより端部が若干薄くなる。 (1166)

・0167)は長胴甕で、内外面にハケ調整がなされる。

(1166)は胴部下半にヘラケズリが施される。 (1168)

は体部外面ハケメ、内面は口縁部のみに横方向のハ

ケ調整がなされ、体部にエ具痕跡が残る。

(1169)は筒状土器である。外面は念入りにハケ調

整が施され、内面は体部上半にハケメ、下半には粘

土紐接合痕跡や、接合時の指圧痕跡が明瞭に残る。

(9) その他の遺構の出土遺物

(1161)・(1162)は、 I-51グリッドのピットか

ら出土した長胴甕である。共に外面は、胴部全面ハ

ケ調整、内面は胴部上半板ナデ、下半ヘラケズリが

施される。 (1162)は口縁部がより外反し、胴部径に

比して口径が大きい点で、若干の差異が認められる。

(1170)・(1171)は、いずれもSH520出土の粗

製椀である。 (1170)は、口縁部の1/2にヨコナデが

なされるが、端部はヨコナデによって内外面に陵が

生じ、やや外反する。また、外面には粘土紐接合痕

跡が目立つ。 (1171)は、口縁部の1/2弱にヨコナデ

がなされ、内弯気味に立ち上がった口縁部が、ヨコ

ナデ部分で外反に転じる。両者共に、外面の未調整

部分の指圧痕跡が、明瞭に観察できる。

(1172)は、 SD522出土の土師器・皿である。

口縁端部のみヨコナデし、内面はナデ、外面は未調

整。口縁部の外傾が著しく、器高も低い。平安時代

末期のものであろう。

(1173)は、 M-48グリッドのピット10出土のロ

クロ土師器・皿である。灰白色を呈し、焼成もよい。

11世紀前半頃に属するものか。

(1174)は、 SH534出土の土師器・甕である。

口縁部のヨコナデにより、外面に若干の膨らみを持

ち、陵が生じる。外面に明瞭なハケメが存在するが、

内面の頸部にある痕跡もハケ調整によるものか。ま

た、外面の頸部～体部上半にかけて、何らかのエ具

によるとみられる窪み状の痕跡が認められる。

(1175)は、 H-48グリッドのピット8出土の土
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師器・甕である。口縁端部を折り返し、内面に陵が

明瞭に生じる。口縁部外面には指圧痕跡が残され、

体部内外面にはハケメが認められるが、不明瞭で判

然としない。

(1176)は、 G-57グリッドのピット 1出土の土

師器・甕である。器壁の調整にはハケの使用がなさ

れず、外面は底部から体部上半にかけて、また、内

面には底部に、それぞれヘラケズリが施されている。

口縁部は徐々に肥厚し、外面に指圧痕跡を残す。端

部は内面に膨らみを持ち、陵を形成する。内面の一

部が焼成不良となっている。

(1177)は、 SE541出土の土師器・鍋である。

口径が器高の 2倍以上有り、器壁が非常に薄い。ロ

縁端部が内面に折り込まれ、明瞭な陵が生じている。

外面は体部上半にハケ調整がなされ、下半にはヘラ

ケズリが施される。その一方で、内面にはナデ程度

の調整しか認められない。内外面に大量の炭化物が

付着している。 15世紀前後のものであろうか。
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(10)包含層出土の遺物

A. 縄文土器

(1178)は後期の深鉢の口縁部である。波状口縁で、

口縁部が肥厚し、端部内面に膨らみを、外面に面を

持つ。縄文施文後に沈線による区画を行い、区画内

の縄文を磨り消す、いわゆる磨消縄文が外面に施さ

れている。また、口縁端部から内面にかけてミガキ

が施されている。

8. 弥生土器

(1179)~(1186)は壺、 (1187)~ (1190)は甕である。

(11 79)・(1180)は中期の広口壺で、口縁部が大きく

外反し、水平となる。端部に面を持ち、そこに波状

文が施される。 (1179)の頸部にはハケメが存在する。

(118 0)は小片のため、頸部の状態は不明。端部の波

翌

状文の密度は、 (1179)は疎、 (ll80)は密である。

(1181)~(1183)は、ヘラ描き沈線を施したもので、

前期に属する。 (1181)は頸部小片で、 2条の沈線、

(1182)・(1183)は体部片で、肩部にそれぞれ4条、

3条の沈線が認められる。 (1181)・(1183)は外面を

磨いているが、 (1182)は未調整である。

(1184)は中期の壺である。肩部に3条の櫛描き沈

線を 2単位持ち、沈線直下から底部にかけて、念入

りにヘラミガキがなされている。沈線間にはヘラミ

ガキの痕跡が認められないため、沈線施文後に、そ

の直下からヘラミガキが施されたものと考えられる。

(1185)・(1186)の壺底部である。 (1185)は5本／

cm単位のハケメが残る。 (1186)はハケ調整後にヘラ

ミガキされたと考えられる。

(1187) ~ (1190)の甕は、すべて口縁端部にキザミ
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第 63図 包含層出土遺物実測図 (1178・1181~1183・1187・1188=1:3、1179・1180・1184~1186・
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を持つ。 (1188)は口縁部が緩やかに外反し、器厚は

ほぼ一定。外面にはハケ調整、ヘラミガキの後に、

3条のヘラ描き沈線が施される。前期に属するもの

であろう。 (1187)・(1189)・(1190)は、口縁部が端

部に向かうに従い、肥厚する傾向がある。口縁部が

緩やかに且つ大きく外反し、水平に近くなる。また、

ハケ調整がなされているが、 (1187)は判然としない。

中期に属するものであろうか。

C. 土師器

(1191)・(1192)は古墳時代の壺、 (1193)~(1195)

は甕である。 (1191)は淡黄色を呈し、口径18cmのナ

デ調整主体の壺である。一方、 (1192)は口径8cmの

いわゆるミニチュア上器で、橙色を呈し、胎上・焼

成ともに良好である。 (1193)は口径16cmで、口縁端

部に面を持ち、陵を形成する。ョコナデ調整により、

口縁部外面には、調整に呼応したラインが形成され

る。 (1194)は丸底の底部で、内外面にヘラケズリが

施され、外面にば煤が付着している。 (1195)は台付

きの甕で、淡黄色を呈する。胎土は非常に粗く、金

雲母を多数含む。口縁端部内面に面を持つが、若干

の窪みが残る。体部外面にはハケ調整が施されるが、

非常に深く粗いハケメが残る。

(1196) ~ (1204)は杯である。 (1196)・(1197)は内

面にそれぞれ螺旋暗文、放射暗文が残る。両者は共

に底部外面にヘラケズリが施される。 (1197)は器壁

が比較的厚く、口縁部がより外傾する。口縁端部に

は、ヨコナデ調整により、内外面共に陵が生じる。

いずれも奈良時代のものである。 (1198)は底部外面

にヘラケズリが施され、内面には指圧痕跡が残る。

(1199)は口縁部の1/2にヨコナデが施され、口縁部

と底部の境が比較的明瞭である。平安時代初期に属

するものであろうか。 (1200)は口縁部が内弯気味に

立ち上がるが、端部付近が外反する。口縁部の1/2

にヨコナデが施され、端部に陵が生じる。底部外面

には線刻が認められるが、小片のため全体像は不明。

(1201)は口縁部内外面の全域にヨコナデが施され、

器高も若干高い。また、口縁部と底部の境が比較的

明瞭な器形に仕上がっている。 (1202)は、口縁部の

1/2にヨコナデが施されている。ョコナデを受ける

部分は、外反しながら立ち上がり、端部は内弯する。

口縁部下半には指押さえ痕跡が残る。 (1203)は口径
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20cm近い大型の杯で、口縁部の1/3にヨコナデが施

されている。口縁部が若干肥厚し、端部に丸みを持

つ。 (1204)は口縁部がより外傾する。口縁部の1/3

弱にヨコナデがなされ、その部分がさらに外反する。

平安時代後期に属するものであろう。

(1205)~(1211)は皿である。 (1205)~ (1207)はロ

径20cmを超える大型の皿で、いずれも奈良時代に属

するものと考えられるが、 (1205)のみ底部外面にヘ

ラケズリが施され、口縁端部が内弯し、丸みを帯び

る。一方、 (1206)は口縁部外面の全域に、 (1207)は

1/2にヨコナデが施され、以下ナデ調整がなされる。

口縁部は素直な外傾ラインを形成する。 (1208)はロ

径15cmで、口縁部の1/2にヨコナデが施され、底部

外面には線刻が認められる。 (1209)~(1211)は器高

2 cm未満の浅い皿で、鎌倉時代以降のものと考えら

れる。 (1209)は器壁が薄く、口縁端部のみにヨコナ

デ調整を受ける。 (1210)・(1211)は、より低器高と

なり、口縁部と底部の境が曖昧となる。器壁は厚く、

口縁端部のみがヨコナデ調整を受け、外面は指押さ

え痕跡が明瞭に残る。

(1212)・(1213)は椀である。共に高台貼り付け後、

接合部をヨコナデし、内面ナデ、外面未調整で仕上

げている。 (1212)は、高台がハの字状に接地し、口

縁部は緩やかに立ち上がる。 (1213)は、高台が直立

して接地し、口縁部と底部の境には陵が認められる。

(1214)・(1215)、(1217)~ (1219)は甕、 (1216)は

甑、 (1220)は鍋である。 (1214)は丸底で、器形はむ

しろ鉢に近い。体部上半に指圧痕、下半にはハケメ

が残るが、磨滅のため判然としない。 (1215)は体部

内外面にハケメが残るが、内面調整に、より人念さ

が窺える。 (1217)にはハケ調整は無く、指押さえ後

ナデ調整で仕上げられる。口縁部には明瞭な指圧痕

跡が残る。 (1218)・(1219)は、口縁部が鋭角的に外

傾し、口縁部がほぼ水平になる。調整は口縁部ヨコ

ナデ、体部は内外面ともにハケ或いは板状工具によ

る。 (1220) にハケ調整は認められない。体音〖下半に、

僅かに板ナデ或いはヘラケズリの痕跡が認められる

が、判然としない。 16世紀頃のものと思われる。

(1221)は高杯の脚部である。外面には調整痕跡が

明瞭に残るが、ハケ調整か板ナデか判別し難い。
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D. 須恵器

(1222)・(1224)は杯、 (1223)は蓋、 (1225)は甕で

ある。 (1222)は高台の伴わない杯で、底部外面は未

調整である。平底で、口縁部がやや外反気味に立ち

上がる。 (1223)は外面に明瞭な回転ナデ調整の痕跡

を残す。口径に対し器高が低く、端部を下方へ屈曲

させ、段をなす。 8世紀後半頃のものと思われる。

(1224)は高台を伴う杯で、高台は底端部に近い位置

で貼付される。また、底部の器壁が厚く、中央部が

接地している。口縁部は、微妙な外反ラインを描き

ながら立ち上がる。 (1223)とほぼ同時期のものであ

ろうか。 (1225)は口縁端部がやや受け口状になり、

外面に断面三角形状の段を形成し、シャープな陵が

生じる。また、肩部外面にはカキメが施され、タタ

キ、或いは何らかのエ具痕跡が僅かに認められる。

E. 緑釉陶器

(1226)・(1227)は共に軟質のもので、ロクロ成形、

高台貼り付け後にヨコナデを受ける。残存部が小片

或いは磨滅のため、 詳細は不明。 (1226)は高台が比

較的低く、底部内面に一条の沈線が認められる。

F. 灰釉陶器

(1228)は高台径8cmの椀である。貼り付けた高台

は、ヨコナデ調整により、やや内弯気味に仕上がっ

ている。胎土・焼成共に良好で、底部外面には糸切

り痕跡が明瞭に残る。

G. 山茶椀

(1229)は高台径7cmの椀で、断面三角形状の高台

が外傾気味に接着する。内面には自然釉がかかり、

底部内面には、重ね焼きの痕跡が明瞭に残る。

H. ロクロ土師器

(1230)は椀、 (1231)は皿である。 (1230)は高台貼

付後、接着面へのヨコナデ調整が観察できるが、底

部外面は未調整で、糸切り痕跡が残る。底部内面に

は炭素が吸着しているが、製作時に意図的に吸着さ
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せたものか否かは、残存部が限られているため不明。

(1231)は底部を高台風に、柱状に成形した皿である。

底部は粘土塊から切り離したままで、整形はやや粗

雑である。底部側面には、指圧痕跡が明瞭に残る。

I. 天目茶碗

(1232)は口径6.6cmの小型の椀で、削り出し高台

を伴う。内外面に錆釉を施釉後、さらに鉄釉が施さ

れる。内面には錆状の酸化物がこびりついているが、

地中に埋没する以前にこの状態にあったのか、或い

は埋没中に土壌の影響を受けた結果なのか判断がつ

かない。所属期は15世紀末~16世紀初頭とみられる。

J. 加工円盤

(1233) ~ (1237)は土師器・椀の高台部分を加工し

たもので、中央部穿孔の (1233)~ (1235)は紡錘車へ

の転用と考えられる。 (1238)~ (124 0)は陶器片を加

工したもので、器種は不明。部位は体部と考えるか。

K. 土製品

(l 241)は橙色を呈し、胎土・焼成共に良好で、ほ

ぽ完形である。何かを挿入する中央部の穴の存在や、

器形を考慮すると、土製の独楽の可能性が強い。

L. 土錘

(1242) ~ (1254)は重量24g超~4g未満、全長6

cm超~3cm未満に及ぶ土錘である。 (1242)は両端部

を、 (1243)~ (1245)は一端部を意図的に平坦成形し

た珍しい事例である。 (1243)~ (1245)は、欠損して

いる端部も平坦成形されていた可能性が十分ある。

また、 (1254)は平面形が菱形を呈している点で、他

の土錘との差異が認められる。

（小山憲一）
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〔註〕
① k Ill芳災「中il1・杯¥Ill K II I盛様式」 P.262(「縄文 1沿い大観4』

小学館、 1989) 

②森川中：雄 I人白辿跡の配ィ薗構」 P.45 (『一シンポジウムーイ 1

を、lPべた縄文人』第 6j11jJ用蔵文化財，淵介研究会、 1995) 

③奥 義次はか「fil. I翡j介の概災」 P.13 (『森沿辿跡発掘，凋介概

報II』1文会Ill」辿跡調介会、 1988) 

④恥（株）パリノ・サーヴ J.イの分析による。

⑤ (lり） T菜県文化財センター郷材砂灼j氏のご教小による。

⑥小林 秀「5.砧，h 蘇民将来の呪符についてJP.169 (「ヒタ

キ1発、炉・打Iii追跡・ jlllJ/I幻直跡はか』 ：爪県肌蔵文化財センター、

1992) 



実測 出土
法 量 (cm)

番号
番号

器種 遺構
位置

調 整 技 法 の 特 徴 胎土 焼成 色 調 残存 備考

u径 器高 その他

SX L53 外ヨコナデ 密 外：iこぶい橙(7.5YR7/3¥ 口緑部

lll2 512-06 弥生i:器壺 内 ヨコナデ 良

505 SK 5 口縁端部沈線 涵以下If)砂粒含 内1こふい黄橙ilOYR7/4) 小片

SX L53 外ヨコナデ 粗 橙(5YR6/6) 体部

1113 513-01 弥生土器壺 曲

505 SK 5 内．ヨコナデ 5叫1げ）砂粒含 にぶい赤掲(5YR4/41 小片

SX L53 外ハケ調整後ミガキか？ 粗 ljij赤掲15YR5/6J 体部

1114 514-02 弥生土器壺 2IDII以ド咽砂粒、 柁ヽ

505 SK 5 内・ヨコナデ 金委杜含 灰褐i5YR4/21 小片

SX L53 外：ヨコナデ、沈線2条 並 外I.ぶ漬府l!OYR7/3! 頸部 内面煤付着

1115 512-09 弥生土器壺 51Dll以下の砂粒， 良

505 SK 5 内：剥離の為イ＜明 金雲且含 内：灰B(2.5Y7/ll 小片

SX M54 外：櫛描き文 並 外濯5YR6/6) 頸部

lll6 512-04 弥生土器壺 3薗以下の砂粒、 良

505 SK 5 内：ハケメ 金雲且含 内け1赤褐(5YR5/6) 小片

SX L53 外：櫛描き文 並 やや 外：褐(75YR4/3) 体部

1117 512-08 弥生土器壺 l叫HI/J砂粒、

505 SK 5 内：ナデ 金雲社含 不良 内：11(月i!OYR8/2) 小片

SX M53 外．ヘラ描き沈線5条 粗

1118 564-02 弥生土器壺 良 浅黄府10YR8/3) 頸部片

505 SK 5 内ヘラミガキ?I. 具痕？ 3五以卜'If)砂粒含

SX L53 外ヘラミガキ、沈線、櫛描き文 並 外にぶい掲ヽ 灰翡7.SYR

1119 512-01 弥生t器壺 SK 5 3.51Dll以ド叫砂粒 良 5/3、4/2)内にぶい褐 体部片

505 No7 内 ヨコナデ（剥離部分多い） 含 ～月褐/W.5YR6.H/11 

SX L53 外ナデ、沈線、櫛描き文 やや粗 外：黄柑IOYRS/6!

1120 564-01 弥生土器壺 M53 l皿以下の砂粒、 良 体部片

505 SK 5 内．ナデ（一部剥離） 金雲屈含 内杓5YR6/6i

513-02 
L53 底部径 外体部上半／キザミ隆帯文（縦横）、 似社平：粒理褐

・03 04 SX SK5 80 櫛描き文 下半／キザミ降帯文（横）、 粗 やや :5YR6/8-3/l) 体部

1121 05 弥生土器壺 No 2 3 櫛描き文、波状文、ハケ調整後ミガキ 5四Hド）砂粒、 闘 F牛～底臥桁1こふし、赤楊 I 

514-01 505 4 14 内 体部 Iこ半／指押さえナデ、下半 金虚且含 イサ良 115YR6/H/4) 底部片

520-01 
15 17 ～底部／ナデ

SX L53 外ハケメ (3本/cm) 密 にぶい府75YR7/3) 口縁部

1122 512-05 弥生土器 甕 SK 5 並 ! 

505 埋土 内ハケメ (3本/cm) 泣↓HlfJ砂札含 掲75YR4/3) 小片

SX L53 外ヨコナデ 並 外：1こぶい橙(7.5YR7/4〉 u縁部 外面煤付着

1123 512-10 弥生土器甕 内 ヨコナデ 2 5mm以籾砂 良 内にぶい橙17.5YR7/4ヽ

505 SK5 口縁端部キザミ 粒、金雲且含 5YR7/4) 小片

SX L53 外・ ナデ 並 外暗褐(7.5YR3/3) 口縁部

1124 512-07 弥生上器 甕 SK5 4,5DIIII以下1J)砂 良

505 No.6 内・ ナデ 粒含 内用赤掲i2.5YR5/8) 小片

SX L53 外．ヨコナデ 並 外にぶい褐～褐(7.5YR 口縁部

1125 512-03 弥生土器甕 SK5 45四以下の砂 良 5/3、413)

505 No 11 内櫛描き文 粒含 内1こぶい棺(7.5YR6/4) 小片

SX M53 外ハケメ (5本/cm) やや柑 口縁部 外面煤付着

1126 564-03 弥生上器 甕 内 ハ ケ メ (5本/cm) ]Ill[)訂flf)砂粒含 並 にぶい鳥7.5YR5/3i

505 SK5 口縁端部沈線 片

SX L53 底部径 外 板状工具によるナデか？底部ナデ 密 外：肘赤褐(2.5YR5/6) 底部

1127 512-02 弥生土器 甕 SK5 6.4 良

505 No 10 内：ナデ 4四以下の砂粒含 内褐(75YR4/3) 完存

SX L53 底部径 外・ ナデ、底部未調整 粗 外：黄橙(7.5YR7/8: 底部

1128 564-04 弥生土器甕 60 3四以}If)砂粒 牝

505 SK5 内ナデ 多改含 内1ヽ，ぶい黄橙ilOYR7/4i 1/4 

SX L53 外 l」縁端部波状文（半歓竹管）、口縁部 tlli菰H、休 ・胴部内外面

SK5 
底部仔

ナデ、休部ハケメ (5本/cm)、底部ナデ
粗

橙 (5YR6/8) 品［平23, 煤付着
1129 511-01 弥生上器 甕 No 9 

28.0 27 6 6 :2 
内 ［］縁部ナデ、休部ハケメ (14本/cm)、

5叫Hifl砂粒、 並
雑下＄～底505 金雲杜含

No 20 底部指押さえ ナデ 邸1m

第 11-1表第5次調査出土遺物観察表
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実測 H1 t 
怯 祉 (cm)

番号
番号

器種 遺構
位置

調整技法の特徴 胎 L 焼成 色 謁 残存 備考

口径 器高 その他

SX SK7 外 日縁端部波状文、日緑部～頚昴ハケ調整 密 外にぶい黄橙(10YR7/3 口縁部 全体的に煤付着

No 7 22 0 後日稼祁ナデ、頸部櫛描き文 4mm以ドの砂粒、 、6/3内桟黄栢1こぶ ～頸部 翻き原体臣10本
1130 510-01 弥生t.器壺 良

507 8 金？且：含 い杓(7.5YR8/3、7/4) 1/2 /2.lcm, 3叡l圃

内 ハケ調整後指押さえ じ、上菰-f紐へ移蘭

SX ]52 外 ［］結端邸キザミ、日稼部ヨコナデ、体部 粗 外：1こぶい褐(7.5YR5/4i 口緑部 ・外面煤付着

22 0 ハケメ (6本/cm) 内 [J縁謡ハケメ 4豆（下の砂粒 ～体部
1131 565-02 弥生t器甕 507 SK7 (6本/trn)、体棉ナデ？ハケメ？磨滅剥 多改含 並 内府(75YR7 /6) 片

羅共に檄しく、調整不明瞭

SX SK7 外 日紺端部キザミ、日縁部ヨコナデ、休菰 粗 Ll縁部 外面煤付着

28 0 ハケメ (5本/cm) は以fO)砂粒 ～体部

1132 565-01 弥生l:.器甕
507 No.13 多数含 並 橙(7.5YR7/6) 1/8 

内ハケメ (8本/cm)

磨滅剥離共に檄しく、調整不明瞭

SX SK7 外 日縁端紐キザミ、口縁祁ヨコナデ、体邸 粗 口縁部 外面煤付着

1133 501-01 弥生土器甕 No2 27 0 ハケメ (4本/cm) 2四以下の砂粒 良 にぶい褐(75YR5/3) ～体部

507 5 12 内 [l稼部ハケメ (4本/cm)、体蔀ナデ 多数含 1/4 

SX K52 外 日縁端部櫛による刺突（剥離が撒しく不 粗 [ I縁部 外面煤付着

1134 502-04 弥生土器壺 K53 15 8 明瞭）、日縁郎ヘラ描き文 3叩以卜CIJ)砂粒 良 にふい黄棺IIOYR7/4) 

508 SKS 内ナデ 多改含 1/6 

SX K52 外ヨコナデ 粗 橙17SYR7 /61 口縁部 内外面に黒

1135 566-01 弥生土器甕 K53 内 日縁端部ヨコナデ、日縁部ハケメ (10本 2 IDlll以下の砂粒、 牝 I 斑有り

508 SKS /cm) 金雲栂含 褐(7.SYR4/31 小片

SX SK8 外 日縁端謡キザミ、日縁部ハケメ？ 柑 外灰褐(5YR4/21 口緑部 1137と同一

1136 566-02 弥生土器甕 21 0 3皿以tifl砂粒、 並 個体の可能

508 No7 内ハケメ (10本/cm) 金名母含 内府15YR6/8) 片 性大

SX SKS 外 [J稼端部キザミ、日縁部ハケメ (6本／ 粗 口緑部 1136と同恨l

1137 566-04 弥生士器甕 cm) 2回以Fの砂粒、 並 橙(5YR6/8) 体IJ)oJ能性大

508 No 21 内ハケメ (10本/err,) 金雲母含 小片 外面に農斑有り

SX SK8 外 日緑端祁キザミ、日縁部ハケメ (5本／ 粗 口縁部 外OO煤付着

1138 501-02 弥生土器 甕 25.8 cm) 3薗以下の砂粒 良 橙(2.5Y6/6)

508 NO 12 内ハケメ (8本/cm) 多数含 1/9 

SX K52 外 日縁瑞部キザミ、口縁邸ハケメ (5本／ 並 にぶい黄橙 口緑部

1139 502-02 弥生上器甕 K53 24 1 cm) 1cm以卜C(J)砂粒 良 (!OYR6/H/3) 

508 SKS 内ハケメ (5本/cm) 多敷含 1/11 

SX SKS 底部径 外ハケメ (10本/cm)、ヘラミガキ、底部 粗 にぶい褐(75YR5/ 4) 底部 ・外面に黒斑

1140 566-03 弥生十器甕 60 未調整 3 :mn以j-"(J)砂粒、 不良 有り

508 No 13 内ナデ 金雲母多数含 底菰外血橙'.7.5YR6/6) 2/3 

SX SK26 外 ［］縁端部波状文、ナデ、 D稼棉櫛描ぎ横 粗 口縁部

1141 502-01 弥生上器壺 14 2 線文 (5本/cm) 3 mm以下の砂粒 良 にぶい栢75YR7/ 4) 

526 No 1 内ナデ 多改含 1/2 

SX 外ナデ 並 口縁部

1142 502-03 弥生土器 壺 SK26 19 7 内ナデ l皿以下の砂粒 良 にぶい赤褐(5YR5/4)

526 日縁娼邸ヨコナデ 多数含 1/8 

SX F50 外 日縁端部キザミ 2個対、口縁祁ハケメ 粗 口縁部 外面煤付着
1143 501-03 弥生土器甕 G50 24 0 (7本/cm) 3薗以下の砂粒 良 橙(7.5YR6/6)

526 SK26 内 ヨコナデ 多数含 1/8 

SX L51 外 日縁端部波状文、日緑邸ナデ、頚邸櫛 並 口縁部

SK16 15 9 描き横緑文 (4本／皿）、休綿上半ハケメ Imm以fl!)砂粒
良 にぶい橙(7.5YR7/4) ～イ本部

1144 505-01 弥生士器壺
516 No 11 (6本/cm)P-l. 日縁部～頸祁ナデ、体部 多数含 2/3 

上半磨滅檄しく調整ぷ明

SH K47 外 口縁端栂ヨコナデ、底邸ヘラケズリ 密

1145 547-01 土師器 Jill 18 0 27 良 柑(5YR7/6) 1/4 

514 SH14 内 日縁邸ヨコナデ、底祁ナデ l皿以下の砂粒含

SH SH14 外 口縁部ヨコナデ、体部ハケメ (8本/C!叫 やや粗 桟黄橙I10YR8/3) 「1縁部 体部内面に

1146 547-03 土帥器甕 No 3 24 0 並 I 工具痕跡残

514 内 口枯都ヨコナデ、体部ハケメ (8本／皿） 紐以flJJ砂t1含 橙(5YR7/6) 1/6 る

SH ]48 外 日稼邸ヨコナデ、頸部ハケ調整後ヨコナ やや柑1l. LI縁部

1147 547-02 上師器甕 SH14 24.0 デ、イ本部ハケメ (9本/cm)内 日縁邸 並 浅黄符(10YR8/3)
514 No 1 ヨコナデ、休邸ハケメ (9本/cm) 2皿以立）砂粒含 1/8 

第 11-2表 第 5次調査出土遺物観察表
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実測 出L
法 贔 (cm)

番号 器種 遺構 調整技法の特徴 胎 _I 焼成 色 調 残{{ 備考
番号 位間

口径 器高 その他

SF H57 外 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ 密 底部外面に

1148 507-01 土 師 器皿 20 2 3 1 !Olli! 訂ヽーの砂札、 良 唄褐(5YR5/8) 3/4 線刻有り

540 焼l:中 内 口縁音IIヨコナデ、底部ナデ 金雲且含

SF H57 外 [l緑部ヨコナデ、底部ヘラケズリ 密 口縁部 底翻~面1こ釈11i・1

1149 545-02 土師器 杯 15 0 30 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 良 椅(5YR7/6) 1150と同借体

540 焼t中 日縁端部沈線 は以卜の砂札含 1/8 

SF H57 外 口縁部ヨコナデ、底郎ヘラケズリ 密 外橙15YR6/6) 「I縁部 1149と同—―→

1150 507-02 土 師 器杯 16 4 32 良 個体

540 焼土中 内 口縁部ヨコナデ、底祁ナデ IIDIII以Fの紐含 内橙(7.5YR7/6) 1/4 

SF H57 外 口稼部ヨコナデ、底部ナデ 牝 灰tJIIOYRS/11 内面煤付着

1151 507-05 土師器杯 15 4 2.7 1.5薗以r(f)砂粒、 良 I 1/4 

540 焼土中 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 金箕杜含 にぶい府(5YR7/3) 

SF H57 外 「］縁部ヨコナデ、底部ナデ 並 口縁部 外面煤付着

1152 507-04 上師器杯 13.4 3.0 3皿以lrJJ砂粒、 良 にぶい黄府(IOYR7/3) 

540 焼土中 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 金雲母含 1/4 

SF H57 外 口縁部ヨコナデ、体部ナデ 並 灰日(75YR8/21 口縁部

1153 507-03 土師器甕 12 8 3,5薗以籾砂粒， 良 I 
540 焼i:中 内 Ll縁部ヨコナデ、休祁ナデ 金唸杜含 にぶい府175YR7/41 1/4 

SH SH21 外 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ やや粗

1154 553-03 土師器杯 14 0 28 Imm以ト1!)砂札、 並 橙15YR7/8J 1/6 

521 No 16 1人 口緑部ヨコナデ、底部ナデ 金雲社含

SH SH21 外 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ やや密 内外血に開斑有り

1155 552-02 土師器杯 16 0 43 11111! 以下の砂粒、 並 橙(5YR7/61 1/2 麟障1:翻柏

521 No 11 内 ll稼部ヨコナデ、底部ナデ 金雲サ含

SH SH21 外 [J縁部ヨコナデ、休部ヨコナデ後指 並 外lidJ(lOYRS/2) 口縁部 外面～［］稼部

1156 506-01 土師器椀 11 5 37 押さえ、底部ナデ 紐以団砂粒、 牝 1/3 内血に煤付着

521 貯蔵穴 内 口緑部ヨコナデ、体部～底部ナデ 金虚仕含 内浅黄椅IIOYRS/31 のみ欠損

SH SH21 外 口縁部ヨコナデ、体部～底部指押さ やや粗 浅黄橙175YR8/ 41 底部外面焼

1157 553-02 土師器椀 12 0 42 え未調整 l薗以料り砂粒、 並 4/5 成不良

521 No 14 内 口縁部～休部ヨコナデ、底部ナデ 金唸臥含 底菰外面：Ii<. 白15Y7/21 

土師器 SH SH21 脚部径 外ヨコナデ 脚部 I 

1158 553-01 11 0 やや密 良 橙(5YR7/8) ほぽ

脚付壺又は盤 521 No 12 内 ヨコナデ 完存

SH SH21 頸部径 外．頚部ヨコナデ、体綿上半ハケメ (12 粗 頸部～

1159 551-01 土 師 器 甕 13 0 本/cm) 3皿JHIJ)砂粒、 並 浅黄橙(IOYR8/3) 体部上半

521 No.4 内 頸部ヨコナデ、体部上半ナデ 金雲母含 1/2 

SH SH21 外 口稼部ヨコナデ、体部ハケメ (10本 やや粗 叫球祁～ 休部内面にI

1160 552-01 土 師 器 甕 24 0 /cm)、磨滅の為不明瞭 並 浅黄橙(IOYRB/4) ｛本部上半 具痕跡残る

521 No.6 内 口縁部ヨコナデ、体部板ナデ？ 3 lllli以T0砂粒含 1/3 

153 153 外 口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ (12本 やや粗 口縁部 内外面に煤付着

1161 561-01 t師器長胴甕 25 0 /cm)内 口緑部ヨコナデ、服部上 3 llll以下の砂粒、 並 にふい黄橙(10YR6/3) ～胴部 直恥嵐騎～馳内

Pit2 Pit2 半板ナデ、胴部下半ヘラケズリ 金雲母多改含 1/2 虹射峠合恨飩；

153 153 外 口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ(10本 やや粗 LJ縁部 駈外面iこ牡刊請

1162 563-01 土師器長胴甕 28 0 /cm) 内 口縁部ヨコナデ、桐部 3皿）H!fJ砂粒、 並 にぶい黄梱10YR7/3) ～胴部 舅品上半外面：へう

Pit2 Pit2 上半板ナデ、胴部ド半ヘラケズリ 金雲仕含 1/8 謹像刻か？哺り

SH G52 外 口伶ゑ端綿ヨコナデ、日縁部～体部指 やや密 外浅黄橙(75YR8/61 口緑部 内外面に黒

1163 548-03 土 師 器 椀 SH19 14 0 押さえナデ 2国以下I/)砂粒、 並 斑有り

519 No.3 内 口縁部～体部ヨコナデ 金唸屈含 内戊黄橙(IOYRS/4) 1/6 

SH G52 外 口縁部ヨコナデ、体部ハケメ (8本 やや粗 外府(5YR7/6) 口緑部

/cm)、磨滅の為不明瞭 並
I 

1164 548-01 土師器甕 SH19 15.0 ～体部

519 No 1 内 口縁音11-1本部ヨコナデ 4四以ri/J砂粒含 内If_黄褐(IOYR5/2) 1/2 

SH SH19 外 口縁部ヨコナデ、体部ハケメ (8本 やや粗 外浅黄蹄(7,SYRS/4) 口縁部 内外面に煤

1165 549-01 士師器甕 焼土 34 0 /cm)内 []緑部ヨコナデ、体祁ハ 2□以ドの砂札、 並 ～体部 付着

519 No 1 ケメ (6本/cm) 金雲サ含 内ぃ； 1• 項楼(!OYR6/3: 1/8 
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実測 出土
法 量 (cm)

番号
番号

器種 遺構
位置

調整技法の特徴 胎 t 焼成 色 謁 残存 備考

口径 器高 その他

SH SH19 外 口縁端部沈線？口縁郁ヨコナデ、胴 やや粗 外．浅黄橙(IOYRS/4) 口縁部 内面煤付着

1166 549-02 土師器長胴甕
焼土

14.0 
部ハケメ (6本/cm) 内 口縁部ヨコ 3皿以下IJ)砂粒、 I ～枷1部 頸祁外面に沈線状

No 2 ナデ、服部上半ハケメ (8本/cm)、 金雲屈含 並519 淡橙(5YR8/4) l /4 l!)l真痕株？残る

胴部下半ヘラケズリ 内1こふし潰橙(lOYR6/3)

SH SH19 外 口縁綿ヨコナデ、服部ハケメ (10 やや粗 外橙(SYR7/6)- 口縁部 内面煤付着

1167 550-01 士師器長胴甕 焼土 26 0 本/cm) 内 口縁部ヨコナデ、胴 は以下の砂位、 良 にぶい黄櫂(IOYR7/4) ～胴部 頸祁外繭にI具痕

・519 No3 部ハケメ (8本/cm) 金雲且含 内浅黄橙(IOYR8/3) 1 /8 跡残る

SH H52 外 口縁部ヨコナデ、体部ハケメ (8本 やや粗 口縁部 外面煤付着

1168 550-02 土 師 器甕 SH19 22 0 /cm) 内 口縁部ヨコナデ、体部 21111以下の砂粒、 並 灰黄褐(IOYR6/2)
～体部 体謁内繭1こI具痕

519 貯蔵穴 ナデロ縁瑞部ハケメの痕跡残る 金雲杜含 l /6 彫残る

土師器 SH G52 外’体部ハケメ (9本/cm)、底那未調整 やや粗 体部 底祁内面に粘
底部径

1169 548-02 SH19 内体部ハケメ (9本/cm)、底部指押さ 4回以r(/)砂粒、 並 にぶい黄橙(JOYR7/3) ～底部 土紐接合痕跡
14 0 

筒状土器 519 No.2 え未調整 金雲社多致含 1 /4 が明燎に残る

SH 外 口縁部ヨコナデ、体部～底部指押さ やや粗 外齢枕1涅屈有り

1170 554-01 土師器粗製椀 SH20 12.0 4.0 えナデ 1111D以下I!)砂位、 並 にぶい貨橙(10YR7/ 4) 1 /2 ・□ 籍菰内面に粘土

520 内 口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ 金雲杜含 社接合痕跡残る

SH G50 外 口縁部ヨコナデ、体部～底部指押さ やや粗

1171 554-02 土師器粗製椀 SH20 12 0 4.0 え未調整 並 浅黄橙(lOYR8/4) 1 /4 

520 焼土 内 口縁部ヨコナデ、体音炉～底部ナデ 3薗以下1J)砂粒含

SD ]47 外未諷整 やや粗 橙(7.5YR7/6) 口縁部

1172 545-03 土 師 器皿 11 0 
1 7 

内ナデ l薗以下1/)砂位、 並

522 SD22 
（推定）

口縁端部ヨコナデ 金雲紐含 桟黄橙(IOYR8/4) I /6 

M48 M48 外 ロクロナデ、底部糸切り痕跡残る 並 D籍嬌品に袖煙付

1173 507-06 0ク0土箇器 皿 Pit Pit 90 2 1 良 灰月〈IOYRB/1、8/21 完存 着

10 10 内 Uクロナデ 2皿以下の砂粒含

SH SH34 外 ［］縁部ヨコナデ、体部ハケメ (8本 やや密 外：1: ふし貨橙(]OYR7/2) 日縁品～ 外面1こ應斑有り

1174 554-03 土 師 器甕 15.0 /cm) 内 口縁部ヨコナデ、頸部 良 体部上半 頸菰外画、体謁外

534 No.l ハケメ？休部上半ナデ 内．浅黄橙(IOYR8/3) 1 /4 面1こ工具巖島残る

H48 H48 外 口緑部ヨコナデ（指圧痕跡残る）、体 やや密 口縁部 内外面に煤

1175 568-01 土 師 器甕 26 0 部ハケメ (10本/cm) 良 浅黄橙(7.5YR8/4) ～体部 付着

Pit8 Pit 8 内 口縁部ヨコナデ、体部ハケメ？ 2111D以下の砂粒含 1 /4 

G57 G57 外．口縁祁～体部上半ヨコナデ、体部―F 密 隕i喝 外．黄灰(2.5Y6/l)
口緑部

1176 509-01 土師器甕
19.3 半ヨコナデ後ヘラケズリ、頚部指圧痕跡 焼成 I 

～体部
Pitl 

20 0 
残る 内 口縁部～頸部ヨコナデ、体部 不良 灰黄12.5Y7/2)Pitl （推定） 3薗以r([)砂粒含

上半指押さえナデ、体部下半ヘラケズリ 内にふし責橙(IOYR7/4)
2/3 

SE K58 外 口縁部ヨコナデ、体部上半ハケメ やや密 内外面に大

1177 562-01 土 師 器鍋 23 0 
(8本/cm)、体邸下半ヘラケズリ、 良 にぶい黄橙(IOYR7/3) 1 /2 

量の煤付着
12.0 

541 SE41 底部ナデ内 口縁部ヨコナデ、頸部～ 511111f).}I/)妙粒含

底祁ナデ

F59 外 口縁部磨消縄文（単節LR)、口縁沿 密 やや 褐灰(10YR6/l) 口縁部

1178 519-01 縄文土器深鉢 部ミガキ 4 .51Il111以rl!)砂

包含培 内 ミガキ 粒、金雲母含 イサ良 灰黄褐(lOYR6/2) 小片

J59 外 口縁端部波状文 (3本/cm)、口縁部 並 口縁部

1179 504-01 弥生土器壺 29.0 ョコナデ、頚部ハケメ (10本/cm) 2薗以下の砂粒多 良 橙(7.5YR7/6-6/6) 

位含層 内．ヨコナデ 改含 1/10 

L51 外 ヨコナデ 並 口縁部

1180 503-03 弥生士器壺 25.0 内 ヨコナデ 2薗以下1J)砂粒多 良 にぶい黄橙(IOYR7/ 4) 

包含層 口縁端部波状文 (6本/cm) 改含 1/12 

148 外 ヘラ描き沈線、ミガキ 粗 外噴橙i7.5YR7/8) 頸部

1181 543-01 弥生七器壺 3叩以下の砂粒、 並

包含層 内未調整 金雲且含 内．黄橙(10YR8/6) 小片

SD18 I46 郎最大径 外．未調整、体部上半ヘラ描き沈線4条 粗 外にぶい黄12.5¥6/3) 体部

1182 560-02 弥生土器壺 S015 18.0 4 mm以下の砂粒、 並 咀ヽ掲(7.SYRS/8)

視人遺物 上面 内未調整 金雲杜多改含 内：灰黄褐(!OYRS/2) 片

K57 外 ミガキ、ヘラ描き沈線 粗 体部 ・外面煤付着

1183 558-01 弥生土器壺 5 mm以下の砂位、 並 にぶい黄橙(lOYR7/4J

包含層 ： 内未調整 金雲紐多炊含 片
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実測 出土
法 量 (cm)

番号 器種 遺構
位置

調整技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存 備考
番号

口径 器高 その他

G55 底品径9.0 外・休祁上半櫛描き沈線3条 (3本/cm) 粗 褐灰(lOYR4/l) 体部

1184 559-01 弥生土器壺 肩菰最大径 を2単位、沈組直下～底部ヘラミガキ 担以籾砂粒多 並
位含層 26 0 内 ナ デ 改含 明褐(75YR5/6) 1/3 

]59 底部径 外ハケメ (5本/cm)、底部未調整 並 底部

1185 504-03 弥生土器壺 72 2m以下の砂粒多 良 橙(7.5YR7/6-6/6)
位含層 内 ナデ？磨滅激しく調整不明瞭 改含 1/4 

SD18 K46 底部径 外 ヘラミガキ、ハケメ？底部未調整 粗 外にぶい黄橙i!OYR7/3) 底部 内面煤付着

1186 560-03 弥生士器壺 70 51Dl11以下If)砂粒， 並 舟1}5YR7/6;内'iこぶ 外面黒斑有り

視ぷ籍 SD15 内指押さえ未調整 金名社多改含 い黄橙i10YR7/H/3) 完{{

L57 外ハケメ (5本/cm) 牝 外：1こぶい褐,,7.5YR5/4) 口縁部

1187 504-02 弥生t器甕 内ナデ 2皿以lf!砂粒多 良

包含層 口縁端部ヨコナデ、キザミ 敷含 内橙(75YR7/6) 小片

SD18 K46 外ハケメ (10本/cm)、ヘラミガキ後 粗 口縁部 外面煤付着

1188 560-01 弥生上器甕 ヘラ描き沈線3条 3薗以下の砂粒、 並 褐灰(10YR6/l)

蒻入辺物 SD15 内ナデ 金雲母多改含 小片

L51 外ハケメ (6本/cm) 並 口縁部

1189 503-02 弥生土器甕 18 2 内ハケメ (6本/cm) 2111D以下の砂粒多 良 にぶい黄橙(IOYR6/4) 

包含層 u縁瑞部キザミ 改含 1/16 

K57 外ハケメ (5本/cm) 並 口縁部 外面煤付着

1190 503-01 弥生土器甕 22 2 内ハケメ (5本/cm)磨滅激しい 2薗以l/JJ砂粒多 良 にぶい黄橙(IOYR6/4)

包含層 口縁端部キザミ 敷含 1/8 

H56 外 口縁部ヨコナデ、体部ナデ やや粗 r7縁部

1191 544-01 土師器壺 18 0 紐以下0)砂粒、 良 淡黄(25Y8/3) ～頸部

位含層 内 口縁部ヨコナデ、体部未調整 金唸母含 1/4 

上師器壺
外 口縁部ヨコナデ、体部未調整 密 口縁部

1192 543-02 
（ミニチュア土器）

りn. 80 lllllD以下の砂粒、 良 橙 (5YR6/8) ～体部

内 口緑部ヨコナデ、休邸未調整 金竺紐含 片

SD K55 外ヨコナデ やや密 外：浅黄柑：7.5YR8/4l 口縁部

1193 567-01 土師器甕 503 16.0 は以f([J砂粒、 良

視人遺物 SD3 内 ヨコナデ 金雲母含 内：灰栂7.5YR5/21 1/8 

SD K55 外体部ナデ、体部下半～底部ヘラケズ やや粗 外：伐黄(2.5Y8/4) 底部 ・外面煤付着

1194 567-04 土師器甕 503 リ 内 体部ナデ、体部下半ヘラケズリ、 4薗JHの砂粒、 不良 噴l!d2.5Y5/l)

品人遺物 S03 底邸未調整 金雲母含 内仮栂7.5YR4/2i 3/4 

G61 外 口縁部ヨコナデ、体都ハケメ (5本 粗 口縁部

1195 557-02 土師器台付甕 17 0 /cm) 4薗以下1J)砂粒、 並 淡黄(25Y8/3) 1/2 
包含層 内 口縁部ヨコナデ、体部ナデ未調整 金笞紐多改含 体部小片

試掘 外 口縁部ヨコナデ、底邸ヘラケズリ 底部内面暗

1196 508-01 土師器杯 13 8 28 密 良 にぶい赤褐(5YR4/4) 1/3 文有り

No 4 内 口緑祁ヨコナデ、底音いナデ

K56 外 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ □ H屈内面1:屠文有り

1197 540-04 土師器杯 16 0 28 密 良 橙 (5YR7/6) l/5 □Ii菰外面1:桔土紐接合
他含層 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 鵡恥

]63 外・ 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ

1198 541-02 上師器杯 17 0 37 やや粗 並 にぶい赤褐(5YR5/3) 1/4 
包含層 内．口縁部ヨコナデ、底部指押さえナデ

F59 外 口縁部ヨコナデ、底部ナデ やや粗

1199 542-02 土師器杯 13 0 27 2皿以下の砂粒多 並 浅黄橙(7.5YR8/6) 1/4 
包含層 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 改含

G59 外 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 蒻外面,:翻有り

1200 540-03 土師器杯 16 0 36 密 良 橙 (5YR7/8) 1/5 鱚隋咲翡良碩

包含層 内 口縁錦ヨコナデ、底祁ナデ

]63 外 口縁部ヨコナデ、底部未調整 やや粗 日縁菰外面粘

1201 541-03 土師器杯 15.0 40 牝 灰褐(75YR5/2) 1/4 士紐接合痕跡

包含層 内 IJ縁部ヨコナデ、底部ナデ 2皿1以下の砂粒含 残る
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実測 出土
法 量 (cm)

番号 器種 遺構 調整技法の特徴 胎 L 焼成 色 調 残存 備考
番号 位置

口径 器裔 その他

G62 外．口縁部ヨコナデ、底祁指押さえ

1202 541-01 土師器杯 14.0 2.9 内 口縁邸ヨコナデ、底部ナデ 密 良 橙(5YR7/8) 1 /8 

包含層 口緑端那沈線

試掘 外 口縁部ヨコナデ、体音~-底綿ナデ

1203 508-02 土師器杯 19.8 4.0 密 良 1こぶい掲17.SYRS/4) 1 /4 

NO 4 内ナデ

K48 外 口縁糀ヨコナデ、体音B-底部指押さ やや柑

1204 542-01 土師器杯 13 5 35 え未調整 並 浅黄橙(lOYR8/4) 3/4 

表土 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 2薗以Fの砂粒含

J57 外 口縁邸ヨコナデ、底綿ヘラケズリ 底邸内面に若

1205 541-04 土師器皿 20.0 2.6 やや粗 並 にぶい赤掲(5YR5/4) 1 /3 千IJ)煤付着

包含層 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ

H56 外 口縁部ヨコナデ、底部未調整、底綿 底部外面煤付

1206 540-01 土師器 Ilil 21 0 2.5 中央ナデ 密 良 黄橙(75YR8/8) 1 /6 着

包含層 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ

G62 外 口縁部ヨコナデ、底部未諷整 底品外面黒斑有り

1207 540-02 土師器皿 22 0 25 密 良 黄橙(75YR8/8) 1/8 外面にI具痕株多

包含層 内 ヨコナデ 改残る

]63 外 口縁部ヨコナデ、底祁未調整 底部外面に

1208 540-05 上師器皿 15.0 25 密 並 橙(5YR7/6) 1 /6 線刻有り

包含層 内 口縁郎ヨコナデ、底部ナデ

163 外 口縁端部ヨコナデ、口縁部～底部未 密

1209 542-05 土師器皿 12.0 1.8 調整 良 淡黄(2.5Y8/3) 1 /6 

包含層 （推定） 内 ヨコナデ 2IIJIJ以下の砂粒含

]62 外 口縁部ヨコナデ、底部指押さえ未調

1210 542-03 土師器 皿 11.0 1.5 整 やや粗 並 淡黄(25Y8/3) 1 /4 

包含層 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ

162 外’口縁部ヨコナデ、底部指押さえ未調 やや粗 口縁紐内面に

1211 542-04 土師器 Jill 9.0 1 1 整 良 浅黄橙(lOYRS/4) 1 /3 粘土紐接合痕

包含層 内 口縁部ヨコナデ、底部ナデ 2IDIII以下の砂粒含 跡残る

F58 底部径 外 未調整、高台貼り付け後ヨコナデ やや粗 外淡黄(25Y8/3) 底部 底邸内面に黒

1212 545-01 土師器椀 80 並 斑有り

包含層 内ナデ 3mm以下If)砂粒含 内黄灰(2.5Y6/l) 1 /2 

試掘 底部径 外 ナデ、高台貼り付け後ヨコナデ、底 密 底部 底蔀内面煤付

1213 508-04 土師器椀 70 部未調整 並 黄褐(25Y5/3) 着

NO 3 内ナデ 金雲母多炊含 完存

H57 靡最大径 外 頸部ヨコナデ、体部上半指押さえ未 やや粗 外：浅黄橙(IOYR8/4) 頸部～ 底部外面に黒

1214 557-01 土師器甕
調整、体部下半～底部ハケメ (12本 3回以下の砂粒、

並
底部 斑有り

包含層 11 0 / cm) 内 頸部ヨコナデ、体部 金雲母含 内浅黄橙(7.5YR8/4) 1 /3 
～底部未調整

H56 外 口縁邸～頸部ヨコナデ、体部ハケメ やや粗
外にぶい橙(7.5YR7/4) 

口縁部 内外面煤付着

1215 543-04 土師器甕 17 0 
(lQ本/cm)、磨滅の為不明瞭 l薗以下の砂粒、

並
～体部

包含層 内．口縁部～頸祁ヨコナデ、体部ハケメ 金雲屈含 l /4 

(13本/cm) 内浅黄橙ll0YR8/4)

H56 外ハケメ (5本/cm) やや粗 口縁部 ・内外面に黒斑

1216 544-02 土師器甑 28.0 内：ナデ l薗iuの砂粒、 並 1こぶい黄橙(10YR7/4) 有り

包含層 口縁端部ヨコナデ 金雲紐含 1 /6 

H57 外．口縁部ヨコナデ（指圧痕跡残る）、体 やや粗 口縁部

1217 556-0J 土師器甕 19.0 部指押さえ未調整 2薗以下の砂粒、 並 にぶい黄橙(IOYR7/ 4) ～体部

包含層 内．口縁部ヨコナデ、頸部～体部ナデ 金雲社含 l /4 

G61 外 口縁部ヨコナデ、体綿ハケメ (5本 やや粗 口縁部

1218 555-01 土師器甕 24 0 /cm) 内 口縁部ヨコナデ、体部 並 淡黄(25Y8/3) ～体部

位含層 板状工具によるナデ 涵JHI/)砂粒含 1 /6 

H56 外 口縁部ヨコナデ、体祁ハケメ (9本 やや粗 口緑部

1219 555-02 土師器甕 28 0 /cm) 内 口縁部ヨコナデ、体部 2薗以f([J砂粒、 並 浅黄橙(lOYRS/3) ～体部

位含層 ハケメ (9本/cm) 金雲屈含 1 /6 

第 11- 6表 第 5次調査出土遺物観察表
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実測 出土
法 量 (cm)

番号 器種 遺構 調整技法の特徴 胎土 焼成 色 調 残存 備考
番号 位置

口径 器高 その他

H54 外 口縁綿～頸祁ヨコナデ、体蔀上半ナ やや密 口縁部

1220 556-02 土師器鍋 22.0 デ、下半板ナデ？ヘラケズリ？ 内 口 良 浅黄橙(lOYRS/3) ～体部

位含層 縁部～体部上半ヨコナデ、体部下半ナデ l叫n/J)砂粒含 1 /6 

H61 外脚上部ナデ、脚部ハケメ？板状工具 密 外：浅黄橙(10YR8/3) rJ縁部

1221 543-03 上師器高杯 によるナデ？ 良

包含層 内’脚J:半ナデ、下半未調整 2叫1fl!)砂粒含 内淡黄(25Y8/3) 2/3 

]47 外．ロクロナデ、底部ナデ未調整 密

1222 546-03 須恵器杯 14.0 3.8 良 灰(N4/0) 1 /6 
包含層 内 ロクロナデ 4 IDIII以籾砂粒含

H61 外 ロクロナデ 密 黄灰(25Y5/l) 

1223 546-02 須恵器蓋 15.0 良 I 1 /6 
包含層 内 ロクロナデ l薗以下哨翔含 灰(5Y5/l)

H60 高台径 外 ロクロナデ

1224 508-03 須患器杯 15 0 4.0 11.6 密 良 灰(N4/0) 2/3 
包含層 内 ロクロナデ

G60 外 口縁部ロクロナデ、肩綿カキメ (11 密 口縁部 ・肩部外面に

1225 546-01 須恵器甕 G61 16.0 本/cm) 良 灰(N4/0) ～肩部 タタキ又はエ
包含層 内 ロクロナデ IDIIII以下の砂粒含 1 /3 具痕跡残る

H60 高台径 外 ロクロナデ、高台貼り付け後ヨコナ 底部

1226 545-07 緑釉陶器椀 70 デ（磨滅のため不明瞭）、底音り未調整 密 良 灰白(lOYRS/1)
他含層 内 ロクロナデ、沈線 1 /4 

F59 外 高台貼り付け後ヨコナデ 底部

1227 545-06 緑釉陶器椀 密 良 浅黄橙(JOYR8/3)
但含層 内 ロクロナデ 小片

試掘 尚台径 外 ロクロナデ、高台貼り付け後ヨコナ 密 底部

1228 546-04 灰釉掏器椀 8.0 デ、底祁未調整（糸切り痕跡残る） 良 灰白 (2.5Y8/l)
No3 内 ロクロナデ l叫い'If)砂札含 1 /8 

F58 麻台径 外 0クロナデ、高台貼り付け後ヨコナ 底部 内面自然釉かかる

1229 546-05 山茶椀 70 デ、底部未調整（糸切り痕跡残る） 密 良 灰白 (25Y7/l) ほぽ 底品内面に璽ね焼

包含層 内 ロクロナデ 完存 きiJ)痕跡残る

試掘 高台径 外 高台貼り付け後ヨコナデ、底部禾調 密 外仮黄褐(IOYR6/2) 底部 内面に燻し？

1230 545-05 Uクロ上師器椀 70 整（糸切り痕跡残る） 並

No.3 内ナデ l皿以fl[)砂粒含 内褐灰(IOYR4/l) 1 /2 

H62 高台径 外 ロクロナデ、底部未調整（糸切り痕 やや粗 歪み大

1231 545-04 ロクロ士帥器皿 90 2.1 60 跡残る）、高台外面に指圧痕跡残る 良 橙(5YR7/6) 1 /2 
位含層 内．ロクロナデ 4回以下の砂粒含

153 高台径 外・ロクロナデ、高台削り出し、底部未 密 にぶい橙(25YR6/4) ほぽ 内面に錆？

1232 571-05 天目茶碗 66 3 1 26 調整内ロクロナデ 良 ［籍]iこふい赤髯(5YR5/4) 付着

包含層 錆釉施釉後鉄釉施釉 ]llllltJT(JJ砂粒含 開掲(5YR2/l) 完存

G57 最大径 残存重 外 高台側面ヨコナデ、打ち欠き、底綿 上翡雑の紐を伝Ill

1233 570-01 加工円盤 3.9 4.69g 未調整 密 良 浅黄橙(10YR8/3) 1 /2 ，中央1こ穿航り（筋

位含層 内ナデ ＂頌り固 lか？）

L62 最大径 残存重 外 高台側面ヨコナデ、打ち欠き、底部 淡橙(5YR8/3) 士蒻器の鱚をK開

1234 570-02 加工円盤 5.3 13.47 g 未調整 密 良 l /2 帳1こ穿lL有り （筋

蝕含層 内ナデ 灰白 (25GY8/l) ＂への観か？）

試掘 最大径 重量 外 高台側面ヨコナデ、打ち欠き、底邸 一部 土籍践嗚菰をli!ll

1235 570-03 加工円盤 42 1318g 未調整 密 良 浅黄符(IOYR8/3) 帳1:競有り場

No.2 内ナデ 欠損 ＂への転開か？）

J64 最大径 重量 外 高台側面ヨコナデ、打ち欠き、底部 密 ほぽ 土師器椀の底

1236 570-04 加工円盤 38 12.41 g 未調整 良 淡黄(25Y8/3) 綿を転用

包含層 内ナデ ]l!l!I以下の砂粒含 完存

K54 最大径 重量 外 高台側面ヨコナデ、打ち欠き、底部 一部 土師器椀の底

1237 570-05 加］：円盤 36 11.86 g 未調整 密 良 浅黄橙(75YR8/4) 祁を転用

包含層 内ナデ 欠損
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実測 出上
法 鼠 (cm)

番号
番号

器種 遺構
位置

調整技法の特徴 胎 t 焼成 色 調 残存 備考

f I径 器高 その他

I 57 最大径 重量 外．ナデ やや粗 外．褐灰(5YR5/l) 体部 ．掬器の休部片

1238 571-01 加上円盤 39 21.82g 内未調整 並 の転用か？

他含層 破断面打ち欠き IIIHD以fv')砂粒含 内．橙(5YR7/8) 片？

K57 最大径 直量 外未調整 やや粗 体部 附器の休綿片

1239 571-02 加工円盤 53 44 65 g 内未調整 並 灰褐(5YR5/2) の転川か？

包含層 破断面打ち欠き 3 IDlll以下の砂粒含 片？

L62 最大径 重量 外未調整 粗 外 にぶい府5YR7/4) 体部 掬器の体綿片

1240 571-03 加［円盤 44 29.40 g 内未調整 並 の転用か？

包含層 破断面打ち欠き 4叫 flf)砂粒含 内灰褐15YR5/I) 片？

]47 最大径 重量 密 ほぽ • 中央に何かを

1241 571-04 土製品（独楽？） 26 l 7 6.21 g 良 橙(5YR7/6) 挿人する穴有

攪乱土坑 IIIIIII以下の砂粒含 完存 り

G59 最大径 全長 直星 やや粗 両端祁を平姐

1242 569-03 t錘 2.2 48 24 33 g 並 1こぶい黄楼(lOYR7/2) 完存 に成形

蝕含層 2叫印紐含

H61 最大径 残存長 残什種 やや密 ほぽ —端部を平坦

1243 569-06 土錘 23 49 19 21 g 牝 1こぶい責椅(IOYR7/3) に成形

包含層 l叫 fl!)砂粒含 完存

]64 最大径 残存長 残ff軍 密 ほぽ 端謡を平担

1244 569-07 t錘 1.8 66 19,32g 並 にぶい貨橙(IOYR7/2) に成形

鉱含層 1叫 F咽翔含 完什

M51 最大径 残存長 残tf-重 密 ほぽ 端都を平姐

1245 569-09 J: 錘 1 9 57 15.45 g 良 にぶい椅IIOYR7/4) に成形

位含層 遥',l―卜.If)砂粒含 完存

G54 最大径 残存長 残存童 牝 ほぽ

1246 569-01 t錘 1 8 57 12 37 g 良 浅黄橙(lOYR8/3)

鉱含層 廷以fl/)砂粒含 完{f

G58 最大径 残什長 残{j-順 柑 ー音部

1247 569-02 t錘 1 9 5.8 17 57 g 3 rn11J.:.l fl/J砂粒 亜 灰白 (IOYR8/2)

包含層 多数含 欠損

H60 最大径 残存長 残存重 やや密

1248 569-05 土錘 l 9 52 13.94g 、花 淡黄(25¥8/3) 2/3 

包含層 1叫下の砂粒含

K54 最大径 残存長 残存重 やや粗 両端部

1249 569-08 t錘 18 56 12.84g 並 淡黄(25Y8/4)

包含層 l叫凡り砂粒含 欠損

試掘 最大径 残存長 残存重 牝 両端部

1250 569-10 L錘 1 3 52 5.14g 並 にぶい黄橙(JOYR7/3)

No.2 l叫 F叫紐含 欠損

SD K55 最大径 残存長 残存軍 密 淡黄(25Y8/3) 両端部

1251 567-02 土錘 503 l 4 43 7.81 g 良 I 

視人遺物 SD3 金冥母含 黄灰(2.5Y5/l) 欠損

試掘 最大径 残存長 残存直 やや粗 両端祁

1252 569-11 t錘 1.5 l 15+ 牝 橙(5YR7/6) のみ

No.2 +2 0 2 09g l叫下叫砂粒含 残存

SD K55 最大径 残存長 残存厘

1253 567-03 土錘 503 2.3 3 46g 密 良 淡黄(2.5Y8/4) 1/2 

乱人遺物 SD3 

G60 最大径 残存長 残存重 牝 ほぽ

1254 569-04 土錐 1.3 27 3.89g 並 淡黄(25Y8/3) 

位含層 ］叫fi/J砂粒含 完存
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珊．第 6次調在

鴻ノ木遺跡の発掘調査は、平成 2年度から始まり、

第 6次調査は最終年度として、松阪市中万町字水引

場から射和町字鴻ノ木にかけての宅地 (13uOmりを

対象として実施した。第 6次調在区は県道御生薗・

豊原線沿いで第 3次調壺区に北接し、第 2次調壺区、

第5次調査区に県道を挟んで南接する。平成6年 8

月23日から調査にはいり、家屋の立ち退きの関係か

らいったん11月15日に調壺を中断し、年が改まった

平成 7年1月18日から再開し、 1月25日をもって終

了した。調壺区内は前期 8月23日----11月15日迄の作

業区域をA地区とし、後期 l月18日,..._,1月25日迄の

作業区域を B地区とした。

1. A地区の遺構

(1)概略及び土層

A地区の標高は約21.5mで、南から北にかけて僅

かな傾斜がみられる。調査区の中央部から東辺中央

と、調査区の南隅周辺から北辺にかけて、十文字を

形づくるように暗渠排水がひろがっていることから、

調査区の東辺央付近では遺構の削平がみられた。

主な遺構として、古墳時代前期の溝 l条と中～後

期にかけての竪穴住居 2棟が検出された。土層の基

本層序は、 0.15m~0.50mの盛土層（褐色土）、 0.35

m ~0.40mの耕作土層（灰黄色上）、 0.20m ------

0.30mの遺物包含層（灰オリーブ土）、地山（黒褐

色土）となっている。

(2)遺構

A. 古墳時代初頭の遺構

SD 6 0 3 調査区南東部にかけて東辺を南流し、

調査区外へ続くしっかりとした溝で、幅lm、深さは

l.3m~l.5mである。断面形は逆台形を呈し、埋土の

状況は 5層からなっている。遺物は埋土の第 2層

（黄褐色混黒褐色土）の下部から土師器高杯 (1266

・1268)、台付甕 (1257~1262)を中心として出土

した。これらの遺物は、 SH605付近の約10m幅の

間に底面から約0.8m浮いた状態で出土している。そ

れぞれの遺物はレベルがほぼ同じでまとまりをもっ

ことから、一括投棄されたものと考えられる。

B. 古墳時代中期～後期の遺構

SH605 調査区のほぼ中央部で検出された竪
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穴住居で、古墳時代前期の溝 (SD603)を切る。

方向は長軸を中心としてN55°Wで、東辺のプラン

は検出できなかったがSD603以東にはのびない。

規模は5.4mX5.4mのやや隅丸の残る方形のプランを

呈していると考えられ、深さは0.12~0.15mであっ

た。北辺中央やや東寄りに焼土面 (0.8 m X 1 . 1 m)を

検出し、東辺中央付近で規模が0.4mX0.5m、深さが

0.3m~0.4mの長方形に近い貯蔵穴を検出した。また、

4個の主柱穴を検出したが、周溝は認められなかっ

た。貯蔵穴から土師器高杯 (1271・1274)が、南辺

中央付近から土師器椀 (1270)が出土した。南東隅

から石製模造品の剣形品 (1288)が出土し、さらに、

遺構埋土を洗浄した結果、臼玉 (1277~1284)が出

土している。

SH606 調壺区南西隅付近で検出された竪穴

住居で、 5かOmX5.0mのほぼ方形を呈し、方向は長軸

を中心としてN32°Wとなっている。また、南寄り

には、 1.3mXl.8mの焼面が検出された。東辺と南辺

のコーナ一部から0.9mX0.85mの正方形に近い貯蔵

穴が検出されている。柱穴は明確ではないが、北辺

から西辺にかけて幅O.lm~0.15m、深さ 0.05m~

0.08mの周溝が認められた。さらに、西辺南隅から

北辺を経て東辺に厚みが0.09m~0.11 mの貼床があ

り、その内の東辺中央付近から横たわるようにして

土師器高杯 (1291)が出土した。焼土上面からは土

師器高杯 (1289)や土師器甕 (1295)が出土し、貯

蔵穴からは土師器甕 (1294)が完形に近い形で出土

している。さらに、西辺付近のピット内から管玉
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1. 明黄褐 (lOYR6/6)〈客土〉

2. 褐灰 (10YR4/1) 
3. 黄褐 (2.5Y5/3)
4. 黒褐 (lOYR3/1) 
5. 灰黄褐 (IOYR5/2)

6. にぶい黄褐 (lOYR5/ 4) 

7. 暗褐 (lOYR3/3) 

8. 黒褐 (lOYR2/3) 
9. にぶい黄褐 (lOYR5/3) 
10. 明黄褐 (lOYR6/8) 

11. にぶい黄褐 (lOYR5/3)〈SD603埋土〉

12. 黒褐 (10YR3/l)に褐灰 (lOYR4/l)混入〈SD603埋士〉

13. 褐 (10YR4/4)〈SD603埋土〉
14. 黒 (lOYR2/1)〈SD603埋土〉
15. 黒褐 (lOYR3/l)に灰黄褐 (10YR4/2)混人〈SD603埋土〉
16. 灰オリーブ (5Y6/-2)〈SD603埋土〉

第 67図 A地区土層断面図 (1 : 1 00) 
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ヽ
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汽》

c 

笠，

(1315)が出土し、遺構埋土の洗浄の結果、臼玉

(1298~ 1314)が出土している。

C. 時期不明の遺構

SK 6 0 2 調在区北西端部に位置し、 2.3mX

1.2mのほぽ楕円形の土坑で深さは0.3mを測る。埋士

は明褐灰色粘質土一層と考えられるが、遺物は出土

していない。

SK604 調壺区南半分ほぼ中央部西で検出さ

れた2.0mX1.2mのほぼ楕円形の士坑で、深さは0.3m

を測る。埋土は灰褐色粘質土一層と考えられるが、

遺物は出土していない。

S0601 調在区の北西隅に位置し、北流する

と考えられる溝である。幅l.2m~l.7mで深さは0.2m

を計る。埋土は明褐灰色層であるが、遺物は出土し

ていない。

1257 

1262 

1261 

SD 6 0 7 調壺区南東端部に位置し、幅0.6mで

深さ0.1mを測る溝である。埋土は灰黄褐色土一層

と考えられる。遺物は細片が3~4個程度で、時期

は断定できない。

SD 6 0 8 調査区南東端部のSD607と平行状

に位置し、幅0.4mで、深さはO.lmを測る。埋土は黄

褐色土一層と考えられ、遺物は細片が4~5個程度

で、時期は断定できない。

S Z 6 1 0 調査区南東端部に位置するSD608

の東辺に隣接する石列である。石列の長さは南北に

約llm続いている。検出面から0.05m~O.lmで石の

頂部に達する。出土遺物もなく遺構の性格もよくわ

からないが、何らかの区画のために使用されたと考

えられる。

2. B地区の遺構

A
_
 

B 
21.sm 

1266 / 

C
-

D 
21.Bm 

0 2m 
「 I I I I 7 

A地区に北接し、標高は約20.8mである。地形は

A地区から0.7m前後、僅かに傾斜しているも、地山

はA地区と同じ黒褐色士である。遺構が希薄であっ

たため、順次検出面を下げながら調査を実施した。

調壺区中央部から北端部にかけての緩やかな落ち込

みのなかから溝 (SD609)を検出した。調査区外

に流れていくものとと考えられるが、埋土からは遺

物は出上していない。

第 68図 SD603遺物出土状況図 (1: 50) 
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3. 遺

遺物は整理箱にして22箱程出土した。その大半は

竪穴住居、溝などの遺構からの出土で、弥生時代末

～古墳時代の遺物が多数出土した。その種類は壺、

高杯、甕等である。

包含層からは縄文時代以降の各時代の各種の遺物

が多数出土したが、大半が細片である。

物

(1) SD  6 0 3出土遺物

出土遺物には弥生土器が一部含まれてはいるが、

大半は古墳時代初頭の土師器である。

(1255・1256)は弥生士器の広口壺である。

(1256)は体部外面に廉状文等がみられることから、

0 
吋 A

 

焼土

認醤賃
貼床

◎ 
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SH 606 

-L\I~ 、)

1291 1292 1293 -/ 12ee 

1287 

1294 

—I 

A
_
 

B 
21.Bm 

114,ss 2,s1 2 Ls ,13 -5 ,65 L53心

｀ 1. にぶい黄橙 (lOYR6/3) に灰黄褐色 (lOYR4/2)混入
2. 黒褐色 (lOYR3/2) に褐灰 (10YR5/l)混入
3. 褐灰 (lOYR5/l) に灰黄褐 (1QYR5/2)混人

4. 黒褐 (lOYR3/2)粘質士
5. 灰黄褐 (lOYR6/2) に明黄褐 (lOYR6/6)混入
6. にぶい黄褐 (lOYR5/4) に明黄褐 (lOYR6/8)混入
7. 黒褐 (lOYR3/1) に褐灰 (lOYR4/l)混入
8. 黒褐 (10YR3/l) に黄褐 (10YR6/6)混入
9. 褐 (lOYR4/4)に黄褐 (lOYR5/8)混入
10. 黒褐 (lOYR3/l) に灰黄褐 (lOYR4/2)混入
11. 黒褐 (lOYR3/1) に黒 (lOYR2/l)混入
12. にぶい褐 (7.5YR6/3)
13. 不詳

第 69図 SH605・606実測図 (1 : 1 00) 
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第70図 SH605・606貯蔵穴遺物出土状況図 (1: 50) 

-158 -



畿内第 3様式後半の影響をかんじることができる。

(1255)は口縁部がラッパ状に開き稜をもつ。内外

面は磨滅がすすんでいるが、口縁部に刺突文を確認

することができた。第 5様式中頃に並行し、西ケ広

期に比定できるようである。

(1266~1268)は高杯てあるが、 (1267)は脚部

外面にヘラミガキを多用し、櫛刺突文が施されてい

る。透孔は4ケ所みられ、松阪市、阿形遺跡の高杯

A類に比定できようが、脚部のみの残存であり時

期決定は難しい。 (1266)は(1268)に比べて脚部

内面にハケメがみられものの、ゆるやかに内弯する

口縁部の端に斜目の面をもち、脚部上方に数帯の櫛

描沈線をもつが、脚部は直線にのびていることから

欠山式新段階に比定したい。
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第 71図 B地区平面図 (1 : 200) ー ー
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1. オリーブ (5Y5/4)
2 . 灰オリーブ (5Y5/2)
3. 褐灰 (7.5YR4/l)
4. 暗灰黄 (2.5Y4/2)
5. 灰 (5Y5/l)

6. 黒褐 (lOYR3/l)
7 . 灰 (5Y4/l)
8. 灰オリーブ (5Y4/2) 
9. 黒褐 (lOYR3/2)
10. 黒褐 (lOYR2/2)

11. 黒褐 (10YR3/l)に粘質上

12. 黒 (lOYR2/l)
13. 暗灰黄 (2.5Y4/2) 
14. 黒褐 (2.5Y3/l)
15. 暗オリーブ (5Y4/3) 
16. 暗オリーブ (5Y4/3)にオリーブ黒 (5Y'.i/l)混入

第 72図 B地区土層断面図 (1 : 1 00) 
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第 73図 SD603出土遺物実測図 (1: 4) 
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(1257~ 1265)は土師器台付甕であるが、 (1259

~1262・1264)は赤塚編年で述べられている受口

系口縁台付甕に、 (1257・1258)はク字状口縁台付

甕に類似する。

(1261)は受口部外面に刺突文が見られる。体部

外面は黒変していて調整は不明瞭であるが、外面調

整にはヨコハケがみられる。 (1262)も受口部外面

に刺突文列がみられ、内外面にハケメ調整がみられ

る。 (1259・1260・1264)の台付甕からは剌突文

が省略されるが、外面はハケメ調整、内面にヘラケ

ズリが施されるものもある。 (1259)の口縁部はS

字に類するが、まだ受口系口縁台付甕の範疇に相当

していると考えられる。 (1260)は外面調整として

体部上半部にハケメがみられるが、体部下半部には

ハケメ痕跡さえも、ほとんどみられなくなる。板状

工具による動作単位がみられ、ハケメをナデ消すよ

うな調整になっている。 (1257)は口径が21cmをこ

える大型品である。外面にはハケメが、内面は板状

工具によるナデが施されれている。 (1258)は逆に

口径が12cm程の小型品で、外面調整にはハケメがみ

られる。

(2) SH 6 0 5出土遺物

古墳時代の土師器椀、高杯、甕、石製模造品（剣

形）や遺構埋土の洗浄の結果、臼玉を確認した。さ

らに、遺構埋土に混入したと思われる石錘が 1点出

土している。

(1269)は二重口縁壺で、口縁部の段は丸みをも

ち無飾であり、体部の外面調整にはハケメがみられ

る。内面にはイ本部最上部からケズリが施されている。

(1270)は土師器椀であり、口縁部は緩く開いて

いる。外面体部上半部にハケメが、下半部にはヘラ

ケズリがみられる。しかし、底部が遺存していない

ことから丸底、平底の判断は難しいが、この場合は

丸底と判断した。

(1271----1274)は土師器高杯であるが、欠山様式

などにみられるような櫛描沈線やヘラミガキは施さ

れていない。 (1217・1272・1273)は脚柱部から裾

部になだらかにつづく。 (1273)は外面がハケメ調

整で、しかも透孔が3ケ所みられた。 (1272)は外

面がハケメ調整で、内面は脚裾部にヘラケズリがお

こなわれ、透孔は1ケ所みられた。 (1271)は杯部、

脚部とも大半が遺存している。外面は杯部下部にヘ

ラケズリがおこなわれ、杯部上半部や内面にはナデ

が、さらに透孔は1ケ所みられた。土師器高杯の型

式変遷から考察すれば、 (1271・1272・1273)の高

杯は透孔が消失していく過渡期に位置づけられる。

(1274)は(1217・1272・1273)と異なり、透孔は

存在していない。さらに脚部はやや膨らみ気味で、

なだらかに裾部につづく。外面には強いナデが、脚

裾部の内面にはヘラケズリがおこなわれている。

(1275)は土師器甕である。口縁は屈折し、直線
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第 74図 SH605出土遺物実測図 (1269~1276= 1 : 4 1277~1286 = 1 : 2) 
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的に外傾している。外面にはハケメが、内面にはナ

デが施されている。

(1276)は石錘であるが、混入遺物と考えられ

る。長軸の両端部に打ち欠きがみられる。長さ6.9

cm、幅5.3cm、厚さ1.8cm、重さ90.49gである。

(1277~ 1285)は臼玉である。個々の臼玉は同一

の竪穴住居内においても、径の広いものや狭いもの、

厚いものや薄いものなど大きさに若干のばらつきが

ある。 (1277)は暗青灰色、 (1278)はにぶい橙色、

(1285)はにぶい褐色、 (1279)は青灰色、 (1280)

は灰黄色、 (1281)は灰オリーブ色、 (1282)は灰

黄色、 (1283)は灰白色、 (1284)は灰色となっ

ていて、色調個々に違いをみせている。

(1286)は石製模造品（剣形）である。鏑は片面

にしかみられないが、精巧さもみられる。長さ3.8

cm、幅1.7cm、厚さ0.4cm、重さ2.71gである。

(3) SH 6 0 6出土遺物

古墳時代の土師器壺、高杯、甕、椀、管玉等が出

土し、焼土内から寵を支えていたと考えられる支柱

石が存在している。さらに、 SH605と同じように

遺構埋土を洗浄した結果、臼玉が出土した。一方、

遺構埋土に混入したと考えられる石鏃や竪穴住居の

時代に位置づけられる砥石や軽石がある。 (1287)

は口縁部が遺存している。内外面にヨコナデが若干

確認できるが、磨滅が激しい。口縁部が長く、しか

も直線的にのびているため土師器直口壺と考えたい。

(1288)は土師器椀である。口縁部は緩く開き、

底部は丸底である。体部外面にはハケメがみられ、

体部内面にはナデが施されている。

(1289---1291)は土師器高杯であり、杯部が遺存

している。 (1291)は大型品である。杯底部から屈

折して立ち上がり、杯の口縁部と底部との稜を強調

している。外面にハケメがみられるほか、ナデが施

されている。 (1289・1290)は共に小型品であり、

(1289)は杯部がゆるやかな丸みをもち、外面上半

部にハケメがみられるほか、内面にはナデが施され

ている。 (1290)は (1289)と比べて、より杯部が

丸みをおびている。外面上半部にハケメが、下半部

にケズリが若干確認され、内面にはナデが施される。

(1292---1295)は土師器甕であり、 (1292)はロ

-163 -

縁部しか遺存していない。口縁部は外反し、内外面

にヨコナデが施される。 (1294)は貯蔵穴から出土

し、ほぼ完形である。口縁部は外反し、体部外面に

はハケメがやや不定方向にみられ、内面は体部上部

にナデが、下部にはヘラケズリが施される。 (1295)

は土師器小型甕で、体部外面にはハケメ、内面には

ヘラケズリが施されている。

(1296)は土師器鉢であるが、甕とすべきかもし

れない。体部外面にはハケメがみられ、内面にはナ

デが施されている。口縁端部にはやや丸みがあり、

底はやや厚くなっている

(1297)は軽石であるが詳細は不明である。

(1314)は管玉で、筒状を呈し、色調は暗灰色で

ある。

(1298~1313)は臼玉で、 (1298~1310)を図示

し、 (1311~1313)は観察表のみを掲載した。 SH

605出土の臼玉と同様に個々に若干のばらつきがみ

られる。色調は (1300・1302・1303・1306・1307・

1308・1309・1310)が青灰色、 (1298・1304)は灰色、

(1299・1311) は灰オリーブ色、 (1301) は緑灰色、

(1305・1312) は暗青灰色で、 (1313)は暗緑

灰色である。

(1315・1304)は砥石であるが、敲石を転用した

ものと考えられる。ともに中央部付近に使用の痕跡

が認められる。

(4)包含層出土遺物

(1317~1320)は縄文土器である。深鉢の体部片

と考えたが、小片であるため器形は判断しにくい。

縄文時代中期末葉から縄文時代後期前葉に比定され

ると考えた。 (1317)は外面に刺突文がほぼ規則正

しく施され、刺突文以外では縄文がみられる。内面

はナデが施されている。 (1319)は外面に沈線が2

条確認でき、内面にはケズリがみられる。 (1320)

も外面に沈線が2条確認できるものの、内面は磨

滅が激しく調整は不明瞭である。 (1318)は外面

は縄文で、内面はナデ調整となっている。

(1321)は弥生土器壺の体部片である。伊藤納所

編年第 3 様式前半の広口壺のように腹部は上半で

肩の張る器形に類似している。腹部は櫛状具による

縦方向の粗いハケメや横方向に細かなハケメがみら
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第 76図 包含層出土遺物実測図 (1 : 4) 

れる。 (1322)は杓子形土器に類似しているが、両

端部とも残存していないため、分類は難かしい。弥

生土器としたが、包含層からであるもののSH605

に近い地点からの出土であるため、土師器の可能性

もある。

(1323・1324)は土師器壺で、口縁部片の残存で

ある。 (1323)は外面はナデ調整され、内面にはナ

デにちかいハケメが見られる。 (1324)は内外面と

もにナデの後オサエがみられ、一部内面にナデにち

かいハケメが確認された。両者は同一固体の可能性

がある。

(1_325) は土師器椀であり、磨滅がみられるため

に調整はやや不明瞭であるが、内外面ともナデが確

認できる。外面体部下部にヘラケズリが施されてい

るかもしれないが、不明確である。内面に、棒状工

具によるヘラミガキ状の痕跡が疎らに認められる。

(1326)は土師器高杯で、杯底部にかけてハケメ

調整されており、ヘラミガキは確認できない。また、

内面全体が黒変していて調整がやや不明瞭である。

(1327)は土師器のミニチュア土器である。椀形

の手づくね土器であり、外面上部から内面にかけて、

ユビオサエがみられる。外面下部にはナデが施され、

底部には黒斑がみられる。

(1328)は須恵器杯身である。体部内外面ロクロ

ナデ、外面底部にヘラ切りの後―ー周軽くロクロケズ

リを施し、内面底部にはナデが施される。たちあが

りが短く、内傾している陶邑編年のTK 43に比定

されると考える。

(1329)はロクロ土師器である。内外面ロクロナ

デや外面底部に糸切り痕がみられる。

(1330~1333)は山茶椀である。藤沢編年の第

4型式から第 5型式の範疇に属すると考えた。

(1332)は底部のみの残存である。外面底部に糸切

り、内面底部から体部にかけて、自然釉が残存して

いる。 (1330)も同様の調整になっているが、自

然釉が認められず、高台部にはモミガラ痕跡がみら

れる。 (1333)は内外面ロクロナデがみられるが、

器壁が全体的に厚く、やや口縁部に外反がみられる。

(1331)は(1333)と同様に口縁部に外反がみられ

るものの、 (1333)に比べて体部下方がかなり直

線化し、体部の丸みは失われている。 (1330・1331

・1333)の内面には墨が付着しており、硯として利
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用されたことがわかる。

(1334)は土錘である。紡錘状のものであるが、

小さい。長さは4.15cm、径が1.05cm、重さは5.13g

である。

(1335----1340)は加工円盤であるが、図示したも

のは (1335~1337)で、 (1338)は観察表のみを掲

4. 小

第6次調査は鴻ノ木遺跡の最終年度に当たる。下

層編で報告した第 1次調壺や第 5次調査から検出さ

れた縄文時代早期の押型文土器や関連する遺構は今

回の調査区から全く認められなかった。したがって、

縄文時代早期の遺構、遺物の南限が判明することと

なった。

今回の調査では、はじめて竪穴住居、溝等の古墳

時代の遺構を検出した。竪穴住居と溝は出土した土

器から時期差を知ることができる。

溝 (SD603)から出土した古式土師器は、三河、

西遠江の欠山様式、濃尾平野の廻間 I式、畿内

では庄内式前半期の土器型式編年を参考にし考察

した。 2棟の竪穴住居から出土した古式土師器は、

SD603出土の古式土師器と時間を同じくするもの

は認められず、欠山様式、廻間 I式等の範疇には比

定しない。これらは、山田編年の山城 I式、伊藤

編年の納所古墳時代 II期、布留式 I期等の土器

型式編年を参考にして考察した。

まず、 SD603出土土器に弥生時代中期～後期に

かけてよくみられる廉状文が施されている土器片が

一点みられるが、大半は欠山新段階に比定される高

杯 (1266・1268)や同時期前後に位置づけられる台

付甕である。高杯 (1266・1268)は口唇部に内斜面

を持ち、杯底部の径はやや小さく、底部以上に長い

口縁部は内弯するなど、欠山中段階的な要素を感る

ものの、脚部が直線的になっていることなどから欠

山新段階に比定される。赤塚編年でも廻間II式2段

階には I式時期の特徴を残しながらも脚部の内弯が

みられるものもあれば、脚部が直線化の傾向をたど

るものもある。一方の台付甕も赤塚編年の廻間遺跡

の資料を中心に考察をすすめた。ただ、赤塚編年の

廻間遺跡の資料は、濃尾平野を中心とした土器様式

載した。形状が円形を志向し、 2次的な加工（打

ち欠き）が施され、その素材は厚手の常滑甕の体部片

や摺鉢を利用している。

(1339)は砥石である。残存部分は偏平で長方形

状を呈している。

士
口糸

を設定するもので、伊勢湾岸、或いは東海地域全て

を網羅するものではない。しかしSD603の台付甕

は、廻間遺跡の器種組成とその調整法の変遷に類似

している。廻間遺跡の受口状口縁台付甕は、口縁各

段は外反し、剌突文は細かく、内面調整はハケメを

多用する。次の段階では刺突文間隔が粗になり、や

がて文様は省略される。一方、く字状口縁台付甕は

外面調整はタテ方向のハケメで、内面はケズリが施

され、次の段階からケズリが減少していく。 SD603

出土の受口状口縁台付甕に目を向けると、 (1261・

1262)の体部は長胴化し、受口部にみられる刺突文

列も粗い。廻間遺跡の資料にもこれほど長胴化して

いる受口状口縁台付甕をみつけにくい。伊勢湾西岸

の北・中勢にもほとんどみられないが、調整手法が

若干ことなるものの、県内最南端に近い、津の森遺

跡（熊野市）に類似しているものが確認される。

(1260・1264)は体部内面にケズリが強調され、

(1259)は体部内面上部にハケメ、下部にはケズリ

が施される。＜字状口縁台付甕 (1257・1258)の内

面には板ナデが施されていることや脚部をコップの

ようにして、体部と接合したようなくぽみが確認で

きる。このように、調整手法等に若干の時期差を確

認できるため、廻間I式3段階～同式4段階と廻間

II式 2段階に比定できる。

次に、竪穴住居出土土器であるが、 SH605出土

の土師器高杯には (1271~1273)のように透孔がみ

られるものと、 (1274)の土師器高杯のように脚部

はやや膨らみ気味で透孔はみられないものがある。

透孔の残る土師器高杯は山田編年の山城II式に、透

孔のみられない土師器高杯 (1274)は山城m式に比

定できよう。

SH606出士の土師器高杯 (1289~1291)は杯部
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しか遺存していないが、 SH605出土の土師器高杯

(1271-------1273)と比較して時期差があり、 SH606

出土の方が新しい時期に位置づけられる。 (1289・

1290)の杯部は丸味をおびて、粗雑化傾向を示して

いる。さらに、 (1294)は貯蔵穴から出土した土師

器甕であるが、体部外面にはハケメが縦方向にみら

れ、内面体部最上部にナデ、他はヘラケズリが施さ

れている。山城遺跡、 Dl類に近似していることな

どから、山城III式以降、ほぼ山城w式に比定できる

と考える。

また、 SH605・606の埋土を洗浄した結果、 26

個の滑石製臼玉、剣形石製模造品を確認し、一方、

住居内のピットから管玉を検出した。他に出土地不

明の臼玉 1個 (1339) があるが、これもどちらかの

竪穴住居から出土した可能性が強い。これらの遺物

が、具体的にどのような意図をもっていたかは定か

ではないが、祭祀行為に供された可能性がある。

「祭祀」は先史時代から脈々と続いているが、古墳

時代の中で、次第に滑石や蝋石などでつくられた石

製模造品や銅、鉄、金銅などの金属製模造品なども

加わったことにより祭祀遺物は豊富になっていくよ

うである。県内を概観すると、鈴鹿市伊那富遺跡、

亀山市大鼻遺跡、上野市北堀池遺跡から臼玉が、

古墳時代後期に位置づけられる竪穴住居から出土し

ている。古墳時代後期には、石製模造品として、有

孔円板・剣形品・臼玉・偏平勾玉などが多くみられ

るが、全体的に粗製化し、剣形品では、古式のもの

が精巧につくられ、両面に鏑のあるもの、片面だけ

に鏑のあるもの、鏑のない偏平ものに移り変わって

いくようである。 SH605出土の剣形品は、片面に

【註】
① 谷本鋭次ほか 「西ヶ広遺跡」「束名阪道路罪蔵文化財発掘調
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鏑がみえ、やや精巧さも残り、共伴土師器と同時期

に比定される。上記に記述した県内の遺跡と比較し

て、若干先行するものである。臼玉を含めて、これ

らの祭祀遺物は、カミヘの供献品としての役割を果

たしていたと考えられる。竪穴住居SH605と606

は出土土器に時期差があり、 SH606のほうが新し

い時期に位置づけられることから、「祭祀行為」が

SH605の時期から606の時期へ脈々と続き、行わ

れていたと考えられるのである。

さて、弥生時代から古墳時代前半期にかけて、竪

穴住居の形式等の変化は緩やかであるといわれてい

る。しかし、古墳時代後期になると壁際に篭を取立

て、隣に貯蔵穴を設けるのが一般住居の平均的な構

造のようである。 SH605は、各隅に若干の丸味を

残しながらも方形で、床面の深さは浅い。 SH606

は、ほぼ方形を呈し、 SH605同様に床面は浅い。

SH606は山田考察の竪穴住居（四等分型）に

類似している。貯蔵穴は南東隅に位置し、この隣に

寇の可能性を秘めた焼土を壁際で確認している。貯

蔵穴と寵までが4分の1区画単位に配置されている。

SH606出土土器の大半は布留氏式期 W、山城W式

等に比定されることから考察して、寵の存在は難し

いと考えるものの、遺構の形式、焼土上からの遺物

出土状態等から可能性を見いだしている。一方の S

H605は、焼土と貯蔵穴が離れ、焼土も壁に接しな

いため、炉の可能性を考えておく。良好な残存では

ないものの、これらの住居は寵導入時の様相を示す

貴重な資料と考えられる。

（下平康弘）
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跡」 奈良県 1i:橿／瓜考・［り学研究所昭和 6l年 3)j

⑩ 山Ill 猛・作1111/I『i 「山城逍跡」『山城逍跡・北瀬占遺跡』

:_ i!i~ 県埋蔵文化財センター 1994.3 

⑪ 前掲④に[,;Jじ

⑫ 前掲⑨にj,ijじ

⑬ 飢 ,E央ほか 『iドの森追跡調介概尖』 熊野巾教有委Ll会

1980 

飢 正央ほか 『iドの森追跡調介概災Il』 熊野,ti教有委ii会

1982 

⑭ 小 t逍明 「伊那富追跡」『国鉄伊勢線関係逍跡調介報告」

鈴鹿rli教脊委員会 1966 

⑮ 森川ヤ・:雄ほか 「人昴追跡」 づ砂，Uりり祓文化財センター

1994.3 

⑯ ・：重県教介委u会 『北堀池逍跡発掘調介概炭 (3).1 1979 

⑰ 前掲⑩にHじ



実涛l 翡 種
番号 遺構 位置 法 量(cm) 調整・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 傭 考

番号 翡 形

A-677 弥生土翡 口径 15.3 外面口縁部クシによる刺突文列515mmラ やや租 権 7.5YR7/4 口縁部
1255 611-02 SD 603 SD3 ッパ上に開く ~211111の 良 1/8 

広口壺 内外面磨滅進み調整不明誼 罐砂粒會

A-677 弥生土翡 外面簾状文7/cm、ハケメ10/cm やや粗 にぷい櫓 肩部小片

1256 611-03 SD 603 SD3 内面ハケメ10/cm、オサエ ~111111の 良 7.5YR7/4 
広口壺 微砂粒含

A-677 土Bili翡 口径 21.7 外面体部、即台部にハケメ2/c111 やや粗 にぶい褐 体部2/3 体部一部復
1257 603-01 SD 603 SDJ 聾高 27.2 内面板状工具によるナデ 良 7.5YR6/3 口辺部3/8 原

No,6 台付甕 底径 8.3 繍砂粒含

A-677 土饉翡 口径 12.B 外面即台部ヨコナデ、体部にハケメ5/cm やや粗 黒褐7.5YR3/1 3/5 外面スス付
1258 602-02 SD 603 S03 翡高 19.1 内面体部上半部ハケメ、下部ヘラケズリ ~2mmの 並 明褐灰 看

No, 7 台付甕 底径 6.9 繍砂粒含 7.5YR7/2 

A-E77 土誦器 口径 14.5 外面脚台部～体部ハケメ状ケズリ、体部 やや粗 浅黄櫓 完形 内面脚台部
1259 606-01 SD 603 SDJ 翡高 上部ハケメ6/cm、内面体部上部にオサエ ~2mmの 良 10YR8/3 に粘土接合

No,J 台付甕 20.6~2D.8 内面脚台部から体部にエ具による板ナデ 罐砂粒含 痕

A-E77 土鰭翡 口径 12.0 外面脚台部～体部ハケメ やや密 灰褐7.5YR5/2 4/5 
1260 602-01 SD 603 SD3 翡高 17.4 内面体部にナデ、オサ工、接合痕 ~1mmの 並 黒褐7.5YR3/1

No,2 台付甕 底径 7.2 微砂粒含

A-F77 土lili翡 口 径高 12. 3 外に剌面脚文台台部列部ハ～体内部にハケメ4/cm部、口縁部
やや密 にぷい黄檜

体脚部台部2/完3存
全体スス付

1261 606-02 SD 603 SD3 器 20.2 突 iii体部オサエ下ナデ ~2mmの 並 7.5YR7/3 看
No,4 台付甕 厩径 7.5~8.0 内面脚 ケメ11,CII 、棒状工具ナデ 罐砂粒會

A-677 
1262 603-02 SDJ 

No,6 土鰤翡 口径 14.0 外面脚台部～体部にハケメ4~5/c霞、 やや粗 脚部にぷい橙 体部3/5 8• 9は同
SD 603 I 翡 高 内面脚台部ハケメ11/cll口縁部に剌突文 ~2mmの 良 7.5YR7/3 即台部完存 一個体

A-F77 台付甕 （推） 21 繍砂粒會 体部灰褐
1263 607-02 S03 底径 7.5YR4/2 

No,5 8.0 ~B.4 

やや密 にぷい黄櫓 口縁部に粘
1264 607-01 ~2mmの 10YR7/3 土接合甑

A-F77 土鰤翡 口径 外面ハケメ4~5cm 編砂粒含
体脚部部2/1/53 即部部黒変外面―•

SD 603 S03 16.0~16.4 内面体部上半部ケズリ、下半部ナデ 良
No,5 台付甕 脚部上端径 脚部内面ナデ？ 粗 浅黄櫓

1265 607-04 5.0 2.5YR7/4 10• 11は同
一個体

A-E77 土鑓翡 口径 24.6 杯部内外面ミガキ、口縁部4段ヨコナデ、外 やや粗 にぷい櫓 完形 杯部一部分
1266 605-01 SD 603 SDJ 翡高 19.9 面関部ミガキ後櫛播横線 、透孔 3ケ ~21111の 並 10VR7/2 ハクリ

No,1 高杯 底径 10.2 所、内画脚部ハケメ 小石含

A-D78 弥生土翡 脚径 外内面ミガキ やや粗 櫓 7.5YR7/6 即部のみ1/3
1267 611-01 SD 603 SD3 2.8 ~J.1 iii杯部ミガキの甑跡、透孔 4ケ所 ~2鑽＂の 良

No, 12 高杯 透孔径 0.8 罐砂粒含

A-677 土鑓翡 口径 24.2
杯部面、関内内外部薗脚面ミ部ヘガエ＊ ラミガキロ縁部ヨコナデ

やや密 にぷい黄惜 完形
1268 604-02 SD 603 SDJ 翡底 高 19. 3 外 後櫛に措よ横る線ナデ4段透孔 3ケ ~3mmの 並 10VR7/4 

No,11 高杯 径 11.3 所具 小石少會

A-677 土鰤器 口径 14.0 外面体部ハケメ ロ縁部ヨコナデ やや密 灰貴 2.5V7/2 口縁部完存
1269 604-01 SH 605 SD3 二璽 内面体部ヘラケズリ ~11111 (J) 並

No,8 口縁壺 微編粒含

A-F76 土鰤翡 口径 12.6 外面体部上部ハケメ7/2c11、体部下部へ やや粗 にぷい櫓 1/4 
1270 609-03 SH 605 SH5 ラケズリ 罐砂粒多 良 5YR6/3 

椀 内面ナデ

A-F77 土緬翡 口径 15.6 外面脚ズ部リ面取杯風部上の強部いナデ 杯部下部へ やや粗 にぷい櫓 4/5 
1271 609-01 SH 605 SH5 P6 翡高 11.9 ラケズリ ～口辺部ヨコナデ 罐砂粒多 良 5YR6/3 

貯薦穴 No,9 高杯 厩径 10.5 内面脚部～杯部ナデ透孔1ケ所

A-F76 土輝翡 外面ハケメ透孔1ケ所 やや密 にぷい黄櫓 脚部のみ2/3
1272 609-02 SH 605 SH5 内面巖9剖ヘラケズリ、関部上部ナデ 罐砂粒多 良 10YR7/2 

No,1 高杯 底径 11.4 

A-F77 土鰤翡
外内圃面ハ巖9ケ部下メ部6/cに111粘土透接孔合3痕ケ所 罐や砂や粗粒多

檜 5YR7/6 脚部のみ3/5
1273 609-05 SH 605 SH5 良

No,2 高杯 底径 10.6 

A-F77 土饉翡 外面強いナデ やや粗 櫓 5YR6/6 脚部のみ3/5
1274 609-04 SH 605 SH5 P6 透内面孔下な部しヘラケズリ、上部オサエ 繍砂粒多 良

貯蔵穴 No, 14 高杯 底径 12.8 

A-F77 土Rili器 口径 17.J 外面ハケメ8/c圃 やや粗 櫓 5YR6/6 口縁部など
1275 609-06 SH 605 SH5 P6 内面工具によるナデ 罐砂粒多 並 1/6 

貯鵞穴 Na, 15 甕

A-G76 長 6.9 灰白 完形 打ち欠き
1276 615-03 SH 605 SH5 石鍾 幅 5.3 2.5Y7/1 重さ 90.Sg

混入 No,18 厚 1.8 
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実瀞l 翡 種
番号 遺構 位置 法 量(cm) 調整・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 傭 考

番号 聾 形

A- 石襲品 径 0.5 暗青灰
1277 615-05 SH 605 SH5 長 3.8 滑石 583/1 完形 璽さ 0.10g 

臼玉 穴径 0. 15 

一^

石璽品 径 0.45 にぷい櫓
1278 615-06 SH 605 SH5 

長穴 径
0.2 滑石 7.5YR7/3 完形 重さ 0.059

臼玉 0. 15 

一^

石璽品 径 0. 35 青灰 5865/1 
1279 615-08 SH 605 SH5 長 0.2 滑石 完形 重さ 0.05g

臼玉 穴径 0.15 

一^

石襲品 径 0.4 灰責

1280 615-09 SH 605 SHS 長 0.2 滑石 2.5V6/2 完形 重さ 0.059
臼玉 穴径 0. 15 ． 

A- 石製品 径 0.4 灰オ4—ブ
1281 615-10 SH 605 SH5 長 0.35 滑石 5Y6/2 完形 重さ 0.069

臼玉 穴径 0. 15 

A- 石製品 径 0.40 灰黄 2.5Y6/2
1282 615-11 SH 605 SH5 長 0.20 滑石 完形 璽さ 0.05g

臼玉 穴径 0.20 

A- 石璽品 径 0.45 灰白 5Y7/2 
1283 615-12 SH 605 SH5 長 0.25 滑石 完形 重さ 0.069

臼玉 穴径 0.20 

A- 石製品 径 0.40 灰 5V6/1 
1284 615-13 SH 605 SH5 

長穴 径
0,30 滑石 完形 重さ 0.05g

臼玉 0.15 

A- 石製品 径 0.5~0.85 にぷい褐
1285 615-07 SH 605 SHS 長 0. 15 滑石 7.5YR5/3 完形 重さ 0.0Bs

臼玉 穴径 o. 1 

A-F77 石匿模造 長 3.8 緑灰
1286 615-04 SH 605 SH5 品 幅 1. 7 滑石 10GY5/1 完形 重さ 2.71g 

剣形 厚 0.4 

A-076 土鰤翡 口径 8.5 内外面ヨコナデ やや粗 櫓 5YR6/6 口縁部のみ完
1287 614-02 SH 606 SH6 磨滅の為、調整不明霞 ~3■■ の 並 6/8 存

No,44 直口壼 罐砂粒會

A-D76 土鰤翡 口径 13.6 外画体部ハケメ（薄く残る） 櫓 7.5YR7/6
1288 610-01 SH 606 SH6 P3 翡畜 6.9 内頁ナデ 罐砂粒會 良

貯薦穴 No,50 椀 磨滅多

A-D76 土饂翡 口径 13.3 外内圃圃杯杯部部上ナ半デ部ハケメ6/c11下半部ケズリ やや粗 にぷい黄櫓 杯完部存のみほぼ
1289 614-03 SH 606 SH6 ~2■11の 並 10Y7/2 

No,32 高杯 罐砂粒會 713 

A-D76 土鰭翡 口径 13.5 外面杯部部上ナ半デ部ハケメ6/c■下半部ナデ やや粗 にぷい黄櫓 杯部のみ完存
1290 614-01 SH 606 SH& 内薗杯部ナ ~2●圃の 並 10YR 7/3 

No,28 高杯 罐砂粒會

A-D76 土鰭翡 口径 22.B 外薗杯部ハケメ8/c■ 復ナデ やや密 内面櫓 杯部4/5
1291 601-02 SH 606 SH6 内頁杯部ナデ ~1●● の 並 5YR7/8 

No,57 冨杯 罐砂粒含 外面浅責櫓
No,62 10YR8/3 

A-D76 土鰤翡 口径 19.4 口縁部内外面ヨコナデデ やや密 にぷい櫓 口縁部1/6
1292 614-04 SH 606 SH& 内圃ハケメ10/c■、口縁部から体部にか ~2■■ の 並 5YR7/4 

No,16 甕 けてオサ工、ナデ 微砂粒會 櫓 5YR7/6 

A-C76 土鰤翡 口径 15.0 外圃体部ハケメ6/c● やや粗 にぷい褐 口縁部体部
1293 601-01 SH 606 SH6 内圃体部ナデ ~2●● の 並 7.5YR6/3 1/8 

No,19 甕 罐砂粒會 5/3 

A-D76 土鰤翡 口径 17.6 外薗体部ハケメ8/c■ やや粗 にぷい褐 ほ［ま完形
1294 608-01 SH 606 SH6 P3 器高 31.2 内薗体部上部にナデ、体部下部にヘラケ ~2●● の 並 7.SYRS/4 

貯薦穴 No,51 甕 ズリ 纏砂粒會

A-C76 
A-075 にぷい櫓 体部など1/2
A-076 土鱈器 口径 11.8 外薗体部ハケメ7/c■ 罐砂粒含 良 5YR7/3 

1295 610-02 SH 606 SH6 翡寓 13.9 内部体部ケズリ 褐灰
No,3,5 甕 10YR6/1 
11, 12, 5YR4/1 
23 

A-C76 土鰤翡 口径 12.4 外圃体部ハケメ6/c11、底部ナデ やや密 にぷい櫓 体部2/3
1296 610-03 SH 606 SH& 翡高 11.5 内圃ナデ ~211■ の 良 7.5YR7/4 

No,23 鉢 編砂粒含
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実測 翡 種
番号 遺構 位置 法 量(cm) 調整・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 傭 考

番号 翡 形

A-C76 : 5.0 灰黄褐
1297 614-05 SH 606 SH6 5.7 軽石 10YR6/2 完形

No,13 厚 3.5 

A- 玉類 径 0.5 
1298 610-04 SH 606 SH6 長 0.4 滑石 灰 N5/0 完形 重 o.13g 

臼玉 穴径 0.2 
_' 

A- 石襲品 径 0.4 灰オリーブ
1299 610-05 SH 606 SH6 長 0.35 滑石 7.5Y6/2 完形 璽 0.06g

臼玉 穴径 0.2 

A- 石饗品 径 0.5 
1300 610-06 SH 606 SH6 長 0.25 滑石 青灰 5B65/1 完形 重 0.07s

臼玉 穴径 0.2 

一^

石襲品 径 0.4 
1301 610-07 SH 606 SH6 長 0.3 滑石 繰灰 10GV5/1 完形 璽 0.079

臼玉 穴径 0.2 

A- 石製品 径 0.5 
1302 610-09 SH 606 SH6 長 0. 15 滑石 青灰 5865/1 完形 重 0.02g

臼玉 穴径 0.2 

A- 石製品 : 0.5 1303 610-08 SH 606 SH6 0.25 滑石 青灰 10BG6/1 完形 重 0.08g
臼玉 穴径 0.2 

A- 石夏品 径 0.45 
1304 616-02 SH 606 SH6 長 o.z 滑石 灰 2.5GV4/1 完形 重 0.069

臼玉 穴径 0.2 

一^

石製品 径 0.55 暗青灰
1305 616-03 SH 606 SH6 長 0. 15 滑石 584/1 完形 重 0.03g

臼玉 穴径 0.2 

一^

石製品 径 0.4 青灰
1306 616-04 SH 606 SH6 長 0.25 滑石 10865/1 完形 重 0.03g

臼玉 穴径 0.2 

A- 石墾品 径 0.45 オリーブ灰
1307 616-05 SH 606 SH6 長 0.25 滑石 5GV4/1 完形 重 0.079

臼玉 穴径 o.z 

一^

石襲品 径 0.4 青灰
1308 616-06 SH 606 SH6 長 0.2 滑石 10B65/1 完形 重 0.06g

臼玉 穴径 0. 15 

A- 石襲品 径 0.5 
1309 616-07 SH 606 SH6 長 0.25 滑石 青灰 5B66/1 完形 重 0.07g

臼玉 穴径 0. 15 

A- 石製品 径 0.5 
1310 616-08 SH 606 SH6 長 0.15 滑石 青灰 5B5/1 完形 璽 0.059

臼玉 穴径 0.2 

石襲品 径 0.5 灰オリーブ
1311 SH 606 底 長 0.2 滑石 7.5Y5/2 完形 璽 0.07g

(?) 臼玉 穴径 0.2 

石襲品 径 0.4 暗青灰
1312 SH 606 厩 長 0.2 滑石 5BG3/1 完形 重 0.05g

(?) 臼玉 穴径 0. 1 

石襲品 径 0.4 暗緑灰
1313 SH 606 慶 長 0. 1 滑石 564/1 完形 重 0.01g

(?) 臼玉 穴径 0. 1 

A-D75 石襲品 径 0.4 暗青灰 滑石
1314 616-09 SH 606 SH6 P5 長 2.2 584/1 完形 重〇.52s

管玉 穴径 0.25 

A-D76 
砥（石敲石を

長 22.0 灰褐 跡伎用あ圃りの裏
1315 618-01 SH 606 SH6 7.5Y6/2 完形

貯薦穴 No,59 転用） 厚 重 2.690kg
No,66 3.4 ~5.8 

A-D75 
砥（敲石石を

長 18. 6 明繰灰 使用薗の裏
1316 616-01 SH 606 SH6 7,5GV7/1 完形 跡あり

No, 1 転用） 厚 4.6 重 1.395kg

A-E74 縄文土翡 外國剌突文、縄文 やや粗～ にぶい責褐
1317 613-04 包會層 内圃ナデ 2微11綱11粒長多石

良 10YR7/4 小片
深鉢

A-D75 縄文土翡 外薗縄文 LR 粗 雲母薇 やや にぷい櫓
1318 613-07 包會層 内薗ヘラミガキ 蒻 7.5YR6/4 小片

深鉢？ 長罐石粒多
褐 7.5YR4/2
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実測 翡 種
番号 遺構 位置 法 量Ccm) 調 整 ・ 技 法 の 特 徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 偏 考

番号 翡 形

A-H73 縄文土器 外面沈線2条 粗~2mm やや にぷい惜 小片

1319 613-05 包含層 他はヘラミガキ？ 長石微 弱 7.5VR7/3 
深鉢？ 罐粒多 灰白7.5YR8/2

A-176 縄文土翡 外面沈線2条 粗~2mm やや 灰褐7.5YR6/2 小片

1320 613-06 包含層 長石微 弱 浅黄樗
深鉢？ 罐粒多 7.5YR8/3 

A-E79 弥生土喜 体部最大径 外面櫛状具による施文綴方向=3本 粗 灰褐 体部僅少

1321 620-01 包含層 23.6 10.6cm (原体）、横方向=8本/1. 8cm ~Zmmの 並 7.5YR4/2 
壺 （原体）、内面未調整 微罐粒多 褐 7.5VR4/3

A-676 土製品 残存部長 7. 7 ナデ やや粗 にぷい黄憎 両端部欠損

1322 615-02 包含層 杓子径 1. B 罐砂粒多 良 10YR7/2 
tヽ ~8/2 

A-671 土Oili翡 口径 13.4 外面ナデ やや密 明黄褐 口縁部のみ 67と同一個

1323 612-03 包含層 内面ナデか浅いハケメ8/cm ~D.51111 良 10YR7/6 1/3 体か

甕 罐砂粒含

A-672 土誦翡 口径 13.4 外内面ナデの後オサエ やや密 にぷい褐 口縁部のみ 66と同一個

1324 612-02 包含層 内面ハケメ7/cm ~O.Smm 良 7.5YR5/4 1/5 体か

甕 罐砂粒含

A-676 土Bili喜 口径 13.6 外面ナデ やや密 明褐 1/3 やや磨滅が

1325 612-04 包含層 内面棒状工具によるナデかヘラミガキ 0.5mm程 良 7.5YR5/8 見られる

椀 の罐砂含

A-677 土eili翡 関部径 2.4 杯部外面ハケメ9/cm、内面ナデ？ やや粗 浅黄櫓 杯部から即部 内面全体黒

1326 607-03 攪乱 SD3 関部外面ヘラケズ') ~3mmの 並 10VR8/3 に1/4 変
Na,10 高杯 罐砂粒含

か・G76 ミニチュ 体部径 外面上部～内面ユビオサエ やや密 にぷい黄櫓 完形

1327 615-01 包含層 ア土器 5 ~5.3 外面下部ナデ 外面底部に黒斑 ~0.5mm 良 10YR7/3 
器高 3. 7 罐砂粒多

A-672 須恵器 口径 10.6 内外面ロクロナデ、外面底部未調整、軽 密 外面灰N4/ ほぼ1/2
1328 612-01 包含層 受部径 13. 4 く一周ロクロケズリ、内面底部ナデ ~0.5mm 良 内面灰NS/

杯身 翡高 3.9 罐砂粒含

B-N69 ロクロ 高台径 8.3 内外面ロクロナデ やや粗 液黄 底部のみ 反転復元

1329 617-06 東側卜 土饉翡 外面底部糸切り、高台はりつけ、ナデ 3mm長石 並 2.5V8/3 
レンチ 椀 砂粒含

B-N69 陶翡 口径 16.6 内外面ロクロナデ 密 灰白 底部など1/3 反転復元

1330 613-01 包含層 器高 5.2 外面底部に糸切り、高台はりつけ、ナデ ~11111の 良 2.5Y7/1 内面墨付著

山茶椀 高台径 8.2 高台にモミガラ痕跡あり 罐砂粒含

Bー北東 陶翡 口 径高 16. 5 内外外面底ロクロナデ 密 灰白 2.5Y7/1 底部ほぼ完存 反転復元

1331 613-03 端表土 翡 5.35 薗部に糸切り、高台はりつけ、ナデ ~2mmの 良 灰黄 2.5Y6/2 口縁部1/8以 内面墨付着

山茶椀 高台径 B. 1 微罐粒含 下

Bー北東 陶翡 高台径 7.4 内外面ロクロナデ 密 3mm 灰白 2.5Y7/1 底部1/2 反転復元

1332 617-07 端表土 外内面面底底部部～に糸切り、高台はりつけ、ナデ 小石 1mm 良
山茶椀 体部に自然釉残 の編砂粒

B-N69 陶器 口径 17.4 内外面ロクロナデ 密 灰白 2.5V7/1 2/3 但し口 反転復元

1333 613-02 包含層 器高 4.9 外面底部に糸切り、高台はりつけ、ナデ ~Zmmの 良 縁部1/4以下 内面墨付着
山茶碗 高台径 6.9 微罐粒含

A-671 土襲品 長 4. 15 やや粗 檜 7.5VR7/6
1334 617-04 包含層 径 1.05 ~2m111の 良 暗オリーブ 重 5.13g 

土鰻 罐砂粒含 5Y4/4 

A-671 加工円盤 径 常滑甕の体部片を転用 やや密 灰褐

1335 617-01 包含層 3.45 ~3.80 211111 Jヽヽ石 良 7.5YR5/Z 璽 24.449
厚 1. 20 微砂粒含

A-F78 加工円盤 径 4.25 常滑甕の体部片を転用 やや密 灰赤

1336 617-02 包含層 厚 1.15 1mm Jヽヽ石 良 2.5YR5/2 重 30.319
罐砂粒含

A-678 加工円盤 径 常滑甕の体部片を転用 やや密 にぷい櫓

1337 617-03 包含層 J. 70 ~J. 75 1mm小石 良 5YR6/3 重 22.95g
厚 1.10 罐砂粒含 黄憎lOYRB/6

A-F72 加工円盤 径 2.4~2.0 常滑甕の体部片を転用 やや密

1338 包含層 厚 1. 1 1mm Jヽヽ石 良 橙 2.5YR6/6 重 11.74s 
微砂粒含

石製品 径 0.6 オリーブ黒

1339 不明 長 0.2 滑石 10Y3/1 重 0.13g 
臼玉 穴径 0.2 

A-F74 砥石 長 8.4 浅黄
1340 617-05 攪乱 帽 3. 7 粘板岩 2.SYRB/4 重 50.109 

厚 1. 1 
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IX. 自然科学分析

三重県内では、これまでいくつかの遺跡で樹種同

定等の自然科学分析が行われ、過去の生業や古環境

等の一端が明らかになってきている。しかし、様々

な調壺課題を解明するためには、今後さらに資料を

蓄積する必要があることが指摘されている。

本報告では、第 4次調壺区と第 5次調壺区の上層

の各遺構の内容物についてリン・カルシウム分析を

行い、過去の生業や環境等に関する資料を得る。

(1) 試料

第4次調壺区と第5次調査区の分析試料は、第13

表に示した遺構26ヵ所の計80点である。リン・カルシ

ウム分析により、その内容について検討する。

(2) 方法

リン、カルシウムの測定は、上壌標準分析・測定

法委員会 (1986)、土壌養分測定法委員会(1981)、京

都大学農学部農芸化学教室 (1957)などを参考として、

次の操作行程で行った。

遺綱名 番号 出土位置 遺構 名

SX4103 1 土坑中（淡褐色に焼土） SX4142 

2 床面（灰褐色土）

3 遺構外 SX4145 

SX4132 I 4 甕の中（中央）

5 甕の中（底）

6 遺構外

SX4!33 I 7 土坑の中（石の下） SX4146 

8 遺構外

SX4134 ， 第一層（褐色砂 _j_)

第 1 0 第二層（第→ 層 の 下 ） 第

1 1 第ご層（配石の周囲）
4 4 

1 2 遺構外 (SX135 共通） SX4148 

次 SX4135 1 3 第一層（掲色砂土） 次

1 4 第—層（第一層のド）

調査

調

1 5 第二層（配石の周囲） SX4152 

1 6 ーヒ器の中 査

SX4!38 1 7 第一層（明赤褐色土） SX4153 

区 1 --・ 区
1 8 第二層（配石の下）

- -

1 9 遺構外

SX4139 2 0 第一層（渇色土） SX4154 
-- -

2 1 第二層（暗褐色!:)
. -

2 2 遺構外 SX4157 

SX4140 I 2 3 七よ几中
-- - -

2 4 遺構外 SX4159 

SX4141 I 2 5 第一層（石の間）

2 6 第二層（石の底）
---- ---- ---—.. --- ---

2 7 遺樽外 SX4160 

第 13表 リン・カルシウム分析試料

醤号

2 8 

2 9 

3 0 

3 1 

3 2 

3 3 

3 4 

3 5 

3 6 

3 7 

3 8 

3 9 

4 0 

4 1 

4 2 

4 3 

4 4 

4 5 

4 6 

4 7 

4 8 

4 9 

5 0 

5 1 

5 2 

5 3 

5 4 

試料を風乾後、軽く粉砕して 2.0mmの飾を通過さ

せる（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分を加熱

減量法 (105℃、 5時間）により測定する。風乾細土

試料 2.00gをケルダールフラスコに秤とり、はじめ

に硝酸 (HNO:J5叫を加えて加熱分解する。放冷後、

過塩素酸(HCl01)lO叫を加えて再び加熱分解を行う。

分解終了後、蒸留水で、 100叫に定容してろ過する。

ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加

えて分光光度計によりリン酸 (P"O,,)濃度を測定する。

別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を

加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム (CaO)

濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求め

た水分量から、乾土あたりのリン含量 (P2O:;mg/ g)と

カルシウム含量(CaOmg/g)を求める。

(3) 結果

リン酸、カルシウム分析の結果を第 14表に示す。

・S X 4103 

対照試料とした遺構外、士坑床面の試料のリン酸

出 土 位 置 遺溝名 番弓 出土位濾

床面の炭 SX4160 5 5 遺構のト・
.. 

遺 樟外 第 5 6 遺樽外

第一層（石の間） SX4161 5 7 遺樗内（石の間）

―-
- - 4 

第→層（石の底） 5 8 遺 構 の ド
―. ---

第二層 次 5 9 遺構外

遺樗外 SX4162 6 0 遺 構 内
調

第—ー層（石の底） 6 1 遺構の下

第 一 一 層 鉦 6 2 遺構外

遺構外 SX4169 6 3 第—層
- --- - 区

遺構の下 5 cm 6 4 第一一層

遺構外 6 5 遺．樽外

遺樗内（石の間） SX505 1 上坑内埋 I:' 七 器直下
--

遺樗の下 2 土器内充填土 A
- --・ - --

遺構外 3 t 器内充填土 B

遺柵の床 4 土器内充填土 C
第

遺構~外 5 直近の包含層

遺構内（石の間） 5 6 直近の遺構険出面
- - -

遺洞の下 SX507 7 土坑内埋七 中央部
次

遺樗外 8 直近の遺構検出面

遺構の床 調 ， 直~ 近の包含層
- • 一ー

遺構外 SX508 1 0 士坑内埋上 中央部

査
遺構の床 1 1 直近の包含層

遺構外 区 SX526 1 2 上坑内埋上 ① 
—_、→ ｀ 

遺構の底 1 3 七坑内埋上 ② 

遺構の下 1 4 直近の包含層

遺構外 1 5 直近の遺襦検出面

遺構内（石の間）
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含量 1.46、l.38gOsmg/gに対し、土坑中の試料は、

2.58P205 mg/ gで高い値を示す。カルシウム含量は、

対照試料とほぽ同じ値である。

• S X 4132 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量 l.92P20s mg/ 

gに対し、甕中の中央、底の試料では3.00、3.50P205

mg/ gで高い値を示す。カルシウム含量は、対照試料

とほぼ同じ値である。

・S X 4133 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量l.71P20叩mg/g

に対し、土坑中の試料は2.09P200mg/gでほぼ同じ値

を示す。カルシウム含量も、対照試料とほぼ同じ値

である。

• S X 4134 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量l.48P205mg/g 

に対し、第一層（褐色砂土）は2.94P200mg/gと高い

値を示すが、第二層では対照試料とほぼ同じ値であ

る。カルシウム含量は、対照試料2.19Ca0mg/gに対

し、第一層 2.91CaOmg/ gとやや高いが、第二層では

対照試料とほぽ同じ値である。

・S X 4135 

対照試料の遺構外試料(SX134共通）のリン酸含量

l.48P20"mg/ gに対し、第一層（褐色砂土）、士器内

の試料は2.96、3.25P2051項/gで高い値を示すが、第

二層では対照試料とほぽ同じ値である。カルシウム

含量は、対照試料 2.l9Ca0mg/ gに対し、第一層、土

器内の試料は3.22、3.87Ca0mg/gでやや高いが、第

二層では対照試料とほぼ同じ値である。

• S X 4138 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.09P2()smg/g 

に対し、第一層、第二層では3.18、3.34P20,,mg/gと

高い値を示す。カルシウム含量は、対照試料3.48Ca

Omg/ gに対し、第一層4.98Ca0mg/gとやや高いが、

第二層では対照試料とほぼ同じ値である。

・S X 4139 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.85P20"mg/g 

に対し、第一層、第二層では、 2.51、2.89P200mg/g 

とほぼ同じ値を示す。カルシウム含量は、対照試料

4.60Ca0mg/ gに対し、第一層、第二層ともに対照試

料とほぼ同じ値である。

・S X 4140 
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対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.37P20"mg/g 

に対し、土坑中の試料は2.20P20~mg/gでほぽ同じ値

を示す。カルシウム含量も対照試料とほぼ同じ値で

ある。

・SX4141 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.18P20smg/g 

に対し、第一層（石の間）は3.1OP20,,mg/ gと高い値

を示すが、第二層では対照試料と同じ値である。カ

ルシウム含量も、対照試料4.31Ca0mg/gに対し、第

一層5.03Ca0mg/gとやや高いが、第二層では対照試

料とほぼ同じ値である。

・S X 4142 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量l.99P20"mg/g 

に対し、床面の炭試料は3.61P205mg/ gと高い値を示

し、カルシウム含量も、対照試料3.98Ca0mg/gに対

し4.58Ca0mg/gとやや高い値である。

・S X 4145 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量1.7 4P20"mg/ g 

に対し、第一層（石の間）、（石の底）、第二層の

試料では3.14、2.98、2.50P205mg/gと高い値を示す。

カルシウム含量は、対照試料4.48Ca0mg/gに対し、

第一層（石の間）は4.10CaOmg/ gと低いが、第一層

（石の底）、第二層では5.20、5.39CaOmg/ gと対照

試料よりやや高い値を示す。

• S X 4146 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量1.89、2.87P2

勺゚mg/gに対し、第一層（石の底）、第二層、遺構の

下5cmの試料では2.99、3.03、2.60 P20"mg/ gと対照

試料とほぽ同じ値を示す。カルシウム含量も、対照

声じ料4.20、4.13Ca0mg/gに対し、4.07~5.24Ca0mg/g

であり、遺構の下 5cmの試料でやや高い値を示す。

・S X 4148 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.73P205mg/ g 

に対し、遺構内（石の間）の試料は対照試料と同じ

値を示すが、遺構の下の試料では5.15P20"mg/gと高

い値を示す。カルシウム含量は、対照試料 3.98Ca0

暉/gとほぽ同じ値を示す。

・S X 4152 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量5.78PCO勺mg/g

に対し、遺構の床の試料は3.57P200mg/gと対照試料

より低い値を示す。カルシウム含量も対照試料とほ



ぽ同じ値である。

・S X 4153 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量l.42P20smg/g 

に対し、遺構内（石の間）、遺構の下の試料では、

2.41、4.48P"O"mg/gと高い値を示す。カルシウム含

量は、対照試料 2.84Ca0mg/gに対し、3.59、3.84Ca0

mg/gとやや高い値を示す。

・S X 4154 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量l.99P203mg/g 

に対し、遺構の床の試料は2.26P205mg/gとほぼ同じ

値を示す。カルシウム含量も対照試料と同じ値を示す。

・S X 4157 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.34P"O"mg/g 

に対し、遺構の床の試料は2.26P20"mg/gとほぼ同じ

値を示す。カルシウム含量も対照試料と同じ値を示す。

・S X 4159 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.24P205mg/g 

に対し、遺構の底、遺構の下の試料では2.07、2.05

P20smg/ gと同じ値を示す。カルシウム含量も対照試

料と同じである。

・S X 4160 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.25P205mg/g 

に対し、遺構内（石の間）、遺構の下の試料では、

2.23、2.22P20勺mg/gと同じ値を示す。カルシウム含

量も対照試料と同じである。

・S X 4161 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.33P20:;mg/g 

に対し、遺構の底、遺構の下の試料では2.68、2.05

P205mg/ gとほぽ同じ値を示す。カルシウム含量は、

対照試料3.73Ca0mg/gに対し、4.84、4.66Ca0mg/g 

とやや高い値を示す。

・S X 4162 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.37P205mg/g 

に対し、遺構内、遺構の下の試料では2.42、2.30P2

O"mg/ gと同じ値を示す。カルシウム含量も対照試料

と同じである。

・S X 4169 

対照試料の遺構外試料のリン酸含量2.59P20:;mg/g 

に対し、第一層、第二層では3.17、3.99P20:;mg/ gと

高い値を示す。カルシウム含量は、対照試料4.00Ca

Omg/gよりやや低い値を示す。
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• S X 505 

対照試料とした土坑直近の遺構検出面試料のリン

酸含量2.12P20"mg/gに対し、土坑内埋土土器直下、

土器内充填土A、B、C、直近の包含層の試料では

3.84、4.77、4.00、2.69、2.59、2.58P20"mg/gヽと、

いずれも高い値を示し、土器直下、土器内充填土A、

Bの試料でリンの濃集が認められる。カルシウム含

量は、対照試料2.52Ca0mg/gよりいずれもやや高い

値を示す。

・S X 507 

対照試料とした直近の包含層試料のリン酸含量

2.42P20smg/ gに対し、上坑内埋土中央部の試料は、

3.15P20:;mg/ gと高い値を示す。カルシウム含量は、対

照試料と同じ値を示す。

・S X 508 

対照試料とした、直近の包含層試料のリン酸含贔

l.95P20"mg/ gに対し、土坑内埋±中央部の試料は、

2.84P20c,mg/ gと高い値を示す。カルシウム含量は、

対照試料4.03Ca0mg/gに対し8.32Ca0mg/gと高い

値を示す。

・S X 526 

対照試料とした土坑直近の遺構検出面試料のリン

酸含量2.23P20"mg/gに対し、土坑内埋土①、②の試

料では3.33、4.05P20:;mg/gと高い値を示す。カルシ

ウム含量も、対照試料3.01Ca0mg/gに対し、 4.04、

6.27Ca0n阻/gとやや高い値を示すっ

(4)考察

各遺構のリン酸、カルシウムの濃集について次の

ことが考えられる。

今回の調在26ヵ所のうち15ヵ所：SX4103、SX4132、

SX4134、SX4135、SX4138、SX4141、SX4142、SX

4145、SX4148、SX4153、SX4169、SX505、SX507、

SX508、SX526の土坑、埋甕、集石遺構でリン酸

の濃集が認められ、それらの遺構にリン酸成分を多

く含有したもの（動・植物遺体等）が存在したこと

が推測される。カルシウムについては、いずれの遺

構でも自然賦存量の値であり、これが動物遺体かど

うか植物由来の炭素含量を測定し、リン酸含量との

回帰分析を行うのも有効であろう。

（パリノ・サーヴェイ株式会社）
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10YR3/4賠褐.L 

2.5Y4/4か）ー1褐.L 

i 2. 5Y4/4が）ー1褐・CL

2.5Y4/4が）-1褐・CL

2.5Y4/4が）-1褐・CL

2.5Y4/4 オリー1褐・ CL 

2.5Y4/3が）-1褐・CL

2.5Y4/3が）-1褐・CL

2.5Y3/3暗が）-1褐・SL~L

5Y4/4暗オリ-1・S

2.5Y3/3 賠オリー1褐.s 

2.5Y3/3暗が）ー1褐・SL~L

2.5Y3/3賠オリ-1褐・SL

2.5Y4/3が）ー1褐.s 

2.5Y4/3が）ー1褐・SL

2.5Y3/3暗オリ-1褐.L 

1 2. 5Y4/3 t1J-1褐・CL
I 

2.5Y4/3 が）ーブ褐.L 

2.5Y4/3 オリ-1褐・CL

2.5Y3/3暗か）-1褐.L 

2.5Y3/3暗が）-1褐・CL

2.5Y4/3が）-1褐・CL

2.5Y4/3 オリー1褐・CL 

2.5Y3/3暗が）ー1褐・ SiL~CL 

2.5Y3/3賠が）ー1褐・SiL~CL

2.5Y3/3暗オリ-1褐・ SiL~CL 

2.5Y3/3暗オリ-1褐.L 

10YR2/2黒褐 ・SL~L

2.5Y3/3暗が）-1褐.L 

2.5Y3/3暗が）ー1褐・L~SiL

2.5Y3/3暗が）ゴ褐 ・L~SiL

2.5Y3/3暗が）ーブ褐・ L~SiL 

2.5Y3/3暗が）-1褐・SL

2.5Y3/3暗が）-1褐.L 

2.5Y3/3暗が）-1褐・L~SiL

2.5Y3/3暗が）-1褐・SL

: 2.5Y3/3暗が）-1褐・SiL

2.5Y3/3暗が）ー1褐・CL

2.5Y3/3暗が）ー1褐.L 

2.5Y4/3か）ー1褐・CL~HC

2.5Y3/3賠か）-1褐・CL~HC

2.5Y3/3暗オリ-1褐・CL~HC

2. 5Y4/3か）-1褐・CL~HC

〉〉7.5YR5/8明赤褐の固形物混在

〉〉根

〉〉根

〉〉根

〉〉根

〉〉礫、〉〉5YR5/8明赤褐の固形物混在

〉〉礫

〉〉礫

＞炭化材

〉〉礫

〉〉礫、〉〉炭化材

〉〉炭化材

〉〉礫、〉〉炭化材

〉〉根

〉〉炭化材

第 14-1表 リン・カルシウム分析結果 (1)
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遺構名：試料名!闊1)')酸sm含g戸gi: uCシa汎Om含g万E3 ！ 
土色•土性 備 考

SX4153 4 4 : 2.41 3.59 2.5Y3/3 B音が）-1褐・CL~HC
： 

4 5 i 4.48 3.84 2.5Y3/3 賠オリープ褐 ・CL

4 6 1.42 2.84 2.5Y3/3暗が）-1褐.L 

1 SX4154 I 4 7 2.26 i 3.57 2.5Y3/3暗オリ-1褐.L 

i 4 8 I 1. 99 3.95 2.5Y3/3 暗が）ーブ褐.L 

: SX4157・4 9 
＇ 

2. 26~ 3.99 2.5Y3/3暗が）-1褐・SiL
第 ＇ 

: 5 0 i 2.34 4.48 2.5Y3/3 暗オリー1褐・CL

SX4159 5 1 2.07 3.74 2.5Y3/3暗が）-1褐・CL~HC
4 

5 2 2.05 3.86 2.5Y4/4が）-1褐・CL~HC

5 3 2.24 3.90 2.5Y3/3 賠オリープ褐 ・CL~HC
次

2.23 4.25 2.5Y3/3賠が）ー1褐・CL~HCSX4160 5 4 

翡
5 5 2.22 4.10 2.5Y3/3賠が）-1褐・CL~HC

i 

I s 6 i 
2.25 

， 
4.37 2.5Y3/3 暗オリー1褐・CL

SX4161 • 5 7 2.68 4.84 2.5Y3/3暗オ1)-1褐・CL~HC
査 I

1 5 8 2.05 I 4.66 2.5¥3/3暗か）ー1褐・CL
I 5 9 2.33 3.73 2.5Y3/3暗が）-1褐・CL I 

区
2.42 3.61 2.5¥3/3暗が）ー1褐・CLSX4162 6 0 

6 1 2.30 3.82 2.5Y3/3暗が）ーブ褐 ・CL

6 2 2.37 3.90 2.5Y3/3暗が）ーブ褐 ・CL

SX4169 6 3 3.17 3.62 2.5Y3/3暗が)-1褐・CL

6 4 3.99 3.43 2.5Y3/3 暗が）ーブ褐 ・CL~HC

6 5 2.59 4.00 : 2. 5Y3/3暗が）-1褐・CL~HC 〉〉炭化材

SX505 1 ！ ＇ 3.84 4.85 lOYRl. 7/1黒・L~SiL I ＇ 

' 

! 2 4.77 5.41 lOYRl.7/1黒・L~SiL

3 4.00 5.09 lOYRl. 7/1黒・L~SiL

第 4 2.69 3.71 10YR2/l黒・L~SiL

5 2.59 4.11 lOYRl. 7/1黒・L~SiL
5 

! lOYRl.7/1黒・L~SiL6 2.12 2.52 

次 SX507 7 
I 

3.15 5.60 1 lOYRl. 7/1黒.L 

調 I

i 
8 

I 
2.38 3.47 lOYRl.7/1黒.L ， 2.42 5.84 I lOYRl. 7/1黒.L 

査1I I SX508 : I 1 0 2.84 8.32 ! lOYRl. 7/1黒.L ， 

1 1 
I ， 

1. 95 
i 

4.03 lOYRl.7/1黒.L ！ 

区＇
SX526 1 2 3.33 4.04 lOYRl.7/1黒.L 

1 3 4.05 6.27 lOYRl.7/1黒.L 

1 4 2.54 4.08 lOYRl.7/1黒.L 

1 5 2.23 3.01 lOYRl.7/1黒.L 

注. (1)土 色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。

(2)土 性：上壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談改編， 1984)の野外土性の判定法による。

L ••• 壌土（ある程度砂を感じ、粘り気もある。砂と粘土が同じくらいに感じられる。）

SiL・ ・ ・ シルト質壌土（砂はあまり感じないが、サラサラした小麦粉のような感触がある。）

第 14-2表 リン・カルシウム分析結果 (2)
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X. 結

1 . 遺構の変遷

(1) 時代による変遷

櫛田川左岸の鴻ノ木遺跡近辺では、これまでに錐

突遺跡、上寺遺跡、射原垣内遺跡、朱中遺跡の 4遺

跡で発掘調査が実施されている。特に朱中遺跡の調

査区は、鴻ノ木遺跡第 1次調杏区の北側に接し、全

体として一つの調査区域を形成する。そのため、北

側の丘陵裾から櫛田川にかけて、幅30~50m、長

さ400m以上の巨大な長方形状の区域を調壺した結

果となった。ここでは、朱中遺跡の調資結果を含め、

近隣の鐘突遺跡・上寺遺跡の調査結果を参考にしな

がら、当遺跡の時代による遺構変遷を概観していき

たい。

当遺跡では、縄文時代早期から集落の形成が始ま

るが、詳細は下層編に詳しい。前期においては、遺

構・遺物とも無く、中期では遺物が散在する程度で

ある。後期にはいると、丘陵近くの小規模扇状地で、

配石炉や配石遺構が若干検出されている。この様に

縄文時代では、早期に豊富な遺構・遺物を出土する

ものの、前期には断絶し、中期以降晩期までは散在

的な小規模集落の可能性を示す程度の様相である。

この状態は弥生時代においても継続され、前期の遺

物が出土するものの、遺構は検出されておらず、鐘

突遺跡で竪穴住居が1棟検出されたに止まっている。

この様に、縄文時代から弥生時代への大きな時代の

転換期にも、当遺跡周辺では大した変化も無く小規

模集落が継続していた可能性が推測される。

弥生時代中期になると、出土遺物も比較的多くな

り、方形周溝墓や土拡墓が検出されるなど、当調

壺区は、墓域として利用されていた様子がうかがえ

る。上寺遺跡では、竪穴住居も検出されており、比

較的広範囲に集落域が広がっていたようである。し

かし、当遺跡の遺物は施文に縄文を用いるものが多

いのに対し、上寺・鐘突遺跡では出土しておらず、

五
口

―
1
1
,
 "
 

両遺跡は別集団であった可能性もある。

古墳時代では、前期の環濠状の溝 1条、中期の竪

穴住居 2棟、後期の土坑 3基を検出したに止まり、

遺構の集中は無い。朱中遺跡では前期の溝が 1条、

上寺遺跡では後期の竪穴住居 l棟を検出し、やはり

同様な状態であり、広範囲に散在的な集落であった

ようである。

奈良時代には、竪穴住居と掘建柱建物が混在して

検出され、この頃、当遺跡では竪穴住居から掘建柱

建物へ移行したものと考えられる。掘建柱建物は小

規模で、規則的な配置は認められない。また、建て

替えもなく、居住は比較的短い期間に限定される。

平安時代前期には、竪穴住居はなくなり、比較的

大規模な掘建柱建物が出現する。官樹にみられるよ

うな整然としたものではないが、棟方向を概ねそろ

える意図がうかがわれる。墨書土器の出土があるこ

とから、ある程度の識字層の存在が予想でき、同階

層の居宅であろうか。建て替えが無いことは前時代

と同様で、居住期間はやはり短いのではないだろう

か。

平安時代後期では、建物の検出はなく、調壺区中

央部の扇状地扇端部は、自然流水路となる。この自

然流水路からは、土師器やロクロ土師器の皿が完形

か、それに近い状態で多量に出土しており、何らか

の祭祀に利用されていたようである。未調壺区に、

これらの祭祀を行った人々の住居がある可能性もあ

るが、この時期の遺物は、流水路付近以外ではほと

んど出土していない。したがって、調壺区周辺には

集落の中心を想定し難い。鏡突・上寺遺跡では、こ

の時期の掘建柱建物を検出していることから、その

周辺が集落の中心で、集落外れにあるこの流水路で

祭祀を行ったことも想定できるのではないだろうか。

平安時代末期から鎌倉時代では、調査区北端の朱

中遺跡で掘建柱建物の集中が見られる。丘陵裾野で
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標高の最も高いこの位置に、比較的長時間住居を構

えていたことが、掘建柱建物の建て替えから覗える。

室町時代には、調査区南部の自然堤防上に遺跡は

移行する。建物跡はなく、墓域として利用されてい

る。この様子は近世にも引き継がれ、その後、畑に

変化していったようである。鐘突・上寺遺跡でもこ

の時期の建物は検出しておらず、居住域はおそらく

現集落と重複するものと考えられる。

この様に、朱中・鴻ノ木遺跡では散在的な集落で

あることが多く、建物の同ー場所での建て替えはほ

とんど無い。このことは鐘突・上寺遺跡でも同様で

ある。この様に、この付近の集落は散在的であり、

居住時間も短いことが特徴である。安定した居住が

認められるのは、高地に居住域を設けた鎌倉時代や

室町時代以降である。当地は、櫛田川が沖積平野へ

流れ出る位置に相当することから、この川の氾濫や

治水の技術が、集落形成に影響しているのかもしれ

ない。

(2) 中・近世墓

第4次調査区で、 43基の墓と考えられる遺構を

検出した。形態や状況は、平面形、土拡や集石の有

無、炭・ 焼土の有無等第 15表に示すとおり多種多

様である。全体的に埋納遺物をもつものが少なく、

集石間から出土した小片を時期決定の有力資料とせ

ざるを得ないものも多くあり、時期決定に疑問を残

す遺構も多い。ここでは、詳細な時期を検討しうる

遺物を出土した 24基について、多少の危険を承知

のうえで、あえて詳細な時期を検証することにより、

時期による形態的特徴の変遷に迫りたい。時期の検

証においては、土師器皿については新田氏の、鍋に

ついては伊藤氏の、瀬戸産の陶器については藤澤氏

の、常滑産の陶器については中野氏の、瓦類につい

ては小林・佐川氏両の研究をもとに行った。

第 I期の土師器皿を出土する遺構は、 A2類を出

土するSX4026のみである。第 1I期に属するもの

は、 A5類を出土するSX4150(825)・SX4171 (792 

~795)、B5類のSX4167がある。第1I1期は、 A6

類のSX4063(819)・SX4086 (821)・SX4103 (822・ 

823)がある。第w期は、 C3類のSX4139(810) 

・SX4169をあげることができる。
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次に士師器鍋では、第 3段階のものを出土する遺

構は、 SX4150・SX4167・SX4169(818)の3

基ある。第 4段階のものは多く、 SX4008・SX

4060・SX4086・SX4087・SX4137・SX4139 (811 

~813)・SX4140・SX4147・SX4157・SX4164・ 

SX4171 (799)がある。

陶器類では、 SX4103から大窯I期に属する天

目茶椀 (824)が、 SX4l 71では大窯I期の施釉陶

器 (808)とII期の天目茶椀 (809)が出土している。

SX4132とSX4148から出土した常滑産の大甕

(882・910)は、自證院遺跡の分類に従えばB類で

18世紀に属する。 18世紀前半とされる美濃産陶器

を出土するものにはSX4132・4146(889)があり、

19世紀とされるものを出土するのはSX4153であ

る。 SX4146では18世紀前半とされる瀬戸産の播

鉢 (89 0)も出土している。 SX4148からは 17世

紀後半の天目茶椀か丸椀の底部を利用した加工円盤

(915)が出士している。

瓦類では、 SX4135・4136から軒丸瓦 (880・886)

が出土している。両者とも圏線をもたず、巴や珠文

の形態から 17世紀とされるものである。

以上の結果から、これらの中・近世墓を 6期に分

けて、その変遷を考えることにする。

I期 12世紀末頃を想定する。該当するものは

SX4026のみである。土拡をもち集石は伴わない。

II期 14世紀後半から15世紀中頃を想定し、I

期からは100年ほどの断絶がある。該当するものは

SX4063・4150・4167の3基である。 SX6063・4167

は集石のみ、 SX4150は土拡のみを伴う。

皿期 15世紀後半から16世紀を想定する。該当

するものは最も多く、 13基である。これらは、北

側の一群と南側の一群に別れており、北群は SX

4008・4060・4086~4088・4130・4 l 69の7基で、

すべて土拡をもち集石を伴わないものである。南

群は、 SX4137・4139・4140・4147・4157・6 l 64の

6基で、集石のみを伴うものが4基、土拡のみが 1

基、両方伴うものが 1基で、集石のみで形成してい

るものが中心である。

N期 17世紀前半を想定する。該当するものは

SX4135・4136の2基で、両者とも土拡・集石を

伴うものである。



V期 17世紀後半から18世紀を想定する。該当

するものはSX4132・4146・4148の3基である。

すべて土拡・集石を伴うものである。

遺構 番号 平面形 土壊 集石 埋納遺物

SX 4008 円

゜
X X 

SX 4026 長方形

゜
X 土師器皿3枚

SX 4060 長方形

゜
X X 

SX 4063 長方形

゜
X 土師器皿1枚

SX 4086 長方形

゜
X 土師器皿1枚

SX 4087 方形

゜
X X 

SX 4088 方形

゜
X X 

SX 4103 方形

゜
X X 

SX 4132 円

゜゚
陶器甕（棺）

SX 4133 長方形 X 

゜
X 

SX 4134 長方形

゜゚
X 

VI期 19世紀を想定する。該当するものは、 S

X4153のみで、土拡・集石を伴う。

集石のみを伴うSX4l 71については、出土遺物

炭・焼土 時 期

炭 室町(16世紀）

X 平安末(12世紀末）

炭 室町(16世紀）

X 室町(15世紀中）

X 室町(15世紀後）

X 室町(16世紀）

X 室町(16世紀前）

炭・焼土 室町(15世紀後-16世紀初）

X 江戸(18世紀前）

X 江戸

X 江戸

SX 4135 長方形

゜゚
土師器把手付茶釜（蔵骨器） X 江戸(17世紀前）

SX 4136 円

゜゚
X X 江戸(17世紀前）

SX 4137 円

゜
X X 焼土 室町(16世紀）

SX 4138 円

゜゚
X X 江戸

SX 4139 円 X 

゜
X X 室町(16世紀中）

SX 4140 円

゜゚
X X 室町(16世紀）

SX 4141 楕円 X 

゜
X X 江戸

SX 4142 円

゜
X X 炭 江戸

SX 4144 長方形

゜
X 土師器皿1枚 X 江戸

SX 4145 楕円

゜゚
土師器皿1枚 X 江戸

SX 4146 楕円

゜゚
X X 江戸(18世紀前）

SX 4147 長方形 X 

゜
X X 室町(16世紀）

SX 4148 楕円

゜゚
土師器皿1枚・陶器甕（棺？） X 江戸(17世紀後-18世紀）

SX 4150 円 X 

゜
X X 室町(14世紀後）

SX 4152 円 X 

゜
X X 江戸

SX 4153 長方形

゜゚
X X 江戸(19世紀）

SX 4154 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4155 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4156 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4157 長方形 X 

゜
X X 室町(16世紀）

SX 4158 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4159 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4160 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4161 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4162 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4163 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4164 方形 X 

゜
X X 室町(16世紀）

SX 4165 長方形 X 

゜
X X 室町

SX 4167 円

゜
X X X 室町(14世紀-15世紀）

SX 4169 楕円

゜
X X X 室町(15世紀末-16世紀初）

SX 4171 円 X 

゜
X X 室町(14世紀後-16世紀中）

SX 4186 長方形 X 

゜
X X 室町

第 15表 中・近世墓一覧表
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(J) 
゜

I 期

0 0 

゜ ゜唸o

△ 

o土拡

△ 土虹＋集石

• 集石

△ 

△ 

V 期

第 78図 中・近世墓変遷図 (1 : 1,600) 

の時期差が大きく、 14世紀後半から16世紀の広い

範囲とせざるを得ず、今回の検討から除外した。

これらの変遷を図示したのが第78図である。墓

の形態は、土拡のみのもの、集石のみのもの、土拡

と集石を伴うものの 3形態である。土拡のみのもの

は I~ill 期までの室町時代のもので、 W期以降の江

戸時代のものは土砿に集石を伴っている。土拡を伴

わない集石のみのものは II期と皿期に限定される。

m期は、北群と南群に別れ、土拡のみの北群が不正

確ではあるものの時期的にやや先行する可能性があ

る。このことから墓の形態は、土拡のみ→集石のみ

→土砿＋集石へと変化するものと考えられる。この

ことは、詳細な時期決定が困難なために今回の検討

から除外した中・近世墓を含めても、大まかな傾向

としてとらえることが可能である。

さて、墓を造る労力の最も簡易なものは、土拡を

掘らず集石のみで造るものであろう。川に近い当地

であれば、容易に石を集めることが可能である。こ

の簡単な墓は、江戸時代にも若干存在するが、 II期

とm期の室町時代を中心に造られる。この時代の後

半は戦国時代として有名である。当遺跡の場合、副

゜
80 m 

葬遺物から考え、被葬者の階層は高いとはいえない。

しかし、天目茶椀や火舎、犬形土製品の出土は、中

世城館の調査を連想させるものである。これらの遺

物は副葬されたものではく、被葬者には直結しない

ものの、武士団と無縁の人々ではないようである。

下剋上という秩序の乱れが、造墓に微妙な影響を与

えていたのではないだろうか。そして江戸時代には

いり、世の中が安定してくると、当遺跡の人々は、

再び土拡を掘り、埋葬を行ったものと考えられる。

以上、埋納遺物が少ないなかでの不確実な時期決

定から大胆な推測を試みた。これは当遺跡のみの結

果であり、他の事例との比較検討は、今後の課題と

したい。また、集石については、墓標としての機能

にはあえて触れなかった。これは、木製の墓標であ

れば当遺跡では残存する可能性が極めて低く、土拡

のみのものに墓標が伴うのかどうかが不明となる。

したがて、集石について墓標の機能からの検討は避

けたのである。しかし避けることが妥当でないこと

は明白であり、中・近世墓の課題は山積された状態

である。
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2. 遺物

(1) SD4150出土の土師器皿

自然流水路と考えられる SD4150から多量の土

師器皿が出土した。そのほとんどが土師器の皿で、

完形もしくは接合の結果完形近くまで復元できるも

のであった。したがって、単なる投棄とは考えられ

ず、何らかの祭祀的背景があるものと推定される。

SD4 l 50出土遺物のほとんどを占める土師器と

ロクロ土師器の皿に限り個体数の計測を試みた。計

測は、口縁部片の残存率を合計する方法で行った。

既述したように、土師器の大型のものは皿A~Cの

3分類、小型のものは皿D・Eの2分類を行ったが、

そのほとんどが皿AとEであること、小片において

は識別が困難なことなどから大型のものと小型のも

の2分類とした。

第 79図は、その結果を表したものである e 合計

812個体の内ロクロ土師器は大小合わせても僅か18

個体で 3%にすぎない。士師器皿は、大小間に大ぎ

な個体数差は認められず、おおまかにいえば、大型

のものと小型のものがほぽ同数であったと推定され

る。

平安時代には、このように土師器の皿を多量に投

棄した遺構が県内でも多く検出されている。斎宮跡

では、 15,000固体以上の土師器皿が検出された S

K2650をはじめ、土坑内に多量の土師器皿を投棄

する事例が多く報告されて、その多くで個体数の計

測が行われている。ここでは、時期的に比較的ちか

いSKl730とSE4050の計測結果から土師器とロ

クロ土師器の無高台皿に限りその比率を表した。

斎宮跡SKl730は、ほとんどが小型の土師器皿

であり、ロクロ土師器は 1個体も無かった。小型上

師器皿の半数以上には油煙が付着しており、灯明皿

として利用された後投棄されたものとされている。

破損していない灯明皿の投棄であるため、何らかの

祭祀のなかで灯明皿として使用されたものと推定で

きる。

それに対し、斎宮跡SE4050は井戸上層埋土と

いう祭祀的な要因を想定でき難い状態で出土したも
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のであり、日常の様相に近いものを表すと考えられ

る。ロクロ土師器の比率はSD4l 90とほぽ同じで、

土師器皿は、大：小=l:3の比率である。

SD4 l 90は、全体として大型皿の比率がやや異

なるものの斎宮跡SE4050と似た状態にあるもの

と考えられ、これからは祭祀的な要因を導き出すこ

とはできず、むしろ日常の使用様相を示すものと考

ロクロ土師器
大型皿
6(1%) 

S04190 総数812

ロクロ土師器
小型皿
12(2%) 

ロクロ土師器小型皿
5(1%) 

斎宮SE4050 総数426

土師器大型皿
5(1%) 

斎宮SK1730 総数341

第 79図 土師器皿・ロクロ土師器皿の数量



えざるを得ない。土師器皿には、油煙の付着するも

の、 2次焼成によるためか一部が赤変するものもみ

られるが、いずれも散見される程度である。しかし、

完形品をむやみに投棄するとは考えられず、斎宮と

は異なった祭祀の形態があるのかもしれない。ここ

では、大型皿の比率が高いことにを指摘するに止め、

類例の増加を待つことにしたい。

最後に、 ロクロ土師器であるが、 この時期には普

遍的に出土する遺物である。 しかし、その個体数は

土師器皿と比べ、その約 2~3% と非常に少ないも

のであったことが浮かび上がってくる。また、なか

には、山茶椀と形態的に酷似するものがあり、特に

小型皿で著しい。今後、山茶椀との関係に注意して

いく必要があるものと考えられる。

(2)紡錘車と加工円盤

県内において、加工円盤に最初に着目したのは山

崎恒哉氏である。氏は、加工部位により「加工高台」

と「加工円盤」に大きく分類し、合計 15遺跡38点
~2' 

を集成している。 しかし、遺跡別にみれば、多く出

土した遺跡でも 10点以下という状況であった。こ

れ以降、加工円盤の報告例は徐々に増加したが、平

成8年度に安濃津遺跡群から推定500固体以上が出

土したことは、突出した事例である。ここから出土

した遺物については、報告書において分類検討が加

えられている。朱中・鴻ノ木遺跡では紡錘車を含め

192点が出土し、安濃津遺跡群とともに県内の大量

出土遺跡と位置づけることが可能である。ここでは、

安濃津遺跡群との比較を行いながら両遺跡の共通点、

相違点を明らかにし、この遺物の用途解明の一助と

したい。

そのまえに、紡錘車についてふれておかなければ

ならない。当遺跡では、加工円盤の中央部に穿孔を

施した遺物が目立つ。合計31点あり、穿孔するこ

とを除けば、加工円盤と全く同じ手法で成形されて

いる。本書では、 これらを紡錘車として報告した。

これは、形態から短絡的に導き出した結果であり、

紡錘車とする根拠が極めて乏しいことは十分承知し

ている。 したがって、紡錘車と呼称するものの、加

工円盤の一種として、ここで含めて検討することに

した。

器 素 加工部位 数 量

種 材 朱中遺跡 鴻ノ木遺跡 計

土 底 12 17 29 

紡 師 高台付底 1 

゜
1 

質 胴

゜ ゜ ゜錘 不明

゜ ゜ ゜底

゜ ゜ ゜車 陶 晶台付底

゜ ゜ ゜質 胴

゜
1 1 

不明

゜ ゜ ゜土 底 40 19 59 

加 師 高台付底

゜ ゜ ゜質 胴 5 2 7 

工 不明 12 1 13 

底

゜
1 1 

円 陶 高台付底 ， 13 22 

質 胴 21 38 59 

盤 不明

゜ ゜ ゜計 100 92 192 

第 16表 紡錘車・加工円盤数量対照表
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第 80図
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7cm 径

〇陶質

紡錘車・加工円盤の重量と径の相関
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朱中・鴻ノ木遺跡出土の紡錘車・加工円盤は、第

16表に示した。素材は、中世土師器椀、鍋、ロク

ロ土師器椀、中世陶器甕、山茶椀、天目茶椀、近世

陶磁器等がある。土師質のものは、紡錘車、加工円

盤共に土師器の椀底部を利用し、陶質のものは陶器

甕の胴部を利用しているものがほとんどである。ロ

クロ土師器と山茶椀を利用したものは各 1点のみで

あった。

第80図は、鴻ノ木遺跡出土のものについて直径

と重量の相関を示したものである。加工円盤につい

ては、 4cm20g、5cm37g付近に多少の集中がみられ

なくもないが、全体としては右肩上がりに直線的に

分布し、特に特徴を見出すことはできない。それに

対し紡錘車では、直径3~4.5cm、重量 10~15gに

大半が集中している。直径と重量を重視して作成さ

れていることは、紡錘車とする傍証となるであろう。

このような紡錘車は県内に出土例のないもので、河

北氏の集成ではB種とされているが、堂ノ城遺跡で

瓦を転用したものが 1例あるのみである。当遺跡で

は、ほとんどが土師器椀を利用している。陶器甕の

胴部を利用したものが 1点あるが、穿孔は貫通して

おらず、穿孔困難から放棄されたものであろうか。

この例からも穿孔の容易な土師器を素材とすること

は当然である。土師器を素材とするものでは、高台

をもつものが 1点あるほかは、すべて無高台の、た

とえば (803)の様な椀の底部を利用している。既

述したように、この土師器椀は、県内において出土

例がほとんど無いものである。したがって、当遺跡

のみがこの椀の底部を利用できたもので、言い換え

れば、この椀の底部が最も紡錘車の素材として適し

ていたものと考えることができる。したがって、多

くが土師器椀底部径をそのまま利用している。その

なかで、 (791・1060)は周囲を打ち欠き、前者は

3.7cm、後者は3.3cmに加工し、直径に対する強い

数量

20 

10 

6 7血径

第 81図 陶質加工円盤の直径による分布
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意識が覗われる。この様な紡錘車は安濃津遺跡群か

らは出土しておらず、大きな相違点となる。

加工円盤の用途の一説に銭貨の模倣とするものが

ある。当遺跡出土の紡錘車とした中央を穿孔したも

のは、一見銭貨を忠実に模倣した結果とすることも

できる。永楽通宝の径は2.5cm程度であり、やや差

がある。また、安濃津遺跡群をはじめ、他遺跡から

の出土例もないことから、現時点では積極的に肯定

できない。

次に加工円盤であるが、土師器椀底部を加工した

ものが朱中遺跡をあわせ 59点ある。この大部分は、

紡錘車穿孔の有無を除けば、全く同じ様相を呈する。

したがって、これらは紡錘車への加工途中のもので

ある可能性も高い。そこで第 81図では、土師質の

ものを除き、鴻ノ木遺跡と、朱中遺跡の計測値が公

表されている陶質のもの71点について、 0.5cm単

位での直径と数量を表したものである。 0.5cm単位

としたのは、不整円の固体に対する測定値の誤差を

考慮したものである。また、 (1086)のように口縁

部片をそのまま残し、およその円形で成形を完了し

ているものもあることから、微妙な直径の差は意味

の無いものと考えたからである。

グラフは、直径 4cmを頂点に正規分布を示してい

る。 (860)は、敲打した側縁部を研磨し、直径4cm

に加工していることからも直径4cmが意識にある遺

物といえるであろう。安濃津遺跡群では、直径によ

り4区分が可能とされ、当遺跡とやや異なる様相で

ある。特に、極端に出土数の多い2~2.4cm程度の

ものは、当遺跡では 2点のみであり、両遺跡の大き

な相違点である。ただ、 4cm程度のものは安濃津遺

跡群の 4区分の一つに相当し、両遺跡共に共通点し

た遺物とすることができよう。

この様に、多量な加工円盤を出土した両遺跡であ

るが、その内容は異なる部分も多く、加工円盤の用

途解明をさらに複雑なものとしている。このことは、

伊藤氏が示唆するように、別用途に用いられるもの

が同様な形態として成立し得るうる結果を表すもの

であろう。当遺跡の土師質加工円盤が紡錘車の未製

品であるとしたら、その一例となる。加工円盤がこ

の様な複雑な様相を示すなかで、直径4cm前後の一

群が両遺跡に存在する。その素材は、硬質な焼成が



重視されたのか、その器厚のためかは不明であるが、

圧倒的に陶器甕である。

最後に両遺跡の立地についてみることにする。櫛

田川をさかのぽる船は当地まで航行可能であったら

しく、当遺跡付近には射和津が成立した。「氏経卿

引付」には 15世紀後半に射和津料の収取権をめぐ
⑰ 

り神宮と北畠氏が対立したことがみられ、中世には、

かなり繁栄していたようである。したがって、当遺

跡と安濃津遺跡群は港という物流の拠点に立地する

という大きな共通点がある。ただし、鴻ノ木遺跡

[,HJ 
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調壺区は墓域にあたり、安濃津は町屋の調究である

ことは、留意しておかなければならない。

以上、朱中・鴻ノ木遺跡出土の加工円盤を安濃津

遺跡群のものと比較しながら検討を行ったが、明確

な結論を導き出すことはできなかった。港という物

流の拠点で加工円盤が多量に出土し、直径4cm程度

の陶質のものが共通すること。 2cm程度のものは安

濃津の、紡錘車は射和津の特有のものと考えられる

ことをまとめとしておきたい。
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遺構番号 概 報時 調査時 備 考
遺構番号 概報時 調査時 備 考

SD 1 北旧流水路 l~M37旧流水路 第1次調査

SD 2 溝11 l~L37 L・M38 SDl 第1次調査

SD 3 L38 SDl 第1次調査

l.l・K37・38 L37 SD2 

SD 4 IJ~M40 SDl 第1次調査

SF 227 炉2 SK201内SF2 第5次調査下層

SF 228 炉3 SK201内SF3 i第5次調査下層

SF 229 炉4 SK201内SF4 1第5次調査下層

SF 230 炉5 SK201内SF5 I第5次調査下層

SF 231 炉8 SK221 1第5次調査下層

SF 232 炉9 SK222 1第5次調査下層
SD 5 溝12 J37・38・40・41・44・45 第1次調査

SF 233 炉10 G48 SK220 第5次調査下層
)39 SD2 K40~45SD1 

SH 234 竪穴住居1 K42 S81 1第1次調査下層
SD 6 .!39・40 S01 第1次調査 SH 235 竪穴住居2 M42 S81 1第1次調査下層

SD 7 ll・K41~43 S01 第1次調査 SK 236 士坑5 143 SKl 第1次調査下層

SD 8 H・l38 I・J39 S01 第1次調査 SK 237 土坑6 H43 SKl 第1次調査下層

SD ， H・138・39SD2 第1次調査 SK 238 土坑7 H45 SKl 第1次調査下層

SD 10 1142~44 SDI 第1次調査 SK 239 土坑8 E42・43 SKI 第1次調査下層

SD 11 方形周溝遺構 H42, 141 SDI 第1次調査 SK 240 土坑9 E45 SKl 第1次調査下層

H41 142~43 SD2 SK 241 土坑3 L42 SKl 第1次調査下層

SD 12 溝13 G・H39, H40・41・45 第1次調査 SK 242 土坑4 L43 SKI 第1次調査下層

141~45 SDl SK 243 Pit16 H44 SK2 第1次調査下層

SD 13 G・H39・40 SDI 第1次調査 SF 244 F46 Pit埋土黒褐色 第1次調査下層

so 14 G40~42 SDl 第1次調査 SF 245 屋外炉13 L42 SBl焼土 第1次調査下層

SD 15 D・E39 SDl 第1次調査 SF 246 炉14 K42 S81焼土 第1次調査下層

SD 16 D40・41 E40 SDl 第1次調査 SF 247 炉15 K43 S81焼土 第1次調査下層

SD 17 溝14 D・E44・45 SDI 第 1次調査 SF 248 屋外炉11 L39 SXl焼土 第1次調査下層

SD 18 南旧流水路 D~I45・46旧流水路 第1次調査
SF 249 屋外炉12 M39 SKl 第1次調査下層

S015(第5次調査）
SF 250 139焼土 第1次調査下層

SK 19 L・M41 SKl 第1次調査

SK 20 K38 SKl 第1次調査

SK 21 l・K38 SKl 第1次調査

SK 22 J・K39 SKl 第1次調査

SK 23 K・L41 SKl 第1次調査

SK 24 土坑9 K12・13 SKl 第1次調査

SK 25 土坑10 142 142・43 SKl 第1次調査

SH 251 1次面土坑6 141 SKl 第1次調査下層

SF 252 !41 SKl焼土 第1次調査下層

SF 253 !41 SKl焼土 第1次調査下層

SK 254 1次面土坑5 F45 SKl 第1次調査下層

SK 255 1次面土坑7 H44 SKl 第1次調査下層

SK 256 1次面Pit20 140 Pitl 第1次調査下層

SK 257 1次面Pit21 - 第1次調査下層

SK 258 1次面Pitl8 H38 Pitl 第1次調査下層
SK 26 土坑10 142 SKl内SK 第1次調査

SK 259 1次面Pitl9 - 第1次調査下層
SK 27 土坑8 H・I40 SKI 第1次調査 sz 260 1次面集石炉16L41 SKl 1第1次調査下層

SK 28 G・H40 SKl 第1次調査 sz 261 1次面集石炉17G43集石 1第1次調査下層

SK 29 D43・44 E44 SKl 第1次調査 sz 262 1次面集石遺構1SZ4 1第5次調査下層

SK 30 Pit22 H45 Pitl 第1次調査 sz 263 1次面集石遺構2S218 1第5次調査下層

SB 31 掘建柱建物1 141 Pitl・Pit3, 143 Pitl 第1次調査 sz 264 1次面集石遺構3SZll 第5次調査下層

M42・43 Pitl sz 265 1次面集石遺構4SZ13 I第5次調査下層

SB 32 掘建柱建物2 J44 Pitl・Pit2, J45 Pitl 第1次調査 sz 266 1次面集石遺構5SZ32 I第5次調査下層

K43 Pitl・Pit2・Pit3 SF 267 1154 Pit2 1第5次調査下層

H44 Pitl, 143・44 Pitl SF 268 l.!54 Pitl I第5次調査下層

SB 33 掘建柱違物3 J43 Pit3, I・J43 Pit4 第1次調査 SF 269 第5次調査下層

］・ 144Pit4、144・45Pit2 SF 270 第5次調査下層

SB 34 掘建柱建物4 D46 Pitl E46・47 Pitl 算 1次調査 SK 271 !41 SKl焼土 第5次調査下層

SA 35 柱列15 凜 1次調査 Pit 272 E43 Pitl 第1次調査下層

sz 200 SZ200 1第5次調査下層 Pit 273 D44 Pitl 1第1次調査下層

SK 201 SK201 1第5次調査下層

SH 202 土坑2 SK202 第5次調査下層

SH 203 土坑3 SK203 1第5次調査下層

SF 204 炉6 SK204 1第5次調査下層

SH 205 土坑4 SK205 1第5次調査下層

SK 206 土坑5 SK206 1第5次調査下層

SK 207 土坑6 SK207 第5次調査下層

SH 208 土坑7 SK208 I第5次調査下層

Pit 274 1.)43 Pitl 1第1次調査下層

SD 301 SDI 1第3次調査

SD 302 SD2 1第3次調査

SD 303 S03 第3次調査

SK 304 SK4 第3次調査

SD 305 S05 第3次調査

SD 306 SD6 第3次調査

SD 307 S07 第3次調査

SD 308 S08 第3次調査
SH 209 土坑9 SK209 第5次調査下層

SH 210 土坑8 SK210 1第5次調査下層
SD 309 SD9 第3次調査

SK 310 SKlO 第3次調査
SH 211 土坑10 SK211 1第5次調査下層 SK 311 SKll 第3次調査
SH 212 土坑11 SK212 1第5次調査下層 SD 312 SD12 第3次調査

SK 213 焼土坑1 SK213 1第5次調査下層 SD 313 SD13 第3次調査

SH 214 土坑17 SK214 1第5次調査下層 SD 314 SD14 第3次調査

sz 215 SZ215 1第5次調査下層 SD 315 SD15 第3次調査

SF 216 炉7 SF216 第5次調査下層 SD 316 S016 第3次調査

SK 217 土坑10(1次） SK217 第1・5次調査 SD 317 SD17 第3次調査

焼土坑3(5次） 1境界下層 SD 318 SD18 第3次調査

SH 218 土坑14 SK218 1第5次調査下層 SD 319 SD19 第3次調査

SH 219 土坑16 SK219 1第5次調査下層 SD 320 SD20 第3次調査

SH 220 土坑15 SK220 第5次調査下層 SK 321 SK21 第3次調査

SK 221 焼土坑2 SK221 1第5次調査下層 so 322 SD22 第3次調査

SK 222 焼土坑4 SK222 I第5次調査下層 SD 323 溝l SD23 第3次調査

SH 223 土坑12 SK223 第5次調査下層 SD 324 SD24 第3次調査

SH 224 土坑13 SK224 1第5次調査下層
SK 325 SK25 第3次調査

SK 225 焼土坑5 SK225 第5次調査下層

SF 226 炉1 SK201内SFl 第5次調査下層

第17-1表遺構番号対照表

-186 -



遺構番号 概報時 調査時 備 考 遺構番号 概報時 調査時 備 考

SK 326 SK26 i第3次調査 SD 608 SDB 第6次調査

SK 327 SK27 i第3次調査 SD 609 S09 I第6次調査

SK 328 SK28 1第3次調査 sz 610 I第6次調査

SK 329 SK29 1第3次調査 SK 2071 土坑1 SKl 1第2次調査

SK 330 SK30 1第3次調査 SK 2072 土坑2 SK2 l第2次調査

SD 331 SD3i I第3次調査 SK 2073 SK3 l第2次調査

SK 332 SK32 第3次調査 SK 2074 SK4 第2次調査

SD 333 SD33 1第3次調査 SK 2075 SK5 l第2次調査

SD 334 SD34 I第3次調査 SK 2076 SK6 I第2次調査

SD 335 5D35 1第3次調査 SK 2077 SK7 第2次調査

SD 336 5D36 第3次調査 SD 2081 SDl 第 2次調査

SD 337 5D37 第3次調査 SD 2082 SD2 第2次調査

SD 338 第3次調査 SD 2083 SD3 第2次調査

SD 339 第3次調査 SD 2084 S04 第2次調査

SD 340 溝3 5D40 第3次調査 SD 2085 溝4 S05 第2次調査

sz 341 第3次調査 SD 2086 溝3 SD6 第 2次調査

sz 342 落ち込み2 F92・93落ち込み 第3次調査 SD 2087 SD7 第2次調査

G90~92落ち込み SD 2088 溝1 S08 I第2次調査

SR 501 SDI 第5次調査 SD 2089 SD9 1第2次調査

SH 502 竪穴住居1 SH2 第5次調査 SD 2090 溝2 SDlO 第2次調査

SD 503 5D3 第5次調査 SD 2091 SDll I第2次調査

sx 505 土坑1 SK5 第5次調査 SD 2092 SD12 l第2次調査

SD 506 5D6 第5次調査 SD 2093 旧河道 黒色土上層河道 第2次調査

sx 507 土坑3 SK7 第5次調査 SD 4021 S021 第4次調査

sx 508 土坑4 SK8 第5次調査 SD 4022 SZ22 第4次調査

SK 509 SK9 第 5次調査 SD 4023 SD23 I第4次調査

SK 510 SKlO 1第5次調査 SD 4024 SD24 第4次調査

SD 512 SD12 第 5次調査 sz 4025 I第4次調査

SH 514 SH14 1第5次調査 sx 4026 G104 Pit7 第4次調査

sx 516 土坑5 SK16 第5次調査 SD 4027 S027 K99SD72 第4次調査

sx 517 土坑7 SK17 第5次調査 SD 4028 SD28 第4次調査

SH 519 竪穴住居3 SH19 1第5次調査 SD 4029 SD29 第4次調査

SH 520 竪穴住居4 SH20 第 5次調査 SD 4030 S030 第4次調査

SH 521 竪穴住居5 SH21 l第5次調査 SD 4031 SD31 第4次調査

SD 522 5D22 1第5次調査 SD 4032 SD32 第4次調査

SK 523 土坑2 SK23 第 5次調査 SD 4033 SD33 第4次調査

SF 524 石囲炉 SF24 算 5次調査 SD 4034 SZ26 SD34 第4次調査

SE 525 井戸2 SE25 1第5次調査 SK 4035 SK35 第4次調査

sx 526 土坑6 SK26 l第5次調査 SD 4036 SD36 第4次調査

SK 528 SK28 1第5次調査 SD 4037 第4次調査

sz 533 配石遺構 S233 1第5次調査 SD 4038 S038 第4次調査

SH 534 SH34 1第5次調査 SD 4039 SD39 第4次調査

SD 535 5D35 第5次調査 SD 4040 S040 I第4次調査

SB 536 掘建柱建物1 154 Pitl·6•9 I第5次調査 SD 4041 SD41 第4次調査

SB 537 掘建柱違物2 L52Pit3, L53 Pit6 第5次調査 SD 4042 SD42 I第4次調査

M53 Pit2 SD 4043 S043 I第4次調査

SB 538 掘建柱建物4 K47 Pit2, L47 Pit3 第5次調査 SD 4044 SD44 I第4次調査

L48 Pit8 M48 Pit2・13 SD 4045 SD45 I第4次調査

SB 539 掘建柱建物5 M48 Pit1・3・6・8・1.3 1第5次調査 SD 4046 S046, J106 SD 第4次調査

SF 540 竪穴住居2 H57焼土中 1第5次調査 Kl05 SZ37 

SE 541 井戸1 K58土坑 1第5次調査 SD 4047 SD47 l第4次調査

SD 542 ミゾャラレ1 1第5次調査 SD 4048 SD48 I第4次調査

SD 543 ミゾャラレ2 第5次調査 SD 4049 SD49 第4次調査

SD 544 ミゾャラレ3 第5次調査 SD 4050 S050 第4次調査

so 545 ミゾャラレ4 第5次調査 SD 4051 SD51 .)102 SD 第4次調査

SD 546 ミソ’ャラレ5 第5次調査 SD 4052 S052 第4次調査

so 547 ミ')'ャラレ6 第5次調査 SD 4053 SD53 1102 SD 第4次調査

SD 548 ミゾャラレ7 第 5次調査 SD 4054 SD54 第4次調査

SD 549 ミゾャラレ8 第5次調査 SD 4055 SD55 第4次調査

SD 550 ミ')'ャラレ9 第 5次調査 SD 4056 SD56 第4次調査

SD 551 ミゾャラレ10 第5次調査 SD 4057 S057 L99 S059 第4次調査

SD 552 ミゾャラレ11 第5次調査 SD 4058 SD58 第4次調査

SD 553 ミ')'ャラレ12 第5次調査 SD 4059 SD59 第4次調査

SD 554 ミゾャラレ13 I第5次調査 sx 4060 SK60 SK60 I第4次調査

SD 555 ミソ’ャラレ：4 1第5次調査 SK 4061 S261 S061 I第4次調査

sx 556 方形周溝茎1 SD27・31 SK29・30 l第5次調査 SD 4062 SD62 l第4次調査

SD 601 SDI I第6次調査 sx 4063 SK63 SK63 I第4次調査

SK 602 SK2 1第6次調査 SD 4064 SD64 第4次調査

SD 603 溝3 S03 l第6次調査 SD 4065 SD65 第4次調査

SK 604 SK4 l第6次調査 SD 4066 S066 I第4次調査

SH 605 竪穴住居5 SH5 I第6次調査 SD 4067 SD67 I第4次調査

SH 606 竪穴住居6 SH6 l第6次調査 SD 4068 S068 I第4次調査

SD 607 S07 第6次調査 SD 4069 SD69 第4次調査
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遺構番号 概 報時 調査時 備考 遺構番号 概報時 調査時 備考

SD 4070 S070 第4次調査 sx 4133 SZ133 SX133 第4次調査

SD 4071 SD71 第4次調査 K98 SX9周囲の石組

F104 Pitl・12・20 sx 4134 S2134 SX134 1第4次調査

Fl05 Pit3・27 sx 4135 SZ135 SX135 第4次調査

SB 4072 Gl05 Pitl・3 第4次調査 sx 4136 SZ136 SX136 第4次調査

H104 Pit18・25 sx 4137 SK137 SK137 第4次調査

Hl05 Pitl2 sx 4138 SZ138 SX138 1第4次調査

SD 4073 S073 第4次調査 sx 4139 SZ139 SX139 第4次調査

SD 4074 S074 第4次調査 sx 4140 SZ140 SX140 1第4次調査

SD 4075 S075 第4次調査 sx 4141 S2141 SX141 第4次調査

SK 4076 SK76 G・HlOl SK 第4次調査 sx 4142 SK142 SK・SX142, 1114SKイ 第4次調査

SD 4077 SD77 第4次調査 1114 sx土墳墓

SD 4078 SD78 第4次調査 SK 4143 SK143 1113SKウ 1第4次調査

SD 4079 SD79 第4次調査 sx 4144 SK144 SK144 Hll3 SKア 第4次調査

SD 4080 S080 第4次調査 sx 4145 S2145 SX145, 1113・114配石 第4次調査

SD 4081 S081 第4次調査 1113石溜

SD 4082 SD82 第4次調査 sx 4146 SZ146 SK146 第4次調査

SD 4083 SD83 第4次調査 1113 sx集石墓・石溜

SK 4084 SK84 S2104 第4次調査 sx 4147 SZ147 S2147 l第4次調査

SD 4085 S085 第4次調査 sx 4148 SZ148 SZ148 第4次調査

sx 4086 SK86 SK86 第4次調査 SE 4149 SE149 第4次調査

sx 4087 SK87 SK87 第4次調査 Hlll井戸上・石列

sx 4088 SK88 SK88 第4次調査 sx 4150 SZ150 SX150 1第4次調査

SK 4089 SK89 第4次調査 sz 4151 整地面 I 1第4次調査

SK 4090 SK90 第4次調査 sx 4152 SZ152 SX152 第4次調査

SD 4091 SD91 第4次調査 sx 4153 SZ153 SX153 第4次調査

SK 4092 SK92 第4次調査 sx 4154 SZ154 SX154 D114配石 第4次調査

SK 4093 SK93 第4次調査 sx 4155 SZ155 SX155 1第4次調査

SK 4094 SK94 第4次調査 sx 4156 SZ156 SX156 l第4次調査

SD 4095 SD95 第4次調査 sx 4157 S2157 SX157 第4次調査

SK 4096 SK96 第4次調査 sx 4158 SZ158 SX158 D114配石 第4次調査

SD 4097 S097 第4次調査 sx 4159 SZ159 SX159 D114配石 第4次調査

SD 4098 S098 第4次調査 sx 4160 SZ160 SX160 D114配石 1第4次調査

SK 4099 SK99 第4次調査 sx 4161 SZ161 SX161 D114配石 第4次調査

SD 4100 SDlOO F105 SD 第4次調査 sx 4162 SZ162 SX162 D114配石 第4次調査

SD 4101 E108・109ミゾ 第4次調査 sx 4163 SZ163 SX163 D114配石 第4次調査

F99~103 SD!Ol sx 4164 SZ164 SX164 第4次調査

SD 4102 SD102 第4次調査 sx 4165 SZ165 SX165 I第4次調査

sx 4103 SK103 SK103 第4次調査 sz 4166 1第4次調査

SD 4104 S0104 SD128 第4次調査 sx 4167 1第4次調査

SD 4105 SD105 第4次調査 sz 4168 HlOO SD・SD上面 l第4次調査

SD 4106 SD106 第4次調査 sx 4169 SK169 SX169 第4次調査

SD 4107 S0107 第4次調査 sz 4170 SX168, SXI 70 第4次調査

sz 4108 SZ108 F103石溜・集石 1第4次調査 l.1109石溜

S2106・109 SXl 71, K107石垣

sz 4109 G102・103 SD 第4次調査 sx 4171 SZ167 Kl08・109石溜 第4次調査

F104石垣・集石 Kl09石組・石の上

SD 4110 SDllO 第4次調査 sz 4172 L106 Pit4 l第4次調査

SD 4111 SDlll 1第4次調査 SD 4182 5D17 1第4次調査

SD 4112 SD112 1第4次調査 SD 4183 SD18 1第4次調査

SD 4113 SD113 第4次調査 SD 4184 S019 I第4次調査

SD 4114 SD114 第4次調査 SD 4185 S061 1第4次調査

SD 4115 SD115 第4次調査 SD 4186 1第4次調査

SD 4116 S0116 第4次調査 SD 4187 El04~107 SDlOl 第4次調査

SD 4117 1第4次調査 F108~110 SD101 

SD 4118 SDll8 第4次調査 sz 4188 整地面II 第4次調査

SD 4119 SD119 第4次調査 SD 4189 C・D104 SD130 第4次調査

SD 4120 SD120 第4次調査 SD 4190 SD173 落ち込み， E99SD 1第4次調査

SD 4121 SD121 第4次調査 sz 4191 LUO石垣上 Nl09石溜1第4次調査

SD 4122 SD122 1第4次調査 sz 4192 1109石列 第4次調査

SD 4123 S0123 1第4次調査 .1108•109石列 第4次調査

SD 4124 SD124 1第4次調査 SK 4193 Hl07 SK 第4次調査

SD 4125 SD125 第4次調査 sz 4194 H109・110石列 第4次調査

SD 4125 S0126 第4次調査 sz 4195 G・HllO石溜 H110配11第4次調査

SK 4127 SK127 第4次調査 sz 4196 F・Glll石溜 1第4次調査

SK 4128 SK128 1第4次調査 sz 4197 FlOl・H~MlOO石垣 第4次調査

SD 4129 S0129 1第4次調査 H・IlOO集石

SD 4130 D101, E99~101 SD13C 第4次調査 sz 4198 F列・P113石垣 第4次調査

E99石列の横 Fll2~114石列

SD 4131 SD131 第4次調査 sz 4199 C~Flll石溜 第4次調査

sx 4132 SZ132 S2132, J97 SX※ 第4次調査 C~Flll・FllO石垣

198 sx大甕
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小浜 学・小山憲ー・下平康弘• 田村腸一• 西村修久• 森川常厚・山田 猛・（株）パリノサーヴェイ

三重県埋蔵文化財センター

〒515-03 三重県多気郡明和町竹川 50 3 Ta 05965-2-1732 

西暦 1 9 9 8年 9月

コード

ふりがな 北緯 東経 調査期間 調査面積 胴査原因

所在地 市町村 ：遺跡番号
0,,, 0,,, 

m ' 

みえけんまつさかしいざわちょう 2 0 4 : 3 4度 1 3 6度 第 1次調査 一般国道42号松阪・多気

三重県松阪市射和町 30分 3 6分 19901011~ 1, 5 0 0 バイパス建設事業に伴う

あざこう(JJ き 1 2秒 2 2秒 19910319 （下層） 850 事前胴査

字鴻ノ木ほか 第 2次調査

19910423~ 4 6 0 
19910531 

第 3次調査

19920511~ 3, 5 0 0 
19920831 （二次検出） 850 

種別

集落跡

第 4次調査

19930419~ 3, 6 0 0 
19930829 （二次検出） 400 

第 5次禍査

19930823~ 2, 2 0 0 
19940331 （下層） 1,800 

第 6次禍杏

19940823~ 
19950125 

主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代後～晩期 石囲炉 1基 縄文土器

龍石 1基
＿＿← ―--—• ----- - - ----- -- - ---- --- -- ----- - --- ---- ---- - ----- - •• ← - -

弥生時代中～後期 土漿墓 6基 弥生土器（壺・高杯）

方形周溝墓 1基 土製品
--- -- -- ------- - ---―---- - ----- -- ---―っ—- --- --- - -- --- - - ---- -- -------

古墳時代 竪穴住居 2棟 古式土師器（壺・台付甕・高杯）

土坑→ 3基 土師器（椀・小型壺．甕・高杯）

須恵器（高杯・平瓶） 石製品（管玉・剣形）
-------- → - - ------------ --- -- --------- ----- -- --- --- -- - ---- . ---- ----. -. -- - . 

奈良～平安時代前期 竪穴住居 6棟 土師器（椀〈ヘラ書記号〉．杯〈ヘラ書記号〉

掘立柱建物 6棟 ・皿・甑）

須恵器（杯・蓋 ） 緑釉陶器（椀・耳皿）
-- ----- - ---・・・-------- —- --← ----- --

-―-------
-----

平安時代後～末期 土攘墓 1基 土師器（椀・皿〈墨書文字・絵画〉高杯・甕）

井戸 1基 黒色土器 0ク0土師器 山茶椀

自然流水路 1条 灰釉陶器（椀〈ヘラ書文字〉） 白磁青磁
-- ----- ----

-------— 言一
- -------- . ー -------- - - --

室町～江戸時代 土瞭墓 42基 土師器（椀．皿・ 蓋・鍋・茶釜・羽釜）

陶器（椀・皿・天目茶椀・播鉢・甕）

瓦質土器（火舎） 磁器（椀・香炉）

瓦（軒丸・軒平・隅軒平・鬼）

土製人形（武人・犬） 銭貨

平成 10(1998)年 9月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 2月にデジタル化しました。
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----―- -← --→ ← ----- -- -----

自然流水路から、推定812個体の大小

土師器皿が完形にちかい状態で出土し

た。
--- -- - ---—. -一- --. —-
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鴻 ノ木遺跡
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編集•発行 三重県埋蔵文化財センター

印刷者 東海印刷株式会社
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